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同じ建て坪なら 倍ぐらいには使え ます

ヰー務所 ・工 場 ・倉 庫 な ど 、 中 型 構 造 物 の 建 築 を ご 計 画 中 な ら 、 ぜ ひ 、 住 友 の プ レ ハ ブ

品 組 〈 ス ミ フ レ ー ム V } を ご 利 用 く だ さ い 。 中性が不要てや、問 11 、 厚 内 ス ペ ー ス が

広くとれ、同じ建てよ‘ ドなら、まず、情くやらいに活用てやき、合理的てやす 。 強 靭 で 耐 久 性

に 宮 み 、 建 築 も 簡 単 。 360椅 以 上 の 標 準 設 計 を 用 意 し て い ま す 。

住 友 の プ レ ハ ブ 骨 組

- _ ， 
。- --
住 友 金 属 工 業 株 式 会 社

東 京 烹 烹 副 子代 田 区九回内 ｉ ｴｮ Ｘ Ｈ 町 ｦ ＮＮｦＮｾヒ ル喧 【 Ｒ ＱＱ ) 0 1 1 1  

哲 IJ A丙 市 宮1・広 島 ・ 岡 山 高 旬、 名 宵廃 京 山 ー帥同 町 叫 仙 台 ・L唖
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すばらしい立体感をもっ絵模様、ロイヤルパターン 。

その、美しい気品ある絵柄は、 o.5mm.. ... .l .0mm.  

1.5mm・. . . . . 、どこまでいっても消えません。

しかも、マチ コロイヤルは

摩耗に強く、きびしい床の使用条件に

耐えるタフさは抜群です。

ロイヤルの

美 しさは

いつまでも

豪華な雰囲気をただよわせる

最高級の床タイル

マチコロイヤルは、良い材料を

すぐれた技術で}J I l 工、いっそう

品質を高めた最高傑作です。

色は、インテリアデザイナーが

最も使いやすいようにまとめ

あげた 6 色。明度・彩度とも

ひかえ目 。高級タイルにふさ

わしいエレガ ントな I床をだし

ています。ロイヤルを敷きつ

めたフロアは、まさに“ ロイ

ヤルルーム" の風格です。

わとろえません

川 川:rrr「rrアナ「O開W町R引 阿T刊l

ｍ ｐ￭、 ｾｉｃε 。 ， 

⑫ 東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 株 式 会 社

人通りのはげ.しし、場所には

とくにおすすめします。

7 チコロイヤルは、ピルのエレベーター

ホールや断段、廊下などに最適です。 もちろん、

オフ ィス にも使えます。ホテル、レストラン、喫茶 l吉、

銀行、デパート、病院など、人の ｭ まる ｊｾ 所には

ドシ ドシご採用ください。

東 京/ ; I ! 京行11 港 区 J正午、F 町 3 3  ( 午、I' III J 点 洋 ピ ル ) 干 105 t r  ( 03)  503 - 3021代

名 古 屋/ 名 古阪市中区銚 2 - 2 ー 1 3  Ｈｾ，占Ｏ［｜センターピルＩ 干 ＴＶＰ t r  ( 052) 211 - 5458代

大 阪/ 大 阪 市点 医 点 儲 1- 7 ( 大阪? ーチャンタイス? ートピル) 〒 540 t r  ( 06 )  943- 1641 代

指 岡/ 縮 問 市 大 下 J"I I - 4 - 1 2 干 812 t r  ( 092)75 - 0 4 2 5  

1  



アスフアルト防水の材料と工事は
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A
ト 同 業J レ日 本 ア ス フ ァ

本 部 東京都中央区八重洲 1 - 3

関東支部 向 上

関西支部 大阪市西区新町北通 1 - 17  

九州支部 長 崎 市 大 橋 町 2 3  - 5  

社 団

法 人

( 541)  3785 干550

(44)  1ω8 干852
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(538)  2  7  3  1  

(531)  9  0  6  4  

(451)  7  6  0  1  

(344)  6  6  5  1  

(262)  1  4  2  1  

(364)  4  3  0  5  

( 211)  5  0  1  1  

(441)  5  1  9  5  

(441)  5  2  2  3  

(757)  1  7  2  5  

( 443)  1  1  3  1  

西 支 部 会 員 (業別五十音順)

一 一製 造 業一 一

アオイ化学工業株式会社 広島県安佐郡安古市町下相田

協和建材工業株式会社 大阪市東淀川区田川通 5 - 9  1  

株 式 会 社 工 英 社 大阪市西成区橘通 9 - 2  4  

株 式 会 社 工 盛 社 大阪市城東区西鴫野 6 - 4 3

昭和石油アスフアルト( 槻大阪営業所大阪市北区梅田 町 2 7  産経ビル

新関西化工株式会社 堺市浜寺船尾町東 4 - 2  7  0  

田島応用化工鮒大阪営業所 大阪市西区京町堀 l 一 7 4  

東亜工業株式会社 八尾市南太子堂 6 - 4  - 2 7  

七王工業株式会社 善通寺市善通寺町 2 4 0

日j歴化学工業( 捕大阪支庖 大阪市東淀川区堀上通 3 - 3  9  

日漉化学工業(鮒 名 古 屋 支 庖 名古屋市港区南11- 2 - 6

日新工業側大阪支庖 大阪市西区新町北通 1 - 1  8  

三島工業株式会社 伊予三島市宮川 1 - 8  - 25  

一 一販 売 業一 一

大阪市西区南堀江大通 5 - 1  5  

大阪市西区新町北通 1 - 1  7  ( イサオビル )

大阪市福島区鷺洲本通 1 - 4  8  

大阪市北区堂島浜通 1 - 2  5  

大阪市東区安土町 1 0  新トヤマビル

大阪市北区老松町 2 - 7

名古屋市中区錦 1 - 2 0 - 6

大阪市西区京町堀 3 - 2  0  

大阪市西区土佐堀通 5 - 6  4  

大阪市生野区生野田島町 4 - 9 4

大阪市西区土佐堀通 1 - 1  3  

(08287) 7- 1341 ・〒 731- 01

( 301) 6  4  3  7  

( 661)  8  8  6  1  

( 961)  4  4  6  0  

(341)  6  3  9  5  

(61)  1  7  8  8  

(441)  5  9  5  1  

( 0729) ( 23) 3921  

(2)  9  5  0  

(392)  0  0  5  1  

(661)  8  2  5  1  

(531)  5  2  8  1  

( 3 )  4 4 2 0  

関

朝日 i歴青側 大阪支庖

梅本石油株式会社

大阪丸油株式会社

川崎 物 産 側 大 阪 支 庖

大丸石油株式会社

中西涯青側 大 阪 営 業 所

中西涯青鮒 名 古 屋 営 業 所

富士アスフアルト販売株式会社

前 田 商 庖

村 井 工 業 所

山文商事株式会社

• 

( 2 1 ) 2 2 8 1  

(771)  6  4  7  0  

(371)  6  5  5  5  

( 699)  5  7  5  7  

( 52)  6  8  8  1 〒 7 7 0

( 5 1 ) 5 3 5 3 干 6 5 2

(441)  8  5  3  1 干 5 5  0  

( 25)  4 8 6 8 干 7 0  0  

( 371)  1  3  3  3 干 5 3 0

古座局88 干 6 4 9 - 4 1

(782)  4  1  7  1 〒 5 7 8

( 4 5)  0 5 3 1 干 5 1 0

( 571)  7  4  6  1 〒 4 5  1  

干 7 3 0

〒 5 4  3  

干 5 3 0

〒 5 5  8  

事

広島市鉄砲町 5 - 1  6  

大阪市天王寺区逢阪上之町 1 6  - 4  

大阪市北区茶屋町 3 8  

大阪市住吉区長居町東 3 - 2 2

徳島市昭和町 1 - 9  

神戸市兵庫区荒田 町 1 - 1  3  

大阪市西区江戸堀 1 - 1  0  1  

岡山市内 山下 3 0  - 1  0  

大阪市北区浮 田町 8 2  

和歌 山県東牟楼君1)古座町西向 8 4 1

東大阪市新庄 1 1 4

三重県四日市市追分 1 - 8 - 1 6

名古屋市西区桜木町 3 - 8

業一 一一一一工

青盛建材株式会社

麻田建材株式会社

旭 化建工業株式会社

池田涯青工業株式会社

有 限 会 社 伊 東 工 業 所

石井建材株式会社

株 式 会 社 井 上 浄 夫 商 庖

有 限 会 社 小 野 甚 商 庖

大阪耐酸工業所

大芝建材株式会社

大島応用化学工業株式会社

太田建材株式会社

岡田建材株式会社

2  



アスフアルト防水の材料と工事は l
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( 352)  3  4  1  2  

(702)  9  3  0  5  

( 993)  1  4  1  3  

(443)  0  1  1  5  

(941)  5  5  6  1  

(364 )  0  2  0  6  

(691)  6  8  8  3  

(312)  1  1  1  8  

( 3 6)  1 0 7 1  

(313)  3  7  7  6  

(372)  0  2  5  0  

(783)  1  5  3  3  

( 2 ) 8 1 6 1  

( 75)  1 6 4 6  

( 361)  5  3  1  1  

( 364)  7  1  3  5  

(313)  5  4  0  1  

( 939)  0  1  5  6  

( 631)  6  2  2  1  

(231)  3  2  9  5  

( 681)  7  2  2  1  

( 22)  9 1 8 2  

( 22)  4 4 7 1  

(052)  0  7  6  1  

(358)  1  0  5  1  

(371)  6  0  8  0  

(921)  0  3  3  1  

(641)  3  4  3  4  

( 5 1 )  4 5 0 1  

( 34)  5 8 8 4  

( 56)  0 8 5  1  

(541)  1  6  0  7  

(541)  3  7  8  5  

(261)  2  5  0  1  

(309)  4  7  0  1  

(711 )  3  3  2  1  

( 5 5 )  5 8 1 4  

(671)  1  9  5  2  

( 23)  2 7 6  0  

(458)  7  4  3  1  

(385)  2  7  8  1  

( 61)  5 0 3 4  

(313)  3  8  1  7  

(458)  4  8  4  1  

(351)  0  3  0  8  

(443)  9  7  2  1  

( 261)  3  6  7  1  

( 922) 0  4  9  5  

( 33)  5 6 1 3  

(451)  4  9  0  5  

大阪 市北区空心IllTl - 4 0

大阪市東住有区西今 川町 6 - 4  1  

守口市大庭町 2 - 3  1  

大阪市西区江戸堀 5 - 5  

大阪市東区船越町 2 - 3  4  

大阪市北区真砂町 5

京都市南区西九条南田 町 5 6  

大阪市北区神 山町 2 6  

神戸市兵庫区神田町 4 3 9

大阪市 北区 西 扇 町 扇町 ビル

大阪市北区鶴野町 3 4  

東大阪市森河内東 1 - 17一 1

松山市一番町 3 - 3 - 5

高槻市桃園 町 5 - 5  

京都市下京区猪熊木津屋橋下ル

大阪市北区老松町 2 - 1  9  昭栄ビル

京都市下京区西七条掛越町 5 4  

大阪市城東区今福中 2 - 3  2  

大阪市南区宮津町 4 番丁 7 3  

名古屋市 中区丸ノ 内 1 - 1 5 - 2 4

京都市南区西 九条大国 町 3 7  

神戸市葺合区上筒井通 8 - 2 2

姫路市神屋町 6 - 2 0 3

名古屋市千種区若水町 3 ー 26

大阪市北区岩井町 2 - 2 0

京都市下京区西酢屋町 1 0  

大阪市都品区都島中通 3 - 3 - 6

大阪市阿倍野区旭町 1 - 1 - 3 0

神戸市兵庫区上沢通 6 - 9

神 戸市生田区海岸通 4 - 1  6  

神戸市兵庫区水木通 8 - 5

大阪市西区南堀江通 1 ー 17第 2 好|場ビル

大阪市西区新町北通 1 - 1  7  

名古屋市中区東瓦町 3 9  

大阪市東淀川区元今里 北通 5 - 1  6  

名古屋市東区矢 田町 1 0  - 3  6  

神戸市兵庫区塚本通 2 ー 3 - 2

大阪市住吉区安立町 8 - 5 3  

尾道市新浜 1 - 3 - 4

大阪市大淀区大淀町中 3 - 13- 25 

吹 田市南金田 1 - 10 - 18  

高松市宮脇町 2 - 3 0 - 5

大阪市北区神山町 4 1  

大阪市福島区上福 島南 1 一 1 5 2

大阪市北区天神橋筋 2 - 1  

大阪市西区京町堀 1 - 7  4  

名古屋市中区宮 出町 4 1  - 2  

阪市旭区生江 町 1 - 4  

西宮市今津曙町 1 3  - 1  0  

大阪市大淀区大淀町中 1 - 1  

助 会 員一一

大阪市南区長堀橋筋 1 - 3  

株式会社

桂 商

株式会社

株式会社 木下謹三商庖

共栄漉青工業株式会社

株 式 会 社 久 保 商 庖

興亜建材株式会社

坂口興業株式会社

三 信 工 業 所

島 崎 興 業 所

清水興業株式会社

城南建材株式会社

正和商事株式会社

関本建材株式会社

園建材工 業

高 山工業所側大阪営業所

谷中建材工業株式会社

大日特殊建材工業株式会社

株 式 会 社 大 和 商 会

高 橋 建 材 届

株式会社 タテパヤシ商庖

棚田建材有限会社

千代 田建材株式会社

中央建材工業株式会社

東洋アスフアル ト工業株式会社

東洋建材株式会社

友 田工業株式会社

内 外工業株式会社

株式会社 中 出 商 会

中村涯青工業株式会社

日建涯青工業株式会社

日新建工制大阪出張所

日新工材株式会社

日東物産株式会社

日本経青工業側 大阪支j古

日本涯青 工 業 側 名 古 屋 支 庖

大日本アスフアルト株式会社

株 式 会 社 長 谷 建 材 庖

株 式 会 社 浜 原 豊 商 居

フタパ興業株式会社

株 式 会 社 双 葉 商 会

古市断熱工業株式会社

マサル涯青工業側 大 阪 営

マルエス工業株式会社

丸 藤 商 庖

三 星 産 業(ffi 大阪 出張所

株 式 会 社 名 建 商 会

山 田善次郎商庖

横 井 商 庖

横 山 商 会

所

会

庖

商

商
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ー
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ドする画期的新製品. グター界をリー

間関被
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電 動 開 問 機

L 型
実用新; u ; 巻 取 り 軸 と の 連 結 機 情

お よ びL 型 機 構

チ 工 γ 収 納 箱

リ ミ y トス イ y チ

ガ パ ナ ー 機 情

手 動 機 情

・特長・

4寺官午出 願 中

1 . 開問機を設ける場所の心配がいりません 。

2 . 凸部のない真直なシャッターケース 。

3 . 袖壁は不用です 。

4. 減速機構はすべて完全密閉式です 。

5 . 小型で耐久力に 富む減速機構。

6 . 給油の必要がありません 。

7  エンドレス強力ローラーチエンの内造。

8  リミ ッ ト・スイッチを完全に内造。

9  手動操作をひとつにしました 。

10. ヒューズ装置の取付けが可能。

11 一斉・両面・遠隔操作いづれも可能です。

L 型1江主りJ 開 問 機 は 、 日 本 シ ャ y タ ー 技 術 研 究 所 に お い て 、 長

年にわたり、国立大学中fi 密 機 械 工 学 部 諸 教 授 の 指 導 を あ お ぎ つ

つ 、 当 社 技 術 陣 が 総 力 を あ げ て 研 究 開発し、 遂 に 従 来 の 開 問 機

の 概 念 を 破 っ て 完 成 し た 画 期 的 な 新 製 品 で す。

こ の 間 問 機 に は 独 創 に 満 ち た 新 機 構 が 数 多 く 取 り 入 れ ら れ て

おり( 特許 3 件 、 実 用 新 案 2 イ牛を出願中) 、減速機 、 モータ一、

ブ レーキ機構、停電目前羽手動装置はもとより、リミットスイッ

チ 、 配 電 板 に 至 る ま で 、 す べ て を 一 つ の 円 筒 内 に コ ン パ ク ト に

1内 め で あ り ま す。

従って、建築設計上の納りが非常・に簡単で、 しかも、取付や

そ の 後 の 保 守 点 検 等 も 楽 に で き る よ う 考 案 さ れ て お り ま す 。

こ れ ら の 点 か ら 見 て 、 従 来 の 製 品 に 比 べ 総 ゆ る 点 に 秀 れ て お

り 、 シ ャ ッ タ ー IJ 日問機の決定版といえるでしょう 。

日本シャッター製作所仰

浜

山

分

台 ・ 東 部 ・ 城 西 . f.黄

岡 ・ 北 陸 ・ 神 戸 ・ 岡

松・広 島・北九州 ・大

崎・鹿児島

仙

静

高

宮

営 業 所電話制 (301 )  3  6  5  6  

電話(0720) (57)4535- 6  

QL諮問中原 (41) 6 3 2 5  

屯話間 (361 )  7  4  4  1  

電話( 仰 (65)  6  1  3  1  

株 式 会 社

大 阪 市 東 淀 川 区 四 川 通 6 丁目 3 8 番 地

枚 方 市 大 字 招 提 大 阪 府 中 小 企 業 団 地 内

川 崎 市 新 丸 子 東 3 丁目 1 1  5  9 番 地

名 古 屋 市 中 川 区 北 江 町 2 丁目 1 2 番 地

福 岡 市 粕 屋 町 仲 原 釜 屋 2 7  2  7 番 地

本 社

牧 方 工. ｾ島

東 京 工 場

名 古 屋 工 場

九 州 工 場

4  



日 本 建 築 協 会 会 告 一 一 一

日本のトップレベルの家具を50年間作りつづけてきた大丸の

傍系会社「大丸木工株式式会社」は ，アメ リカ随一の家具 メ

ーカー 「ドレクセ J レ社J の技術提携K よって，日本ではじめ

て創りだした新 しい世界の洋家具をとの工場で製作 しており

ます。今回は家具の製作状況を主として見学いたします。

まず最初に工場の概要を承り ，工場見学の前IC業界でもユニ

ークなショ ールームの案内をしていただきます。

16.25 工場発，パス 11 : : て香里駅へ→16.30 同駅者解散

40名

往復はがきに限ります。はがきは l 枚1 C 1名限りとし ，氏名

・勤務先名およひ所在地 ・役職 ・連絡電話番号 ・返信用宛名

・郵便番号を記入の上10月 4 日までに事業課へ。

ただし定員を超過 したときは拍せん lζ て決定し ，と通知いた

します。

乙の見学会は大丸木工株式会社のど厚意とど歓待をうけて催

す乙とになりました。ついては同業の方 はお申込がありま し

でもど遠慮願う乙とがありますから ，ど了承おき下さい。

賞

乙のたび下記会員諸氏は建築界における多年の功績によって建設大臣よ

り表彰を受けられましたので，ζ 乙iζ 誌してその栄誉をお慶び申 しあげ

ます。

受の員
. .A.  

コヨE4  

員

込

定

申

戸

u
-2ロ

甚 太 郎 氏 ( 日 本 建 築 協 会 怠 与 )

健 治 郎 氏 ( 小 田 建 策 事 務 所 長 )

陸 二 氏( 日本住宅協会常萄浬事〉

義 郎 氏 ( 側 西 悶 工 務 庖 社 長 〉

雄 吉 氏 ( 附 松 村 組 社 長 )

克 二 氏( 日本建築協会兵雌支部長)

励 二 氏( 鹿島建股側噂窃取締役)

喜 一 郎 氏 ( 側 エ 英 社 社 長 )

崎

田

田

村

飼

邑

田

岩

小

菅

西

松

宮

山

横

N 氏邸並びに O氏邸新築工事の見学会

4‘  

5  

4 妙喜庵並びに水無瀬神宮の茶室見学の

乙の見学会は昨年好評を博しま した大徳寺の茶室見学の会と同 じ く本会

名誉正会員で茶室の権威である岡田孝男先生を煩し ，そのど案内により

催す乙とにいたしました。

1. 待庵( 国宝)

待庵は山崎駅前の妙喜庵にあり ，2 帖隅炉の席で，桃山時代の千利

休好みの遺構として国宝11: : 指定され，その優れた意匠には篤嘆すべ

きものがあります。

燈心亭( 重文〉

燈心亭は水無瀬神宮境内の 奥の方にあり ， 江戸時代初期の寛永の

頃，乙の地にたびたび行幸された後水尾上皇の好みと伝え ， 3帖台

自の席 IC廻り縁を付し ，水屋浴室のついた茅廷の優美な建物で，重

要文化財IC指定されています。

日 時 10月24日( 土) 13.30 ( 集合) →16.∞ ( 解散〉

集合場所 国鉄山崎駅前 ・目標会旗

〔参考〕自由行動( 運賃各自負担 … ・大阪よりの往復240円)

12.55 国篭大阪発上り快速電車乗車→高槻Kて普通に乗替え

→13.25 山崎着下車。

帝塚山学院大学教授工学博士 岡田孝男氏

13.30→14.30 妙喜庵を見学，それより徒歩20分 ，サ ン トリ

ーウイス キー山崎工場前を通 って水無瀬神宮の燈心亭を見学

して ，16. ∞ そ乙で解散。

30名

2∞ 円( 拝観料〉

往復はがきに限ります。はがき に l 枚 1名限りとし ，氏名 ・

勤務先名および所在地 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便番

号を記入の上10月11 日までに事業課へ。

ただし定員を超過したときは抽せん lζ て決定しど通知いた し

ます。

本年度の第 2 回茶室見学の会として，来る 11月 7 日( 土) の

午後，同様，岡田先生のど案内で洛北光悦寺の茶室を見学す

る予定で「建築と 社会J 10月号で会告いたします。

. .A.  

コヨZ

2  

豊中市永楽荘 3丁目47- 3

( 電話 068- 52- 7487，大林組工事事務所)

附大林組住宅認

2. 7∞nf ( 下記 2邸合計)

鉄骨 コンクリ ー ト造 2 階シンクツレ蔓延217，84nf

木造平家建日本瓦葺 48.03nf 

O氏邸鉄節コンクリ ー ト造 2 階建 延99.∞nf

昭和45年 2月 10日→同年10月15日

30名

往復はがきに限ります。はがきには l 枚に l 名限りとし， 氏

名 ・勤務先名および所在地 ・役職 ・連絡電話番号 ・返信用宛

名 ・郵便番号を記入の上 9 月27日までに事業課へ。

ただし定員を超過したときは抽せんにて決定 し， 乙e通知いた

します。

日 時 1Q月 9 日 ( 金) 15 ∞ ( 集合〉→17. ∞ ( 解散)

〔参考〕 自由行動 (運賃各自負担一 .. .大阪よりパス共往復160円)

14. 11 阪急宝塚線梅田発普通→豊中下車 ・阪急パス②番のり

ば，箕面高校前か箕面行11: : 乗車→永楽荘下車

阪急20分 (50円) ・パス 12分 (30円)

永楽荘下車 ・左側住宅地への道を上るすぐ N 氏邸門前 ・目標

会旗

所 在 地

設計 ・施工

敷 地 面 積

N 氏邸

期

員

込

集合場所

工事概要

エ

定

申

案 内 者

見 学

‘ 純木家具の大丸木工株式会社寝屋川工

場見学会

員

費

込

定

会

申

附記

日 時 10月16日( 金) 14. 50 ( 集合) →16. 30 ( 解散)

〔参考〕自 由行動( 運賃は各自負担- 京阪電車往復180円)

往 14.23 京阪包車淀屋橋発急行→14.43 香里園者

復 16. 43 11 香霊園発 H →17. 03 淀屋橋着

京阪電車香里園駅 2 階出口前 ・目標会旗

15.∞ 発大丸木工より出迎えの専用パス 11::て工場へ→約 5 分

見学場所 寝屋川市豊里町34一10 ( 電話寝屋川 0720 - 22ー幻41 ( 代) )

大丸木 工株式会社寝屋川工場( 主と して家具 コ草o J，当 〉

集合場所



一 一 一 日 本 建 築 協 会 会 告

府および周辺民家を考究する 上で立重な存在となっている。なお重文長

屋門は最近修理が完成された。

以上はこの見学会でど案内下さる本会会員であり ，古建築の権威であ

る林野全孝先生にど解説していただきました。

案内者近畿大学理工学部建築学科助教授工学博士

定 員 30名

会 費 2∞ 円( 参観料)

申 込 往復はがきに限ります。はがき l 枚に l 名限りとし，氏名 ・

勤務先名および所在地 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便番

号を記入の上10月18日まで1ζ 事業課へ。

ただし定員を超過 したときは抽せんにて決定 し， ど通知いた

します。

4 大阪城公園と重文奥田・吉村両家住宅

の見学会

10月31 日( 土) 12. 30  ( 集合) → 17. 30 ( 解散)

北区 ・中之島中央公会堂西裏

大阪観光パス 1台 ・目標会旗

12. 40 中央公会堂西裏発→大阪城公園へ

13.10→13. 40 整備されつつある大阪城公園特に森林公園の

参観

14.30→15. 10 東住吉区加美鞍作町，奥田正太郎家住宅見学

15. 50→16. 40 羽曳野市島泉町，吉村要次郎家住宅見学

15.40→17. 30 吉村家発，天王寺駅前着 ・解散

重文， 奥閏 ・吉村両家住宅の概要

両住宅とも江戸時代初期 (17世紀前半) ，ζ 建てられた庄屋層の奈良住

宅遺構である。両家 とも家の構えは広大で，中央lζ 主屋，周辺に附属舎

を配 し， 門長屋から入る。主屋は整形四間取りを基本にした家人の居住

部分で，その奥[ζ 格式的な別座敷が接続している。

奥田家住宅は当家では大阪夏の陣で焼け残ったと伝えられるが確証は

少い。

ただ別座敷の広縁縁板の墨書から判断して，こ乙が延宝の頃 ( 1760年

代) ，ζ 建っていた乙 とが明かであり ，主屋はそれより相当古いので，そ

の他手法など・からみても吉村家住宅と共通する乙とが多い。ただし現状

は甚だ改造部分が多く ，ζ れらを確証する ζ とが難しいが，土問に添っ

た室の裏一室に納戸を有している乙とは府下の他の四間取り遺構からみ

て異質である。なお外観の意匠は秀麗である。

吉村家住宅は中世から栄えた豪農の家で， . ! i 室長末には 140石の高を持

ち，享保13年以後は丹北郡18カ村の大庄屋となった。当住宅は元和元年

(1615年) 頃の陣で焼失し ，その直後に再建されたもの と考えている。

ただし客室の座敷は江戸中期に一部柱の取り替えなどの改築を受け ，

また主屋も次第に増改築さ れてきたのであるが，明和26 - 28年の修理で

主屋は復原されて今見るように明快な意匠を見るようになった，当住宅

は17世紀前半を代表する主要な遺構で，平面，柱間手法，構法なと 大阪

林野全孝氏

日 時

集合場所

手呈行

‘ 修学院離宮の拝観( 予定)

昨年通り本年も秋色酎な 11月を選び下記の 2 固にわたり拝観を願いでて

おりますが，許可になるもの と予定して希望者を募る 乙とにいたしまし

た。

11月13日 (金) 15. ∞ ( 集合) →16. ∞ ( 解散)

岡 11月20日( 金) 1/  / 1 → H  

京都市左京区，修学院離宮門前 ・目標会旗

〈京福電車「修学院」または市バス修学院道下車，徒歩約20

分)

各15名

往復はがきに限ります。はがきは l 枚に l 名限り とし. (刈か

(B)の区別 ・氏名 ・年令 ・勤務先名 および所在地 ・役職 ・速絡

電話番号 ・返信用宛名 ・郵便番号を記入の上10月20日までに

事業課へ。

ただし定員を超過した ときは拙せんにて決定し ，ご通知いた

します。

なお. 昨年拝観された方はなるべく申込をと遠慮願います。

11  

凶時

集合場所

員

込

定

申

日
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E X P O  '70J 刊行「図集

E X P 0 '70の施設建設に結実 した新建築技術は，技術水準の現時点を

示し， 将来を指呼す る一里塚である 。と の全施設建設のために函かれた

移 しい図面の中から技術の精髄を後世に伝えるべく厳選された図集に よ

る記録報告書。施設建設のため次 と々 未踏の技術に挑んだ関係者の栄光

と辛苦は乙 の図集に銭刻され，圧倒的迫力をもって本蓄を綴く 全技術者

を鼓舞す る。 全施設 l∞ 余中か ら次の選別基準により 45作品を選んだ。

イ，万国博建築技術指導委員会の審査を経たもの。 ロ， 構造，材料，

施工に特徴のあるもの。 ノ、 特殊な設備をもつもの。 ニ， 将来の建築

への実験的意味をもつもの

編集委員会

顧 問 坂 静雄，鷲尾健三

委員 後藤典夫( 長) ，小泉周治，福田朝生( 副〉島田儀 ，信濃小路正

利座正信，国則一夫，泉資一郎，塩路寅雄，平田定男 ，西沢 消

長谷川幸雄， 七海実

申込先 〒 541 大阪市東区湾労町 3 - 3

刊行 (社) 大阪府建築士会大阪府建築部編集
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T  E  L  252- 4“1  
( 社) 大阪府建築士会

図集 E X P O' 7 0より

体 議

A 3 判 ( 9 テ' 2 9 7m m X ヨコ 420m m)

全 500頁 紙 質 ヱ ュ ー ヱ イ ジ 62. 5k.

領 価 4，民泊円 郵 送料 250門 別

主主輔 ビニール・レザー上製本 ケース付

6  



、見

各種玄関マ ット設計製作 E T P kl  

〈 詳 細 図 〉

|十 I I  I  I  I  I  I  +J ｾ＠

==.jミ

〈規格色〉 赤 ・白 ・緑 ・鼠 ・青

お そ う じ 百 貨

玄関に

ハイセンスをノ

マッ卜は

トップメーカーの

ミ サ レV 製品を

お選び下さい

!!J 

( ウル卜ラセン)

ウルトラインマット試験表

・耐摩 粍 試 験 一摩粍減量 0. 0035 グ ラ ム

試 験 条 件 テ ー パ ー 摩 粍 試 験 機 荷 重 500 グ ラ ム

回 転 速 度 57叩 . m. 1000 回 転

・熱収縮試験( 膨張)

40.C 土 1 .C  3 時間変化なし ー 5 . C 3 時 間 縦 ( 一0. 10% )

横 ( 一0 . 17% )  

・耐薬品試験 浸 漬 条 件 30. C x  31 日間重量変化率

3 % H2S 0 . ( 孟 0 . 1% ) 10%  N AoH( 孟 0 .1 % )

植物油( 白絞油 ) ( 5. 2%) ( 30. C x  5 日間 )

・耐水試験 浸 i責条件 23. C X 24時 間 0. 07%

〈営 喋 所〉

三百9" 孟，，/ V 工 業 株 式 会 社

東 京/ T E L (667)  8 8 4  4 (代 )

名 古 屋/ T E L (911 )  4 3 0 6 - 7  

京 都 第 1/ T  E  L  (221)  5363 ・ 0214

京 都 第 2 / T E L (312)  6  0  5  1  

大 阪/ T E L (531 )  7 5 7 1 - 4  

福 岡/ T E  L  (27)  2  3  3  1  (代 )

北 九 州/ T E  L  (57)  3  5  7  9  

ミサ; _ . ， 1 7

営 業 本 部 / 大 阪 市西 区 北 堀 江 上 通一 丁 目 20 T  E  L  ( 531)  7  5  7  1  - 4  

本 社 工 場 / 京 都 市 南 区 久 世 築 山 町 380の 2 T  E  L  ( 921)  6  3  6  1  - 3  



株 式 会 社 奥 村 重 兵 衛 商 唐

大 阪 市 北 区 木 幡 町 6 0 電 話 大 阪 ( 364) 4131

福 岡 市 住 吉 松 月 四T 2  9  3 電 話 福 岡 ( 29 ) 0459 

東 京 都 太 田 区 南 馬 込 4 ー 1 - 18 電 話 東 京 ( 772) 7856

名 古 屋 市 中 村 区 志 摩 町 4 の 7 電 話 名 古 屋 ( 551) 3013
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日本建築協会法規委員会

質疑などの役摘をお待ちし てお ります

。 法 令 解 説

大阪府公害防止条例について

今回は，最近特に公害問題がク ローズア ップ

されている折から ，今春全面的な改正が行なわ

れて施行されている「大阪府公害防止条例」に

ついてのべてみま しょう。

「条例改正の経緯」

大阪府における公害防止のための条例制定

は，昭和25年 8 月で東京都についでその歴史は

古い。その後昭和29年 4 月，ついで昭和40年10

月に全面的な改正が行なわれ. i 大阪府事業場公

害防止条例」が制定された 。そして当初の公害

発生の事後処理を中心としたものから ，企業者

に対する規制基準遵守義務を課すもの となり，

公害規制条例 としての体系を確立した。その後，

国における公害関係法が整備されるとともに国

( 法律) と地方自治体( 条例) との機能分担を明

確にして，ますます，広域化，深刻化する公害

問題に対処するため新しい「大阪府公害防止条

例」が昨年10月17日づけで公布，本年 4 月 1 日付

で施行されている 。一方，条例の施行にあわせ

て， 1大阪府工場等公害規制基準規則J ， 1大阪

府公害防止条例施行規則」 が公布されている 。

「主な改正内容」

1. ( 目的) 旧条例においては ， ( 公衆衛生上の

危害を防止す ると ともに ，生活環境の保全と産

業の相互協和を図り ，もって公共の福祉の増進

κ 寄与する ..... J と規定していたが，新条例で

は， 1府民の健康を保護するとともに ，生活環

境を保全する乙とを目的とする」と規定し健康

保護優先の考え方を明らかにしている。

2. ( 規制対象となる工場，事業場〉 旧条例では，

ばい煙にかかる特定施設またはガス粉じん，汚

水，騒音も しくは振動にかかる特定施設を設置

する工場，事業場のみが規制の対象とされてき

たが，新条例では ， i工場等からばい煙等を発

生させ，または排出する者は ， 当該ばい煙等

に係る規制基準を遵守 しなければならない。」

(第 4 条) と規定して，特定施設の有無に関係、

なくすべての工場，事業場が規制規準を遵守 し

なければならないとしている。

3. ( 特定施設) 新条例により「要届出施設」と

しての特定施設は ，その範囲が若干拡大されて

いる。たとえば騒音関係では，木材加工機械の

ドラムパーカー， テッパー，砕木機が追加さ

れ，クーリ ングタワ ーについては ，その能力が

13. 75キロワット以上のもの」から 10.75キロ 対比すると 表 1 のどとくなる 。特定建設作業に

ワッ ト以上のもの」に改められ，最近増加しつ 伴って発生する騒音の規制に関する基準は規則

つある「冷暖房騒音」の未然防止を図っている。

4. ( 特定建設作業IC関する規制) 建設工事に伴

って発生する 騒音の規制は，すでに騒音規制法

により昭和44年 4 月 1 日から府下の主要市街地

において実施されているが，その他の地域にお

いても野放しにしておく乙とはできないので，

新条例では ，法規制区域以外の区域について法

と同様の規制を行な う乙ととしている 。

規制の内容は

(1)規制区域内で特定建設作業を伴う建設工事を

施工しようとする者は，作業開始の 7 目前ま

でに一定の事項を知事に届け出る 乙と( 法第

16条) 。

(2)一定の規準IC違反した場合の改善勧告，改善

命令( 法第17条) 。

とに大別されるが，その内容について法則制と

第10条で定めており 表 2のどとくなっている。

また届出の届出先は表 3のごとくなっている。

5. ( 拡声機の使用に関する規制) 商業宣伝放送

その他の拡声放送については従前は行政指導の

みによって対処してきたが，新条例では，乙れ

らを規制対象 とする ζ とにな った( 第18条) 。

6. ( 深夜営業等の禁止) 深夜騒音問題の発生を

未然に防止するため ，住宅地では，深夜飲食庖，

深夜プール，深夜における原材料の搬出入作業

などを禁止することになった( 第19条) 。

7. ( 屋外燃焼行為の禁止) ゴム，イオウ，合成

樹脂などを住居近 くで多量に燃焼させると ，ば

い煙や有害ガス iとより周辺の生活環境をそとな

う乙とになるので，乙のような行為は原則とし

て禁止する乙とになっている( 第20条) 。

( 大阪府建築都市街地建築探 片田俊彦)

区 域 騒音規制法による規制 新 条 例 に よ る 規 制

大阪市、排市、岸和田市、ｾ中市、 1. 住居地域( 全域) 来指定区域のうち次的絡設の周閤

池田市、吹田市、泉大涼市、i ¥' 1 i 倣市、 2. 商業地域 ( 全域 ) 80メートル同区域

貝塚市、守口市、枚方市、茨木市、 3. 準工業地域 ( 全域 ) 7  学校

八尾市、泉佐野市、富田林市、寝屋 4.工業地域のうち、次の緬訟の周 イ 保育所

川市、絵原市、大京市. 和泉市、箕 閤80メートルの区域 ウ 病院必よぴ忠者向収容施設

A  

商市 、n n: j 打、 m津市、高石市およ ア 学 校
を有する診療所

ぴ東大阪市( . 汁24市) の区域 イ 保育所 エ 図的自白

ウ 病院および忠者向収容施 オ 特別養護老人ホーム

殺を有する診療所

エ図ｾＡｾ館

オ 特別養必老人ホーム

河内長野市、柑原市、羽曳野市、藤
1. 住居地域( 全域)

井寺市 . } ; ，¥本町、能勢町、忠岡町、
2 商業J 也域 ( 全域)

熊取町. 田尻町、来南京、南海町、
3. i腕工業地域 ( 全域)

束。r
4 工業地域および未指定地域的う

狭山町. 柴原町、交野市、凶条畷、
ち、次的地設の問問80メートル

B  

東能勢村および千早赤阪村 ( 計 4 市
の区域

15町 2 村) の区成
7  学校

イ f*l' i所

ウ 病院および忠者の収容施設

を有する診療所

エ 因 性 館

オ 特ｾｉｪ饗議Ｎｬｦ［人ホーム

表 1 規制を受ける区主主

符福、山、定障維¥、業¥基: 【調‘怖玄¥の分

境特的場定界砲所か設のら3作敷0業地メ
1 目的作業

回目届日その

ートル的地点背 夜 1111作業
作業』副111111 他的休目的 f柑 考

における騒 時 1111 

町( 大単位きホさ ン)

作 A佐

〈い打機機抜作又

午行I後珂 7 時時 から

10行U寺1111 をこえ 連を続して 6 日
行なわないニ

もんけんー圧入式 〈い打〈い

抜 は〈い打
8  5  

午 7  まで て なわない こえて ｾｔｾＺ
IJ (樋Jt1. 1( い打慢をアース オ

l す〈いる 機業 を使用

は なわない 二と . わないニと .

と.
ーがーと併111する作2覧会障 し

」と.

2  用ぴすょ をる打作機業 をf吏 8 0  同 上 [J I  上 I司 上 同 上

き〈岩機を使用 午午は行後前 9 時時から

Ｑｩ 乍 ｴ ｉ ｡｡ｅｅ 地 に 点 ｨ が ｾ 連 て 組Ｂ的‘ にl 移自動にすおるけ

3  7 5  

6  まで

Jii l  上
同 上

同 上 最る大当距館般作EがR5に0係j ーる 2ト地ル点を間ニ的え

する作業

なわない

、、こと.
ない作績に阻る.

1 ヶ月をこえ

電動植以外的原動圃を F和、る

空気圧紛機を使

む何であ守て‘ そ町定格noカ

4  7  5  同 上 同 上
て行なわない 同 上

が15キロワ マト以上町む町に

用する作業
， ， 

』と.

阻て使る.用す{るき作〈也集惜合町臨働し力}とし

コンクリートプ

ilト4楠・プ楠ラ町III 醐鼠. ' コンタリ

ラント文はアス

ントI;J .O.4S立 HトJ ート

5 フアルトプラン 7  5  同 上 同 上 同 上 同 上

ルト l1品1.t2師.-r寺 1ロ?グ?ラ'ムb 以上プ町ランι  

うト作を般業けて行な

e予1ニ陪{ o .

ト{モプル， Fンルト創を造""問.ヨン 7 "ー

作係業る器時摘間町と蜜し直てには

見書、危陪防止.
そた町日仲に業終をh 聞る岨曲fしト 提e轡聾等すにる2よh合'J SARA息V  

見書. 危楠防止.

位に直置帯略法同運、行週三間t交CF 

酷週樽町遂行‘ 宮E

; a周しない.
出を獲轡等すにる噛よ令"務>>.念び

危険防止円ため行
電週路所桂町工、事理d路t交v 辿l二

1柑 2雪

通語lニI f i づき夜間
なう鳩合会障 し

行なう二ととな 4

危会険う吻防止合町を障た的し行

法に捧づき i本日に

ている場合等を陣
行な うニととなっ

<. 
ている場介専を臨

<. 

褒 2 特定建段作業についての勧告に係る基準

(1)にぬげる A 区域( 大阪市ほか23市町区域) で特定

建設作業を笑施する場合

(1)に掲げる B 区域( 河内長野市ほか 3 市15町 2 村の

区域) で特定建設作業を実施する場合

.3 特定建般作業の届出を行なう場合の届出先

作業の場合を管絡する市町村

長を経由して知 Ｇ ｊ ｾ へ

騒音規制法による届出 新 条 例 に よ る 原 出

作業的場所を管格する市長へ

9  



10 

美装塗床仕上材

ヨ ｦｾＱ ゴ一
美装塗壁仕上材

ヨョt-J b5F42BEt.

間隙充填材

ａｂ｛［ｊ ・ＪＺＧＡｉ ｾｉｊｾ 与
内壁美装仕上材

当ォーJII ::J - " M

内外装材

ヨォーJb:J - " S

大阪支社

大阪市東淀川区中島町4-8-3  

TEL 大阪 06- 303 - 1171Otl

水島営業所

T E L 倉 敷0864- 46 - 1  5  1  5  

四国営業所

TEL 高松0878- 62- 6221

神戸営業所

T Eし神戸078 - 32- 2 9 2 8  

京都営業所

T Eし京者間75 - 671 ー 18  1  8  

通気性吸音板

拘ヨＮｾＡｊ Ｍｉ ‘
: 1 %回・: 1 ; "

機械台座用材

，ニdZda田副司

コンクリー卜用接着補修材

司自ート崩 ｩ［Ｂｾ
不燃性吸音吹付仕上材

ヨヨヨザト

着色耐摩耗性床材

] J - A_ストローョ

通 気 吸 音 板

本社

東京都千代田区永田町2 12 -14 

T E L 東京03 580 ・141 1( 大代 )

出張所

名 古 屋 ・札 幌 ・仙 台 ・北 陸

広 島 ・福 岡

営業所

北関東・横浜 ・静岡 ・宇都 宮

千葉

駐在所

金 沢 ・鹿 島 ・長 野



県北ニュータウン

1. 520h.  (455万 坪 )

47. 000戸

千里ニュータウン

1. 160h.  ( 350万 坪 )

37. 300戸

h

F

歩

草

分

隊

(

F

住

区

12. 500戸 I 10. 200戸

3. 000戸 I 6 .000戸

16. 500戸 I 15. 000戸

時 .000戸 I 6 .100戸

188.000人 I 150. 000人

120人 / h. I  130人 / h.

昭 和 3 9 - 4 9 年度| 昭 和 3 6 - 4  5 年度

17住区 I 12住区

A 千里ニューヲウンとの比較

開 発 面 珊

住宅瞳股戸融

内 訳

府嘗 住宅

府住宅供首

公社 住宅

公団 住宅

そ の 他

個人 住宅

入 白

人 口 密 度

工 事 期 間

住 区

司、

投摘をおまちしております。掲織の

分には規定の稿料を差上げます。

頁の者

ニ事長

:玩

V 泉北丘陵開発事業進惨状況

区 升 全 体 計 画 昭和44年度ま で実施済 昭和45年度実施計画 昭和46年度以降実施計画

宅地造成(主をE5)
17住区

泉ヶ丘地35区6、h.7 住区 :0 %  25 
泉ヶ丘 8 住区十1) 4住 区 %28 総地 4 住区区町娘区部分 光h. 明

1.450h.  4  2  3  h.  地 5住 671

築
遺 1号- 4号、北0、中0伽央n'、南線 毒中と央し線て Ｒ町号約線ｾ全且線 ｖ 北、 Ｑ 号線 37  主間と')且してぴ県3号北栂1号・北融植.中の央担祖額骨師 12 

主残として. 3号号線線、 北南線線

道

1. 167.  町 ' )}l (}， 4

舗 事量

同 上 主及として線、北線M、2号線 ・11 主中と央して l 号線的捜部分 咽'  

主市線ととしてそ J町他号線四残J 号部線分.  

路

742，50Om'  び 1号町 と 線

17住9区80 泉ヶ丘地区、 3 住区 :  12 J光il 明ケ丘池地地区区 29住住区区、 続.住幹 ー区画舗裳

.45Om'  

晶ヶ丘地区 3 住区 :  13  

高 地 区 公 園 7 ケ所 2 ヶ所 :  29 l ケ所 . 14 4 ヶ所

意 近 隙 公 園 13 ケ所 2 ケ所 :  15 2 ヶ所 :  15  9 ケ所

さ宇 使 17  校
( A ，3 B， F 彼i主区)

:  18  
( C2， E 住校区) 12  校:  12  

建

( A2. F 住校区) l  c住区F
:  10 中 学 校 10  校 :  20 7  校

物

近隣センター ｾ ヶ所， 3  ヶ 所住
:  17  

2  ヶ 所区
:  15 12 ヶ所

( A .  B.  F 区) ( C.  E 住 )

建

センターピル ー専門鹿町 : 75 

員ケ丘セ r ター ピル専門庖 専門鹿町一部

位

一部

総センター ピル専門庖 セy ターピル専門腐

光明地セノター ピル専門庖 センターピル専門前

住宅建 位戸数 47. 000戸 5. 582戸 8. 222戸 33. 196戸

住宅入居戸数 47. 000戸 3.872戸 5. 228戸 37.900戸

摘 要 188. 000人 12. 645人 18. 355人 157. 000人

開発の進む泉北ニ ュータウン

泉北ニュー タウンは ，大阪の都心部より南へ

20キロメー ト)1/ ，堺市より 10キロ メー トルの地

点、にあり ，開発地区は 3 つの丘陵( 東より泉ケ

丘 ・栂 ・光明池の 3 丘陵) I L分かれ，面積 1. 520 

ヘクタ ール( 堺市域 1，450 ヘクタ ール，和泉市

域70ヘクタ ール) あり ，主として大阪市および

堺市の業務地域への通勤人口 を収容するものと

して，健全な環境 と都市的利便さを持った郊外

住宅地として開発されています。

昭和39年度に建設に着手され，現在泉ケ丘地

区の A ，B ， F の 3 住区で約14，αx) 人の人々が

新 らしい町での生活を送っています。

来年 4 月には泉北高速鉄道の南海中百舌鳥~

泉ケ丘間 8.2 キロ メート J レの開通が予定されて

おり ，また用地買収の進展もあって，本年度は，

泉ケ丘地区セ ンタ ーの開設をはじめとして ，glJ 

表の通り各工事とも大巾な進捗が見込まれてい

ます。

なお ，開発面積，戸 数，人口密度 ，などにつ

いて千里ニ ュータウンとの比較は別表のとおり

です。 ( M K)

V 昭 和.j5年 4 月にオープンした F 住区近隣センター

口

-、

11 



｡ｾｬ｡ｦ ， ｦ ｊｬｾ川

ドアチ ェック 60シリー ズ

ドアチ ェック 70シリース

ドアチェ ック 80シリ ース町

フロアヒ ンジ

その他

ラノ 〈卜リヒ ンジ

ピポ ッ トヒ ンジ

ドアハ ンド ル

N E W * S T A R  

米 品質性能とな用祭スライド式

ｚＲ ースター ｦ ｪＧＧＧぺｌＮＭｾ
片引き戸内観図 上枠断面懸吊要領

ｾ巧戸一戸

レール取付. . 例図

- ニュースタ ースライド式ドアオペ レーターの特徴

議印寸法" 守って下さい.

535 

緩印寸法NSL- 4の喝合U.6oo!.: 変更さ れます.

肉

115 

・油圧の長所と電気式の利点とを組合せた新製品です。 ・油圧装置がついているために閉る速度が「ゆるく_ j r なめらか」で‘ す 0 ・パルプの訪j整

で閉る速度が自由に変えられます。 ・閉る手前でー且止って、その后ゆるく閉ります。 ・停電の場合、すぐに手で1経く開閉が出来ます。 ・価 格 が

安〈、別途工事がほとんどない。 ・取付工事、保守が非常に簡単です。

12  

日本ド7一子工、ν ク遅延、単泉式命社"+' r ノ- / 苓<; 1&. 1不.; t ¥，回' 区

本社工場大阪市生野区ｾｾ矢柄町 Ｒ 2  2 電 話 ( 06) ( 758)  12 5 1 ( 代}

東 京 支 庖 東 京 都 千 代 田 区 神田小 川 町2 - 12(信 愛 ピ J レ) 電話 ( 03) ( 293)  4 8 3 1  - 5  

札 幌 出 張 所 札 幌 市 月 寒 中 央 通 り 月 寒 3 1  4  - 1 電 路 ( 0122)( 86) 8 2 5 5  - 6  

仙 台 出 張 所 仙 台 市 北 6 番 丁 1 8  7 旬 結 ( 0222) ( 34) 6  0  4  9  

名 古 屋 出 張 所 名 古 屋 市 北 区 浪 打 町 2 - 8 0 - 2 電 話 ( 052)( 981) 7 5 3 1 - 3  

広 島 出 張 所 広 島 県 安 佐 郡 佐 東 町 緑 弁 2 0 5 電 話( 08287) ( 7 ) 1 6  1  1  

福 岡 出 張 所 柄 岡 市 天 神 4 丁 目 4 番 2 4 電 話 ( 092) ( 74 )  2372 .  3312  



建 築 と 社

園 圃

- ユ
-・周囲.

ニュース原摘をお送りください。

. 第 2 回日本建築祭

必』

ココE

ス

建 築 8 団体連合による第 2 回建築祭が， 7 月

23日，24日の 2 日聞にわたって，盛大 IC関かれ

fこ。

大 会

第 1 日自の大会は ，万博会場お祭り広場にお

いて，午前 101侍より ，約 l 時間全国からmまった

第 2 回 日 本 建築 祭

F ‘ 『

旦 E

世界の人びととの交歓を通じて未来を求め

ようとする E X P O・70 は，まさに人類と科

学と芸術の織りなすー大交響楽であり ，いま

そのクライマックスに透しております。

わが建築界が，乙の E X  P  0  '70  IC果した

成果 ζ そは ，われわれが，かねて蓄積したエ

ネルギーの一大展示であり ，また未来の理想

社会建設のための強固な手がかりを与えるも

のであります。その意義は高く評価されねば

なりません。

とはいえ ，現実の社会は，科学技術の急速

な進歩に伴いその生活環境には著しい矛盾や

歪みをもっております。乙れらの早急な解決

乙そ現在われわれに課せられた重要な使命で

あります。

E  X  P  0  '70  IC注いだ‘わが建築人の理念と

情熱，そして貴重な体験乙そは ，必ずや近い将

来乙れら諸問題を克服し ，都市 IC，建築に ，

より香り高き生活空間を創造し，国民の信託

IC乙たえるものと信じて疑いません。

乙乙 lζ ，われら 2∞ 万建築人は ，決意も新

たIC，職域職能を乙え互に提携を霊ね健全な

未来社会の創造のためにまい進する乙とを l

います。

以上をもって第 2 回建築祭の宣言 といたし

ます。

昭和45年 7 月23日

共 催 団 体 建 築 業 協 会 ・全国建設業協会

全 国 建 築 士 事 務 所 協 会 連 合 会

全 日本建築士会 ・日本建築家協会

日 本 建 築 学 会 ・日 本 建 築 協 会

日 本 建 築 士 会 迎 合 会

13 



の製品には・・・

- ドアーを大切にしハウスキーパーの役目をはたす

'ート

S T・8 4 (18- 8ステンレス )

-圃・

R A システム

寸法 ('"1m) 板 厚 木ネジ穴の数
- 仕上はサテン仕上です 木ネ ジの太さ及び長さ 梱包数量

全長 機巾 ( 弘)
+  

弘、
(枚)

. R A システム (90。抜け芯装置付) です

・高精度 を誇 り、耐蝕性・耐熱性にすぐれ

錆 びたり変色したりする 事 はありません

・1 8 - 8 ステンレス、木ネジ付きです

8 9  8 9  2 .  5  6  4 .  1  X  2 5  1 0 0  

1 0 2  1 0 2  2 .  8  8  4 . 1  X  2 5  1 0 0  

1 2 7  1 0 2  3 .  0  1 0  4 .  5 X  3 2  6 0  

1 2 7  1 2 7  3.  0  1 0  4 .  5 X  3 2  6 0  

包装・ 2 枚 木 ネ ジ 付 紙 函 入

- 錐 でガ イ ド ( 下穴) を設ける 必 要 が な い 。

木ネジの革命ヌ/，イヲー

J・ 全 ネ ジ 式 で す か ら 密 着 が 良 く 振 動 の た め に

Ｚｦｾけてくるようなことはない。

・釘 状 の 部 分 で 木 部 へ 安 定 し た 飯 合 が 出 来 る

の で ド ラ イ パ ー の横 滑 り が な く 製 品 を 傷 め

ず に 固 定 出 来 る 。

・ 表 面 硬 化 を し て あ る た め に ネ ジ 山 の 破 損 が

少なく 反 復 作 用 に よ く 耐 え ま す 。

※ ワアート ミ の ヒ ン ジ の 中 級 品 以上 ( D R- 844.  

N  R- 64.  S  T- 84.  S  T - S  L - 84- 1 ) には:

ス パ イ ラ ー が 附 属 さ れ て い ま す 。

- 最新型ウオール

レ ジ ス タ ー セ ッ ト

EWι シ究ター・米国 F HA規格品

- 自 然 換 気 に よ り 室 内 の 空 気 は い つ

も爽やか。 レ ジ ス タ ー

・室 内 冷 暖 房 の 保 温 調 節 が 容 易 。 N O. S S- R

・ シ ャ ッ タ ー120' 迄 自 在 調 節 止 め 付 。

・錆 の 発 生 、 変 色 が な く 湿 度 の 高 い

所 、 パ ス ル ー ム 等 に も 安心 し て 使

用出来る。

・ ス ッ キ リ と し た デ ザ イ ン 中 間 色 の

落 ち つ い た 色 調 。

・風 雨 の 晒 す 場 所 で も 雨 の 吹 込 む 心 グ リ ル

首己がない。 N o. S S - G

・ ソフ トシ ー ト に て 取 付 け の 際 の ガ 防 虫 網 付

タ つ き が な く 、 完 全 密 着 取 付 け 施

工が出来る。

伺E砂

14 

.，) 15 規 格 表 示 許 可 工 場 住 宅 公 団 ・ 建 設 省 指 定 メ ー カ ー

承 知 工 業 株 式 会 社

取 付 部 分 切 込 み 寸 法 "Ym (吋 )

縦 | 償

150 ( 6 つ

150 ( 6 つ

150 ( 6  ")" 

260 ( 10つ

310 ( 12つ

360 ( 14")  

取 f寸部分切込み寸法 % (吋 )

縦 | 繍

150 ( 6 つ

150 (  6  ")  

150 ( 6  ")  

260 ( 10")  

310 ( 12" )  

360 ( 14つ

表 面 極 寸 法 門的

縦 | 繍

195  

195 

195 

295 

345 

395 

表 面 叡 寸 法 ( % )

綴 | 繍

195 

195 

195 

295 

345 

395 

出 鉄 筋 住 宅 の 台 部 屋 の 換 気 、 冷 暖 房 装 置 の 通 風 口 に は 理 想 的 な

吸 入 、 排 気 の レ ジ ス タ ー 、 グ リ ル を セ ッ ト し て 使 用 く だ さ い 。

ｉ ｾ本……社い…大畑…阪
エ 場 東 大 阪 甫 布 市 町 5 0  T E L枚 岡 (ω81け) 5  5  6  6  

東 戸

出張所 東京都千代田区外神田 3- 6- 12 T E L東京 ( 253) 0317 - 8  



およそ 4 千人の建築関係者の参加の もとで開催

された。まず神谷日本建築祭実行委員長の開会

の辞IL続き，建築 B団体を代表して東畑日本建

築協会会長の挨拶があった後，内外の各パピリ

オンのホステスによって，赤，黄，青の色あざ

やかなレイが，乙の日，表彰を受けた丹下健三

氏ら万博建設功労者240名にかけられ，会場はい

っぱいの拍手に包まれた 。

根本建設大芭 ，左藤大阪府知事，中馬大阪市

長日本万国博菅野副会長の祝辞のあと ，天神祭

の御輿が広場を練り歩き，長後』ζ ，市浦日本建

築家協会会長の閉会の辞で終った 。なお別掲の

8 団体の名による「第 2 回日本建築祭の宣言」

を，松島日本建築士会連合会会長が発表した。

懇 親 会

次lζ ，同じ日，午後 6 時より大閤園で，約7∞

名が集って懇親会が関かれた 。神谷建築祭実行

委員長，東畑建築祭委員長の挨拶，大島大阪市

助役の祝辞，宮沢通商産業大臣 ，石井衆議院議

員の祝電披露のあと ，建設業団体を代表して，

渥美建築業協会理事長の音頭で宴会に入り ，文

楽地唄舞等の余興がくり拡げられた 。午後 8 時

頃，松島日本建築士会連合会長の万才三日目，織

本全国建築士事務所協会連合会会長の閉会の辞

で散会した。

記念講演会

翌 2 日目， 24日には，朝新聞社後援による記

建築祭大会風軍

建築祭構演会

念講演会が，朝日生命ホ ーJ レで、午後 l 時半より 竹内全日本建築士会会長の閉会の辞f C つづい

6 時まで， 約 500名の聴取者が集って関かれ て， f世界を結ぶ建築技術J ( 清水建設K K) ，

た。前回日本建築学会会長のあいさつの後，黒 f E X P O  O P E R A T I O NJ  ( K K大林

川紀章氏( 黒川紀章建築都市設計事務所所長〉 組) ， f E X P O ' 70 建築の祭典J ( 戸田建設

が「メタポリズムとホモ ・モー ベンス J ，池辺 K K) ， f創 造 の 空 間 - E  X  P  0  ' 70J  ( K  K  

陽氏( 東大教授) が「環境開発のための実験J ， 竹中工務庖) (カ 1 コ内は提供会社) の4

西山知三氏( 京大教授) は「未来都市とは」の つの映画が上映され，第 2 回日本建築祭の全行

テー 7 で，それぞれ講演を行なった。最後IL ， 事を終了した。

. 第 7 回よろず相談住宅展

7 月 9 日よ り14日までの 6 日間 ，第 7 回よろ

ず相談住宅展( 日本建築協会主催，大阪府 ・大

阪市，住宅金融公庫 ，日本住宅公団後援) が，

例年通り阪神百貨庖 8 階催場で行われた。

会場は 6 つのコ ーナに分けられ，各専門家に

よる設計，管理，増改築，税金，法律などの無

料相談所 コーナ のほか，分譲住宅 コーナ，建材

・設備コ ーナで， 38会社が出展し ，それぞれ商

品や写真等で訪れる人々の "すまい " の相談IC

応じた。その他，実演コ ーナで，日曜ペインタ

ー， 防犯の話，襖 ・壁 ・床の貼替 ，壁の塗替の

実演が行われたほか，資料，モ デルルーム の展

示 コーナが設けられた。総入場者数約 5 万人。

住宅展相談風景

15 
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倉倣レイ ヨン中央研究所

- 特許建築用内装・外装化粧材

砂粒状陶磁器の吹付

セ ラ ス キ ン と は 陶 磁 器 の 皮 ( CE R A MI C S K I N) と

云 う 意 味 で 砂 粒 状 の 有 色 岡 磁 器 と 結 合 剤 と を 混 合 、 i夜

1犬 と し た も の で、 こ れ を ス プ レ ー ( コ ン ブ レ y サ - 1受

用 ) ガ ン に で 建 造 物 の 内 ・ 外 、 壁 画 、 天 井 et c に 吹 付

け 、 防 水 性 と 装飾 を 目 的 と す る 建 材 で す。ｾヲヌ幸三 ｊ
- 建造物の内外部に. ゲ

粉状陶磁器の吹付

特 徴

. 色 彩

ｾヲヨ ＧＱ］］ - 防 水 性

. 耐 薬 品 性

高 熱 焼 成 ( 1250.C ー I350"C ) に て 発色

し た 陶 磁 器 を 主 材 料 に し て 顔 料 、 色 素

を 使 用 し な い 為 雨 風 、 太 陽 光 線 に よ る

色 彩 の 変 化 は 起 り ま せ ん 。

通 気 性 、 防 水 皮 膜 を 形 成 し ま す。

弱 菌 室 、 弱 ア ル カ リ に 対 し て は 変 化 を 起

し ま せ ん。

ｾヲ訂‘三 ＱＱ Ｑ］

@  

. 耐 寒 性

- 下 地

- 20. C に 4 時 間 冷 凍 し で も 亀 裂 そ の 他

の 異 常 は 認 め ま せ ん 。

コ ン ク リ ー 卜 打 放 し 、 モ ル タ ル 、 ベ ニ

ヤ 板 、 和 壁 、 ブ ロ y ク、スレート、

テ y クスま頁 et c

鉄類の場合は錆止塗料を塗って下さし、。

山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社

本 社 ・ 工 場 大 阪 府 慢 添 市 別 府 3 6  5  n ( 06)  381 - 9131 - 5  

東 京 営 業 所 東京都千代田区飽町 3 - 6 (腹井第2ヒ・ル ) 宮 (03) 265- 8888- 9  

名 古 屋 営 業 所 名 古 屋 市 中 区 栄 3 - 23 - 14(山市ピル) 宮 (052)262- 6174- 5  

福 岡 営 業 所 得岡市博多駅前 4 - 3 - 1 4 (菅原ピル ) n (092)  43- 6  9  4  0  

仙 台 出 張 所 仙 台 市 上 杉 1 - 1  5  - 8  f t (0222) 22- I  2  9  9  

瀬 戸 工 場 愛 知 県 瀬 戸 市 大 字 山 口 字 南 山 I 3  8  



‘ 大林高層住宅シリーズ

X 型および Y 型

乙のほど大林組では，過密市街地の再開発，

土地の高度利用 ，住宅難解消 ，都市勤労者屈の

職住近接等の社会的要請に応えるため ，高度の

居住性と経済的合理性をもっ高層 ，超高層アパ

ート の独創的な平面計画を発表した。現在特許

出願中である。

新しい平面計画の一つX 裂は地上50階のクロ

ス型で，耐震墜をとり入れた超高層アパー ト。

Y 型は地上16階，特殊なメゾ不・ノト裂。乙のメ

ゾネットタイプは廊下階と居室階は完全に分離

高層住宅- y 型計画概要

建物規模 R . C造( 一部 S . R .

C) 地上16階， 塔屋 2 階

建物形状概要 椋 の 形 状 板 状

最高部の高さ 51. 4∞m 

パラペットの高さ 44. 200m 

階商 標準階 2，7∞

l 階 3，100

最上階 3，0∞ 
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司
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∞
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概

1

1
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居住

数

数

物

戸

人

建

住

住

されていて，ユニット内の階段によって居室を 1  F1∞r  

連絡するプランで， 乙のメゾネッ トを相互に効 ( 一戸当り居住人数3. 5人と する)

率よく積み重ねていくものである。 住居形式 Y 型メ ゾネッ ト 3  L K， 

したがって，廊下に面する居室はなく ，乙の

ためプライパシーの保持や通風が完全K 行なわ

れるなど， 1戸当り専用面積25- 30nf の高層住

宅の平面計画としては独創的なものである。施

工の函ICおきましでも ， リフトアップスラプや

ユニ ットパスを採用する乙とにより工期，工貨

を節減できるように工夫されている。

断面図

高層住宅- x型計函概要

建物規模 S 造( 一部 S . R . C )

地上50階 塔 屋 1階 地 下 l 階

建物形状概要 椋 の 形 状 塔 状 (X 型)

最高部の高さ 151. 4∞m 

地下の深さ 14α) ( ) m ( 地中梁下端)

パラペットの高さ

一戸当り住戸面積

北側廊下 77. 92nf  

南側廊下 85. 14nf  

147. 1∞m 

階 高 標 準 階 2 筑氾m 1  階 4. ( 問m

地 階 6. ( 削m

建物居住概要

住戸数 392戸/ 1棟 8 戸/ 1 F1∞r  

住人数 1，372人/ 1糠 28人/ 1 F1∞r  

( 一戸当り居住人数3. 5人とする)

倉庫数 320 

上 階

住戸面積内訳

アプローチ形式片廊下，スキップ形式

面積概要 建築面積 1，272. 45nf  

延床面積 19，041. 90nf  

廊下階

H. . n  I  H 'i O  

住居形式 フラット型 3 L D- K  

アプローチ形式集中型( ホール型)

面積概要 建築面積 756nf  

延床面積 40， 140 m 

下 階

|川| 一一一 ｾ＠ 二

.a沿訓4
よ

h11岨a刻泊o  

基準階平面図
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も耐えていかなる苛酷な条件に

しい特性がこのすばら

建築を守ります

特許

_，食。41防水ｉＮ￰ｾ ゅう，ィド・
※ 新アスタイトの開発に成功 - 4 種類から 2種類へー

※ 建築構造の多様化に即応した特殊防水仕様の採用

※ 建築物の大型化に備えた歩行用及び室内、地下防水仕様の強化

※ 強力ギルソイドー主材料として特に重点的に改良

※ ベースルーフィングの採用一殴米に比べて湿気の多い我が国独自な 配慮

※ ギルボード採用によるインシュレーション仕様の確立

折曲げ試験ですばらしい

柔軟性 を示すギル ・アス防水層

折曲げ試験に耐えきれず

に破断した一般防水層

S .  44. 5 現在

正 和 商 事 株 式 会 社

九 州 地 区

背 盛 建 材 側 福 岡 営 業 所

高 稲 工 業 株 式 会 社

高稲工業側北九州営業所

石 紫 虚 業 株 式 会 社

高 稲 工 業 側 大 分 出 張 所

高 稲 工 業 側 熊 本 出 張 所

責 任 施 工 組 合 員 名 簿 ( 西 ア ス 会 員 )

近 自陸 地 方 日 本 澄 背 工 業 附 大 阪 支 庖 側 名 建 商 会 側 小 島 工 務 庖

附 久 保 商 庖 石 井 建 材 株 式 会 社 間 矯 建 材 庖 中 国 ・ 四 園 地 区

側 木 下 謹 三 商 庖 附 中 出 商 会 日 東 物 産 株 式 会 社 背 盛 建 材 株 式 会 社

側 井 上 浄 夫 商 庖 千 代 国 建 材 株 式 会 社 日 東 物 産 側 岐 品 営 業 所 背 盛 建 材 附 岡 山 営 業 所

側 大 和 商 会 側 タ テ パ ヤ ン 商 会 太 田 准 材 株 式 会 社 倒 小 野 甚 商 后

一 北 陸 地 区

高山工業側大阪営業所 回島応用化工側大阪営業所 北 川 i陸 作 工 業 株 式 会 社 側 浜 原 箆 商 庖

内 外 工 業 株 式 会 社 東 海 地 区 北川澄背土業側富山出狼所 ( 附浜原型商庖防府営業所

旭 化 建 工 業 株 式 会 社 岡 田 建 材 株 式 会 社 北川澄背工業側福井出張所 古 市 断 熱 工 業 株 式 会 社
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- 田 島 応 用 化 工K Kより 「三星テ

ラリスタ Ji 三星フロアテ ック」

「三星ユニ テックJ 新発売

三塁テラリスタ

天然大理石を熱硬化性ポリ マーで成型した大

理石模様のタイル。

特長 ①テラゾーより滑りが少ない。②軽量で

あり ，貼付を接着剤による乾式工法でで

きるので，高層ビJ レや従来セメントテラ

ゾーを適用しにくかった場所に使える。

③工期の短縮，現場の工程段取りの単純

化促進 etc ，

なお，との製品は東西日本床工事事業協同組

合の専用製品として，責任施工体制をとってい

る。

三塁フロアテ ック

ナイロンのノレープパイル織り組織に発泡ゴム

を裏打ちしたコント ラクト用カ ーペッ ト。

特長 ① 耐 久 性 一一特殊加工をしたナイロンフ

イラメント( 東レ ・ロンナイズ33ω - D)

を使用しているので耐摩耗性に優れてい

る。②凹み回復性 一ー ループパイ J レ状

( パイ J レ長 3 mm) なので，家具や机な

どによる凹みあとが残らず，またフット

プリントもつかない。③保全一ーループ

パイル織りであるため，チリやホ コリが

つきにくく ，電気掃除機やホウキで簡単

にとれる。土足用に適す。また，ゴムで

裏打ちがしであるので，汚れがひどい時

は水洗いができ ， 1  時間半で乾く。( 室温

28

0

C-:::-30

0

C)  o施工面ー一ーハサミやナイ

フで必要なサイズK 自由にカットでき，

ほつれないので，ビニ ーJ レ床材のように

接着剤による施工法がとれる 。 ( 白地の

縫い加工，およびフェルトなどの下敷は

必要なし。)

規格 1. サイズ 巾 1 m，長さ20m

厚み 7 mm

2. 色 数 6 色

3. 価 格 4，9∞円1m

三星ユニテック

超太ポリプロピレン繊維を ニ一 ドルパンチ

し，かっ，難燃処理をした繊維床材。

特長 ①耐久性 ②水きれがよく ，ー汚れが目立

たないのでレジャー施設などに好適。

規格 1. サ イ ズ 巾 182cm，長さ 10m

厚み 7 m m

2. 色 数 7 色

3. 索 材 ポ リ プ ロ ピ レ ン 100労

組織 ニー ドJ レパンチ織

4. 価 格 2，8∞円1m

工 i 品 名 |単( 材価工，吋 共 仕 様 内 容

厚 み |色 数 |接着剤 |下 塗 | 艶出し |特 徴

( 平一床区面分30m以上)

セメント

P タイ J レ

テラリスタ 6，6∞ 4. 0mm 10  
E P  

不 要 ポリッシュ

2 回 塗

( 平一床区面分10 m以上)

セメント

P タイ J レ

テラリスタ 7，9∞ 4. 0m m  10  
E P  

不 要 ポリッシュ 耐水工法

2 回 塗

セメン ト

P タイ J レ

お区ど分り場

(ー 10m以下)

テラリスタ 8，8∞ 4.0m m  10  
E P  

不 要 ポリッシュ

2 回 塗

床工法仕事量

工

徴

市木工法仕穣

圃圃盟臨

111111“1IIIIIIIIIIIIII IIIIIIIIII II IIIIIIII I1nl l“11111111111111111111111111111111111111111111111111111111“1111111111111111111111111111111“"“ 1111111111111111111111111111111111111111111111111111“1111111111111111' 111111111111“"“ 1111111111111111111111111
1  

口 明 治 建 築 土 木 史 年 表 ・ 関 西篇 ( そ の42) ( 自明治11年11月 2 日~至4 日) 口

明治

11年 11月 2 日 太政官第十七号布告に基き，東京府( 知事楠本正隆〉従来の大 ・小区制を廃し ，十

ら そう

五区六郡制を布く 。初代区長任命。小石川区長は東京府一等属内藤駈史 ( 後東大教

授。文博。元水戸藩海防物頭) の兼官となる。

ふ か

11 11 3 日 京都府下山城国淀川|小橋。西洋風K 架け替り ，渡り初め。

11 11 4 日 明治天皇北陸，京畿御巡幸出迎の為，神奈川県警車部十三名。巡査百三十名を連れて

11 1/ 11 

静岡県に到着。

東京京橋南紺屋町辻ちゑ方止宿人高知県士族岩本寅喜は，大久保参議暗殺犯人島田

一郎( 石川県士族) の志をついで伊藤参議( 博文) を暗殺しようと邸内に潜伏中捕

えられ，兇器買入資金調達lζ 窃盗をやった余罪等も発覚。除族の上禁獄七年の判決

を受けた。

11 11 11 大阪造幣局より内務省へ内国勧業博覧会の龍紋立牌五十五個到着。

11 11 5 日 旧淀藩士田辺又太郎。上回多勝等三十七，八名発起人となり，旧淀域内に硝子製造

場を創る乙ととし，神戸より英人教師二名を月給三百七十円で雇うととにした。資

本金は各人の金禄公債証書を京都府庁へ差出して，二万二千八百円の融資を受ける 。

尤も淀城本丸は大阪鎮台の所有地なので，他の場所を使う乙とになろうという。

μ  京都唖育院仮館。生徒が増へて手狭になり ， 上京第廿。廿一 両大区 IC跨る新町，

さわ ら ｾ

梅木町にかけて二千坪余の土地に本館を建設するととになった。

み や ら
かね信が

11 11 11 肥後国八代郡宮地村の有志拠金して，同村宮の陣の懐良親王の墓lζ 新らしい桐を建

てる乙とにする。懐良親王は南北朝時代，菊池氏の軍の将軍宮として京都から下向

し，此 の 地 に 没 し た 。 ( 東 京 都 北 区 神 谷 2 ノ22ノ13 須藤欣ニ)
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す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

軽 量 気 泡 コ ン ク リ ー ト

言 ＢＢｉｾ レＱｉ Ｑ ＧＷｾ

車至 量 (比重 O. 5コ ン ク ト 悩 の重量 )

断
熱 ( コンクト卜の 1 0 倍の断熱性 )

耐 火 (法 定 耐 火 材 料)

. シポレックスは工場、住宅から超高層ビルまで

あらゆる建物の屋根 ・床 ・壁 ・間仕切 ・耐火被

覆に使用されますが次の建物には特に最適です

工期短縮を要するすべての建物

2  空調を要する工場 ・倉庫事務所住宅等

3  鉄骨大張聞の工場 ・体育館等

4  軽量化を要する高層建築物 ・軟 弱地盤の建物

5  鉄骨耐火構造の建物

20 

関西電力海南発電所

設計附新日本技術コンサルタン卜

施 工 鹿 島 建 設 株 式 会 社

使 用 場 所 屋 根 、カベ( 外壁)

領至言ｾ

，｟ポレ ＱｉＯＧＷｾ 販売株式会社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 2 ノ 1 ノ 16( 森 川 ピ ル )

電 話 東 京 ( 861 ) 代 表 7 2 4 1  

大 阪 支 底 大 阪 市 西 区 立 売 堀 北 通 1 - 90 ( 第 三 富 士 ビ ル )

電 話 大 阪 ( 538) 代 表 0 5 2 1  

名 古 屋 支 席 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 西 通 3 ノ 2 ( 大 商 ピ ル j

電 話 名 古 屋 ( 581 ) 代 表 7 4 2 1  



口写真と慨要をどしどしお送りください.

凡例: a  所在地 b 主n築面繍 c 延蘭術 d. 柿造規模 e 工 期

577 .  

580.  

583.  

広 島 市 千 田 町 ビ ル 578.  

設計 広 島 県 住 宅 供 給 公 社

地工 沖 村 建 t量 K K  

a  広 品 市 大 下 町 1 丁目 5 の21

b  407 .  25m'  

c  2. 260.09m'  

d  R Ci丘、 6 F 、 P H 2

e. 昭事144年 6 月一昭和45年 3 月

有 回 市 市 民
4tbE  h  

館 581. 

設計 : 富 松 建 築 設 計 事 務 所

施工 : 浅 )11 組

a 和 歌 山 県 有 国 市 箕 ぬ

b  2. 035m'  

c  2，926. タ

d  R C造、 3 F  

e  昭和43年 11 月~昭和45年 1 月

大阪府立泉南高等学校( 第 2期) I  584.  

設計 : K K 田中小酉建築事務所

施工。 才 門 建 設 K K  

a. 大阪府泉南部巣南町締井 361

b.  458. 96m'  

c  .  1. 673.  92m'  

d.  .  R  C i宜、 4 F  

e .  1昭和44年 8 月~和111345年 3 月

大 自商 ビ J レ 579.  

設計 。K K 間 車且

施工 : K K 間 組 大 阪 支 唐

a  . 大阪市北区北同心町 1丁目 63

b.  427m'  

c  2，705m'  

d  R C造、 7 F  

e  昭和44年 5 月ー昭和45年 3 月

法 王 山 真
主e士主之、

寺 582 

設計 中 国 一 級 建 築 事 務 所

施 工 K K米 国 建 設 工 務 底

a  大 阪 市 城 東 区 茨 回 諸 口 町

b  .  150m'  

d  R C造、 1 F  

e  昭和44年 9 月~昭初45年 5 月

神戸常盤短期大学学舎及体育館増築 I  585.  

設計 : K K 明 和 工 務 底

施 工 K K 明 和 工 務 唐

a. 神戸市長田区大谷町2丁目 13番地

b .  1. 560m'  

c.  5. 667 m'  

d .  R  C 造 ( 一部 S 造)、4 F  

e  昭和44年 3 月~昭和45年 3 月

野村証券健康保険組合六甲山保養所

設 "r : K  K 安 井 建 築 設 計 事 務 所

地工 : K K 竹 中 工 務 庖

a  神戸市兵) ，11区イI野町山戸ヰ: 六

'1'山 4 の512

313. 96m'  

c  640. 08m'  

d  R C造、 3 F  

e.  H目制44年 7 JJ - II百布145年 5 Jl

あ や め 池 ボ ウ リ ン グ 場

設汁 大 日 本 土 木 K K  

施工: 大 日 本 土 木 K K  

a  .  ｾ持良市西大年町 Ｑ 3  5  5の1 2  

b  2. 140. 66m'  

c  3. 916.28m'  

d .  R  C 近、 2 F 、小屋組鉄f t i E

e  昭和44
1
1" 9 月~昭和45年 4 月

近畿大学附属小中学校校舎増築

設計 三井建設一級建築士事務所

地工 三 井 建 設 K K 大 阪 支 底

a  . 京 大 阪 市 中 小 阪 3 4  

b .  432.06m'  

C .  1. 564 .91m'  

d.  R  C 造 . 4  F  

e .  IIrl 千fJ 44i l' 12JJ - 11自制14511' 6  )  J  
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新時代の建築をリードする. グ

9 . . .，. .ワコサ旦，ヨの E ・E ミ，- 6 0

. 耐風圧強度 風圧 Ｒ ＰＰ ｾ 1m
2

の大型台風にも

ビクともしません
0

・気密性 すぐれた気密性を持ち、遮音暖冷

房負荷にも好結果をもたら します 。

・割 安 の 低 価 格 枠 見 込70引にまさるとも劣

らない高性能を持ち 、 しかもお値段がグー

ンと低いお買い得サッシです 。

ヲ ず ワ コ サ""1.ヨ 様 式 至 宝 証

. 本 社 ・工 場 堺 市 松 屋 町 1- 6 T E L .0722( 38) 1141 大 代 表



クラスメート

64 ( 都 島 工 業 学 校 昭和 16年 3 月卒〕

昭 和 16年 3 月 と い え ば 、 大 東 亜 戦 争 突 入 の 直 前 で あ っ た 。 そ れ か ら !j 成 中 戦 後 を 通 し て 幾 多 の 苦 難 に

会 い 尊 い 犠 牲 者 も あ っ た が 、 大 多 数 は 、 こ れ を 乗 り 越 え て 、 ま す ま す 元 気 で 活 躍 し て い る 。 卒 業 し

てもう 30年 近 い が 、 集 っ て み る と み ん な 昔 の 若 者 の ま ま で あ る 。 齢 も 50近 い 。 人 生 、 泊 の 乗 り き っ

た 時 節 で あ る 。 お 互 い に 手 を と り あ っ て 頑 張 り た い と 思 う 。

和 田 豊 優 等 生 の 見 本 で あ る 。 学 生 、 実 社 会 、 私 生 活 と も 会 優 で あ る 。 大 林 組 で は 長 ら く 積 算 で

活 躍 し た が 、 そ の 誠 実 を 貿 わ れ て 建 築 音I1の中堅と聞いている。 岡 部 勝 典 誠 実 と 頑 張 り の 回 り で あ

る 。 大 林 組 で は 長 年 現 場 廻 り の オ ー ソ リ テ ィ で 、 四 天 ヱ 寺 、 大 和 屋 等 和 風 も よ く こ な す と の こ と で あ

る。 堤 兼 雄 福 井 商 工 を 経 て 大 林 組 へ 。 競 争 は 短 距 離 よ り 長 距 脱 が 得 意 と い う フ ァ イ ト 7 ンであ

る 。 入 社 以 来 、 現 場 笑 務 の 腕 を 見 込 ま れ て 現 在 本 庖 で 活 蹴 中 。 服 部義 春 神 戸 商 工 を 経 て 実 社 会 へ 。

ねばりのある元気者である。普から器用な男で学校て- ( 7 ) f共 型 な ど は 本 職 泣 か せ で あ っ た 。 新 谷 重 太

仰I j 左より 郎 神 戸 高 工 、 早 大 を 経 て 7 イ ペ ー ス で 我 道 を 行 〈 建 築 事 務 所 の 社 長 で あ る 。 何 物 に も 屈 し な い 努

出 国 三 郎 ( K K 双皐社竹緩建築事務所取締役第三部長) 力の賜物であろう。 松 原 孝 史 神 戸 商 工 卒 三 羽 鳥 の 中 のー 羽 で あ る 。 一 見 女 性 風 に 見 え る や さ 形 だ

和 田 豊 ( K K 大林組建築部次長)

茂 博 (支EEE霊童高野望事樹委只長)

阿 部 勝 典 ( K K 大林組名古屋支脂工務部長付)

長 村 誠 治 ( 大和銀行庶務部部長代理)

新 谷 重 太 郎 ( 新谷主I l 築設計事務所)

後列左よ り

岩 下 明 正 ( サクラ維産 K K代或取締役)

服 部 義 春 ( 大幸雄投 K K符業. 品長)

堤 兼 雄 ( K K 大林組工務部長)

松 原 孝 史 ( K K 回避設計大阪事務所計画部部長)

北 島 全 ( K K 大阪池築事務所理事)

伊 東 省 三 ( K K ; I ' r ，尚昆工作所大阪工場工務部次長)

( 敬称略 )

大阪市北区 「大東方」にて、昭和45年 8 月 3 日

が 、 内 に 秘 め た る フ ァ イ ト で 日 建 設 計 の 中 堅 と し て 頑 張 っ て い る 。 北 島 全 体 は 細 い が 芯 の 強 い

男 で あ る 。 北 九 州 等 へ の 出 向 の た め か 、 色 も 黒 い し 、 ク ラ ス 会 の 出 席 率 も 悪 い 。 身 は 細 い が 太 い 骨

で頑張っている。 伊 東 省 三 家 具 の 高 島 屋 の 古 株 で あ る 。 普 か ら ダ ン デ ィ を も っ て な ら し た も の だ

が 、 今 も 近 代 紳 士 で あ る 。 長 村 誠 治 山 徽 は 小 枝 で ピ リ リ と き く と か 。 小 さ い 体 で る 大 き い 固 い 仕 事

に打ち込んでいる。 茂 博 日 大 専 を 経 て 笑 務 へ。 司 法t!} 士、 土地家屋調査士、i J l lJ 益 士 他 と 随 分 よ

〈 ば っ た 肩 牲 を も っ 所 長 さ ん で あ る 。 土 地 家 屋 の こ と に つ い て 世 話 に な っ た ク ラ ス メ ー ト も 多 い 。

岩 下 明 正 新 京 工 業 大 を 経 て 大 隆 雄 飛 を 志 ざ す も 無 念 。 今 は 忙 し い 自 営 の 合 聞 を 見 て は 、 ク ラ ス 会

の 世 話 に 余 念 の な い 頼 も し い 男 で あ る 。 出 国 三 郎 可 も な し 不 可 も な し と い う と こ ろ か 。 と に か く

一 生 懸 命 頑 張 り た い と 思 う 。 双 星 社 建 築 事 務 所 の 取 締 役 と し て 活 躍 中 。

上記のほか写真をとるのにタッチの差でおくれて来た藤原丞治( 建築工務庖自営 ) 、それに安藤! J . J ( 工場自

営Ｉ、津田丈夫Ｈ建具広自営Ｉ、鶴海吉正Ｈ大阪建築 Ｉ ｉｾ 務所Ｉ、稲田嘉幸Ｈ商 ｬ 市自営Ｉ、藤本克己Ｈ商府自営Ｉ、保 ｴ 也雅市

( 大阪市教育委只会) 、 掘 井 徹夫( 商m自営) 、細 川 英一 (r，'1水建設) 、竹内孝次( 自 'el " l 、中西五郎( 大和銀行) 、等元気

で 活 路 中 で あ る 。 ( 出回記)
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ユ ニ パ ー ト の 姉 妹 品 が 誕 生 し ま し た
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- 住宅研究所を設立せよ. ノ

「 住 宅 産 業 」 は ム ー ド の 時 期 を 脱 し て 、 ょ う や く 笑 質化 の 時 期 に 入 り つ つ あ る か に み え る 。 ま だ 「 製

品 」 は 笠 宮 に 出 廻 っ て い る と は い え な い が 、 こ こ 2 、 3 年 後 に は 相 当 な シ ェ ア を し め る こ と に な る だ

ろ う 。 そ こ で 緊 急 を 要 す る 問 題 と し て 、 公 的 な 住 宅 研 究 機 関 の 設 立 を 提 案 し た い 。

民 間 住 宅 企 業 が そ れ ぞ れ 研 究 組 織 を 持 つ だ ろ う か ら 、 必 要 な い と い う 反 論 も あ ろ う が 、 そ れ に も 拘 ら

ず 、 い や む し ろ そ れ だ か ら こ そ v 必 要 な の で あ る 。 民 間 企 業 は 、 こ れ か ら 研 究 開 発 に カ を そ そ ぐ で あ

ろ う し 、 技 術 が 進 歩 す る こ と に は 間 違 い は な い が 、 研 究 対 象 は 当 然 そ れ ぞ れ の 企 業 の 営 業 目 的 に 限 定

さ れ ざ る を 得 な い 。 住 宅 は 、 家 族 を 単 位 と す る 住 生 活 の 場 と し て 、 地 域 生 活 空 間 シ ス テ ム に お け る 小

笠 間 と し て 位 置 づ け ら れ ね ば な ら な い が 、 住 宅 生 産 者 は 、 住 宅 そ の も の の ハ ー ド な 生 産 に し か 関 心 を

持たないだろう。

ユ ー ザ ー の 要 求 の把 握 に つ い て も 、 当 面 の 需 要 の動 向 に は 敏 感 で 与 は あ ろ う が 、 住 生 活 の 長 期 的 な 予 測

や 理 想 像 の 追 求 に は 自 を 向 け る ま い 。 住 宅 の ユ ー ザ ー は 保 守 的 な 性 向 を 持 ち 、 し か も 技 術 的 評 価 力 に

乏 し い か ら 、 保 守 性 と 目 新 し さ を 適 度 に ミ ッ ク ス し た 大 衆 迎 合 的 な 「 製 品 」 が 受 入 れ ら れ る 可 能 性 が

ある。将来、 「 住 宅 産 業 」 の 寡 占 化 も 考 え ら れ る だ け に よ け い に 心 配 に な る 。

ユ ー ザ ー サ イ ド に 立 っ て 、 た え ず 往 生 活 や 住 宅 の あ り 方 を 基 礎 的 に 研 究 し 、 さ ら に そ れ を 新 し い シ ス

テ ム と し て 開 発 ・ 提 案 し て い け る よ う な ノ ン ・ プ ロ フ ィ ッ 卜 の 研 究 機 関 の 設 立 が ぜ ひ 望 ま れ て 来 る 。

こ れ こ そ 、 万 国 博 跡 地 に 置 く に ふ さ わ し い 施 設 だ と 思 う が ど う で あ ろ う か 。 (Tat )

(そ の 1 )  

新 し い 都 市 計 画 法 の 施 行 に よ り 、 地 域の 決 定 が 原則 的 に 地 方 公 共 団 体 に ま か さ れ る こ と に な っ た。 し

か も 、 原 案 を 市 、 町 が 作 っ た あ と 、 公 聴 会 を 開 い た り 、 計 画 案 の 縦 覧 を し た り し な け れ ば な ら な い こ

と に な っ て お り 、 法 律 を 読 ん で い る か ぎ り で は 、 非 常 に 民 主 化 さ れ た も の に な っ て お る 。

昨 年 暮 か ら こ の 春 に か け て 、 市 街 化 区 域 、 市 街 化 調 箆 区 域 の 線 引 き に つ い て の 報 道 が 、 新 聞 、 テ レ ビ

を通じて 10回 以 上 も 行 な わ れ 、 各 県 、 各 市 と も 、 で き る だ け の 機 会 を と ら え て P . R に 努 め た と こ ろ

である，

こ れ は 、 線 引 き に よ り 市 街 化 調 整 区 域 に な れ ば 、 開 発 行 為 、 従 っ て 建 築 行 為 が 原 則 的 に 禁 止 さ れ る と

い う 、 い わ ゆ る 個 人 の 権 利 が 著 し く 制 限 さ れ る こ と に な る か ら で あ る 。

こ れ 程 強 い 制 限 が 、 施 行 さ れ 、 ま た は 地 行 さ れ よ う と し て い る の に 、 多 く の 市 民 は 全 〈 無 関 心 で あ る

こ と に 今 更 な が ら 篤 か さ れ る の で あ る 。

権 利 の 制 限 は 大 き い か も し れ な い が 、 そ の 運 用 に つ い て の 主 導 権 は 大 き く 市 民 に ま か さ れ た の で あ る 。

こ の 権 利 を 有 効 に 使 う も 使 わ な い も 、 一 つ に 建 築 家 の 府 に か か っ て い る と い っ て も 過 言 で は あ る ま い。

(Ich)  

- 子 供 の 国

子 供 が デ パ ー ト て ¥ 元 気 の い い 甲 虫 を 買 っ て き た 。 私 は 見 て い な い が 東 京 の デ パ ー トでは、織を 一 匹

数 円 で 売 っ て い る と 聞 い て いる 。 最 近 公 害 が 急 に 注 目 さ れ だ し た が 、 自 然 は 急 速 に 都 会 の 周 辺 か ら 姿

を消しつつある 。 再び堂島川に魚 が躍り、ピル街に ｗｾ と爽やかな風をとり戻す ように、これ から長

い 努 力 が 始 め ら れ な く て は な ら な い 。 し か し そ の 問 に も 子 供 は ど ん ど ん 成 長 し て い く 。 自 然 を 失 っ た

子 供 遥 の た め に 、 さ し あ た っ て 、 一 年 間 の う ち 何 日 か を 、 大 自 然 の ふ と こ ろ で 惑 さ せ る よ う な こ と が

必 要 と な る 。また、 こ う し た 行 事 は 、 行 わ れ て い る 。 問 題 は 、 そ の 期 間 と 、 適 切 な 場 所 の 確 保 と J まえ

らh る。

今 大 阪 府 下 700万 人 の う ち 10% 70万 人 が 、 年 間 2 週 間 を こ う し た 場 所 で 過 す と し て 、 そ れ を 200 臼に

￟ｾｊ りふると、同時に Ｕ 万人の子供達のためのスペースが確保されねばならない。

おそ らく、 数 多 く の 子 供 の 国 が必 要 で 、 そ こ に は、 徹 底 し た 自 然 の 保 護 と 、 子 供 達 の 社 会教 育 施設 ( と

い っ て も 主 と し て 、 宿泊 で 、 教室 は大 自 然 そ の も の で あ る。 ) が 設 け ら れ ね ば な ら な い 。 公 害 を 悠 き

起 し た わ れ わ れ は 、 育 っ て い く 世 代 に 、 こ う し た 機 会 と 、 環 境 を 与 え る 賀 ー 任 が あ ろ う 。 ( T om)

- 都 市 の お 色 気 3.

者I1心 の 機能 が 、 こ れ 以 上の 発展 を 皇室めない< . らいにまで伸 び き っ て い る 現 代 に お い て 、 最 近の 恐 ろ し

い ま で の 公 害 か ら 逃 げ る よ う に 、 生 活 空 間 が 自 然 を 求 め て 外 へ 外 へ と 広 が り 、 急 速 な る ド ー ナ ツ 化

現 象 を き た し て い る 。 生 活の 大 き な 移 動 に と も な い 、 そ の 機能 を充足さ せ る た め の 施 設 が 周 辺 に うま

れ て お り 、 開 発 計 画 の 中 で 公 共 区 域 よ り も 商 業 区 域 に 霊 点 を お き 、 そ の 縄 託 生 も 急 速 に 充 実 さ れ つ つ あ

るのが現状である 。 し か し 周 辺 の 自 然 と の 融 合 、 既 存 の 居 住 空間群と の 融 合 と い う 点 で は、いさ さか、

か け は な れ て い る き ら い が あ る 。 コ マ ー シ ャ ル 主 義 の わ る い ー 而 を 露 呈 し て い る よ う に 見 受 け ら れ る

の が 、 今 日 の シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ ー の 綜 合 計 画 で は な い だ ろ う か 。パ プ リ ン ク ス ペ ー ス の 中 途 半 端 な

設定と 、 コ マ ー シ ャ ル ス ペ ー ス の 相 も 変 ら ぬ 過 密 が み ら れ る が 、綜 合的 な 観 点 で の 計 画 の 級 密 性 が

ど こ ま で あ る の か 疑 わ し い。 ま た 、 カ ラ ー コ ン デ ィ シ ョ ニ ン グ に お い て は 、 周 辺 の 環 境 に 7 ッチする

よ う な 計 画 は 余 り な さ れ て お ら ず 、 無 造 作 に 原 色 を 採 り 入 れ 厚化 粧 を し 、 そ の も の の 存 在 の み を 強 調

し 、 周 辺 の 破 壊 、 自 然 の 破 壊 に つ な が る よ う な こ と が 現 実 に お こ な わ れ て い る 。

周 辺 の 空 間 の 中 で の 融 和 感 、 美 感 、 そ し て 一 体 感 が 思 考 過 程 の 中 で あ り 、 有 機 的 な 機 能 主 義 に 立 脚 し

た 空 間 構 成 が 思 与 さ れ る こ と が 望 ま し い 。 ( Na k
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渋 谷 工 業 株 式 会 社 加 西 工 場

設 計 ・監理 坂倉 建 築研 究 所 大 阪事 務 所

担 当 山 崎怒 孝 、百事 国 宜 紀 、 姉 川 畠 雄

精 進 土星路建 築 事務 所 担 当 m邦 夫

設 備 桜 井建 築 設 備研 究所

施 工 株 式 会 社 清水 組

見主計者 の こ と ば 渋 谷 き ん と h 札 h れ 肉 お つ き 合 い は か な q 占、、. 建 具 合 物 に 関

し て 何 か と ご や 勺 か い に な っ て い る 円 む . 慣 の い い 製 品 を 世 に 送 つ 出 す ニ と が 渋

谷 さ ん の m ー の 同 僚 に な 勺 て い る か ら で す. そ の 仕 事 的厳 格 幸 、 研 究熱 心 き に は

常 々 敬 服 し て い る ; k mで す.

今 度1J[)j 活 市 に 新 エ 鳴 を 強 量 生 す る に 当 た 勺 て も . 単 に 中 国 縦 貫 道 路 に 沿 勺 た 地 { 圏 内

安 い 場 所 に 工 場 疎 開 し て 入 手 不 足 を カ パ ー す る と い う よ η . む し ろ よ い 製 品 は よ

、、 環 境 か らi車 ' ) HI き 札 る . そ れ に は 研 究 を 電 ね た イ キ 町 民 い 技 術将 を l'f て あ げ な

け れ ば な ら な い と い う 与 え か ら 発 案 さ れ た も の で す . し た が 勺 て 二 円 て 場 が 働 き

や す い と い う だ け で な < . あ ら 申 る 而 で 地 元 に 密靖 す る こ とが位置 ま れ る の で す.

ｴｬＡＮｬ ｬｾ 怪物とい う制作 製 作フローに 飛Ｇ川ニ 〈いものではあ るが、 一 応材料から 製 品

ま で 内 流 れ が 加 工 工 場 を 1 f t 断 す る よ と を 悠 定 し 、 そ の 巾 は 現 時 点 で 綾 大 同 工 般 を

必 I民 と す る 長 さ と 企 っ て い る . そ れ 粍 広 い 敷 地 で は な い が 、 全 体 的 統一 的 意 味 も

あってJ l ! f刷 は 守 的 竹 や よ ‘ 北 と 西 は 附属 械 で か こ ま れ た コ ー ト ハ ウ ス 的 手 法 を と

っ て い る. 現 イE は 附属 械の 内 的 る 宵l合 が 大 き い が . こ れ は 先 行 投 資 の 窓 昧 を も っ

て い る . と い 守 的 は 加 工 工 場 お よ び 削興 的 令 I車 がt判事陸され る と . そ の 社員 同 .ll'! IJII

に と も な っ て 税 作: の コ ー ト を 必要 に 応 じ て 宅 内 に し て い 〈 の で す . 外 明 、 サ '/ :，; '  

は そ の 際 移 動 L . 徐 に エ 喝 、 合1単 南 I荷 的 喰 前I トラ ス は I判事高 の た め ぽ か っ で な 〈、好

天 候 に は 外 宮市. を ト 分 取 り 入 札 ら れ る よ う 司 王 愉 を つ け 完 全 な 可 動 式 に な 勺 て い る .

地 工 が地 元 町 地 工 品 障 者 で 行 な わ れ た の は い う ま で も な い が、 二 同 工場 は ま だ t古 動

を は じ め た ば か り で あ ' ) . 今 後 的 発展 は 興 味 深 い . ( 勝 国 立 紀 )
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広 島 銀 行 姫 路 支 庖

設 計 監11 練式会事土 日 建 設 計

施 工 鱗- 11股 株 式 会 社

工 事 嶋 所 姫 路 市 ( 綿 町13岳地) 第 1 工区20的 1 - 2

・k地面械 763.653'" (231. ω S岬)
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低 床 蘭檎 1 附 370. 815 .. '  

H 膏 165.151 '"

S 附 12・8ω d

R 陶 8.400. . '
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高 幸 軒 高 S C L + 11 目 700m

般高節商 S C L + 17.200m 

摘造組f聾
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一郁瞥_ * & 1 . 似誕尺アルミ瓦伸A
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富 士 火 災 茨 木 分 室

役 針 ・ 絡 エ 清水量E段 練 式 会 社

所 在 地 大 阪 府 茨 木 市 大 字 遭 組 本 3 - 1

・t地 図 械 6.713. 00m'  

ー・舗面積 1. 9SS .91m'  

砥 蘭 械 5. 294. 06m'

情 遺 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト i量. 池上 5 階 、思 2 階

事干 高 股 針GL+22. 950.

工 期 昭 和 “ 年 5 月ー昭和ω年 8 月
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ロンシャン本社

設計 施 工 稼 式 会 社 竹 中工 務 庖

所 在 地 京 鶴 市 東 山 区 山 科

敷 地 面 積 2，4S4m'  

強 績 菌 検 789m'  

抵 床 面 積 4，10Sm'  

情造規慎 R C 造、地上 5 階‘ 地下 1111.

Ilf屋 2 階

工 期 1969年 9 月 - 1970年‘ 月

外 装 ヨ ンクリート打肱 L . スプレ ー ス

タッ コ ( T 101)  

舗 装 ピロティ :1舗石・磁鱒タイル茶色

正 面. コンクリ ー ト帯目仕上

中 庭 . 大理石貼

そ町他 ・簡 易 ア ス ヲ ア ル ト 舗 畿

肢 齢者 の ニ と ぽ : 京都の五条通り

か ら 大 海へ抜 け る 東 山 バ イ パ ス は

ち ょ う ど 、 山 科 の あ た リ で 新 幹 線

から大きくカーブして隠れようと

する .

この幽り角に、二つの交通機関か

らビジュアルなものとして、この

婦 人 服 を あ つ か う ロ ン シ ャ ン の 本

社ピルは般針された.

草1. Ii 、かねがね次のように考えて

いる .

一 つの形は一 つの思考を守る . し

かし形というものは、情舗の中に

やどっている .

そしてどのような、思考を守って

形 を 生 み 出 す か は . そ の 時 の 練 .

だと思う .

私はモダンで簡ヨ障なものへと、 i盆

めながら 、 しかもデリカシーを失

なわないように注意深〈蝕針した .

8 M5曲

2S>. 縄気調。

5  '1平 面
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{ 永岡裕三)

'11 ;手u・

て





特

集

• 

工

事

計

画

最

近

、

社

会

の

複

合

化

に

と

も

な

っ

て

、

建

築

生

産

も

一

段

と

高

度

化

が

要

求

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

。

し

た

が

っ

て

建

築

生

産

の

な

か

に

し

め

る

「

工

事

計

画

」

の

重

要

性

が

ク

ロ

ー

ズ

ア

ッ

プ

さ

れ

て

く

る

の

は

当

然

で

あ

る

。

と

乙

ろ

が

「

工

事

計

画

」

と

い

う

概

念

は

定

着

し

て

い

る

わ

け

で

は

な

い

。

人

に

よ

っ

て

は

そ

れ

を

「

施

工

計

画

」

と

受

け

と

る

者

も

い

よ

う

。

し

か

し

、

単

な

る

施

工

計

画

で

な

く

、

お

そ

ら

く

建

築

生

産

全

般

の

流

れ

に

大

き

な

影

響

を

与

え

る

機

能

と

領

域

を

占

め

る

に

ち

が

い

な

い

、

と

判

断

さ

れ

る

。

逆

説

的

に

、

工

事

計

画

と

い

う

も

の

の

い

わ

ば

ソ

フ

ト

ク

エ

ア

の

も

つ

重

さ

が

、

ひ

し

ひ

し

と

感

じ

ら

れ

る

段

階

を

迎

え

る

時

代

と

な

っ

た

の

で

は

な

い

か

。

そ

れ

を

追

求

し

て

み

よ

う

と

い

う

の

が

、

本

特

集

の

ね

ら

い

で

あ

る

。

総

論

.

工

事

計

画

と

建

築

生

産

/

古

川

修

-

工

事

計

画

に

要

求

さ

れ

る

社

会

的

責

任

/

川

上

玄

各

論

.

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

に

よ

る

工

程

計

画

/

荒

木

睦

彦

-

公

害

防

止

と

工

事

計

画

/

長

浜

忠

-

地

下

工

事

の

工

事

計

画

/

吉

田

勝

彦

-

超

高

層

の

工

事

計

画

/

池

田

昌

穂

-

プ

レ

ハ

ブ

化

と

工

事

計

画

/

滝

川

昌

宏

技

術

の

頁

.

超

高

層

施

工

に

お

け

る

揚

重

計

画

の

シ

ス

テ

ム

化

/

丹

羽

稔

・

吉

永

深



38  

工 事 計 画 と 建 築 生 産

古 川 修

1. 施工業務としての 「工事計画」

「建築施工」は大学その他の学校教育のなかでしばしば必須の課程としてとりあげられており ，研究

所，学会など研究活動の分野でも古くから独自の領域としてみとめられている。建築士試験の課自にも

なっており ，実務手引書，参考書にも ，建築施工を書名としたものが多い。

しかし乙れらをながめて気がつくこ とは，卒直にいってその多くが施工経験あるいは知識の単なる集

積の域を出ないか，あるいは他の分野の理論たとえば構造力学，材料力学などに依存して ，その現場施

工段階での応用をはかったものとみると とができ ，施工領域 lと独自の理論化がお乙なわれている とはい

い難い。

乙の問題はそれ自体がかなり意味をもった大きな問題であって，施工論が単なる経験主義におちいら

ず，客観的に伝達可能であり ，かつ経験とは別個に理論独自の発展によって，新しい建築生産実務に何

らかの開発成果を返す という理論の存在理由を確認するためにも ，関係の研究者，実務家の努力がのぞ

みたいと乙ろである。

ともあれ，乙うした施工論の現状からいうと ，乙乙であたえられた課題「建築生産における工事計画」

lζ 関連して「工事計画」とは何の乙 とか，伺を指すかが実はあまりあきらかでない点が，当面筆者には

乙まる問題である。 つま り乙の 「工事計画J という概念には必ずしも統一的な規定が存在 して いない。

思うに ζ れは施工，工事がきわめて実務に即したものであり ，実務処理がーとおりできるためには必ず

しも乙うした簡単な ，概念規定さえも必要としていなかった乙とによるのであろう。

たとえば堀紫郎氏は「工事計画」の内容として ，実行予算の編成 ・現場員の編成 ・工程表の作成 ・仮

設工事の決定 ・材料の手配 ・労力の手配 ・部分工事の手配 ・敷地の環境整理 ・災害防止をあげている

( 堀紫郎 : 建築施工) 。また永井久雄氏は同じく ，一般仮設計画 ・根伐 ・山留計画 ・杭打計画以下の部

分工事計爾のほか ，工程表 ・労務計画 ・資材 ・資金計画 ・現場員構成および現場管理計画 ・予算統制計

画などをもって「施工計画J の内容であるとしている( 建築学大系 : 建築施工1 ) 。乙れらのほか，久

良知丑二郎その他の著書においても ，ほぼ同様な内容をもっ業務を「工事計画」ないし 「施工計画」と

呼んでいる。すなわち通念上「施工計画」と「工事計画」はほぼ同義語であり ，大まかに上記のような

意味内容をもって工事計画ないし施工計画とするのが常識と解されるのである。

さて乙うした意味での工事計画は建築を生産するプロセス全体のなかでいかなる位置をしめているの

であろうか。

永井久雄氏は次のように書いている 。

「建築工事においては ，設計者がその意図を示す設計図書により ，その建物の形状寸法，構造，機能，

仕上げなどが指示される。しかし設計図書すなわち設計図および仕様書では ，でき上がる建物の構造 ・

設備 ・仕上りの品質 ・色調 ・肌合い ・機能などが示されるが，それらをいかなる方法で造り 上 げるかと

いう施工方法につい ては，一般に ，特別な指示を考えないのが普通である。

乙とに間接工事である施工設備などについては ，仕様書で一部規定する乙とはあっても大部分は施工

者の自由 と責任に任せるのが一般的な乙とである。

したがって施工業者は自らの責任でいかなる手段方法で工事を実施するかを決定しなければならな

い。乙の施工方法を決定し ，その細部を計画するのがいわゆる施工計画である。

つまり所定の建物を所定の工期内 1<::: ，所定の品質 ・精度で，かつ工事予算の範囲内で造り上げる乙と



のできるような施工方法を決定計画する乙とである J ( 永井久雄 ・建築の施工計画) 。

すなわち工事計画とは設計された建築の実現のための施工者業務として ，施工手段 ・方法の概略 ・細

部をきめる乙ととされているととがあきらかである 。 もちろん乙うした業務が必要であり ，現 lζ 存在し

ている ζ とはいうまでもなく ，工事の成果が品質面においても採算面その他においてもその計画の適否

に影響されるであろう乙とも当然といえよう 。こ乙では論理上も時間の経過の上でも 設計→工事計画で

あり ，その逆ではありえない。設計は工事計画にとって所与の条件であり ，設計ができなければ工事計

画 は成り立たない。工事計画は設計に従属する 。建築生産のプロセスのなかで ζ うした地位に「工事計

画 」をおくのが，まず通念というべきであろう 。

乙の意味においての工事計画の重要度はいうまでもなく最近の環境のなかで高まっている 。その要因

は数多くをあげるととができる。

たとえば都市環境の一層の高密度化によって ，建築工事はひとつまちがうと強い第三者損害一公害を

生む原因になっている 。建築の例ではないが，地下鉄工事のガス爆発事故はその乙とをあらためてショ

ッキングにあきらかにしている 。

また資源としての労働力の不足が一層強くなるのに応じて ，それは一層注意深くかっ効率高 く利用し

な くてはいけな くなっている。そのためには工程計画 ，安全計画など工事の計画性が要請される 。

また材料，工法，機械など建築技術の革新のテンポは早くなっており ，現場はたえず新しい技術 lζ 当

面しなくてはならない乙とも ，同織に工事計画の重要度を高めていよう 。

乙うした問題意識に立ってとの特集も組立てられていると解される 。

'2. 設計業務としての 「工事計画J

以上の よ うな設計従属型の「工事計画」の通念に反して ，私は設計過程 lζ 寄与するタイプの「工事計

画」が存在すると考える。いわば施工業務としての工事計画に対して設計業務としての工事計画であ

る。時間順序，論理上乙れは工事計画→設計であり ，設計規制型の工事計画業務というととができる。

乙の場合すでに設計によってさだめられている建物の実現手段 ・方法その細部を決定するのではなく ，

建物の実現手段 ・方法，研究を通じて ，設計上の決定に関与するのである。

ζ の乙とは決して乙とあたらしくはない。当然といえば当然である。

たとえばR I B Aが作成した建築家業務のハン ドブックにある「デザインチ ームによる業務のシステ

マティックプラン J ( 季刊「建築家J 1969. 冬号に藤井正一郎による抄記がある〉によれば，設計業務

の段階で コントラクタ ー ( ただし「指名されているとき」という条件づきであり ，乙の条件そのものが

建築生産の組織論としては重要な問題点の一つなのであるが) のお ζ なう検討業務として次のような例

がある。

ラ:t土地の状況，進入路，施工設備の採用評価。

※ その地方の労務状況。

ｾｾｾその地方のサブ コ ン ， 材料メ ー カ ー の製品信頼度 ， 生産力 ， 価格 。

τ.，各種施工方法の大体の工期についてのアドバイス 。

，;t 工期の コス トにおよぼす影響についてのアドバイス。

ヲ Ｚ ｾ最終概略スキ ー ムの施工法およびコス卜を調査し，仮設工事の設計をおとなう ｯ

d 施工段階の全体の計画をたてる。

39 
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※ コス トプランナ ーと協力しコス ト計画をお乙なう。

［ｾｻ詳細設計図についてアドバイスし ， 施工 ・ 組立技術を改良させるような変更について建築家にアドパ

イスする。

建築設計は( 建築のみならず設計という行為はすべてそうだが) 目的としての建築物の形態，使用効果

を決定するだけでなく ，その生産方法をも本質的にきめてしまうのである。設計が定まればその生産方

法の多くの部分はきまってしまう。設計はその意味で，多数の代替的生産方法のなかから一つを選択す

るという意味をもっている。

建築 ・工法 ・技術にさほどのバリエ ーションがなく ，選択の幅がおのずと制約されているとき，つま

り技術が安定的あるいは停滞的で， いずれにせよやれる乙とはどんな場合でもあまりちがいのな いと

き，乙うした代替的生産方法のなかからの選択といった考え方は意味をもたない。 しかしその逆の 場

合，生産方法，材料，技術の幅がひろいとき ，いいかえれば建築の技術の内容が流動的で革新の要素を

豊富に ふ くんでいるときには ，乙 の乙とは大きな意味をもってくる。

設計ーには最低，施工方法 lζ 関するほぽ十分な情報が必要であり ，その選択の基準がなくてはならな

い。より望ましくは，設計と施工は高度に統合的な計画として一体のものでなくてはならない。 その場

合，設計は同時に工事計画といわなければならない。

たとえば三井霞 ガ関ピ J レの構造部材として ，鋼板あるいは在来型の山型鋼などを使用したボックスタ

イプ，ビ J レトアップ方式などを使うか，大型H 型鋼を使用するかが問題になっている。とれは当然， 設計

上の決定どとに属するもので ，構造力学的な検討の対象であるが，同時に ，工事計画の問題でもある。

なぜな らそのいずれを選択するかは ，紫材の材質，規格，価格，工場における加工手段，加工手間，加工

費，現場施工の組立手間，工期など工事方法の検討に根拠をおき，それを選択する乙とにほかならない。

またタテ長の建物の工事では運搬作業が大きな意味をもっている。乙うした工事計画 ， 運搬計画か

ら，耐火被覆のプレハブ化，デッキプレ ート の採用と人工軽量骨材によるコンクリ ート 床，設備器具の

ライン配置など ，数多くの設計上の決定が影響をうけている。というよりもとの超高層ビルの企画，設

計はすべてその実現方法との関連なしには遂行できなかったといってよいだろう。

石田繁之介氏は述べている。 i建築そのものは一品生産であり ，注文生産である以上，注文によって

設計される設計図は，普遍性のないただ一つの特殊解でしかない。 ζ 乙に自動車産業や航空機産業と根

本的に異なる要因が存在する。公団住宅のわずかな例をのぞいては ，設計者は注文主の要求にもとづい

て設計行為をすすめる。しかし建築生産の近代化を論ずるとき ，設計から始まって工事竣工に いたるそ

の完了時点までの全体の生産効率を高めるための分析は ，乙 れまでとかく忘れがちだった。

超高層ビ J レの建設にはいろいろな難聞が山積する。企画，設計，生産を一本の線にむすぷ一貫した合

湿性が構造時にも計画時にも要求され，それと並行して，経済性の追求がきびしくなければな らない。

そしてそのような努力が，建築生産の近代化へ，歩一歩と近づきうる一つの里程標を形づくる のではな

いだろうかJ ( 石田繁之介 : 超高層ビ J レ〉。

超高層ビルのような革新的 ，開発的な要素を多くふくんだプロジェクトにおいては ，どんな風につく

るかがどんな物をつ くるのかを規定するという面が強く存在している乙とが認められよう。しかし ふ り

かえってみるならば乙うした場合に限らず，元来，設計と施工は「一本の線 lとむすぷ一貫した合理性」を

もったものであるととはいうまでもないととで ，それが確認され，そのように運営されたときに新しい

技術の開発に適切な条件が生まれるといった関係にあるというのが適切であろう。そうでないと建築設



計はその時点ですでに開発されており ，経験的に確認された技術を利用するというやや受身な姿勢しか

とる乙とができず，開発 lζ 対する注文を出すという積極性をもっ乙とができない。むしろ乙の後者のケ

ースが在来，建築設計のもつ支配的な性質であった乙とが指摘されよう。ある種の材料メ ーカーがいっ

ているように ， 自動車や船舶などにくらべて建築部門は ，素材メ ーカーの製造する材料の規格や材質に

ついて注文を出したり ，新開発を要求する乙とがきわめて少なかった乙とがそれをうらづける。

建築設計は個別注文者のための ，その側 lζ 立った ，いわば消費者業務である乙とが従来認められてき

たと乙ろであるが，その一面，生産者業務である乙ともまたたしかである。後者の立場に立てば，設計

が同時に工事計画でなければならぬ ζ とも明瞭であろう。

乙の設計と工事計画の関係が，設計施工分離または一貫などの生産組織に関する議論に関連している

ととが容易に想いお乙される。設計と施工とが高度に統合化されている乙とが望ましいと考えられるの

であるが，それは必ずしも一企業による経営的な統合だけを意味しない。事実からいっても ，同一企業

内の設計部門と施工部門の関係が以上のような意味で高度なものとは限らない 。ゼネ コン内部の設計者

がメンタリティ ーとして，よりフリ ーアーキテクト的である例も多い 。

また逆 lζ ，分離型であっても設計過程 lζ 工事計画の要素を取り入れる方法が全くないというわけでは

ない。ただし ， ζ のためには現在日本で支配的にとられているような建築家による完成設計図書の作

成，競争による施工者の選択といった建前 lζ 多少の工夫を加える必要があろう 。その工夫はたとえば性

能を指示する乙とで設計と施工をゼネコンあるいはゼネコンと建築家の協同組織にまかせるいわゆる性

能発註競争の方式，特命随契による設計段階への施工者の参加 ，構造，設備，積算，工程管理など技術

的業務を専門とするフランス式の技術 コンサルタント事務所の育成と参加など，主として契約方式上の

改善の面で可能である。ただ乙れらの場合，建築家の施主側専門代理人というプロブエツションの基本

的立場の問題が基本的な困難の一つになるだろう乙とは疑えない。

三井霞ガ関ビソレ工事でとられた設計組織も乙うした生産組織上の新しいタイプとみる乙とができょ

う。乙の場合は施主側の強い指導の下で ，当初から施主，設計事務所，施工者，外部専門家を含む委員

会方式の設計検討委員会が組織されており，それが設計上の決定権限と責任を実質的にとっていたと解

されるのである。

現状の組織上の建前のなかでも ，工事技術情報の整備 ，その設計者への提供のされ方に，適切な方法

とJ レールが設けられるなら ，設計業務としての工事計画は成立するであろう 。

乙の場合設計業務としての工事計画の内容は

1. 当該プロジェクトをとりまく，工事技術，経済条件の調査 ，提示

2.  各種の代替的概略工事計画の提案

3.  代醤的概略工事計画の概略設計，概略見積りとの結びつき ，検討

4.  実施設計決定 lζ 対する工事計画面でのアドバイス

などであり ，とれらの背景として，工事方式選択の基準となる論理が準備されなくてはならないだろう。

3. 企画業務としての工事計画

さて，工事計画概念の拡彊は以下のような事例においても可能と考えられる 。

たとえば今東京西部で住宅都市として多摩 ニュータウンの開発がおとなわれている。戸数約10万戸，

人口 40万人，投下資金5，000億円程度の規模である。乙の開発事業が工事面でどんな特ちょうをもつか今
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のと乙ろ余りわからない。

一方，現在巷間住宅産業の開発が急務とされている。住宅産業システムの一つの鍵は ，住宅生産 lζ 工

業的手法を導入し ，それを中心に生産組織を革新し ， コストダウンと品質の向上などの成果を得ようと

いうととろにある 。

現在年聞の住宅建設量は 6 兆円 ，150万戸以上の規模になっている 。 しかしその多くは在来工法による

個別住宅であって ，中層集合住宅，個人住宅をふくめていわゆる工業化工法にによる住宅のシェアは 5

- 6 96程度と推定されている。乙の部分は放置したままではまだ在来工法にうちかつだけの競争力はな

い。可能でかつ必要な限り ，工業化建築のシェアを拡大するような誘導的政策がのぞましい段階だとい

える。

多摩ニュ ータウンなどの大規模な集約的建設はとうした住宅産業システムの開発に好適な機会をあた

えているのではないか。新都市開発 ，住宅政策などの観点のほかに乙うした視点から ， ζ のようなプロ

ジェク卜をみる乙とはできないか ? もしできる とすれば，たとえば乙乙に建設されるだろう住宅は在

来工法によるのか，工業化工法によるのか，後者だとすれば低層の個別住宅，コンクリート T 型版による

中居 ，高層住宅などいずれを基本にするか ，部材，部品の製造施設の誘致はどういう風 lζ 組織し ，配置

するか ，関連産業の組織，事業期間と 11民序，目標とすべき住居の物的水準，コス 卜目標，技術開発の重点な

ど，住宅産業システムの開発の実験プロジェク トとして も考えてみなければいけない問題が多数ある。

通常，事業計画の段階では財政計画 ，事業主体，期間，組織 ，マスタープランなどが考慮され，上記

のようなオペレ ーショナルな 事柄はそれらが定まってのち ，施工段階 lζ 入ってはじめて問題になるとい

う順序である 。 しかし ， ζ れらの計画 ，企画は場合によって ，財政にも事業組織にも マス タープラン ，

スケジュ ーリン グにも重大な影響を及ぼすはずのものである。

乙うした点は実は ニュータウ ン規模のプ ロジェクトのみならず，たとえば住宅公団など企画 ，設計，

工事の全体にわたって比較的総合的な主導性をもっ た事業主体の場合，本来的に存在している側面と考

えてよい 。単一工事プロジ ェクトの場合にも企画 ，計画は単に フィジカ J レなマスタ ープランに止まるも

のでなく ，制度，地域社会などとの関連のほか，事業が特定の産業環境のなかで実施され，また工事を

i通じて産業 lζ 一定のインパクトをあたえるととによって ，いわばソ ー シアルなプログラムを必要として

いるのである。たとえば，工事全体の合理的ス ケジュール， 建築方式，単位契約工事の規模，利益， く

り返しによる合理化効果，工事費配分などは本来，事業企画段階から意識的に狙い ，そのよ うに連用し

ない限り ｦ 専らｾＱ，る乙とはない。

ζ の乙とは現実 lζ 用地取得のむつかしさと計画性の欠除が，結局は工事段階での合理化努力にも大き

な制約を加えざるを得ないなどの例をみでもあきらかで- ある。また一面からいえば「工事計画J が企

厨 ，設計の下位業務であり ，単 lζ 施工計画である限りでは ，こうした「一本の線にむすんだ，一貫した

合理性」を得るととはむつかしいのである。

いいかえれば， 建築生産には需要一工事ー技術一産業にいたる一貫したある種の体制が存在してい

る。つまり ，個別的な分散的な需要の存在様式と ，工事技術の手工性，産業の非組織性などは一つのシ

ステムとして相互に関連し て存在し ている 。 したがって工事の合理性の追求は，需要そのものの性質の

変更に論理上およばざるを得ない。

企画→設計→工事の順序でお乙なわれている建築生産プロセスは ，実は工事→設計→企画 という回路

そ本来的 IC，うらづけとしてもっているはずなのである 。 ( ふるかわ おさ む 建 築 研 究所建設経済研究室長 ・工樽)



工事計画に要求される社会的責任

川 上 玄

高 密 度 都 市 の 切 開 手 術 と 工 事 計 画

最近は建設工事の規模が著しく大きくなり ，高層ビルの出現や地下街の建設にみられるように空と地

下への進出も目覚ましい。道路 ・地下鉄の建設，上下水道の地下工事も盛んである。乙れらの都市再開l

発は経済の高度成長に呼応して実施されているが，テンポは性急であり ，工事は高密度都市を生きたま

まで切開手術を行なうようなものであるから，きわめて高度の技術が要求されるのは当然である 。 しか

も労務者不足の中で極度の スピー ドアッフ。が要求されるために ，技術者は徹夜の突貫作業も余儀なくさ

れるだろうし ，覚えのない新型機械や新工法の導入に直面する乙とも多かろう。工事計画の内容が技術

的に大変複雑になっているのは事実である。

また一方では ，都市再開発 lζ 象徴される現代の建設工事が，都市のどまん中で，すなわち市民生活の・

さなかで、行なわれているとい う乙とが特徴的である。昔は建設工事といっても仮囲いの向う側で行なわ

れていたものであり ，工事の事故などといっても，現場 lζ 直接の関係をもたない者にとっては人どとで

済んだ。と乙ろが，現代では ，仮囲いの向う側ととちら側という区別の明瞭でない建設工事が少なくな

い。都市のいたると乙ろで工事が行なわれていて ，仮設の地下道をくぐらされたり，ヵ・タピシの密工板

の上を飛び石づたいに渡り歩かされたり ，歩道いっぱいに覆いかぶさったあさがおの下を歩いたりする

と，災害がいつふりかかるかを切実に感ぜざるを得ない。

乙うした窓味で，現代の建設の工事計画は仮設計画にしても工程管理にしても，輸送計画にしても ，

安全管理にしても ，すべての計画をたてる場合に ，市民生活のさなかで工事を行なっているのだという，

前提に立つ乙と ζ そ社会的な責務とみるべきだろう 。

工 事 内 容 の 高 度 化 と 工 事 災 害 の 大 型 化

乙うした状況の中にあって，近年，建設工事にかかわる災害や事故が大型化し ，人命が， しかも大五日ー

に失われるといった ニュー スの多 くな った乙とが注目される 。

本年 4 月，大阪北区の地下鉄工事現場で発生したガス爆発の惨事は ，過密都市における開発工事事故

のおそろしさをまざまざと示すものとして記憶に新しいが，問機の惨事は ，昨年 3 月lζ 東京板橋の都営

地下鉄工事現場でもあった。大阪の事故の直後に ，東京で行なわれた地下鉄や上 ・下水道の地下工事現

場ーの総点検では ，同様の惨事を招く恐れのある箇所がかなり指摘されたという乙とだ。

昨年11月には ，大阪府が高槻l対策のために尻無川の川底 lζ 建設中であった ，世界最大規模を誇る防湖

水門の現場で，工事用ケ ーソンの鉄ノマイプが乙われ，中で作業していた労務者のうち 11名が生き埋めに

なるという事故があった。同様の事故は以前にも車京の荒川で発生している。

乙うした大惨事にいたらなくとも ，今日の目覚ましい建設ブームの影では ，地盤沈下 ・振動 ・騒音 ・・

物体の落下 ・転落 ・工事用車両による交通事故 ・生 うめ ・下敷きといった事故はあとをたたない。

乙れらの災害や事故をすべて建設公害と呼ぶのが妥当であるか否かは別として ，大都市では建設工事

が常に ，いたる と乙ろで，市民生活と混在ないしは併存しており ，いまや現代都市にそなわる固有の特

性であると解すれば，都市環境を悪化し ，市民生活を危険 ・不安 ・不快なものにする原因を排除するこ

とは現代の工事計画に要求される社会的責任とみる乙とができょう 。
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工事災害防止の技術と災害の現状

前記の災害や事故を防止することは技術的には可能であるとみられている。たとえば，先にあげた大

阪のガ、ス爆発にしても，はずれやすい構造の継目をもったガス管を上下水のパイプ類とともに宙づりに

したままでその下の地下鉄工事を進行させたと ζ ろにガス漏れ，爆発の原因がひそんでいたといわれて

いる。乙れは ，安全な共同泌をあらかじめ設けて ，乙れにパイプ類を移設しておけば回避できたととで

ある。あるいは ，地下鉄工事のオープンカット方式をやめて，ロンドンやモスクワで行なわれているよ

うにシールド工法を採用すれば災古は防止できたはずである。

一般の建築工事についても ，騒子音や振動防止についてすでに多くの優れた方法が各社によって考察さ

れている 。杭打については，ア ースオーガーによる掘削孔に既成コンクリ ー ト杭を婦入する方法，ある

いはその掘削孔にコンクリ ー トを充撰する方法などがある。山止めにしても親杭やシ ー トパイルをディ

ーゼ・J レハンマ ーなどで打込む方法をやめて ，周囲の土止め壁を無騒音無娠動工法( 柱列土止め壁つ-: ) 1ま

たは連続土止め壁工法など) によって構築するととが技術者の聞では脚光を浴びている。

沈下公害の防止は地下工事を行なう場合のもっともやっかいな問題であるが，前記の山止め工法を完

全に施工する ζ とにより，周辺地盤の変移や変動を防止する方法，軟弱地盤の場合の ヒー ピング防止など

の研究も蓄積されている 。地下水位の低下による収縮沈下の防止について完壁を期すなら，7 k を扱みあげ

ない工法すなわちニューマチックケーソンや ，水を与える方法すなわち復水法なども考えられている。

埋設物の遠方迂回の手続きゃ，隣家主生の方法などについては施工計画の教科書を読めばかなりきめ

細かく記述きれている。周辺地盤の沈下による埋設管類の破裂の際の応急処置を考えて ，現場ぞいの水

道官にス トッフ。パルプをあらかじめ設けるなどの処置は ，むしろ常識的な発想といえる。

安全監理についても ，落下防止にナイロンネットをはり ，外部 Iζ 銅製足場を完備して，その周囲をすき

間なくシ ー トで囲み，クレ ー ンにはリミットスイッチなどの安全装置を完備すればよい，といった事項は

知識としては常識といってよい。 しかし ，災害や事故防止の方法が技術的には提案されておりながら ，

いぜんとして災害や事故の先生があとをたたず，大型化にエスカレ ー トしているのはなぜであろうか。

現場技術者の姿勢と企業

それは，施工業者が間接工事費にできるだけ金をかけまいとするからだ，とよく指摘されている 。普

通，建物の本体としてあとに残るものを造る過程を直接工事といい ，その直接工事を行なうのに必要な

施工用設備を整える工事を間接工事という 。間接工事は本工事が終れば取り除いてしまい ，後 lζ 残らえ、

い仮設的なものである。したがって，一般的には設計図には何も示されないで，仕機害・の中で若干の注

意や要望がなされるのがせいぜいであるから ，主として施工者がその立任で計画し ，ときには監督者の

同立を得て実施するといった性質のものである。施工設備工事費は現場経費まで含めると金工事費の平

均1096程度とされているから ，施工者主主任において自由裁量にまかされている乙の部分をきりつめれば

いちばんでっとり早く実施工事費を低減できる。必要以上の費用を乙れに費せば拙劣な計画といわれ，

現場を担当する責任者としては最も面白を失う気風のあるのが実情である 。

『… ・仮設的な短期間の使用で，その場面で安全な範囲内で使用に耐えればよいのであるから ，長期

使用の本工事の工作物とは進った考え方をしてよい。たとえば，木材の強度にしても，必要以上の女全

率を取る要はなく ，作用する荷重に耐えればよいというととから ，少なくとも短期 lζ 対する許容強度，

ときには使用材料の破壊強度を知った上で，弾性範囲内といった強度をとって強度計算してもよい。む

しろ荷重のほうも平均荷重などを用いないで，実際にかかる最大荷重とショックなどを考えたものとす

る…… 』。乙れは建築の施工計画について ， 乙の道のベテランが古かれた優れた著作の中の一節で，施

工設備計画のいわば精神についてふれた一文である。しかし ，その内容の技術的な合理性にもかかわら

ず，乙ζ l ζ は今日の現場技術者ーが努力すべく求められている企業主体の姿勢がきわめて明瞭に表現され

ていると思う。乙れは安全に関してはギリギリを追求せよというととであり ，事実乙うした姿勢で精魂

を傾けている技術者も少なくない。そして ，その技術者が優れていればいるほど，大事故 lζ 紙ひとえの



距離まで後近しようとしているように見える。

建設による災害や事故防止を行なう方法があきらかである場合でも ，現実にはそれが採用されないの

は，人命や市民生活の尊重よりも企業の利益追求を優先させ，間接工事費をギリギリまできりつめた安

上りの方法を要求する今日の企業 ，あるいはそうした姿勢の上lζ 成りたつ社会構造に由来するのは事実

だと思う。それは ，産業の成長発展のためには国民生活の一部に多少の犠牲があってもやむを得まい，

とする古風な市民意識にあぐらをかいた思惣でもある。

企 業 利 益 の 追 求 と 市 民 生 活 の 尊 重

と乙ろで建設による災害や事故の具体的なケ ースを考えてみると ，責任がつねに施工者の側にだけあ

るとは考えきれない場合もある。工事のやり方lζ 起因する災害や事故であるから ，直接的な責任が施工

者 lζ 存するケ ースは多いと思う。しかし ，施工計画というものは ，工事計画のある前提の上になり立っ

た部分の問題でもあるから ，工事計画の無理に起因する責任を全般的には負いきれぬ状況も考えられる。

先にもふれたように ，地下鉄工事などでは ， 日本では大阪でも東京でもオ ープンカット工法がとられ，

道路を掘り直してはトンネ J レを造り，そのあとを埋めもどすという方法がとられている。乙のために周

辺の地盤がゆるんで家が傾いたり ，壁にクラックが入ったり ，上下水や電話 ・ガス管などの埋設管がは

ずれたりクラックが入ったりで大惨事を招く ζ ともある。さらには交通渋滞，深夜騒音，客足がおちる

ための商売不仮など市民生活lζ 対して迷惑をおよぼしがちとなる。乙れなどは施工責任だけですべてを

カバー しきれない要京を含んでいる。大惨事以外は都市発展のための少々の犠牲として加害意識も少な

いし，市民もガマン lζ 馴らされているきらいがある。しかし ，都市の状況により ，要所要所だけでもシ

ーJ レド工法のような方法で施工すれば災害や事故も 少なくなり ，市民の生活をおびやかす度合いはへる

だろう。技術的には是認されながら ，単純に予算の都合という理由でオ ープンカットに切替えられる ，

というような乙とがあるとすれば，災害や事故の防止，市民生活の安全をまもり不便を与えないように

する努力を事業主体がまずお乙たったとみる乙とができる。安上り工事を行なう乙とによって市民生活

や人命を軽視している点については ， 利益の追求のために他をかえりみない場合の施工者と同様であ

り，事業主体もまた社会的責任を間われねばなるまい。

現在の社会構造からいえば事業主体の公私を問わず，安く ，早く ，の一本槍で工事を発注し ，発注し

てしまえば責任施工であとは業者の問題とするきらいがなくもない。施工業者は施工業者で安く ，早

しを下請業者に転嫁し ，従業員を督促するから ，乙れでは昼夜をわかたぬ突貫工事やアクロバットの

施工計画が生じてくるのもやむをえない状況といえよ う。乙の ような責任施工の下請負体制は ，法律上

の立任の所在は別として ，市民の生活をまもるという実質的な監理の責任体制はまととにあいまいとな

る。企業の利益追求が経済活動の軸となっている限り ，その活動の中から生ずる公害を企業自体からが

自発的に対策lζ 乗り出すという ζ とはおそらく無理であろう。期待できる限界はせいぜい対症療法ない

しは応急処置の域を出る乙とはあるまい。

進 歩 と 調 和

随音の絶えぬ状態は古来繁生の象徴として喜ばれてきた。しかし ，今日のように高密度の都市では実

状は全く異なる。建設工事が発生する騒音や振動は ，現実的に市民生活を不快，不安なものにしている。

市民生活の尊重などという問題にはかまっておれない企業本位の建設活動は ，ときとして災害や事故を

生み ，そのスケ ーJ レは都市集中の度合いに応じて大型になった。建設工事によって国民生活の一部に多

少の犠牲が生じても都市発展のためにはやむをえないとする考え方は ，市民自身の権利擁護の意志表示

によって，やがて許されなくなる時期が来るであろう。われわれ建設にたずさわる技術者は ，職業上加

害者としての一役を買うとともあるかも知れないが，市民の一人と して考えれば社会の〈進歩〉が生み

出した公害の被害者でもある。われわれの市民生活を都市公害から守る乙との一環として，工事計画の

宇土会的責任をあらためて考え直したいものである。 〈かわかみ げん川上玄建投事積所所長)
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トワークによる工程計画ネッ

ζ の7 トリ ックス の元であるパラメ ータとしては，時間，コ ス トもし

くは時間× コストなど何をとってもよい。乙のネッ トワー ク上の任窓の

2 点間の最短ノf スを見つける方法には Power 法，掃き出し法その他い

ろいろな方法が考えられている。

Power 法を例K とると ，マトリックス C の巾乗を次の規則で求める。

行列A =  (ai j )  ， B =  (bij) IL対して積A Bの元 dり を

di j  =  .  ｔＮ ｬｾ＠ ( a此十bkj)
- 1: 五k :五n ... .-- - J  

により定義する。乙の穏により C2，Cペ… … C"，…… を作り 0 = 0 -
1

とな

るとやめる。乙の収束値が 2 点閣の最短距離をあらわすマトリッ クスと

なる。上記ネ ットワー クについて計算すると次のマ トリッ クスをうる。

I  0  3  2  7 、

C3= I  4  0  3  -!- 1  =  I  .  - - .  I  = 0  

I  5  1  0  5  J  

、6 2  5  0  I  

さて図一 1 のネッ トワー クにおいて ，パラメ ータを時間とすると ，結

合点 1 から 4 IC至る最短時間はびより 7 日であり ，したがってとの 7

日になる順序関係は①→③→②→④になると とがわかる。乙のように計

算そのものは簡単であり ，今後工程計闘のネ ットワークと して充分検討

の要があるであろう。とくに従来ネ ットワー ク化が困難であると思われ

ている仕上げ工程の計画には適応しやすいように思われる。

図- 1 ネットワーウ上の量短パス問庖

Ｖ ｾＴ＠

4  3  

2  

c/ . )  

3  

。

きわめて大規模になる乙とからき

ている。

さて図- 1 1 L 簡単なネットワ ー

クの設例をあげてみよう。乙のネ

ットワ ーク上のパラメ ータをマト

リックス iとあらわすと次のように

なる。
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工程計画と管理の理論的基礎

一一最長パス問題と最短パス問題一一

ネットワーク上のパスとその利用法

睦木荒

)

 

1

 

(

 

さて在来の P E R T系手法は，簡単にいえばネッ トワー クの最長パス

を見つける問題であるといえる。しかし最長パスが開始結合点から終了

結合点 IC至るパスに限定されているため ，管理の機能を充分果たしえな

い性格をもっていた。 P E R Tのフォロ ーアップが難かしいのは， ζ の

ような理論的性格にも起因している 。

乙のような P E R T系ネットワ ークの理論的欠陥は，最長パス概念を

ネッ トワーク上の任意の 2 点間最長ノf スに拡張する乙 とによってかなり

克服される。例えば，ネットワーク上に変更が生じた場合，変更直前お

よび直後の最長パスの工期を調べ，乙の工期以内のサブネットを作りな

おしてネッ トワー クにおさめるととが容易にできるようになる。

しかも最長パスの計算は前進計算のみで求める乙 とが可能であり ，そ

(3)  管理用ネットワーク一一-最長パス問題

計画用ネットワーク一一最短パス問題

O R  にあらわれるネ ットワーク上のパスの問題は ，ほとんどが乙の種

lζ 属するもので，最長パス問題は P E R T系にほと んど限られているよ

うに思われる。しかし現実の工程計画を乙の型のネットワ ークに表現す

る乙とは，現状では未だきわめて困難でありむしろ乙れから開発すべき

分野に属するといえよう。現状で困難な理由は，考えられるすべての工

法や作業を列挙すると とが困難である乙と ，そのためにネットワ ークが
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ネットワ ーク上のパスの極値を見つける問題としては，最長パス問題

と長短パス問題のふたつの場合が考えられる。

われわれのいわゆる P E R T系手法は，ネットワー ク上のクリテ イカ

ル( 最長) パスを見つける問題として前者の代表的なものであり ，後者

はO Rにおける派回セ ーJ レスマン問題などでみられるものである。

P E R T系ネットワ ークが，わが国の建設業で用いられるようになっ

てからすでに 5 年以上の歳月が経過し ，その問題点もほぼ明らかになっ

てきた。そ乙でいえる乙とは ，P E R T系による工程管理( フ ォロー・

アップ) が非常に困難である乙と，計画段階に おいても現在の P E R T

系手法はいろいろな問題点をもっているというととである。

P E R T系ネットワ ークは工程の表現方法としてパーチア ート に比べ

て圧倒的にすぐれているとはいえ ，その工程の順序，組立て方は作成者

によって異なる。つまりネッ トワー ク手法を用いたからといって，最適

な計画ができるという保証は全くない。乙の乙とは P E R T系ネット ワ

ークが，工程の計画をっくり出す技法ではなく ，つくられた計画を表現

する手段にすぎず，せいぜい工程に大きく影響するパスを見つけ出す乙

としかできない乙 とからきていると考えられる 。

工程の計画段階においてわれわれが行なうととは，いくつかの工法，

資材，労務の利用方法のなかから与えられた条件に適合する最適解を一

つ見つけ出す乙とである。乙の乙とは ，あるプロジェクトの計画 という

仕事をネットワ ークの側面からみると ，計画にあたって考えられるすべ

てのネットワ ークの集合のなかから乙のプロジェクトの条件をみたす最

短パスのネッ トワークを選び出すという仕事になる。

つまり工程の計画という乙とは，ネッ トワー ク中からその最短ノマス を

見つける仕事であるといえる。乙乙でパスのパラメ ータとして コストを

とればコスト最小のネットワ ークが導かれるし ，パラメータとして時間

をとれば工期が最も短い計画ができる。

さて乙のようにして計画ができた上で，乙の計画されたネット ワー ク

中のと‘ のパスを重点管理していったらよいかという観点から ，現在の P

E R T系手法が意味をもっ乙とになるといえよう。乙のように考える

と，P E R T ネットワ ークは計画手法ではなく ，むしろ管理手法である

といえる。そ乙で計画用および管理用ネットワ ークの基本的なアル ゴリ

ズムを次にながめてみよう。

(2)  
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工程の計画・管理の実際例2. 
ネットワーヲ上の最長パス計算表- 1

一一超高層ビルとマルティプロジェクトの工程をめぐって一一

工程計画の実際的な問題と して超高層 ビルを取上げる理由は ，第一lζ

通常の建築工程に比べて様準化がしやすい乙と ，第二に工程の上手下手

がはっきり評価できる乙と ，第三に通常の工程計画 lζ 本質的な点でかな

りの影響をもっていることからである。

3 . ネットワークの情成

超高層ビノレの高層階は，通常同一プランのくりかえしとなる。そ乙で

工程計画も ，まず第 n 階の標準工程を徹底的 lζ あらい出して検討する乙

とから始まる。但し ，工程には階別でとらえられない要素も多いので，

第 n 階をさらに事務室，外周 ，コ ア，シャフト などの部分工程に分離し

て作成する 必要がある。

また標準階工程を組立てる日程のモデe ュ- ) レの設定がきわめて重要に

なる。工程全体のリズムは乙の日程のモデユ - ) レによってっくり出され

るのであり ，通常はー庖分の鉄骨建方の日数がその基礎になる。

百数十個の作業による第 n 階の標準階工程ができあがると，次lζ 第 n

+ 1 階の標準階工程を作り第 n 階との取合い部分を完成する。

超高層ビルの工程計画)
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ネットワーウ上の最長パス問題 (口 ・F T )図- 2

回

コンピュー タを利用する と，上記のデータをもとに自動的に高層階部

分のネットワー クを作成 し， 計算をお乙なう ζ とができる。乙の標準階

のくりかえし工程1 ( ，設備階などの個別的な要素を入れると超高周ピJ レ

のネットワー クができあがる 。

通常の建築工程のネットワ ーク であれば，大体上記の段階までで完成

した乙と になる。と乙ろが超高居ピノレの工程計画ではまだ%程度 しかで

きあがったことにな らない。 つまり上記のネットワ ークによって，本

当に工程を進めうるかとーうかの可能性，つまり Feas i bi l i ty の検討を

徹底的に行なった上でないと完成したことにならないのである。乙の

Feasi bi l i t y は次のような観点から行なわれる。

b. ネットワークの Feasi bi l i t y

第一lζ ，天候条件の変動があった場合の全体工程に対する影響の検討

である 。ネットワ ークの構成要素である各作業に，あらかじめ考えられ

る天候の影響を入れておく乙 とは もちろんであるが，乙れらの予想が変

動した場合に工程のど乙にどのような影響があるかのシミ ュレーション

を行な う乙とがのぞましい。

第二lζ ，資材および労務の調達可能性の検討である。部材がプレハ プ

化さ れている場合が多いので，その工場製作期間の検討，および現場に

おける取付人工の調達可能性はもちろんであるが，とくに重要なのは資

材，労務の輸送問題である。なかんずく ，現場における資材，労務の場

重可能性の検討は，超高層工程の最も重要な鍵といえよう。

資材，労務の場重問題は，ネットワーク手法の面からみた場合には，

ネットワーク上の作業についての資源の山積み問題である。 しかし数万

種類の資材を，十数種の湯・重機に分類 し，ある時間までにある階まで揚ー

重するという問題はかなり面倒な問題であり ，コンピュー タによる シミ

ュレーシ ョンにf寺たざるをえない。

乙れ らのシミュレーションを中心にしたネットワークによる Feasi -

bi l i t y のチェックと，その結果としてのネットワ ークの再計算によって

はじめて， われわれは実施可能な工程計額をもっ乙とができるのある。

C . 工程の管理とその特徴

工程の計画 ・管理は，施工業者のみによって行なう ζ とはできない。

施主， 設計事務所および施工業者のティーム ・アプロ ーチがあってはじ

めて工程管理の笑があがり ，品質 もすぐれたものになる といえる。

同時にプロジェ ク卜 ・ティ ーム間および周辺の人々の閣のコミュニケ

ーショ ン ・システムの問題がきわめて重要性をおびてくる。

超高層ビ J レの工程では; プロジ ェクト ・ティームとコミュニケーション

. ジステムの問題が表面化してきた乙とが一つの特徴であるといえよ

う。これ らはすべて コンピュー タ ・システムが前援になったものであ
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のため現行 P E R T の往復計算よりも ，計算そのものはむしろ単純化さ

れる。しかも現行P E R Tの計算で得られる情報はすべて前進計算のみ

によって得る乙 とができるが，乙の問題については学会の「指針」によ

られたい。乙乙では簡単なネッ トワー ク上の任意の 2 点間最長パスの計

算方法について述べてみよう。 図- 2のネッ トワ ークについて，所要時

閣をまとめてみると 表一 1 の左半分の 3 角マトリックスを得る。さて右

半分のマ トリックスの主対角要素をすべて 0 とする。左の 3 角行列の 2

の列と右のマトリックスの第 l 列の元の和を とり，その Max 値を a2

へ入れる。次tζ 左の第 33司j と右の第 l 列の Ma x 値を a3. へ入れる。

ζ のような手順を繰りかえす乙と K よって次のマ トリックス A をうる。

1  2  3  4  5  6  

0  

5  4  

4  I  3  2  0  

5  I  12 11 7  3  0  

6  ¥ 15 14  10 6  3  0  

乙れが図一 2 のネッ トワー ク上の任意の 2 点聞の最長パスの表である。

乙の表の見方は，列がある結合点からの所要工期をあらわし ，行が同

じくある結合点についての残工期をあらわす。第一列を例にとる と， 結

合点 l から他の結合点までに要する所要時間が表わされている o a6. =  15  

がクリ テイカル ・パスの所要時間である。同様にして aj2 は結合点 2 か

ら j Iζ 至る最長パスの所要時間をあらわ している。次lζ 第 6 行を績に見

ると ，各結合点から終了結合点IL至る残工期をあらわしている 。a6. = 15

4ま，結合点 1 は残工期が 15 日である乙とを示しており， OSi は結合点 t

の残工期を示す。

乙のマトリックスを利用すると，どのように複雑なネッ トワー クであ

っても，そのネッ トワー ク上の主要な結合点を結ぶ最長パスによる アグ

リゲートされた形で表現する乙とが可能となる。乙の乙とから，ネット

ワーク上に変更が生じた場合，その変更部分をアグリゲー トする乙とに

より ，容易に新 しいネットワークへの作りかえが可能となる 。

従来，ネットワ ークによる工程管理が困難であるといわれた理由は，

設計変更，工法の変更その他大きな変更が生じた場合，新しい ネットワ

ークをはじめから作りなおす程度の手聞がかかる ζ とから きている。

一般化された最長パスの概念を利用すると，乙の間の手聞はきわめて

簡単になり ，従来の P E R T系ネットワ ークも工程管理用としてかな り

有用なものとなるであろう。

。

。

1  

2  

3  

A =  



表- 2 作業 リスト

よ--------
11 111 

切
8  "  10 "  30 "  48 "  

I  b 基礎コン 、埋戻 L I  20 20 60 100 

C. 鉄 骨 建 方 10 10 24 44 

d 屋 根 、 外 壁 40 40 100 180 

e. { :士 上 40 40 150 230 

f. ;膏 7  7  12  26 

一 一

図- 3 ある工場の配置図
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表- 3 施工順序と工期

施 工 順 序 エ J切

日

394 

419 

396 

くご| 416  

⑪くコ |
451 

451 

図 - .( ( 1) ー( 1I ) ー( 1 I l ) の順序によるサイクログラム

①

一
①

一
①

工区

日

日数

100 200 300 

図- 5 実際に現場でつくられたネットワーク

① 
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り，新しい工程の計画，管理への途をひらくものといえよう。

ネッ トワー クのコ ー ド構造，工程の管理サイク J レ，コ ミュニケーショ

ン ・システムの実際的な諸問題は，米国ではすでに P E R T開発の初期

において行なわれているものである。われわれは今一度， P E R Tの原

典 IC帰ってみるとよい。おそらく驚くほど多くの乙とを学ぶ ζ とができ

るであろう。( 後掲文献 ( 3 ) 参照)

(2)  マルティプロジェクトの工程計画

前述の工程計画の考え方が，きわめて明確にあらわれてくるのがマル

ティプロジェクトの工程計画である。

乙乙では乙の問題を，ある簡単な工場建築の例によって説明してみよ

つ。

さて乙の工場は， • ( I ) 材料倉庫， ( 1 I ) 製品倉庫， ( 班) 加工工場

の 3 っからなり ，その配置図は図- 3 のようになる。乙の工場建築の作

業 リストと所要時間は表- 2のようになった。

資材，労務の転用を考えて，上記工区を順に施工する場合を考えると

3! = 6 通りの順序が考えられる 。そ してそれぞれのネットワー ク計算を

行なうと 表- 3のようにいろいろな工期がえられる。

48 

最短工期の順序関係は， ( I ) ー( 1 I ) 一( ] [ ) の 394 日であり ，ζ

のネットワ ークにもとづくサイクログラムをえがいてみると ，図- 4の

ようになる。

乙れをみると C の鉄骨工程以降1[ ，工期的な無駄がいくつか表われて

きている。乙れらの無駄をなくし，工程をスム ースK ながすためには，

I 区E のプロジェクトを さらにいくつかに分割し ，同時にダミーをでき

る限り切断するとよい。

上記例に対し，実際に現場で作成されたネットワ ークは図- 5のよう

であった。乙れは意識的に工程計画をねったものではなしおそらく

「カン」で作られたものであるが，前記の長短工期394日の半分近い209・

日となっている 。乙れに対してさらに順序関係、の検討を行なえば，同じ

所要時間と手間でさらに短期日で完成するととが可能となるであろう。
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公 害 防 止 と 工 事 計 画

長 浜 忠

1 . は じ め に

最近，産業の急速な発展に伴い ，大気の汚染，水質の汚濁，騒音，振

動，地盤の沈下な ど種々の公害が大きな社会問題となり ，それぞれ各方

面で乙れらの公害防止と真剣に取り 組んでいる 。建設業においても例外

ではななく ，建設工事IC伴う騒音，振動，地盤の沈下，交通障害，落下物

による危害などの公害の防止に多大の努力が払われている。しかし ，建

築工事の場合，施工に際しての防止策だけでは十分とはいえず，建築物の

設計においても乙れらの公害防止についての配慮が必要で・あり ，公害防

止については，発注者，設計者， 施工者の協力および努力が必要である。

乙乙では建築工事ICおいて常に配慮しなければならない落下物による

危害および騒音の防止について述べる。

2. 落 下 物 に よ る 危 害 の 防 止 に つ い て

建築工事における落下物による危害の防止については ，建築益準法施

行令の第 136 条の 2 1C，高さが 1. 8 m以上の板べいその他乙れに実質する

仮囲いを設けなければならないといった規定があり ，また ，第 136 条の

4 1ζ は，屑 ，どみなどの飛散を防ぐためダス トシュ ート を用いるなどし

なければならない乙と( 第 l 項) ，および工事をする郎分が境界線から

5 m以内で，かっ ， 地盤面からの高さが 7 m 以上のとき ， その他はつ

り，除却，外壁の修繕などに伴う落下物K よって工事現場の周辺に危害

を生ずるおそれがある ときは，建設大臣の定める基準に従って，工事現場

の周囲その他危害防止上必要な部分を鉄網または帆布でおおうなど，落

図- 2 わ く付金網

図- 1 わ く付金網と防舷棚

下物による危害を防止するための措置を講じなければならない( 第 2 項)

という規定がある。さらに ，上記の第 136 条の 4 の第 2 項 lζ 関しては ，

その措置の基準を定めた建設省告示第91号および建設省住宅局長から各

都道府県知事 IC通達された「建築工事等の工事現湯における落下物によ

る危害を防止するための措置に関する指導基準」があり ，落下物による

危害防止に用いる鉄網，帆布，防護側IJ ( あさがお) の品質や取り付け方

などが示されている。

次lζ 落下物による危害防止設備としての鉄網，帆布，防護榔( あさが

お) について述べる。

a ， 鉄 網

一般には養生金網とも呼ばれ，幅が1. 8- 2. 0m程度の亜鉛メッキキッ

甲金網がよく使用されており，乙れを足場の外側 1<:: 張って ，金網相互お

よび金網と足場を鉄線でとめている。

乙のキ ッ甲金網には J IS G3554  ( キッ甲金網) の規絡があって，乙の

規絡では呼称網目と線径の組合せは表ー1のようになっている。

建築現場で落下物による危害防止用として使用する場合は，線径が

O.9m m以上で呼称、網目が 16以下のものがよく ，乙れを足場の外側で上

から登れ下げて，金網相互の横の重ね自は 15cm以上重ね合せてるOcm以下

の間隔で鉄線などによってとじ合わせ，すき間ができないようにする。

無論，金網は足場へも鉄線を使用して十分 IC緊結する。

足場の外側 IC取り付ける金網 tc はキッ甲金網のほかに ，図- 2のよう

に銅製のわくにエキスパンドメタルを張ったわく付の金網も使用されて

ト204

(エキス パンドメタル

ひ うち

f  /-1".， 

コーナー補強板 .. 
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表 ー 1 キ ν 甲金縞の呼称網目と線径

単 位 帽

| ピ y チ 3  0  5  mm問

線 f圭

呼.IF網 目 ピ ッ チ の寸法
ピ y チの平

の寸法 均{ 置の寸，圭

1 . 6 0 1 4 0 1 2 0 1 0 0 0 9 0)1 0 8 0 0. 720) |1 0 . 6 3 0 5 5 0 . 5 0  

許容差 許容差
( 陶 1' 6) I  (N;  1  7)  (陥 18) (陶 19) (陶20) (陶. 2 1) I  (No22)  ， (地23) I  (陶24) I  (陶. 25)

10 10. 9  +- 310 0  

-'- 0. 2 

- 0. 4 

。 。 。 。 。 。

13 

1 3 8  + 1 0 1 ? 0 3  

- 3 . 0  一日 6

。 。 。 。 。 。

16 
16. 9 +  1. 0  

ナ 0 . 4 。 。 。 。
- 3. 0 - 0 . 8  

+  1. 5  予 0 . 5

。
。I 0  I 。 。20 

21. 0 - 5. 0 
- 1. 0  

。 。

26 
27 . 7  +  1  .5 

ｾ ｏＮ＠ 7  。
- 5 日 一 1. 4

。 。
。I 0  I  0  

。

33 33. 9 +  ｾ Ｎ ｾ＠ - 1 . 0  。
- 7. 0  - 2 . 0  

。 。
。I 0  I  0  I  0  I 。

。

40 40 . 6  -+270 0  

ー1.5 。
コ

。 。 。 。 。
- 3. 0 

52 55. 2 

+ 3 . 0  - 2.0  。 。 。1 心 I 0  。 。
ー7. 0 - 4 .0  

表 - 2 特定建股作業に伴って発生する騒音の規制基準
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図 - 3 防 磁 棚

パンノ ー受 C 型

わ〈組足場の斜l管などの骨組
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図 - ，( デ ィーゼルハンマーによる くい打ち

おり ，キッ甲金網 IC比べるとはるかに効果的である。建築現場では，作

業内容や周囲の条件にもよるが，扱っている資材，工具，廃材などを考

えると図一 2 程度のものを使用したいものである。ただし，乙のような

わく付金網は数種類のものが市販されているが，いずれもキッ甲金網よ

りは高価であり，わく組足場専用なので，単管足場や丸太足場に使用す

るのは困難である。

b ，帆 布

帆布は，養生シ ー トとも呼ばれ，乙れには J IS A8952 ( 建築工事用シ

ート ) の規格があって，建築工事用のシ ート を 1類と 2 類に区分してい

るが，一般には l 類のシ ート ( 1類はシ ート だけで落下物による危害防

止に使用されるもの ，2類は金網と併用して使用されるものである) を

使用している。シ ート の大きさにはいろいろあるが5400mmx 34∞m m

および18∞m mX 51∞mm ( わく組足場用) 程度の大きさが一般的であ

る。乙れらのシ ー トを足場の外側に張るには，シ ー トの四周を45cm以下

の間隔ですき聞のできないように足場に取り付ける。

C ， 防護棚 ( あさがお)

防護側は一般には「あさがお」と呼ばれ，上からの落下物を乙れで受

け止めるために図- 3のように足場などの骨組から ，外側へ突出させた

捌であり ，乙れを設置する位置については，前記の建設省の指導基準で

は「建築工事等の工事を行なう部分が，地盤面から 10m以上の高さに

ある場合は，落下物による危害防止上必要な部分の周囲IC防護棚を l 段

以上，建築工事等の工事を行なう節分が20m以上の高さにわたる場合に

は2 段以上設けなければならない。」となっている。防護棚は地上 4 m

程度の位置に l 段設けておけば，乙れでいつも十分だとい うものではな

い。

防護側は ，乙れで上からの落下物を受け止めるものであるから ，板状

のものをすき聞なく張らなければならない。乙れに木板を使用する場合

は，板の厚さが 1. 5c皿以上は必要であるが，最近は，パンノ ー鋼板など

の鏑板を使用する乙とが多い。また，防護側は水平面との角度が 20

0

以

上となるように取り付け，足場ーなどの骨組の外側からの突出長さは，水

平距離で 2 m以上となるようにする。

図 - 6 場所打ちコンウリート ぐい

( アースドリルぐい) の掘削

3. 騒音の防止について

建築工事における騒音発生は，おもにくい打ち用のディーゼルハンマ

ーやコンプレッサーなど工事機械によるものである。建築工事の騒音に

ついては，騒音規制法並びに同法lζ 基づく騒音規制法施行令，建設作業

騒音規制規則 ，特定建設作業 lζ 伴って発生する騒音の規制κ 関する基準

があり ，乙れらの法令によって都道府県知事が指定した区域内における

特定建設作業が規制されている。特定建設作業の種頒およびそれに対す

る規制の基準の概要は表- 2の通りである。なお，指定区域内において

特定建設作業を伴う建設作業を施工しようとする場合は，特定建設作業

の種類，作業の開始 ・終了時刻，騒音防止の方法などを記載した特定建

設作業実施届出蓄を作業開始の日の 7 日前までに都道府県知事に届け出

なければならない。

次lζ 建築工事におけるおもな騒音発生源であるくい打ち，リベット締

め，さく岩機，エ アコンプレッサについて述べる 。

a ，く い打ち

くい打ち作業には，建物J を支持するための コンクリ ート ぐいや鋼管ぐ

いなどを打込む作業と ，仮設の矢板や構台の支柱などを打込む作業があ

るが，いずれも従来のディ ーゼルハン 7 ーで打込むと作業能率は良いが

騒音が非常に大きくなり ，また振動も伴う 。ディ ーゼノレハン 7 ーによる

騒音は，おそらく建築工事に伴う騒音のうちでは最大の部類であろう。

乙の騒音の大きさは，ディーゼルハン 7 ーやくいの種類および大きさ ，

地盤の状態などによって異なるであろうが，ある測定では ，デJ レ7 ツク

D- 22を使用した場合 10 m離れた地点相当の騒音レベルは ，径 4∞m m

のコンクリ ー トぐいの場合 107. 5 d  B 凶，径 408mm の鋼管ぐいの場合

11 1. 5 d B凶( 貫入車はいす、れも 5 - 2 0 mm/回) と記録されている。

ディ ーゼルハン 7 ーの騒音防止については，ハンマ ーの周囲 ICカバー

を設けるなどの方法も検討されているようであるが，実用になるにはま

だ種々の問題があるようである。最近は，ディ ーゼノレハンマ ーでは騒音，

振動が大きいため，各種の無騒音工法が開発されており ，乙れらの工法を

採用する乙とによって，くい打ちの騒音をなくする乙とが可能である。

無騒音工法は大きく分けると場所打ち コンクリートぐいと既製 コンク
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図 - 7 既製ぐい無騒音工 法の例 ( T A I  P工法)

オーガ一掃入くい建込み

特 掠 ヘ ッ ト

リー トぐいを用いるものとに分ける ζ とができる。場所打ち コンクリー

トぐいには，掘削にグラブパケットを用いるもの，クラムセルパケット

を用いるもの，回転パケットを用いるもの ， 回転オ ーガー を用いるも

の，回転ピッ卜を用いるもの ，パーカッシヨンビッ卜を用いるものなど

があり ，また排土の方法には，鍛削1 * 具による方法と循環水による方法

とがある 。代表的な工法には，ベノト工法，ロ O W S 工法，アースドリ

ル工法， ，i.R Gパイノレ工法，七竹中式オーガーパイル工法，P  I  P 工法，

リパースサーキユレーション工法，;fi J綴 B H工法などがある 。 (※ 印は

土止め壁築造が主要目的である。)

既製コンクリ ー卜 ぐいを用いるものにも多くの工法があるが，そのほ

とんどの工法がオ ーガーまたは噴射水あるいは その両者を併用して削干し

し，既製コンクリ ー トぐいを設置するものであり ，T A  I  P 工法，アサ

ノ式圧入工法，ジェッ卜リフ ターパイリング工法， N T O式ドーナツオ

ーガー工法などの工法がある。

b ，リベット締め

リベッ ト締め作業の騒音はリベットハンマーの使用により生ずる騒音

であり ，建築工事ではディ ーゼルハン 7 ーについで‘ 大きな騒音である。

ある測定では， 10m離れた地点で， はりとはりの接合部における径 16

m mのリベッ トの場合iζ 平均 101. 7 d  B 凶，柱とはりの接合部iζ おける

径 19m mのリベットの湯合に平均 107. 8 d B 凶という値が記録されてい

る。

リベット締め作業の騒音を無くするためには ，拾物の周囲を遮音材で

すき間なく囲うか，または現在のリベッ トハン 7 ーに答えて音の小さな

リベット締め工具を使用しなければならないのであるが，いずれも現実

的ではない。したがって，乙の騒音を無くするには，現場における鉄骨

の接合をリベッ ト以外の方法で行なう必要があり ，一般には高カボル ト

や溶接による方法が多く行なわれている。ちなみに ，高カボ J レト締付け

の際の騒音レベルは ，使用工具やボル トの大きさ ，鉄骨の形状などによ

って異なるであろうが，3 mの距離で・平均 88. 2 d B 凶といった値が測定

されており ， リベット締・め作業に比べればはるかに小さい。
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C ，さく岩機

さく岩機は，プ レーカーと呼ばれており ，鉄筋 コンクリ ー ト造建物な

と・の解体や建築現場における障害物の解体，コンクリ ー ト造の仮設物の

解体など コンクリ ート の祈りに使用する工具であり ，現在とれに代る適

当な方法は見当たらないようである。幸いに してプレーカーを使用する

場合の騒音は， l mX 2 mx O.3 mの鉄筋コンク リー卜 板をブレーカー

で析った場合の測定では 10 mの距離に相当する騒音レベルが平均89. 0 d

B 凶であ り，ディーゼルハン 7 ーによるくい打ちゃリベッ ト締めに比べ

るとかな り小さいようである。また，建築工事の現場では，建物の内郎

または地下工事中に地盤面以下の位置で使用されるととが多く ，プレ ー

カーによる騒音よりも ，むしろ乙のプレーカ ーの動力源である圧縮空気

を供給する エアコンプレッサの騒音の方が問題のようである。

d ，エアコ ンプレ ッサ

エア コンプレ ッサの内でもエンジン掛コンプレッサの騒音はかなり大

きいようである。無論，コ ンプレッサの型式や大きさ ，古さなどによっ

て奥なるであろうが，コンプレッサの横方向10mの距離でディ ーゼ、ノレエ

ンジン ロータリ 一式のコンプレッサ，機関出力76. 5P S  ( 18∞r. p. m)  ，吐

出空気量7.1 nr /mi nの最大負荷述転時の場合に89.5 d B 凶，ディ ーゼル

エンジン スクリ ュ一式コンプレッサ，機関出力 170P S  ( 18∞r.p. m)  ， 

I止出空気量 17. 0ni' /mi nの長大負荷運転時の場合1C. 99.5 d  B (刈の騒音レ

ベソレが測定されている。

エア コンプレ ッサの騒音防止については， エアコンプレッサが一定の

場所l C 設置されて使用されるととが多いので，その周囲を遮音材や吸音

材で問う乙とが可能である。また，最近エンジン掛けで防音タイプのエ

アコンプ レッサが製作されており ，従来のものより 9 d B凶程度低いよ

うである。今後は防音タイプのものが使用される乙とが望ましい。

U.E) 文中の騒音レベルの測定値は建築投例研究会 〈大阪市立大学工学部内 ) の述綬作業の騒

音 等の調査研究記録〈未発表) による。

( ながはま ただし K K大林 組工務邸工務課)



地 下 工 事 の 工 事 計 画

吉 田 勝 彦

1 概 説

地下工事と呼ばれる範囲内には，広義には土工事，基礎工事および地

下主体工事が含まれるのであるが，乙乙では狭義に解釈して，地下構造

体構築のため行なう 一連の作業の施工計画を行なうに当り ，それに要す

る基礎知識とその手順について説明する とととした。

2  施 工 計 画 の た め の 調 査

2ー 1 土質調査

土質調査は施工計画を立案するために重要な資料となるものである。

通常設計の段階において基礎構造設計の資料として土質試験が行なわれ

ている場合が多いので，その資料をそのまま施工計画に利用する乙とが

できる。また，資料が施工計画立案 IC不十分と判断した場合および土質

資料がない場合には ，経済の許す範囲において調査を行ない，正確な土

の性格を知らねばならない。

2- 2  敷地周辺の道路・建物の調査

作業敷地に接する道路や建物は地下工事の施工によりいろいろな影響

を受けやすく ，施工計画立案時にその対策を考慮しておかねばならない。

調査を行なうに当つては，作業敷地IC接する道路 ・建物などの現状を

正確に把握するととが必要であり ，とくに隣接建物については名称，所

有者，設計者，施工者，規模，構造，基礎，竣工年月日等を必ず調査す

る必要があり ，その他得られれば土質および地下水などの参考事項も調

査する。以上の調査資料により施工上被害をおよぼさない工法の検討を

行なうとともに，施工上必要とする養生方法 ・補強手段を決定する。施

工上万一隣家などに損傷を与えた場合には損傷復旧あるいは補償をする

乙とになるが，予想される被害IC対する修繕方法などに関しては，事前

Iζ 話し合いを行な っておくと後日トラブノレが少なく，無益な誤解なども

招かずに順調に工事を進める乙とができる。

2- 3  敷地周辺埋設物の調査

敷地周辺の道路に埋設されている多くの公共施設は ，一時的にも休止

状態にしておく乙とは困難であり，地下工事の工法も乙れらを保全する

ために大きく左右される場合がある。公共埋設物としては以下のものが

ある。

② 上 水 道 ， 下 水 道

@  包力，電灯，電話などの埋設ケ ープル

① ラジオ ，テ レビなどの同軸線ケ ープJ レ

③ ガス配管

@  地下鉄その他の埋設構築物

乙れらの埋設物の管理者は官庁または公益企業体であり ，現状では調査

する者が乙れらの管理者を個々に訪ねて埋設状況の調査を行ない，その

個々の資料を調査者が集成し ，各管理者と誤りがないか再協議するとと

もに，不明な部分は道路の一部を試掘して埋設位置の確認をするなどし

て，正確な各種埋設物一覧図が作成される。

3  土 工 事 の 計 画

建物の規模，基礎の形状によって土工事の方法は異な る。 地下室のあ

る建物は通常，敷地整地，鋤取，根切，埋戻のs買で土工事が行なわれる。近

年とくに地下部分は 3 - 4 階となる傾向が多く ，土留をも含めて土工事

は主体構築のため行なわれる作業の中で最も重要なもの となっている。

3- 1  掘削工法

掘削作業を他の関連作業( 土留または水替排水など) と組合せると以

下の工法( @- @ ) が考えられるが，建物の設計に同ーのものがほとん

どないのと同様に ，施工条件によって多種多様となり， 施工法も総合的

な見地から決定する乙ととなる。一般の施工例はそのいずれかに属する

か，あるいは各種の工法の応用または混用形式となっている。

@ 窪 切 り オ ープンカット工法( 総掘工法)

⑥ 土留オ ープンカット工法( 総掘工法)

① アイランド工法( 図一1 )

@  トレンチカッ ト工法

① その他の工法

特殊な土留工法と平行して行なう掘削工法として次のものがあるが，

詳細は次章土留工法の項を参照されたい。

① オープンケ ーソン工法

② ニュ ー7 チックケ ーソン工法

きかう

③ 逆 打 ち 工 法

3 - 2  根切の方法

トラックの進入が不可能な深さに達した根切りや，切渠より下の掘削

土砂の集積には，フツレドーザー， ショベJ レドーザーおよび小型油圧式ノマ

ックホ ーなどを用いる。土砂の機械搬出の方法には次のものがある。

@  スキップカ ーにより土砂ホッパーへ集積する方法

@  ベルトコンベヤ ーでトラックへ直積みする方法

① パケットコンベヤ ーで土砂ホッパーへ集積する方法

③ クロ ー ラークレーン ・クラムセルパケットによりトラックへ直積

みする方法

@  トランスポータ ー ( 門型クレ ーンのふととろに土砂ホッパーを内

蔵し，クラムセルパケットで土砂をつかみ，土砂ホッパーへ集積

する〉によりトラックへ積込む方法

@ の方法が小規模から大規模な現場までよく用いられており ，③の方

法は大規模現場に適している。

3 - 3  掘削桟橋 ( トラック桟橋)

一次掘削後の掘削機械の据付け場所や，土砂搬出トラックの駐車場所

のない場合，あるいは残土処分のための トラック桑入路を確保するため
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IC. 掘削機橋とよばれる仮設のステージ( 構台) を設置する。桟橋の支

柱杭の設置時期は土留壁や基礎杭の施工と問時か，あるいはそれに引き

続いて施工する切梁の支柱杭と同時に設置されている が，桁，梁および

床版の架設は一次掘削と平行して行ない，一段支保工架設時からは使用

できるようにする。下部の補強は掘削と平行して順次行なう c

3- 4  残土処分

掘削 した土は場外へ搬出 して捨土するが，近年は都市の近郊に無料で

捨土できる所が少なく ，捨土料を支払って処分するのが通常である。土

捨場までの運搬はダンプ トラックで行なっているが，運扱効率を上げる

ために車輔は大型化する傾向にある。反面都心部は大型車の規制が厳し

し昼間の交通量が多い乙ともあって，都心部からの搬出は夜間に実施

する事例が多くなっている。乙の場合付近住民から騒音 ・振動等で苦情

の出ないように作業時間，方法などについて綿密な計画を必要とする。

3- 5 埋 戻

埋戻は通常，地上の主体工事を施工中の時期になるので，埋戻土の鍛

入，集積場所等については ，他の工事の邪魔にならないように ，また業

者まかせではなく全体工程のなかで細部計画を行なう必要がある。

硬質地盤 ( N値20以上) には圧入できないなどの欠点がありあまり普- 及

していない。

① 親杭横矢板工法

乙の工法は . 1 m程度の高さをほぼ霊直IC自立できる程度の硬さまた

は粘着力を有している地盤でないと，横矢板をはめ込むまでに背面の地

盤が崩壊して施工できなくなる。また湧水の多い地盤では完全な水替排

水によって地下水位を下げなければ，矢板を入れるまでに土砂が地下水

とー絡に流出するし，矢板はめ込み後も矢板のすき間から土砂が流出す

るおそれがあるので，との点を十分注意して計画する必要がある。

親杭の打込みはディ ーゼJ レハンマ ー， またはパイプ ロハ ンマ ーにて行

なうのが従来の方法であったが，鏑矢板の場合と同様に公害を発生させ

るので，最近の都心部ではほとんど行なわれてない。そ ζ で振動と騒音

をなくするのを目的 IC. 現場の立地条件iζ 合わせて大略次の二つの工法

が行なわれている。

アースオ ーガーで地下掘削深さ程度まで穿孔 し， 親杭建込み後根

入れ部分はド ロップハンマー ，ディゼルハンマ ーまたはパイプロ

ハンマ ーで打込む。

アースオーガーで親杭長さ 全長を穿孔し ，オーガー引き抜き時に

オーガー先端からモルタルなどを注入し ，そのモ J レタ J レ中 IC親杭

を建込んで根固めする。

②の場合は①よりも工費が約 2 倍となる 。

③ 場所打ちコンクリート土留壁工法

乙の工法は⑥，①工法にかわるものとして生まれたもので，無音無振

動で施工できる乙とはもちろんのとと ，周辺の地盤洗下や隣接物の損傷

など工事にともなう公害を避ける乙とができると と， また土留壁の安全

性が高く ，壁体の剛性も上がるので，ピヤ工法と組合わせて特殊地下工

法の一翼をになうものともなるなど，新技術開発の要求をも満足させる

乙とができる要素をもち，今後ますます発展が期待されるものである。

乙の工法には図- 2のように柱列土留壁と連続土留壁があり ，それぞ

れの特長をも っている。一般的に柱列土留星置は施工速度が早く工費も安

いが， 止水性K 難点がある。連続土留壁は施工速度は柱列土留壁に比

しやや遅く ，工費もやや割高ではあるが， 止水性が良く，剛性も高いの

で地下耐震壁として完全な地下構造体の一部 となりうる。

③- 1  柱列土留壁工法 アースオ ーガー などの掘削機で地盤を穿孔

し，その内部に篭状IC組んだ鉄筋を挿入してのち ，孔内に コンクリ ート

を打って，場所主TちR C杭をつくる。 ζ のR C杭を一定間隔に設置して

杭の柱列をつくる 工法である。 したがって円形杭の間隙から水や土砂が

流出する乙ともあるので，乙れを防止するためボー リングマシンまたは

特殊なア ースオ ーガーなどで場所打ちR C杭あるいは ソイルパイルをつ

くって隙聞を埋める場合もある。乙の工法に属するものとして. P .  1.  

P .工法. R. G. P .工法，オーガーパイル工法，シーカン トパイル工法

T A W工法などがある。

最近開発された O. N. S工法は，場所打ち杭では なくて，工場で製作

された特殊断面の既製杭で柱列を構成する と乙ろに特長があ り， 従来の

① 

② 

土 留 工 事 の 計 画

土留工事は，本来掘削工事を支障なく行なうための仮設設備工事であ

るから ，最も効果的かつ経済的に実施する乙とが要求される。しかし乙

乙数年の聞に場所打ち コンクリート土留壁を地下室の本体土留壁や，耐

震壁として計画する事例が増加しており ， ますますその計画の綿密さ

と，計画通りの正確な線工を要求されるようになってきている。

4- 1 土留工法

土留工法の計画 K 当っては，土工事の各工法と土質の硬軟および、水替

工法とを相互に関連づけて検討する必要があり ，各工法を単独に切離し

て，その利害得失を比較する乙とはできないので，一連の工法として，

その現場への遜 ・不適を判断し，予算，安全性，工程の比較も行なった

上で，最適の工法を決定しなければならない。

@  法切り工法

法面は雨水によって洗い流されるのを防ぐために法面の養生( シ ート

張り ，ラス モルタル塗り ，モ ルタ J レ吹付など〉を行なう。また掘削部iζ

地下水がある場合は ，法面 K 水圧が作用しないように適当な方法で十分

な排水計画をする。

⑥ 鋼矢板工法

鋼矢板には新日鉄型 ( 1日八幡，富士型) . ラ J レゼン型などの種類があ

り，断面の大きさにより ，それぞれ 4- 5種類 ( I - V号) IC分類され

ている。最大長さは18- 20 mであるから，深削深さ 16- 17mまでの土留

矢板IC使用する。軽微な土留にはトレンチシ ー トと通称されている軽

鋼矢板を使用する場合がある。鋼矢板はディ ーゼルハンマ ーにて打込む

のが最も高能率な方法ではあるが，打込みに際し振動 ・騒音を発生させ

近隣の迷惑 となるので，油圧式圧入機( サイレント マスタ ー〉が開発さ

れ，逐次使用されるようになってきたが，段取りが大掛り となる乙 と，

4  
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図 - 4 O W S ソレヲンシュ工法の施工順序

/  
図 - 3 O N Sパイルの形状と配列
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図- 5 タイパ ッヴ工法

カンア

、
・

i

l

l

-

j

-
a

a

t

'

・
8

L

-

1

・
3

・
4

一

a

'

-つ

a

-

t

a

-

-

‘

一

-
一

，-

E

F

'

一亡

、

町

、

r

d

u

-

一

-

-

h

-

Z

A

--
一

F

」

止

ア

l

;

」
、

f

J

:

.
，

 

平面図
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場所打ち柱列土留壁と比較すると，杭の品質 ・精度が高い乙と ，施工能

率が高いとと，杭相E の接合部が面接合となっているので止水性が高い

乙となどの利点がある 。 (図- 3 参照)

@ - 2  連続土留盛工法

ビットやクラムセルでソj、判型の掘削を行ない，その削孔中に泥水を満

たして抗盈の安定をはかりながら掘削を進め，掘削完了後その中に篭状

に組んだ鉄筋を入れてコンクリ ー トをトレミ ー管で打ちとみ，場所打ち

R C壁が築造される。との方法をくり返して実施して連続した地中壁が

構築されるが，各エレメント ( 1 7' ロック) の継目は，コンクリ ー トを打

設するときに型枠としてインタ ーロッキングパイプまたは鼓形断面の既

製 コンクリ ー ト杭などを入れるので半円形のかみ合わせとなり， 止水性

が高まる。一つのエレメントは通常 4 - 6 m幅で，壁厚は 40- 1∞cm程

度である。 ζ の工法としては. O W S ・ソレタンシ ュ 工法， イコス工

法，エノレゼ工法. K C C工法，ア ースウオ ール工法. O C C工法などが

あるが，その施工11原序の一例を図- 4 1ζ 示す。

@  ケーソン工法

乙の工法は，地下室の全部またはその一部 となるケーソンを沈設する

もので，オ ープンケ ーソン工法とニュ ーマチ ックケ ーソ ン工法とに大別

される。

オープンケーソン工法の代表的なものとして，竹中式潜函工法があ

る。乙の工法は地下水をポン プによ って排出しつつ，掘さく工事を進め，

ケーソンを順次洗設していく工法である。

ニューマチックケ ーソ ン工法は， ケーソ ンの下部に密閉された空気室

を設け. と乙に地下水圧に相当する圧縮空気を送って地下水を排除し，

高圧空気室内で作業員が土砂の掘削と搬出を行なうため コンプレッサー

などの機械設備が大がかりとなる乙と，高圧空気内での作業のため多量

の特殊労務者を確保しなければならないなどの欠点があり，最近の建築

物の地下工事ではほとんど行なわれていない。

4- 2 支 保 工

土留の支保工は腹起，切梁および切梁を支持する支柱杭などで構成さ

れたものであるが， その他の工法として切梁の不要なタイパック工法

や，地下構造体を支保工とする逆打工法な どがある。

Itn'π冒胃" ' " " 町胃n n n n胃胃胃胃胃I ml n n mn n n mn l l n胃胃mr mmmml mmn11l 111l 1111111111111Ul IfI II IIIIIIIIII II II I111剛'''''"'''

@  自立工法

土留壁にかかる土圧を土留壁自身の水平抵抗によって支持する工法

で，軟弱な地盤や深い掘削には不向きであり，通常 3 mぐらいまでが限

度である。

⑤ タイ/ '(':)ク 工法 ( タイロッドアンカ ー工法)

掘削部の外側地盤中にアンカ ーを設け，乙れの引抜き抵抗を利用して

土圧に対応させる工法である 。 ( 図- 5 参照)

タイ ロッドには小さい断面で大きい引張力の得 られる高張カ鋼を使用

するが，専門業者の責任において施工されるのが通常であり. p  S アン

カー工法，ハイグラウトアンカ ー工法などがある。

切梁工法と比較すると労務者数，鋼材量が少なく ，また完全なるオ ープ

ン掘削であるため機械カをフルに活用できる。しかしアンカ 一部分を敷

地内に設置できない場合，とくに道路下へアンカ ーする乙とは，監督官庁

の承認を得難いので，敷地IL : 余裕がある場合でないと実現できな い。ま

たアンカ 一部分の地盤が引張り抵抗の大きい良地盤である必要があり ，

乙のため建物外周部の地盤についても土質調査をする必要がある。

@  切梁工法

乙の工法は支保工の形式としては最も一般的な工法であって，腹起，

切梁および切梁を受ける支柱杭によって構成される。支保工には木製，

鉄筋コンクリ ート 製，銅製があるが，最近では組立ての自由さ ，転用回

数を多くできる ζ となと‘ から ，銅製の支保工とする場合が多い。 H 型鋼

を切梁材とした加工品を賃貸しする専門商社があり，あらゆる規模の工

事に幅広く使用されているが，古い材料には曲りや端部加工精度の不良

なものが多く，使用に際しては厳しい管理を忘れてはならない。

③ 逆打ち工法

乙の工法は単なる支保工のー形態ではなく，地下工事全体を包含する

工法であって，切梁工法のように仮設の支保工を設けず，地下主体工事

を l 階床→地下 1階→地下 2 階へと上から下へと順次構築し，地下主体

そのものを土留支保工として掘削を進める工法である。

乙の工法の特徴は ，地下主体を土留支保工IL : 利用している乙と . 11者

の床が最初にできあがるため乙れを作業床として利用でき， トラック横

橋が不要となること，地下工事と平行して地上工事をも施工すると とが
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図- d 構造体仮受法

図- 8 地賓と水替排水工法選択図
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できる工法もとれる場合は工期を大幅に短縮できるととなどである。し

か しその反面，掘削その他が床版下の工事となるために作業がやり にく

い乙と，柱や壁の打継ぎ部の処置に手聞がかかる乙とな どの欠点がある。

逆打工法は地下構造体を仮受けする方法によって二つに大別できる。

d - 1  構造体仮受法

打込みまたはアースオー ガーによる建込みによって支持層に達する仮

受柱を立て，それによって構造体を支持する方法であり . H型鋼や鋼管

を使用する 。 ( 図- 6 参照)

d - 2  構造体の柱を仮受杭に利用する方法

ベノト掘削機などで柱位置に穿孔し ，構造体の鉄骨柱( 鋼管. H型鋼

など) を孔中 IC挿入し，仮受柱とする方法である。乙の工法lζ 属するも

のとして，パイ J レコラム工法( 図- 7 ) . 機其工法，柱礎工法などがあ

る。

いずれの工法の場合にも土留壁は場所打ち コンクリ ー ト土留壁を構築

し，外周部の構造体の荷重はその土留墜に負担させて，仮受柱を節約す

るように計画しているのが普通である。乙のために土留壁先端部の地盤

が軟弱な場合ICは，仮受荷重を支持し得る地盤まで土留壁を延ばしてお

く必要がある。すなわち土留工法計画の段階から ，地下工法全般をも考

慮した綿密な計画が必要となるのである 。

4- 3 土留計算

土留工法の決定段階においては，通常詳細な土留計算は行なわず，立

地条件，工期，工事規模などを勘案し，さらに従来の経験により ，その安

全性を判断するのであるが，極端に軟弱な地盤や水圧の大きい地盤の場

合ICは，土留計算と平行しながら土留工法を検討しなければならない。

地下工法全体の方針が決定したら ，土留皇室の強度( 法面の安定，根入

れ長さ ，断面など) の算定，支保工の断面算定を行なう。土庄の算定に

は建築学会の建築基礎構造設計規準第48条による場合が多 く，土留壁の

応力計算は支保工を支点とする連続梁と して解く。腹起の応力計算は切

梁または方杖を支点として，土留壁周長を一連続梁とするか，二支点聞

の単純梁として解くかの決め方は架構方法によって選択する。切梁は直

交する切梁の交点から交点を座屈長さとする長柱と考え，さらに上載荷

重による曲げ応力をも検討する。
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5  水替排水工法の計画

土質調査の結果にも とづき，各種の排水工法の中からその現場IC適し

た工法を決定する。 図- 8は地質と水替排水工法の適用範囲を示したも

のである。

5- 1  重力排水法

③ 釜場工法

掘削敷地内に集水井戸を設けて，集めた地下湧水を水中ポンプで排水

する方法であるが，透水性の悪い地盤では集水効果が低く ，地下水位の

降下は余り期待できない。

⑤ ディープウェル工法

(:jJ - 即cm径のストレーナー付きケ ーシングパイプをベノト掘削した孔

中に挿入し，その周囲に豆砂利を充填し ，管底部から水中ポンプで場水

する工法である。乙の工法は穣届から砂諜，中砂層の範囲までの地盤に

適している。

5- 2 強制排水法

③ ウェルポイント工法

との工法の場水は真空を利用して強制約lζ 地下水をくみ上げる もの

で，細砂からシ J レト庖にわたる範囲に適用できる。

⑥ ジーメンスウェル工法

ディ ープウェ J レを全部気密状態にして，真空ポンプを用いて強制排水

するものである。
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超 高 層 建 築 の 工 事 計 画

池 田 昌 穂

1 . ま え が き

最近のテレピや新聞11: . ft 情報化社会" と か "脱工業化社会" と いう

言葉がよくみられる。 世界の先進経済国は，鉄鋼，自動車，電話，電気，

航空，化学プラン ト等の工業を中心とする工業化社会から ，貿易，金融，

通信，運輸，調査，教育等の情報産業を中心とする脱工業化社会に移り

つつある という 乙と である。建築産業においても，超高層建築が多く建

てられ，または， 計画されている現在では， 従来の建築技術だけに頼

り，従来通り の生産方式をとっていたのでは，時代おくれとなる。

建築生産方式を， より合理化し，建築技術の躍進を計らねばならな

い。そのためには，従来個々として持っていた技術や能力を，組織的，

総合的に結集 して，より経済的な建築物を，比較的短い工期で生産する

という ，総合管理技術が必要と なる。

超高層建築の工事も ，乙の総合管理技術とい う観点から計画されねば

ならない。 乙乙では，その基本的な考え方を述べる。

2.  工事 計画 の 方針

超高層建築といえども，今までの中高層建築と大差ない工期と ，しか

も，コ ストが割高にならぬ乙とが要求される。

乙のため，建築生産方式を合理化，能率化し，コストの節減と ，工期

の短絡を計らねばならない。従来，建設産業は， 比較的大きな生産品の，

注文現場生産であり，機械化は，他の製造業よりおくれており ，作業の

単純化， 同作業のくりかえしという ， 畳産化できにくい 面を持ってい

た。しかし ，超高層建築においては，地上部は，同 じような階のつみか

さねであるから ，ことに作業を合理化する可能性がでてきた。

作業の単純化は，施工計画の時になって初めて考えるのではなく ，超

高層建築の計画設計の段階から，プレハプ化，畳産化できる施工を考え

ないと効果がない。

図- 2 工事計画の進め方

""" 
J . t.  

画

企画フェ ーズ

乙のため計画にたずさわる人と ，施工を行なう人 との密接なコンタク

トが必要と なり ，乙乙 iζ 各専門分野のエキ スパー トが， 有機的に協力し

あえ る総合管理シス テムが必要となってくる。

3.  総合管理システム

超高層建築の設計施工の場合，お互いの協力体制は， 図- 1 のように

なる。

計画， 施工， 電算処理，コ スト管理， 技術開発，営業の各部門が， 1  

つの総合管理 システム 11: 従って， 有機的なつながりを持ち ， コス ト節

図- 1 総合管理システム

詳 細 設 計

実
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減，工期短縮の目標に向かつて，充分な力を出しあう ζ とが肝要であ

る。

従来は，ともすれば，乙れらの部門の関係が，直列的でありがちであ

ったが，超高層工事においては，とくに，有機的な関係でつながれる乙

とが必要である。

乙の関係を保ちながら ，企画の段階から，実施まで，言いかえれば，

大まかな設計から ，詳細な設計へと段階的に移行してゆ く。 乙の際，あ

る種の業務が完了しなければ次の業務に着手できないという前後関係が

ある。例えば，工事政をだすためには，設計，構造，設備計画がわかっ

ていなければならず，それに応じた施工計画が完了していなければなら

ぬ。乙の経過をへて，算出された コストを検討して，次のより詳細な設

計へと進んでゆ く。 乙の関係を示したのが， 図- 2である。

企画フェ ーズの段階では，当然，情報が少なく ，大まかな計画となっ

ている。しかし，ζ の段階においても ，過去の蓄積データによって，で

きるだけ誤差の少ない， コストを算出する必要がある 。 過去のデータ

より，できるだけ精確な予測を行なうのが， 5  fC述べるデータ分析であ

る。

4. 工事計画の要点

設計の段階から，コスト，工程，省力化，安全性，運営等を十分に検

討して，材料，構法，工法を決定する必要がある 。超高層建築の工事計

画として，予め注意しておくべき点を，次』ζ 挙げよう 。

1. 単純な構造にする乙と。

地震，台風などの外力に対して，力の流れがスム ーズな，安定した構

造形式とする。平面形が単純で，立面的にもすっきりした，ラーメン構

造，ロー ドベアリングウオ ール( 鳥かど式) 構造などは，カの流れが明

快で，かっ経済的な構造である 。経済的理由により，デザインよりも構

造を重視した，ジョンハンコックピノレの例もある。機能的にも，心理的

にも ，十分満足のいくものならば，構造をなによりも重視すべきであろ

う。単純な構造は，施工法の単純化につながり，ひいては工期の短縮と

コストの節減につながるものである。

2. 単純な施工法をとれる乙と。

鉄骨のピースの数を減らしたり，ジョイ ン ト個所を単純化できる構法

を考える。また，内，外装仕上材も，できる限り ，プレハプ化し，現場

で簡単にとりつけられる，材料，工法を開発する 。乙の乙とは，もちろ

ん Ｎ ｾ重負担を減らし ， 安全作業 ， 工期短縮 ｦｃ 関係してくる。

3. 工程管理の合理化をはかる乙と 。

施工速度が，従来の中高層建築よ り早い乙とから，時間と階層との 2

次元的な工程管理を要求され，配員，場重計画を考慮した，有機的，合

理的な工程管理が必要となる 。

4. 経済的な不燃化工法を考える ζ と。

高層建築においては，不燃化が強く要求されてくる。軽量化，工期短

縮という条件より ，鉄骨造が望ましいのだが，乙の不燃化の点に関して

は，鉄筋コン クリート造に劣る 。そ乙で，簡単な施工ができる，経済的

な不燃化材料を開発してゆかねばな らぬ。

5. 安全対策を考えておくとと。

危険の少ない工法をとれるように，設計の時から計画する必要があ

る。外装工事なども屋外での作業数を減らし，作業の手間も簡単にする

工夫をする 。一方， 床を早くしく乙とにより ，鉄骨工事など，その上で

の作業者の高所心理負担を，できるだけ少なくするように努める。

以上は，超高層建築の設計当初から考えておくべき基本事項であっ

fこ。

次lζ ，工事計画を，もっと具体的に考えてみよう。

工事計画を，その内容で分類すると，仮設，土工，地業，く体，仕上，

設備工事などにわけられる。乙れらの作業をくみあわせ，プロジェクト

固有の特徴を考慮して，経済ペース にのるよう，所定工期内におさま る
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図- 3 工事計画 ( P E  R  T ) の電算化フローチャート

ように，工程計画をお乙なう。この際，注意すべき点は，次の乙とがら

である。

l  タクト( 各作業を同じ日数か，その倍数にそろえる) を考える。

2. 地上部分の鉄骨工事が，金工程のペースメ ーカになる。他の工事，

例えば，鉄骨以外のく体工事，仕上げ工事，地下部分の工事などの

バラ ンスを考えるb

3.  30層以下では，周辺部の地下工事がクリテイカ J レパスになる場合が

ある。地下の工事をできるだけ少なくする。

4. 外壁工事を早期に完了するように工夫する。

5. 材料，配員の湯重が集中しないような工程を考える 。

6. 本設材( 階段，給排水，電灯，エレベータなど) をできるだけ早期

に生かし，工事中にも使用できるようにする 。

7. 季節変動のある労務計画，天候条件などの社会的，自然的条件を十

分にとり入れる。

乙の工程計画のほかに，乙れに対応した，錫重，配員，コスト計画が

必要となり，乙の 4 つの計画が，お互いに関遥しあっている 。計算の煩

雑さ，現状のフォロアップ，結果のデータ分析などを考えると，電算化

開発が不可欠となる。乙れら 4 つの計画は. P E R T/TI ME.  P E R T/  

L I F TI NG， P E R T  /MA N  S CHEDUL E .  P E R T  /COS T とも呼ばれ，

お互いが関連しあってとそ，全体の工程計画を考えるととができ，合理

的な施工管理が可能となる。例えば， P E R T/T I ME  には，適切な揚重

計画，バランスのある配員計画，それに伴うコスト計画が反映されてい

なければならず， P E R T/COS T には，工程，場重，配員が考慮されて

いなければならぬ。乙れらの 4 つの P E R T の電算化のフロー チャ ート

を示すと図- 3 となる 。

算化するに当り，注意する点は，次の通り。

1. イン プットデータをできるだけ分りやすく，簡単なものにする乙と。



図- 4 P I:O R T/ T I MI:Oのア ウトプット例 ( 5造〉
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2. インプットデータの変更，修正が簡単にできる乙と。

3. 能率のよい計算方法を採る乙と。

4. アウトプット結果がみやすく，すぐ活用できる乙と。

図- 4K ，地上22階，地下5 階， 延べ建築面積臼， 0∞nf の建物を， S  

造として施工する場合の工程計画例を示す。 図- 5は，同じ建物を S R

C 造とした場合の工程計画例である。とれらの図の各作業の記号 Ir 意味

をもたせ，錫重，配員，コ スト計算のよびだし記号} としておけば，乙の

工程に対応した，場重，配員，コ スト計画の結果をえる乙とができる。

乙の建物例では， S R C造はS 造K比べ，工期が約 5 ヶ月延びている勺

との乙とは建物の収支目論見上，重要な意味をもっ。

5. フォロアップとデータ分析

以上に述べた PERT/TI ME， PERT /LI FTI NG， PERT /MA N 

SCHEDULE， PERT/COSTは工事の進行状況に応じて，変化 しうる

ものでなければ，充分な活用ができない。その時々の変更データを投入

する乙とによって，実際の工事進行と一致するように，各 PERT をフ

ォロアップする乙とが大切である。

包算機を使用する 時，インプッ トデータっくりは煩維になりがち なの

で，できるだけ簡単なインプットとし，修正しやすいよ うに，予めプロ

グラ ムを設計しておく必要があるのはもちろんだが，ある程度の面倒さ

を，いつ も伴うものである。しかし，電算機を使用する乙とにより，ア

ウトプットとして，さまざまな種類に分類 した結果をプリ ン トする乙と

が容易となり ，次の超高層建築の工事計画の予測を適切におとな うため

の， データを多く えるととがきる。とれは，少々のインプットデータの

煩雑さをつ ぐなっ て余 りある利点であ る。

乙と で得られた，工事計画のデータを蓄積し ，データ分析する ζ とに

より，不確定要素の多くある設計段階で，より精確な，工事計画をたてる

乙とができる。従来，企画フェ ーズの コストスタディとしては，不確定

要素を個人の経験をたよりに推測する Rough Est i mat e ( 概算見積)

であったが， 乙れからは，個人差のない，科学的なうらづけをも った

Pr el i mi nar y Est i mat e(予備見積) でなければならぬ。Pr el i mi nar y

には，次の本見積の準備の窓味を含んでいるのに対 して， Rough は，

あくまでも概算で，本見積との関係はない。

現実には，企画フェーズの計画においては，超高層建築のデータが不

足がちである。乙のデータとして，先程のデータ分析結果を反映させ，

不確定要素の選択には，科学的，数学的手訟をもってして，最適の工事

計画をみつけだす方法を開発してゆかねばならぬ。

6. ま と め

超高層建築のような大工事に は，設計から施工まで一貫した合理的な

計画をし， コスト節減と工期短縮を計らねばならぬ。そのため，設計，

施工， 電算処理，技術開発などの部門が，一致協力できる "総合管理シ

ステム" が必要であり，お互いがムダのない，効果的な工事計画スケジ ュ

ールIr 従って，各自の計画業務を進める ζ とが大切になる。乙の" 総合

管理シス テム" の もとで計画される工事計画のうちで，工程，鋳重，配

員，コストが重要である。乙の 4 つの計画は，お互いが影響しあってい

る，複雑なものである。そ乙で包算化開発を行ない，作業の能率化と省

力化をはかる。乙の関発プログラムを拡張すれば， 2以上の超高層建築

プロジ ェクト 聞の，配員，鐙重，工程のパランスを考える乙とができ ，

金工事の集中管理を行なうとともできる。また，アウトプッ トの結果を

分析して，次の超高層建築のプロジェクトの工事計画にも利用できる。

乙のように総合管理シス テムに従って， 電算機を利用した，工事計画

をたて，合理的な施工管理を行なう乙とが情報化社会での建設産業が進

む べ き 道 で あ る 。 ( い け だ ま さ の り K K竹中工事儲飽高層工事本部〉

59 



プレハブ化と工事計画

滝 川 昌 宏

1 . ま え が き

国民 1人 I 人の住環境の向上を目的として，建設省が策定した， 第 l

次住宅建設5 カ年計画も，いよいよ最終年度を迎え，予定通り 670万戸

の住宅が建設されるが，著しい経済成長による 生活水準の向上と，ます

ます激しくなる都市化現象を背景として，さらに良質の住宅を大量にも

とめる声が高まっている 。乙のような時代の要求に応えて，当社では，

宅地開発，住宅生産，供給，管理の各、ンステムを合理的に統合し，環境，

機能，情緒の調和を保つとともに， 高い格調と，永い生命を持った住宅

を大畳lζ 供給するシステムとして， 1  C  S 住宅シリーズを開発した。乙

のシステムによって，都市再開発に不可欠な高層住宅，ニュータウンの

主役となる中盾アパー ト，緑の大地に密着 した一戸建住宅などが，それ

ぞれの目的に最も適した標準設計によって， 高品質の標準品として，専

門工場で大置に生産されて市場に供給さ れるようにな った。乙の I C S

とは I nt egrat ed Constract i on Syst em一統合生産システムの略

で，設計ならびに生産について高度に専門分化した優れた技術，機能，

品質を適確な情報によって評価し，効率的，有機的に統合するシステム

の ζ とである。乙の基本理念1(，基づい て " 豊かな住みよい住宅" を大量

図- ) 組立施工管理フロ ーチャ ート

POa板組立工程
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く〉製品検査

くノ組立腹序に従った

運鈴計直

。チヱ ックポイント

O POa板取付コッター

の精度

o製品再検査

。組立作業規準

接 1
0 のど厚溶接長さの

確保

o溶; 妻再検査

o面揃い剥l離防止

生産によって安い価格で提供するととを目的として計画されたものが I

C S 住宅シリーズである 。乙のシリーズは，

中層アパー ト I C S - A A  4 - 5 階

中 層 独 身 寮 I C S - D A  4 - 5 階

高 層 独 身 寮 1  C S - D B  7 - 11階

高層アパート I C S - Y S A  11 階

高層アパー ト I C S - Y S B  17階

超高層アパート 1 C  S - H R  37階

個 人 住 宅 I C S - P H 1 - 2 階

などを対象としている 。本題のプレハブ化と工事計画については，乙の

シリ ーズ内の，中層アパー トI C S - A Aについて工事計画を紹介する

乙ととする。

2. 概 要

1  ) 組立概要

構造概要; 壁式プレキャスト鉄筋コンクリ ー ト造

階 数 : 4 階

基本タイプ : 2 D K 6戸/ F X 4 F = 24戸

1戸当り単位面積 単位 : nf

住 居 部 分 : 44. 23 

パJ レコニ ー: 10. 36 

共 用 部 分 6.98

合 計 : 61. 57 

2  ) 工事計画方針

I C S  にもとづき P Ca 板生産体勢から運搬，組立て，仕上工事まで

の一連をシステム化した施工体勢とし，施工の効率化を目途とする。

a. 目的

i  調和のとれた高品質をつくる。

ii より多く，より早く建設する。

iii より 経済的に。

b. 施工方針

P  Ca 板専用工場を主体とする生産体勢の確立。

11 ウォータ ーセクショ ンの工場生産によるユニット化

( ユニットキ ッチン ，ユニットパス) 。

iii 機械化施工。

i v 各職種の専門およびタク トシステム化をはかる。

v  工期短縮。

vi 省力化。

c. 組立施工管理体勢

組立施工管理フローチャートを図ー 1 1(. 示す。

3) 現場条件

a. 道路条件

組立用機械および P Ca 板運搬時の道路幅員の確保。

ii 交通規制および運搬距離から積荷→運搬→荷卸しの所要時間およ

び時間帯を明確にする。

b . 組立条件

i  機械スペースを確保する。

ii ストックヤードを確保する。

c. 動力条件

溶接機1 5 K Wx 3 台分の容量の確保。

4) 施工11頂序および機械

a. 基礎工事

基礎は現場施工とする。但し鉄筋は工場加工を施す。

i  i  掘削工事徴砂利地業あるいは杭地業および捨コンクリ ー ト工事

を含む) 掘削機械油圧式パワーショベル。

iii 鉄筋型枠コンクリ ート工事。

i v コンクリ ート 養生後埋戻し工事。



b.  P  Ca 板組立工事

i  ストックヤード設置および機械， トラッ

ク走行路盤の設置( ス トックヤー ドの広

さは，組立枚数の 2 日分程度が適当) 。

ii 組立は一方向より順次行ない，水平霊直

の微調整後ジョイントコッターを本溶接

し，コンクリ ー トを充填する。

iii ユニットキッチン，ユニットパスは P C

a 板組立て時Ir並 行 して取付ける。

i v 水平垂直の精度，ジョイン卜部の溶接検

査は組立施工管理フ ローチャ ー トに従い

そのつど行なう。

C . 仕上工事 ，設備工事

各職種がチ ームを組み，専門イじしたグループ

により，タクトシステムに従って施工する。

d. 安全対策

各階 P Ca 板を組立てると同時にパJ レコニー

の手 摺を取付け施工時の安全を計る。

e . 標準工期

4 カ月とする。

3. 運 搬 計 画

1 ) 運搬に必要 な有効道路幅員の確保

図- 2 による作図法にて一般に使用 されてい

る各種トラッ クに対する必要な有効道路幅員を

求めると， 表一 1， 2， 3 のどと くなる。次に

表- 4 による重量の P Ca 板を運搬するのに，

能率向上を考慮し， 6 - 12t on の大型トラ ッ

クを使用する乙ととなる。したがって5. 20m未

満の幅員の道路では運搬条件I r 注意す る必要が

ある。またトレラ ーにてク ロー ラークレ ーンを

運搬する場合， 6.80m- 7. 40mの有効道路幅員

が必要であるが，最終的に自走が可能である か

ら， 5.∞m 以上の幅員があれば運搬可能であ

る。傾斜路 iζ 対しては% 勾配を適正限度とす

る。以上よりまず有効道路幅員を確保する。

2) 工場生産との関連性

1. 合理的発注方法の実施。

2. 工場機械設備の生産性向上。

3. 計画的発注による機械などの稼動率を向

上させる。

など工場生産体勢の確立は運搬計画と密接な

関連性を持っている。また搬入順序は生産工程

とともに常に工場側との緊密な連絡を保ち ，組

立計画通りに搬入させるよう徹底せねばならな

3) 搬入順序と運搬計画

現場 Ir P  Ca 板のストックヤ ー ドがとれる 場

合と，とれぬ場合とで考え方を変えねばならな

む、。

1. 仮ストッ夕方式

ストックヤ ー ドのとれる場合は， 1- 2 日工

程分の P C a 板を常時ストックするように運搬

計画を立てる。 ζ の場合，昼間運搬にするか，

夜間運搬にするかは現場の事 情によるが，組立

クレ ーンが最大限の作業能率，稼動率を確保し

うるような計画にせねばならない。

図- 2 必要道路幅員

(作図条件)

1. ハンドｽｾは一時に最大に切れ

るものとする。

2. 障害物とのクリアは 100 とす

る。

3. 直交する 2 道路の幅員は等し

いものとする。

(有効道路幅員〉

Wo コーナに面取りがない調合

W， 面取り 1 mの場合

W2 面取り 2
m の場合

Ws 面取り 3 mの場合

W. 面取り . ( mの場合

表- 1 有効道路暢員と通行可能車種( 最大積量産量およびメ ーカー〉

道路巾員 W， ( OOlJi1ナシ) w， (面取 1 M)  

3. 7M 

3. 8M 

3. 9M 3.5' 刷 ( H) 4.0'刷 ( 1)

4. 0M 

4. I M 

4. 2M 3. 5". ' (H) 4 .0"' (1)  4 .5'刷 ( M)

4. 3M 

4.4M 

4.5M 4. 5" " ( M)  

4. 6M 

4 .7 M 5.0 ' ' ' (N)  

4 .8M 

4. 9M 
6. 0" ベ( 11) 6 0τ制 ( N)

6.5'刷 N

5.0M 5. 0'加 ( N) 7. 5'酎 ( 1) 8. 0'加 ( M)

5. I M 8. 0剛 ( 1)

5. 2M 
6σ5mON(( l ) 6 070ベN)

6. 5'''( N)  

8. 0'加 ( H)

5_3M 7. 5'''( 1) 8 .0" " ( M)  12 .0'刷 ( N)

5.4M 12. 0'刷 ( M)

5.5 M 8. 0""(  1)  
10 .0'加 (( N)) 11 0mM( (N，M)  )  

11 . 5""( N)  12 .0" " ( M，H  

5.6 M 8 .0"' ( H)  10 .0""(  1  )  

5. 7M 12. 0"' ( N)  12. 0""( M)  11. 5'''"( 1  )  

5.8M 

10. 0・0切( M) 11 .5""( N)  

11 .5' 酬 ( H)

12 .0" "(  1)  

5. 9M 
10 日剛 (( l ) 1  1  0m( ( M)  )  

11 日""( N) 12. 0'刷 H

11. 0'酬 ( H) 11. 5""( M)  

6.0M 10 .0'加 ( 1)  11. 5"' (  1  )  

但し H : 日 野

w， ( 00取2 M)

3.5'肋 ( H) 4.0""(  1) 

4 .5
1O

" ( M)  

5.0''"( N)  

6 .0""(  1)  

6  .0附白( N) 6 .5" "( N)  

7. 5""(  1) 8 .0刷 ( M)

8. 0""(  1)  

8. 0'ON( H)  12. 0""( N)  

1 1 0m( ( M) )  l  l om( N)  

12. 0" " ( M 

10 .0"' (  1) 12. 0""( H)  

10_0""( N)  11. 5' 刷 ( I.N)

II .O""( H)  11. 5刷 ( H，M)

l 日 O' ON(H)

11. 0'仰 ( 1)

1 いすず

M 三 菱

N : 日 産 各メーカ ーを表わす

w， ( 00取3 M)

5. 0'加 ( N) 6.0"' (  1)  

6 .0'刷 ( N)

8. 0"" ( M)  8. 0剛 ( 1)

12 .0'刷 ( N，M)

II .O"' ( N.M)  

10. 0'刷 ( 1) 12_0'加 ( M，H)

II . O""( H)  

11 .5'刷 ( 1)

11. 5' ' ' ( M)  

10. 0'刷 ( H)

11. 0'刷 (1)

61  



表- 2 P C・板還御時の トラクヲー，セミトレーラーの組合せ

トラク: $ 1 - セミトレーラ ー 最大積載量

T800F R TTI 5 15 .0  ton 

T80l AR TT20S( A )  20. 0 

WI 20 TL2202 20 .0  

T90l CR TL251 25. 0 

WI 50 TL251 25. 0 

W250 TL301 30 .0  

表- 3 セミトレーラーによる Pc . 板運搬に必要な有効道路幅員

道路巾員 W， 

6.0M 

2  

3  

4  

6.5 

6  

7  

8  b  (201 )  

9  

7. 0 

2  a  ( 15 1) 

3  

4  

7. 5 

6  

7  

8  c  ( 201)  

9  

8.0  

d， e  ( 251)  

2  

3  f  (301 )  

a  

表- 4 P C . 坂軍量

床

屋 根

階 段

Z品 霊

図- 3

豆 呪 ( 15. 0分)

分

W， W， 

b  ( 201)  

b  (20 1) 

a  ( 151)  

a  ( 15 1) 

c  (201 )  

c  (201 )  d  ( 251)  

e  ( 251)  

f  ( 301 

d  ( 251)  

e  ( 251 

f  (301 

2. 2 ton - 4. 3 ton 

4. 7 - 5 . 3  

3. 5 

2 .0 - 5 . 0  

組 合 せ 符 号

a  

b  

c  

d  

e  

f  

W， 

b  (201)  

a  ( 151 )  

c  (201 )  

d， e  ( 25 1)  

f  ( 301)  

o  1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 13 14 15 

0 . 5 0 3  2. 2 0. 3 1. 7 

老 旋 移 下 セ

、 ｾ

よ 国 動 L ト

床 (9 .4分)

。 2  3  4  

0. 5 0. 3 2. 4  0. 2 1.7 

巻 旋 移 下 セ

‘ ｾ＠

上 自 動 L  ト
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3. 0 

サポ

5  6  

2. 1 

徹E司

整

4. 9 1. 9 2. 1 

微

サボ 徴

t主

劉

回

l 飼 移

整 ト 整 動

7  B  9  10 

2.2  

旋

回 移

動

2， 組立直結方式

ストックヤードの余地がない場合には ，やむを得ないが，最近の交通

事情を考えると ，組立に支障なく運搬計画を立てるのは，むずかしいと

思われる，乙の場合はとくに搬入順序を誤まると，工程に大きな遅延を

もたらすので注意が必要となる。

4) 法令に関して

1. 積荷の容量制限

長さ : 自動車長さの 1 ， 1倍まで

巾 : 自動車の幅以内

高 さ 地 上 か ら3. 50m以内

2. 積荷の重量制限

積荷重量三玉車検証の記載重

1.  2項のう ちとくに問題になるのは高さ制限と重量制限である が，い

ずれの場合も，出発地の所轄書官察署長の許可があれば制限を越える場合

も運行できる。

5) 運搬コストおよび距離

片道 2 時間を越えると l 自の運搬回数が l 台につき. 2往復は困難と

なる。したがって今後ますます道路事情が悪くなるので経済的運搬エリ

アは l 日2 往復しうる半径四回以内と考えられる 。 50凶を越える場合

は. 1 日の必要逐搬量iζ 対して，運搬車の数が倍増され，したがって労

務費，償却費ともかさみ. t on 当りの運搬単価は割高となる。

4. 組 立 計 画

1 ) 組立のタイムスタデイ

1. トラックからストックヤードへの荷卸し

実施例を総合してみれば，壁，床いずれも 1枚の荷卸し時聞は平均 3

分であった。よって荷卸し時間を l 枚 3 分と設定する。

2. ストックヤードからサポート取付け完了まで

実施例を総合してまとめてみれば，図- 3のようになる。

すなわち平均的K 壁板においては15分，床板においては10分かかって

いる。また高さ lEKる機械作業能率の低下はわず・かで，むしろ鳶工の慣

れによる作業能率向上によって組立て時聞は短縮される傾向にある。

以上より. P  C  a板組立て| 時間の標準を 1枚につき， 壁 : 15分，床:

10分と設定する。

3. 1 日の組立て枚数

a. 原員uとして P Ca 板を 1 日の組立枚数分だけ搬入するものとする。

b. 鳶工の実働時聞を組立 6 時間，搬入取込み 2 時間とする。

C.  1.  2項の条件より

壁 床

組立 1枚 1<:: っき 15分 10分

6 時間につ き 24枚 36枚

搬入 l 枚につき 3 分 3 分

2 時聞につき 40枚 40枚

すなわち l 日に40枚は搬入でき. 24- 36枚の組立をなし得るが. . 鳶工

の疲労限度は壁の組立てを30枚までと考えるべきである。乙れ以上の仕

事量は作業を雑1<:: し，仕上工程へ影響をおよぼす。

2) 組立精度

1. 組み上げる建物の品質の統一

各職種の専門的およびタクトシステム化をはかり ，組立てから造作，

設備などを一貫して施工できるグループを教育する乙とが，精度の向上

に必要である。

2. レベル調整

床板をのせる前1<:: ，壁の高さでレベル調整を行なう。壁板は，同時iζ

通りの調整，目地幅の調整と 3方向の制約を受ける。 ζ のため組立順序



を狂わさないよう徹底する乙とが必要である。

3. 組立て後の位置による許容誤差

床板の水平度 絶対量士 2 mm

相対量i : O

壁板 白地幅: t 3 m m

回途い土 2 mm

通り :t l mm 

3) 組立て機械

1. 図ー 4 IC示す P&H3 3 5 S タワ ークレーン級を主に使用する。とく

に組立て時IC問題になるのは，吊下げた状態で水平移動せねばならない

時である。乙の場合移動距離が最小になる位置にス トックヤードを設け

るよう計画するととが大切である。またクレーンの移動範囲を，あらか

じめ地盤を良く転圧し，必ず敷鉄板でフラットになるよう養生しておく

乙とも必要である。

4) 溶 接

溶接部の検査は次のチェックリストにより厳重な検査を行なっている。

1. 溶接長の確実な把握と適正工費の確認

脚長 6 mm換算長

隅肉

2. 2倍

4. 0倍

7.1倍

突合せ

4. 5倍

6. 7倍

10. 5倍

9 mm 

1 2 mm 

1 6 mm 

2. 溶接工資格

A- 2 F .  A - 2 V以上の資格者とする。

但し. A: アーク溶接. F 下向 . V 立向. 2 中板とする。

( 2 : 中板 Ｔ Ｎ ＵｭｭｾＱＹｭｭ Ｉ＠

3. 抵抗器容量の適正，電撃防止装置の有無

4. 溶接部分の清掃およびスラグの除去確認

5. 溶接部の脚長および溶接長さの検査

6. 溶接部の割れ，アンダーカット，オーバーラップの検査

5) 組立における労務 (標準 6戸/ F)

大工 2 人

鳶 工 5 人

クレーンオペレーター l 人

溶接工 2人

防水工 2 人

を標準としたチ ーム編成で施工する。

5. 工 程 計 画

1. 完全な流れ作業とし，それにより大幅に工期を短縮させる。

2. 各職の作業員の増減tとより. 1戸( または 1階) Iζ 対する各

作業に要する日数を一定にする。( タクトと称する)

3. タクトを定める乙とにより，作業の流れをさらにスム ーズに

し，ーカ所での作業の重複を完全に除去する 。

4. 少数の専門職の流れ作業とし，延作業員数を大幅に節減させ

る。

5. 乙のシス テムによると，その日の作業内容が適確に把握し得

るので，施工管理が容易で細部までゆき届く。

以上のような考えのもとに作成した基本工程を図- 5 に示す。

6. お わ り に

" プレハプ化と工事計画" を問題として，当社の I C S - A A

住宅シリ ーズよ り例を とっ て工事計画を紹介したが，乙の工事の

特徴は，前記した組立施工管理フロ ーチ ャートによる管理面の徹

底と，工場→逐搬→組立の緊密性および各職人のチームワ ーク に

よって，一つのリズムにのせる乙とより，立派な住宅を供給する

乙とにあると考え る。

〈たきがわ まさひろ K K竹中工務庖工事部技術課技術保畏〉

図- 4 I  C S - A Aヲレーン計画 P&- H335S

I CS - AA クレーン計画 P &1-f 335S
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施 工 部 門

稔

深

羽

永

丹

士

ロ超高層施工における揚重計画のシステム化

のままに進められるであろう 。より早く適確に進めるためには，揚重計

画を組織立てて，工程計画 iζ 常IC結び‘ ついたシステムを作る必要があ る。

と同時にコンピュータ ーが必然的に乙のシステム IC結び.ついてくる。

図- 1 は揚霊計画シス テムのフローチャートの一例であ る。

とのフ ローチャートにもとづいて順次説明する。

まず，個々の場重を散発的 IC取り上げて計画を進めるのではなく ，同次

元で場重全体を把え，そして細部に入っていくようにしないと均衡のと

れた湯重計画ができない。すなわち

(1)  その工事の場重すべきすべての資材を，鉄骨関係，設備機器，長尺

材，一般仕上げ材，人間などに大きく種分けする 。

めじlま

一一一寸

一一一一一一一 一一一一一一一一」

部材のタイ プ

図- 1

l畠置祖信計画実

STUDY 

イこむよ ー一一・一 一一一 一

r- 掲置般骨I!! 部材

l  名持 ・却のま定

l  岳動作所彊時間町決定

L 一一一 一一一一

1主動軍司法主

Ｈ 気 ｾ ｫ . 休日 4 り)

はとれだけでは充分でない。

(3)  その場重計画で，工程計画通り資

材・労務者を運搬 しうるかどうかの検

討一時間的検討がなければならない。

作業そのものが時間的に可能であって

も，資材 ・人員の場重に要する時間が

不足すれば当然の ととながら作業不可

能となる。すなわち. (lX2) の空間的計

画に加えて(3) の時間的計画が超高層工

事には重要なのである。

乙ζ で. (1X2)については，すでに諸

紙面をにぎわしているので割愛し. (3)  

作聾能牢の，尭定

n1組 問作主能:11 ¥ 

t  ・作草崎間草j

プログラム

ラム の決定

超高層建築の施工において，錫重計画がいかに重要であるかは論を待

たない。かえり見ると，乙乙数年の聞に，場重技術は急速な進歩を見せ，

なかには欧米の水準を越えているものさえあるほどである。すなわち，

合理的なクライミング機能を備えたタワ ークレーン， 高速，高鍋程エレ

ベーター，ロングリフト，などの錫重機械の開発があり ，また鉄骨建方

技術において部材の大型化，重量の平均化による能率の向上，一般資材

の荷錫げにおいてはパレット化，コンテナ化により効率の良い速搬およ

び管理が行なわれている。一般に，施工計画 IC当つては建物の形. 規模 lζ

応じて乙れらの技術を総合し ，適切な

場重計画を進めるわけである が，まず

(1) 機械の錫重能力の検討ー垂直的検

討

(2) 資材を所定位置まで運搬するため

の荷場げ場所，機械の設置場所，作業

半径，水平運搬機の選定と運搬J レート

の検討一水平的検討をしなければなら

ない。しかし， ‘ 超高層建築の揚重計画

について筆者らが開発し効果のあった

例を記述したい。

計画の時間的な検討は重要であるに

もかかわらずとかく おろそかにされ，

簡略にすまされがちである。それはま

揚重計画システム2. 

一一一一一一 - l

、 斗

「 アワト ブ け

L  

、、、、- _ ー-

耳，寅

ともiとすれば時間と労力のいる仕事で

はあるが，綿密 iとすればするほど，計

画の裏づけが十分になさ れ，工事が始

まってからの無駄な計画変更を未然IC

防げるはずであ る。しかしながら，超

高層工事のプロジェクト数が増して く

ると個々の計画について十分に時閣を

費すというわけにはいかなくなる。計

画の省カ化IC取組まなければそれは理

論だけに終り，実際の計画は旧態依然
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(2)  それ らの形状と重さの組合わせパターンについて，従来の経験を生

かして場重機械を選定する。( 乙の場合計画案が複数にな ってもい

っとうに差しっかえない。)

(3) 各機械の分担する資材をさらに細かく重量 ・形状両面からタイプ分

けして，数量を積算する。( 初期の計画段階ではラフな数量でよい)

(4) 単位場重動作( 基本動作) の所要時間を決定する。( 鉄骨工事にお

いては，部材選定玉掛け時間 ，ブーム旋回鉄骨取付け時間などで基

本動作リス トから選択するか，あるいはコンピュ ーターに記憶させ

自動的に拾い出させてもよい)

(5) 次11 : . 休日，気象条件11 : より影響を受ける機械の稼動回数率および

経験的に知る乙とができる機械特有の稼動時間率( 以後乙れらを合

わせた場合は単に稼動率と呼ぶ乙とにする) を決定する。

乙の(1)-(5) までが次のメインプログラムへ入れる主な情報群である。

メインプログラムは乙れらの情報により各種の湯重時間計算をするため

の数種のサブプログラムから構成されている。まとまって入ってきた情

報群は必要な演算プログラムを選択して，処理され，その結果がグラフ

や数表となってアウトプットされる。

図- 2

T ， 玉 鉛tオ時間( 部材の選定も含む)

T 2  ; 吊り 上げ時間( - そのときの吊り上げ高さ1

、 吊り土庁速度 I  

T s  ; クレーン縫固，鉄骨取付時間

T .  ; ? ト ンフッ ク降し時間(ー 守 男 鴇 蚕 )

( 単位は分)

乙のうち鉄骨の演算内容について少しふれてみる。 図- 2において，

T 1. T 3 は部材の重量 ・形状により，また T z. T4 はクレ ーンの能力，

部材の重量形状によりそれぞれ異なった値をとるが，あらかじめ記憶さ

れたもの ，あるいはあらたに入れた情報をもとにして次のような演算が

行なわれる。

T 1. T z.  T 3. T  4 の値を異にする部材のタイプ A1. Az. … … A n があ

り，ある節のそれらの部材数を a1. a Z …・ . a n とすると，一つの部材

A nのエレクション 11 : 要する時聞は

T n = T n1 + T nz + T n3 + T n4… ・・・(1)

である。クレーンクライミングの日数 d 1. その他に要する回数を d ゎ

稼動率をK とすると，鉄骨 1: 節の建方回数は

D = {( L;T n • an) +( 8  X ω ) +d1 +dz }/ k …… (2) ;  

で与えられる。 (2)式を各節どとに計算すれば建方の進展と時間関係が得

られる。乙のよう iとすれば，部材数がいくら多くなっても . JI頂序よく短

時間で正確な結果が得られ，種々の案について比較検討するととにより

その工事における最適解が得られる。実際. 1つの大型プロジェクトに

ついて投入データ ー を整えるのに l 人の計画者が 1 日あれば十分にで

き，翌日にはその結果を検討し計画を修正するととができた。

3. 基 本 データ 一群 の 集積

前節で述べた錫重システムがいかに合理的に構成されて も，演算のも

とになる基本データーの値が不正確である と，それは単なる数字の遊戯

11: 終るか，あるいは使用者がコンピュ ーターの魔術IL舷惑される結果と

なるだろう。したがって乙のシステムを完成させるためには，乙れらの

基本データ一群を透確に把握するととが肝要であり，たえず新しいデー

ターのフィ ー ドパックによる修正がなされなくてはな らない。

次にその主なものについて述べる。

3 - 1  単位揚重動作のタイムスタディ ー

動作時聞は使用する機械，場重すべき資材の重量形状によって異なり

複雑であるが，乙れらの値と機械のス ピー ド，揚重高さが蓋本となりそ

の積み重ねによって全体の時間が構成されるので，さまざまな資材につ

いて細かく動作分析し時間測定，統計解析をしなければならない。

列挙してみると ，

(a) 鉄骨建方における玉掛け時間，旋回および取付け時間の統計解析

表- 1

柱

梁

玉鉛け時間，位置決め取付時間

重

6  - 8  l on  

4  - 7  ton 

1  ton 未 満

1  ton 未泌

(  2 枚吊 1))

平均時間

平均時間 |  標準偏差 I  +  作業分類

標準偏差

玉 掛 け I 7. 54分 I 4. 56分 I 12. 10分

位置決め取付 I 12. 37分 I  2. 78分 15 .15分

玉 掛 け 5. 60分

位 似 め 取 付 I 13. 80分

玉 掛 け I 2.88分

位近決め取付 I 13 日 分

玉 jJ ト け I 1. 67分

位置決め取H I  6. 08分

玉 川 け I 3.86分

位置決め l[i(付 I 11. 63分

2. 30分

6. 04分

1. 20分

7. 47分

0. 84分

2. 01分

1. 53分

4.32分

7. 90分

19.84分

4. 08分

21. 00分

2. 51分

8. 09分

5.39分

15 .95分

l 玉 掛 け I 4. 16分 I 1.50分 I 5.66分
ton 未 泌 I ...c. 1 J 1  • I  .. • ｾ＠ V 1 J  I  J. .  u V ，，/ 1  I  

(  3 枚吊り) I  1.. .. . v t . ' h J . . l r . . J j.， I  ，... ^ ^ ^  I  ， c n r¥. .  I  
|  位泣Uとめ lf'l.付 I  13.00分 I  1. 50分 I  14. 50分

| 玉 掛 け I 9. 11 分 I 0. 68分 I 9.79分
ton 未 満 I ｾ＠ ." .， I  .. .. "  1  u . u u "  I  

(  5 枚吊り) I  ｊＢｲ ＡＢｴｾＺＧｉｯＧＮＮｊＮＮ ｔｔ ， ｊＭＫ＠ I  1 0  nn/¥.. I  Ｂ Ｑ ｃＮＮｉｾ＠ I  
l  位i 1l i J とめ取付 I  18.00分 I  3.16分 I  21. 16分

. 3 i . 掛け 2. 10分 0. 84分 2. 94分

1 - 4  ton I ………一一一.....1 一一一一一ーー 1・一一一一一一寸

t立i o: i J <め取付 I 12. 00分 I  6.60分 I  18. 60分

L一一一」一一一一

(b) エレベーター，ロングリフトへの荷物の積み降し時閣の統計解析

(c) エレベーターへの人聞の乗り降り時間の統計解析

がある。 表- 1 は竹中工務庖技術研究所が稼動率計をタ ワー クレ ーンiζ

設置して測定したG ピルの鉄骨建方の解析の一例である。

3 - 2  各種歩掛りの作成

計画の初期の段階では，建物の概要しか決まらず，個々の鉄骨のメ ン

ノマーは明らかでないし，その他の資材の数量なども積算するととはでき

ない。しかし規模，用途からおおよその鉄骨のメンバー，場重すべき コ

ンテナの個数，労務者の数が把握できれば，乙の場重システムに乗せら

れ，初期の段階でもかなり信頼度の高い揚重計画をする乙とが可能であ

り，精度の良い概算 コストを把む乙とができる。すなわち

(a) 建物の種類，規模11 : 応じた鉄骨柱，梁などの重量歩掛 り

(b) 施工面積からただちに揚重すべき コンテナ の数量が算出できる コン

テナ歩掛り

(c) 施工面積から割り出せる労務者歩掛り

(d) 設備機器，配管配線材料歩掛り

などがある。

3 - 3  作業能率( 作業時間率) の調査研究

作業IC好条件の日でも 1∞ % 機械は動いてくれない。そ乙で各機械特

有の平均的能率をあらかじめ調べる必要がある。 図- 3はGピJ レにおい

て稼動率計をタ ワー クレ ーンlζ 設置して調査した結果である 。

図- 3 Gピルにおける鉄骨建方自 の作業内容

3- 4  稼動 日数率の統計解析

休日，気象条件の影響を受ける稼動回数率も，乙の場重シス テム の重
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萎ξ - 2 気象と休日による稼動率の統計解析表

大阪一高度 0- 100m- 雨の日. 風の強い日 ICは作業を行なわない場合

4 0 - 1 - C  1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月

休 日 7  2  2  2  2  2  

作 業 予 定 率 0. 776  0. 928 0. 936 0. 934 0. 936 0. 934  

気 象 率 0. 846 0. 851  0. 783 0. 740 0. 763  0. 733 

作 業 予 定 係 数 1. 289 1. 078 1. 068 1. 071  1. 068  1. 071  

気 象 係 数 1.182 1. 175 1. 277 1. 351 1. 311 1. 364 

稼 動 係 数 1. 524 1. 267 1. 364 1. 447 1.400 1. 471 

年 偏 差 +  0. 157 - 0. 100 - 0.003 +  0. 080 +  0.033  +  0. 104  

大阪 高度 0 - 1 ωm一風の強い自には作業を行なわない場合

4  0 ー l - M 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月

休 日 7  2  2  2  2  2  

作 業 予 定 率 0. 776 0. 928 0. 936 0. 934 0. 936 0 . 934 

気 象 率 0.957 0. 97 [  0. 978 0. 984 0. 989 0. 991  

作 業 予 定 係 数 1. 289 1. 078 1. 068 1. 071  1. 068 1. 071 

気 象 係 数 1. 029 1. 023 1. 016 1. 011 1. 009 

稼 動 係 数 1. 347 1. 109  1. 093 1. 088 1. 080 1. 081 

年 偏 差 0. 022 - 0. 027 - 0. 035 - 0. 034 

大阪一高度 0- 100m一雨の自には作業を行なわな い場合

4  0 ー [ - w 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月

休 日 7  2  2  2  2  2  

作 業 予 定 率 0. 776 0. 936 0. 934 0.936 0. 934 

気 象 率 0. 889 0. 878 0. 800 0. 752 0. 771 0. 738 

作 業 予 定 係 数 1. 289 1. 078 1. 068 1. 071 1. 068  1. 071  

気 象 係 数 1. 125 1. 139 1. 250 1. 330 1. 297 1. 335 

キ 稼 動 係 数 1. 450 1. 335 I  1. 424 1. 385 1. 451  

年 偏 差 十 O. [06 - O. 116 I  - 0. 009 +  0.080 ム 0.041 +  O. [07 

要な要素の一つである。正確な計算も思わぬ風雨に左右されては，実際

に役立たない乙とになる。また気象は作業の性質によって影響のしかた

が違うので，作業と気象との関係を次のように分類し ，各地域別に過去

20年間の日々の気象データーを統計解析し，それぞれ各月および年平均

の稼動率を出した。( 乙れは単lζ 場重計画だけでなく一般の工程計画一

P E R T/ T I ME  にも利用されるものである)

(a) 強風の日または雨の自には作業ができない仕事

(b)  強風の日には作業ができない仕事

(c) 雨の自には作業ができない仕事

(d) 気象には無関係に作業ができる仕事

乙れら (a)( b) (c) (d)と休日とを確率的に組合わせ，コ ンピュータ ーより統計

解析した例を表- 21c示す。ただし雨，強風の定義は

雨 の 日 = ( 1 日の雨量孟5 m/m)  

強風の日= ( 日平均風速ミ 8 m/sec ，かっ平均最大風速孟10m/sec，

で高度による補正もする〕

としたが，建築における雨，風の基準はいわゆる気象学のそれとは異な

り，今後現場における実測調査，研究が期待される。乙とに掲げた表

は，それらの益準値を変え る場合は変更カ ー ドを入れる だけでただちに

統計解析をやり直す乙とができる。
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7 月 8 月 9 月 10月 11 JJ 

2  2  2  2  2  

0.936 0. 936 0. 934 0. 936 0. 934 

0. 771 0. 840 0.758 0. 826 0.845 

1. 068 [  . 068 1. 071 1. 068  1. 071 

1. 297 1. [90 1. 319 1. 211 1. 183 

1. 386 1. 271 1. 411 1. 282 1. 267 

- 0 .019 - 0. 096 十 0. 044 - 0. 085 - 0. 100 

7 月 8 月 9 月 10 月 11 月

2  2  2  2  2  

0 .936 0. 936 0.934 0. 936 0. 934 

0.989 0.988 o  988 0. 991 0 .991 

1. 068 1.068 1.068 1. 071 

1. 012 1. 012 1. 009 [  . 009 

1. 080 1. 081 1. 084 1. 078 1. 081 

。戸 ｬＺＺ ｾ仰 - 0. 03[  - 0.037 - 0.034 

7 月 8 月 9 月 10月 11 月

2  2  2  2  2  

0. 936 0. 936 0. 934  0. 936 0. 934 

0. 777 0. 848 0. 763 0. 832 0. 851 

1. 068  1. 068 1. 07[ 1. 068 1.071 

1. 287  1. 179 1. 3  [0  1. 202 1. [75 

1. 375 1. 259 1. 403 1. 284 1. 258 

+  0. 031 1 _  0 . 085 1  +  0  059 I  - 0. 060 - 0. 086 

* 稼動係数=ー」ー

稼動率

4. 揚重計画システムの利用実例

4- 1  鉄骨 L I F T I NG S T UDY  

12月

4  年平均 値

0. 872 0.924 

0.876  0.803 

1. 147 1. 080 

1. 142 1. 250 

1. 310 1. 367 

- 0. 057 

12月

4  年平均値

2. 872 

0. 976 0. 983 

1.147 1. 08 

1. 025 1. 018 

1. 176 1. 115  

+  0.061 

12月

4  年平均値

0. 872 0. 924 

0 .898 0. 816 

1.147 1. 08 

1. 114 1. 231  

[  .278 1. 344 

- 0. 066 

稼動率 ｺ 気象 ｾ ｸ 作業予定 Ｎ

図- 4は33階の建物の鉄骨建方回数を計算したグラフであ る。横軸lと.

節数，縦軸 iζ 回数をとっている。鉄骨を 8 種類にタイプ分けし，基本デ

ータ，クレーン能力クライミング回数より演算した結果をK ( 稼動率)

= 0. 52- 0 .70についてグラフ化したものである。

乙のようにしてさらに数種の援重計画案について計算した結果から，

機械のコスト，工程を比較し長適計画案を選定する乙とができる。そし

てこのグラフは P E R T/ T I ME における上部く体工事の基本とな

り，全体工程の決定の重要な役割を果す。

4 - 2  一般材 ( コンテナ) のE L E V A T OR S T UDY  

図- 5は荷物専用エレベーターによるコンテナ運搬時間のグラフであ

る。横輸に l 日の作業時間，縦軸 lζ タクト No. をとっている。 乙乙でいう

タク トとは，図- 6 1ζ 示 した基準階の標準仕上げ工程の例から判るよう

に，一つの仕事の作業時間を意味する。超高層工事の場合 ζ の長さは 4

日， 5 日， または 6 日が適当なようであるが. それぞれの建物につい

て，鉄骨建方の速さなと‘ から 総合判断して適切な日数を決め， ほとんど



図- 4 鉄骨建方の速さを計算したグラフ
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図- 5 エレベーターによりコンテナの還織するための 1 日の作業時間グラフ
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図- 7 各タウトにおける作業開始時のエレベーヲによる配逮完了時間 (分) のグラフ
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の作業を乙のわくまた は乙 の期間の整数倍にはめ乙む。乙うする乙とに

より単純で明解な繰り返しが各階IC . 続き，工程管理，資材管理，技術管

理がすみずみまでゆき届き，品質の良い建物が期待できる。

乙の例は基準床の標準仕上け工程の順序通りに施工工程をインプッ

トし，コンピュー ターに記憶された歩掛りからコンテナの数を算出して

シミュレーシヨンを行なったもので，稼動率 0. 5 の場合を打ち出してい

る。

4- 3 人員運搬 E L E V A T OR  S T UD Y  

図- 7 は作業開始時の人専用エレベーターによる作業員配置時間のグ

ラフである。 図- 5 と同様横軸に時間，縦軸 lζ タクト No . をとり開始時の

エレベー タ時間率 Ｙｏ ｾぢのときの状態を示 している 。

図- 5 ，図- 7の S T UD Y の結果は，仮設エレベーターのスピー

に 容量，台数を決定する資料となり ，またどの時期から本設エレ ベー

ターを運転すべきか，あるいはどとを山崩しすれば適当であるかを計画

するのに利用される。

4  - 4  C.  E.  M  (Cont rol  El evat or  Management )  

c. E.  M は作業中に監督する人，職長クラスの人または来訪者な

どが工事に停滞なく希望時聞に希望階に行けるかどうかを調べ る手法で

ある。 ζ のような任意性の強い移動についてモンテ カノレ ロ法を用いてコ

ンピュータ ーでシミ ュレーシヨ ンを行ない統計解析するプ ログラ ムを開

発した。

すなわち階高，階数，エレベ ーターの停止階，エレベーターの容量，ス

ピード， 各階の客( 作業員 ，監督，見学者〉の到着率をインプ ット する

と，エレベー ターの平均サイクノレ時間，空席率，各階での待ち行列，待

ち時間などがアウトプッ卜される。 図- 8はシミュレ ーションによる エ

レベー ターの運行例で，図- 9 は多数回シミュレーシヨンした結果を統

計解析して，各階での待ち時間，乗ってから 11若へ着くまでの時間を ア

ウトプ ットしたものである。
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図- 8 シミュレーションによるエレベーターの遷行グラフ
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ー

図- 9 シミュレーシヨンの結果，各階の平均待ち時間 (W) と乗ってから一階へ降りるまでの時聞い〉のグラフ
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5. む す び

今や建築界は "超高層の曙" から" 超高層の量産" へとうつりつつあ

る。施工計画においてもその数が治してくれば，さきにもふれたように

ーつのプロジェクトに多数の技術者を投入する こと は許されない。また

すぐれた技術，経験が個々の技術者IC蓄積された t:.. 'けでは大規模計画に

対処していくととはできないであろう。
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個々の技術を総合し，システム化するととにより計画の省力化，スピ

ード化，レベルアップを計らねばならないと思う。

以上，場重計画のシステム化についての試案をど紹介したが，紙面の

関係上その概略にとどまったのは心残り であるが，諸氏諸兄のど容考に

なれば幸いである。

(11:わ みのる， よしながふかし K K竹中工務庖工事部技術課長， 同銀貝〉
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チ

グリッド状街路( トオリ) を挟む40戸程度の遅隣単位である町内は，乙 のトオリを町内単位の日常

生活上の共用スペースとして活用する乙とによって乙れをオモテ機能としている。物理的，サービス

的な本来の街路機能( 流通機能〉に対してイエは住機能を充足するシェノレターとしてあり，建築的 ・

物理的概念であるのに対して，ウチはちょうどオモテと向次元の生活的概念である。ウチとオモテは

空間的に内 ・外都空間の相迭を もち なが らも ，単純に その空間的位置や相関性のみではなく ，そ乙に

展開される生活の諸側面を含み隣人や家族などの人間関係，また種々の自然的索材との交流を蕊盤と

した日 常生活の像が結ぼれてい る。乙のような事実は，空間的なもの社会的なもの，そして乙れらの

作用に対する居住者の窓識的なもの との不可分な相互関連を示すものとして居住空間の意味を考える

場合の重要な思考対象である 。

「ウチ」という言葉は日常生活の中でしばしば使用され，その内容も多様である。 rウチも一緒 IC

逮れていって」の場合は「私J (主として女性) を表わし ，rウチはみんな達者どす」の場合は「家族」

を示 し， rウチはしんくそうて」の場合は「配偶者」を . rウチは左前どして」の場合は「家計」を，

「ウチ もまあぽつぽつ」の場合は「商売」を. rウチの猫はのんびりしてて」は「家族に属するもの」

を. rウチは狭もう でかないまへん」は家屋を. rウチ ICは合わん嫁さんや」の場合は「家柄」や

「家風」を表わ している 。乙のように「 ウチ」は単に物理的なイ エ ・家屋だけでなく . r私J . r家

族J . r配偶者J . r家計J . r商売J . r家族lζ 属するものJ . r家柄J . r家風」などを含み ，

生活の諸側面が乙の言葉 IC反映されてい る乙と がわかる。そして乙れらの「ウチ」に「お」が付加さ

れれ「おウチ」は「あなたの」を窓味する。

ウチが乙のように複々の内容をもっているのも ，イエを拠点とする生活が歴史的に蓄積された結果

であろう。そして乙のような空間的規定性が同時に社会的規定性と重なり合い。そ乙に ウチという 言

葉がっくり出されている。空間的規定性はいまの場合マチヤ ・イエ空間( 内部空間) であり ，乙れに

対してオモテから ，さらにマチなどの外部空間が拡がっている。前者の場合は空間的であるゆえに視

覚的な具体性をもつが，後者の場合は不可視的なものであるゆえに抽象性をもっている。

しかしいずれにしてもウチ( 内) はソト( 外) に対 して一定の殻をもって区別され，相互の関述の

上で乙そ怠味をもつものである 。

居住者の意識に定着ーされた「ウチ意識」も究極的にはイエという空間的な場における家族生活とソ

トからはいり乙む社会的，自然的イベン トとの接触 ・交流の上に形成される生活意識であり ，乙の家

族生活や社会的，自然的イベン 卜との接触 ・交流の仕方におけるマチヤという特殊な空間的条件のも

とでの作用 ・反作用の容相は高密な空間設定ゆえに可能な局面を展開する。

マチヤ ・イエ空間の特異性は間口が狭まく奥深い乙と， そして乙のような形状がコンパクトに隣

接，背接している乙とである。奥深いマチヤはトオリからの「引込み空間」である。内部空間として

設定されたイエ空間は外部空間との接触 ・交流を前面( 卜オリに面して) と背面( ニワサキ及びニワ

サキのへイを越えて背接家屋) の 2 面にもち ，側面 2 面はカベ及び上 ・下商 2 函( 天井 ・床) で閉じ

られたダク 卜状空間である。内部空間がこのような形状に形づけられている乙とは， 生活行為 iζ 種

の々影響を与えずにはおかないし ，また内外の区別を位置的に段階づけて明確にする 。たとえば来客

の場合の進路がそれである。各種の収金などの場合は トオリ→トオ リニワ ・ゲンカンであり ，米の配

達や出前の湯合は， トオリ→ゲンカン→トオリ ニワ ・ダイドコ→ダイドコ ・上りガマチ( あるいはオ
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8 キューブ構成タイプの最奥への進路
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ーブと家具のおかれた壁面であり ，ユカが接触の対象であったのに対し

て乙れらは視覚の対象である。 V 方向( 垂直方向) が人聞の視線に対し

て直交し遮断する要素をもっている以上，乙の方向の装置は人間の精神

的生活κ 大きな影響をもっ。家具はタンス，茶ダンス，座卓などが，祖

父母の代のもの，父母の代のものと蓄積され生活の年輸を想わせるが，ζ

れらは実用性と同時K ，組父母のアルバムでもある。イ エその ものと同

様に乙れらの家具は住人の過去の記念性をになっているのである。 ζ の

ような過去の現代への物的影響は仏壇という古めかしい装置によって代

表されるであろう。封建的 ・宗教的遺物とみなされる仏壇はたいていの

マチヤのオイエ( オクノ 7 ) におかれ，亡くなった先代の命日には 供え

ものがされ，花が飾られる。との仏極を眺 b てい ると現代流行の新興宗

教などとははるかにへだたった存在として自に映る。もともと宗教的起

源をもっ仏極も今ではそ乙から宗教が離れてしまっているからである。

宗教は何んらかの超越的存在を信じるものであるが，仏壇はそのような

存在を象徴してはいない。仏壇は最近までともに生活した家族の追憾の

装置としてある。その追憶がアルバムの写真ですまされないのは ，そ乙

』ζ 働きかけという行為が必要とされるからである。対話的行為が必要と

されるからである。乙のような一世代前の家族と共存するための装置と

しての仏壇は孫を愛する祖父母の愛情を世代的に転倒したものではない

だろうか。そ して宗教とは非常に遠いものではないだろうか。そしてま

さに「ウチ意識J とは乙のタテの家族的系累，人間的関係をつよくもっ

ているとおもえる。そしてさらに職業の世襲制の根絶されている現代で

は封建的な「家J の世態とからみ合った祖先観をも仏壇から追放した。

仏壇が乙のような過去の家族の対象化の場であるとするなら， トコは現

存する家族の対象化の場であるといえる 。 トコという名称のアルコープ

はいまではそ乙に何がおかれるかによって，家族の生活上の豊かさを表

現する空間でありうる。ときには娘の生花がおかれ，ときには主人の絵

が飾られる。そのような空間としてトコは重要性をもっている。壁面の

少い住宅は居住者の精神生活を貧しくするであろう。そして居住者の文
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イエダイドコ) であり，さらに久しぶりの来客はトオリ→ゲンカン→オ

モテノマ→ダイド コ→オクノマあるいはトオリ→ゲンカン→オモテノ 7

→ダイドコ→カイタe ン→ニカイナカノ 7 →ニカイオクノマである 。ζ れ

らは 4 キュ ープ構成タイプの場合であるが，8 キュープ構成タイプのよ

うに ，ロジやノ、ナレをもっ場合は更に長い進路をもって「奥」へ引込ま

れる 。乙のような進路( 進行過程7 の途中には上下動( トオリニワ ，ハ

キモ ノスペースからオイエ ・スアシスペースやカイダン) や屈折動や各

へヤの領域( 質を経過する) などの体験であり ，ソ卜からウチへの窓識

転換が遂行される 。 トオリニワとオイエのダクト的性格 ・引き込み空間

はその聞の間仕切によって部分的な質をもち ，乙れらを経過するととに

よってウチ意識が完成されていく。 ζ れは引き込む空間ゆえにいっそう

明確にあらわれるととであり，ソトとの行動心理的隔離 ・安定を実現す

るものである 。またその反作用としてウチからソ卜への衝動も引き込み

空間の特性であろう 。ウチ窓識に作用する l つの空間的ファクタ ーであ

る。そしてとの引き込まれたオクの場は安定した対話の場であり ，また

恩索の場でもあろう。乙の進路の問題は茶庭における露地と考え合せる

とよくわかる。 3 重露地の場合，露地口から茶室にいたる進路には引戸

・猿戸によって区切られた 3 つの進路部分をもち敷石，雪隠，待合，灯

ろう ，手水鉢，樹木が配置されて行動様式を規制し，目的へ誘導してい

る。 7 チヤの場合は桟戸，ショウジ，フス 7 ，ノレンなどのパーティシ

ヨンがとりわけ進路の結節をつかさと‘ っている。来客は自分の用件によ

って乙の進路のどの部分まで進行するかが明確であり ，ソトからウチへ

の段階性を知る ζ とができる 。乙れらは行動様式の合理性ともいえる。

乙のような「引き込み空間」は奥行方向へのへヤの行列でもあり， 一般

的なマチヤはー列行列である 。日常生活IC不可欠のD ( 食事) ， L  (居

間) ， B  ( 寝室) ， C  H  ( 子供室) ，0  ( 老人室) ，s  ( 書斎) ， R  (接

客) などがー列に並んだへヤ構成はモダンリビングと異った生活の行列

を展開し ，とく K サービス系の空間がトオリニワで処理されるため，ォ

イエの機能はリビング系のものとして明確化されている 。これはトオリ

ニワのハキ毛ノスペ ースとオイエのスアシスペースの区別，高低差の介

在によってさらに空間的に明確化されている 。オイ エは もともとダイド

コの l 部( タタミ l 枚分は板張りの場合がある) を除いてタタミスペー
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床面積

60 40 

砂純マチヤ風住宅20戸を対象として床面 ( %)

積に対する関口面積の比率 60 

スであり ，タタミによる基準格子はオイエの住生活行為に秩序を与えて

いる。黒いタタミのへリはへヤ平面に基準線を設定し ，生活用具の配置

に秩序を与え ，生活行為上の合理性に役立つ。タタミは生・活用具配置の

ためのセクシ ヨンペ ーパーであり ，行為の指針である。事実座卓や座ブ

トンを置く場合に ，ζ の黒いタタミのへリを基準lとして配置する乙とは

日常的な ζ とであり ，ヘヤ空間との相対的な位置決定が乙の基準線によ

って容易にまた合理的にお乙なわれるのである 。またタタミとスアシの

関係は我国の伝統的な住様式の象徴であり ，乙の関係の中には日本的風

50 

土が要約されているように思える。わが国にお ける自然と人聞の出会い

が生活湯面で乙の上なく協調的にお乙なわれているか らである。タタミ

・スアシスペースは座る，立つ，ね乙ろぶなどの行為を可能にしユカと肉

体の接触を全面的なものにしている 。タタミの上へね乙ろんだ時に感じ

るタタミへの感触，さらにその香りはわれわれの日常生活行為の中でし

ばしば体験される乙とであり，乙れはウチの匂いの l つでもある。タタ

ミに対する天井は ，へヤの平面的拡がりを表示する。家具の置かれるユカ

40 

平面K 代って天井平面はとれらの置かれないへヤの全平面を表わし ，つ

り下げられた霞灯以外に，装置のほどとされない天井は単純な梓の直線

と板の杢自によって装われている。就寝時lζ 縛の数をかぞえたり ，杢自の
30 

トロンプJ レイ ーユIC何げなく見いる瞬間をだれももっている 。オイ エの

中でもダイド コ部分は他のへヤより高い大和天井であり ，スミ入りベン

ガラの塗られた黒い天井は年代を恩わせる 。そ して鴨居上の吊り棚には

20 

ダイドコ用品の一部がおかれ，空間利用の合理性と同時に，立って手を伸

して取れる人間工学的スケ ーJ レの適合性を感じる。そして乙のような行

為と装置との密接な関係はウチと住人の関係を近親なものにしていく。

乙れらはへヤ空間を構成する H 方向コンポーネ ン トである が，V 方向

コンポーネン 卜はカベと関口部である。カベは押入やトコなどのア J レコ
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化をおき，飾る専用スペースであるア J レコープをもっ乙との意味は，文

化の原点を設定する乙とでもあるだろう。そして家族閣の交流が乙のよ

うな場を通じてお乙なわれ，イエがたんなる食 ・疫のための空聞に終ら

ないためのモメントをつくる乙とでもあるだろう。そのときイエはウチ

になるだろう。 V 方向コンポーネントのうちの関口部はトオリ IC面する

格子，センザイ ，ナカツボ，ニワサキに面する障子である。乙れらは 7

チヤ特有の閉鎖的な空間構成の中でオープンスペースに接する唯一の場

であり ， 1  F の場合間口方向に関かれた平均的 lζ 約 5 nf ( 3 m X 1. 74m)  

2 面， 2  F の場合 4 nf ( 4 m x  1  m)  1面， 5  nf 1  面である。平均的な

4 キューフ' 構成タイプの床面積は約9 Onf ( オイエについて) であるから ，

関口面積の床面積に対する比率は約20 %であり，建築基準法の1 h (約 14

%) よりは大きく ，マチや特有のウス暗い印象はトオリニワの中央部や

オイエのナカノ 7 部分が影響しているとおもえる。また半透過的な格子

や建てつまった 7 チヤブロック内部ではオープンスペースもとくに 1 F

の場合は ，充分な開放性をもっていないためで: あろう。しかし，ニカイ

オモテノマやオクノマの 2 F レベルではトオリやニワサキ上官官( 背接家

屋のニワサキ上部空間も含めて) の完全な外部空聞に面するととによっ

て，充分な開放性をもち採光も充分である。乙の乙とを考え合せると，マ

チヤは極端に暗いへヤと充分に明るいへヤの両極をもち ，奥行方向への

3 室構成間口方向関口のみの場合には ζ のような明暗が生じてくる ζ と

がわかる。そしてとのような明暗の差異は，できる限り部屋は明るい方

がよいという近代建築理念に対するアンチテーゼであろう。奥行の浅く

余りに明るいモダンリビングは，カーテンやブラインドで光を調節する

とはいうものの，何か非常に生理的機能主義をおもわせないだろうか。

もっともそれを空気汚染やスモッグなどの公害で非生理的になりつつあ

るが。いずれにしてもマチヤの暗さは部分的であり ，すべてのへヤが暗

いのではない。そして，明暗の両極をもっているというととである。住

生活におけるへヤの進路的位置や壁面積はへヤの質を決定する大きなフ

ァクターである。それは内 ，外部空間の相関性をとりもつデザインメソ

ッドにとっても大きな意味をもっている。 i 日|き込みJ ， i 明暗J ， i カ

ベ」は ウチの空間的表現ともいえる。 i私」や「家族」のプライノトンー

がとのような建築空間的手法によって与えられていた乙とは，ロックす

る乙とによってとれをえる欧米の方法とは異ったものであり，ブロック

単位の集合性によって乙の乙とは可能であった。背商，側面1<: 接するイ

エ・イエとの共存・依存関係によってとの引き込み空間はプライパ、ン ーを

えると同時にそれらとの コミニケ ーションをえるという一見相反的な 2

つの性格が同時に解決されているのである。 V コンポーネントの関口部

は トオリにつながる格子，ニワにつながるショウジ ，エンである。格子

の透過性はウチという殻の内部の自律性と依存性を象徴している。自律

性をもっと同時に依存性をもっというウチの両面性をあらわしている。

そしてファサードからみた場合出格子の横にある出入口はサル戸，大戸

オモテ

-圃圃・・・・・

・・・圃・・・・・・圃圃圃・

由圃圃・・・・・・ー
・・・園自圃圃・・圃圃・

ニつ

・・・ー・・・・圃.

ウチ

の 2 重の間仕切があってそれは充分頑丈にロックされる。とれがウチの

閉鎖性を代・表している。そ乙では完全にトオリ外部社会と遮断するとと

ができる。乙のようにトオリに対するウチの開放性および閉鎖性はその

ままウチとソトの関係であり ，接触の仕方である。モダンリピンクは芝

生の庭に完全な開放性をもつのに， トオリに面しては逆に完全な閉鎖性

をもち ，格子のような微妙な装置をもたない。ーそれはウチがもはや外部

社会と孤立したととろにある乙とを窓味している。一般に格子はウチか

らソトはみえるが，ソ卜からウチはみえないといわれる。乙れは昼間の

話しである。ソトが明るくウチが暗いからである。乙のようなときウチ

の住人はソトの情景を手にとるように識る乙とができる。乙れはソトと

の交流を可能にしている空間条件である。一方夜間はウチが明るくソト

が11音い。オモテの人はウチの格子を透して人の気配を感じるととができ

るし ，またウチからあかりが流出してウチとソ卜との流動がお ζ なわれ

る。ムシコ 7 ドで有名なニカイオモテノマもいまでは引違いカ. ラス窓に

改装されている例が多く ，乙乙からはトオリが見下ろせ ，シタオモテ/

7 の格予よりは広範閣の視覚領域がひろがり ，往来風景や対面するイエ

・イエの模様，子供の往来での遊びなどが，伏鰍的に眺めわたされる。

一方夜間にはトオリからニカイの 7 ド台に腰かけてギタ ーを爪勝く背年

の姿などがオイエの明りにシルエットとなってみえる。乙のようなソト

とウチとの生活情報の交流は生活意識の日常性として住人の聞に共通の

沈澱物をつくる。とれはいわばソトからウチの理解であり ，オモテの生

活情報キャッチはウチからのソ 卜の理解である。乙のようなトオりに対

する開放面に対してニワに対する開放面はインテリア化されたグリーン

スペース ，草木の住空間への導入であると同時に ，その他の種々の自然

的要素の受容器として働くニワキューブに面し ，乙れとの視覚的，行為

的流動1<: よって特徴づけられている。オイ エに対するニワは住空間の人

間と自然の関係，その不可分性を乙の上なく象徴的 IC空間化している。

1  F レベルでのニワ( センザイ ，ナカツボ，ニワサキ) は樹木，草花，石，

土， 7]<，鳥，昆虫，光，風，匂い，オブジェなどが観賞的対象であると

同時に行為的対象として存在し ，住人の日常的な感覚的接触と行為的接

触によってとれらの対象は生活の中に包含され，その一郎になりきって

いる。それらは住人の種々の生活行為の対象化であり ，生活の記念でも

ある。それゆえ ，乙れらの対象と住人の簡のコミュニケーションは家族

的な親密さによってお ζ なわれるのである。

そしてニワに対する開放面も 2 F レベ J レでは背接，側接するイエ ・イ

エのニワをも含めてその上部空間がひろがり ，木々の聞にそれらのイエ

・イエのニカイオクノマが接近している。乙れは 1 F レベソレのニワとは

臭ってスケー J レ的にも大きく ，また側背接するイエ ・イエとの交流をも

可能にしている。いわば背後空聞における向う 3 軒両隣りの関係を実現

している。ニカイオクノマのエンガワやモノホ・ンからはとの閣のf背況が

よく感じられる。そ して上部はさえぎるものもない大空にひろがり ，モノ

ウチ
ウチ

オモテ
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ホシからはたとえば ，夏の夜空の星や涼風によって乙のコンパクトな 7

チヤ群の中で新鮮な自然との呼吸を可能にしている。

イエ空間を構成する H ・V 方向コンポーネントはその位置や閉鎖 ・開

放の状況によってそれぞれ往生活のウチ意識に作用し ，住空間構成のす

ぐれたサンプノレをなしているが，イエ内部空間のとりわけオイ エと 呼ば

れるへヤキュ ーブ連続体 ・スアシスペ ースは各へヤの部分機能に対して

全体機能を発揮する場合がある 。ヘヤとへヤの簡易な可動間仕切が乙の

乙との前慢であるが，日常生活の日サイク J レの住行為をうけもつへヤの

部分機能は ，月サイクノレ，季節サイクノレ，年サイクノレ，さらに数年，十

数年のサイク J レをもっ各種の行事に対してオイエの全体機能が対応す

る。葬儀，嫁入，法事，祭り( 寄合) ，町内会，多数の来客などの非日常

的行為や自家営業の併用住宅では商売のためにオイ エの全体的利用が

お乙なわれる 。乙のようなへヤとオイエの関係はへヤの孤立的 ・モノフ

ァンクション (monof unct i on)  と集合的 ， 7 ) レティファンクシ ョン

(mul t i  f unct i on) の時潤的後能変換によって空間価値を増大してい

る。もともとニワに対するオイエはノ、キモ/ スペ ースに対するスアシス

ペース ，サービス系に対するリビング系の住行為の 2 大機能分化過程で

イ発生した呼称であろうが，それは同時に ，オイエにおけるへヤの機能分

化が進行する中でいつかへヤの個別機能が優位性をもってしまった結

果，ヘヤの総体的なオイエとしての把握がうすらいでしまった。

そんなとき乙れらの個別的なへヤ ・ヘヤの集合するオイエ空間はもう

一度イエ空聞におけるウチの意味を提出している 。乙れは 卜オ リニワ 空

間におけるサ ーキ ュレ ーションの全体機能と台所，ユーテ ィリィティ ，

サービスヤードなどの部分機能と同様の関係にある 。

そして乙のようなオイエの全体的機能はウチがソ 卜とのかかわり合い

をイエ空聞においてj演出するための社会的織能である。ソ トか らはいり

込む社会的な諸要素をイエ内部において受けとめるための空問機能とし

て，個別的はへヤにおいて対応するのではなくオイエにおいて対応する

空間システムはへヤの分化機能に対するへヤの総合機能( オイエ機能)

という課題を与えている。そして乙のことはウチの社会性と深くかかわ

り合っているよう κ おもえる。乙のようにしてウチは家族的な一定の殻

をもちながら ，ソ トと の関連 ・交流において，よりいっそうウ チとし て

の性絡をもちうるものである乙とは明確であるが，そしてまたそのよう

な生活過程において居住者のウチ意識というものが形成されているもの

である以上，われわれは次にウチ意識の内容にふれなければならない。

一般にウチ意識は生誕以降の生活過程において経験される「住し、」を起

点とする生活圏の中で形成され，およそ 3 つの分類が可能であろう。第

l は生家であり一般に幼少時，小中学校時代，高校時代を過す。幼少時

から次第に成長していく過程で生活図は拡大し ，人間関係( 友人関係)

も輸をひろばると同時に精神生活上の内容も自我の確立化にともなって

選択深化され，個性の成長となってあらわれる 。 ζ の過程でのウチは近

隣社会( 町内) から学区範囲( 小学校区→中学校区→高等学校区) とい

った地域社会での生活がウ エイトをもち，ウチは乙のような地域社会の

中に包含され，ソ卜の生活が決定的K ウチの生活K 優先する。幼少時の

友遥との遊び( トンボとり ，野球，魚とり等々) は乙の時代の子供たち

の精神の大きな領域を占めている。ウチを中心とする一定のひろがりが

彼らの生活の器であり，彼らにとってウチとは食，裂の場であり ，親の

こごとをきく場である。彼らはまだウチとソトの区別を必要とする社会

的位置にいないからである。

小学校時代にはいると，学校生活がかなりの昔日分を占め，乙乙での生

活( 教室での勉強，文化祭，運動会など) と同時IC，友人関係が発生し

友人のウチに興味をもちそ乙へ訪れたりする 。それにつれて自分のウチ

が比較対照され，ウチが彼の意識にクローズアップされてくる 。ウチの

職業 ・家族構成 ・家屋の広さ ，間取などのウチの構成因子が学校を媒体

とする友人関係の中で' ; t ¥識されていく。医者の息子を友人にもつものは

そのウチで興味深く医療機器を観察する 。また祖父母をもたないものは

友人のウチで「おじいさんJ ， rおばあさん」を識る 。乙のようにして

ウチにないものを友人のウチに発見し，乙の社会のしくみの端絡を理解
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ウチ . ソ ト

ウチオモテ

ウチ : オモテ ウラ

ウチ: オモテ. 二ワ

ウチ: オモテ ニワ

ムカイ トナリ. ウラ

. ウ チ

@ 人と人のコいこケーシヨン

。 人と自然のコミユニヶーシヨン

していく。中学H寺代にもなるととくに親しい特定の友達ができ ，ζ のウチの模様が

かなり詳細に観察され，友人の勉強状態，友人の父母の性格 ・趣味 ，ウチのインテ

リアデザインなどをとおして自分のウチのあり方を批判し ，ウチのあるべき姿がイ

メージされてくる 。高等学校時代は明l僚な臼我の確立期である 。ウチは自分のへヤ

であり ，そのへヤのインテ リア ( 机や棚の配置なと )1ζ 工夫を乙らし ，自己の精神的

なへヤ空間をつくりだそうとする。乙のように自我の確立とともに ，ウチは次第に

ウェー卜をもち，社会人として一家をかまえる ζ とによって，乙の状況は完成( 騒

々の制約はあるが) される。生家につながる - l患の生活閣とその人間関係をふくめ

て，後年いわゆる「ふるさ と意識」となり生涯彼の意識の下回に定者する。大学時

代や社会生活にはいってか らの生活過程で移転した場合の各時期のウチはそ ζ での

種々の状況からっくりだされる生活のはりによって第 2 第 3 の「ふるさと」として

記憶の大きな郎分を占めているととは否めない。結婚を動機とする新世帯の確立と

ウチは第 2 の「ふるさと」をつくる。そして乙乙で生れ成長する子供たちは ，ζ 乙

を第 1 の「ふるさと」とするであろう。だれにとっても生活体験が 1 つの具体的な

イエによって象徴され，過去の生活の思い出と乙のイエが結び‘ ついてい るものであ

る。そして現在生活している「わが家」は「わが城」であり生活におけるウチの芯

l床は大きいし ，創造的な生活行為はウチの価値をいっそう大きなものにする。そし

て乙れが那 3 のウチである。乙のようにして成長段階のl時期によって . i ふるさと J .

「第 2. 第 3 のふるさと J . i わが城」の 3 つの区分けがされるだろう。各時期の

生活圏 ，人間関係，環境などによってそれぞれが特色づけられるものの ，乙れは人

閣の社会性狼得の精神的成長過程と呼応している。ソ 卜で遊ぶ「ふるさと」は自己

の社会見聞であり . i 第 2. 第 3 のふるさと J は社会見聞や社会参加の拠点として

の怠味をもち「わが城J は社会参加とそしてその部分的な自己蓄積の場である。そ

していまやマイホーム主義として批判されるウチは社会逃避の場である 。それはウ

チがわるいのではなく ，社会が歪んでいるのであり ，参加の拠点が逃避の拠点たら

ざるをえない社会情況そのものが批判されなければならない。

乙ζ で居住者の声をきいてみよう。

〔女子大生 . 20才，サラリ ーマ ン世帯 . 4 キューブ構成タイプ居住〕ウチは自分の

へヤがほしい。そして広い庭がほしい。乙のウチでもウチのへヤはあるけと ，いま

どろあるようなイエの勉強ベヤがほしいと おもう。風通しはそない悪い乙とはない

けどプライパシーがあんまりないわね。なにしろ庭の広い明るいイ エκ 住みたい。

そやけどもうじき乙のイ エも出て山科 ( M近スプロ ーノレしている新興住宅地) へい

きます。乙のイエはおじいさんが分家するとき買うてもらはったイエやさかい ，も

う売って山科へ新築してみんなそ乙へ引っこしますね。

〔主婦 . 43才，自家営業世議 8 キューブ構成タ イプ居住〕乙んな古いイエを調べ

はって参考になりますのんか。もう乙の イエも古うてどうしようもおへん，おじい

さんの代( 主人の尖の乙と) からやさかい明治からのイエどすやろ。暗い ζ とはH音い

やろけど，アパート みたいな明るいと ζ は目が痛うてよう住みまへんわ。ウチは一

生乙乙l L 住んでもええと思うてます。乙乙ゃったら娘が嫁入りして帰ってきても ，

いるへヤもあるし ，おじいさんの代からのもんやし ，売る気はあらしまへん。ウラ

の倉庫 ( 2 キュ ーブ分) も狭もうなって近所に倉庫だけつくってますね。

〔主人 . 45才，自家営業世帯 . 4 キュー プ構成タイプ居住〕ウチは借家やさかい勝手

κ 改築もできんで困ってますんや。品物( 漆器) を置く場所がのうて因りますのや。ヮ

タシの希望は商いが主眼になりまっさかい商いのスペ ースがひろげたい ζ とどす。

〔主婦 . 45才，サラリ ー7 ン世帯. 6 キューフ。構成タイプ居住〕乙の イエは狭もう

でかないません ( 5 人世帯) 。それにダイ ドコの上り下 りが しんどうて。ええ貿手

があったら乙のイ エ売って郊外へイエ建てたいと思うてますね。そやけど乙のごろ

は土地も高いし ，イエと 土地で1000万位いみとかんなりま へんやろ。イエ建てると

したらどんなイエがよろしいやろ ，ひとつ知恵を貸しとおくれやすな。( 乙の主婦

の母にあたるおばあさん . 6S才〕乙のウチはアタシが建てました。昭和 10年当時で

1万円どした。いまでとそ l 万円も値打がおへんが，当時はね。もうちょっと上み

んちょに住んでま したが前の イエを域 して建てま した。アタシは乙のウチでよろ し

いんやけど ，娘が出たい出たいいうもんやさかい ，そない出たいんやったら ，アタ

シは若いもんの言う通り κ して，いまどきの イエ に住んでもかま しまへん。乙のイ

エがいったいなんぼほどに売れるにや知らんけど，それでイ エが建てられるんやっ

たらそれでもええと恩てます。

〔おばあさん . 60才，自家営業世帯 . 8 キュー ブ構成タイプ居住〕乙のウチはおじ

いさん( 主人の父) の代からありましたが，工場( 製菓) が狭もうて向いへ新築し
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て若夫婦( 息子夫婦〕がいってます。乙のイ エも仕事の関係で・だいぶん

改装してますが，オクノマだけはアタシが頑として変えさせしまへん。

以子の怠;，1，でも 乙乙だけは反対して変えさせしまへなんだ。そらやっぱ

りアタシはタタミのへヤがええし ，乙乙でお茶を一服するのがなにより

の楽しみやし ，新築の方で好きなようしはったらええのんや。昔はもっ

と( 乙乙から旧状の説明とその良さの強調) 。

〔主人， 34才，教員， 8 キューブ構成タイプ〕乙のイ エを古うておじい

さんの代からのもんで，どうも変えようがないので，何かと装置によっ

て現代生活に合わせてます。ハ ナレの書斎で研究してますが学校より乙

乙の方が慾付いてよろしいようですな。

〔との主人の父，おじいさん， 64才，退職サラリー 7 ン〕乙のウチはお

じいさん( おじいさんの父) のいたイエでおじいさんは学者でした 。そ

やから今でも紬もんや本があります( 押入の著名な作家の古図などを拝

観した) 。ニワの手入れなど別にしてまへんが子供( 孫) がいじくりま

わしよって手入れしでもあきまへんな 。ワタシはテレビみたり碁会所へ

いったりですな 。

〔主婦 ・37才，サラリ ー7 ン世帯， 6 キューフ' 構成タイプ居住〕うちは

まあ汚のう散らかつてますやろ。子供もいるし好きなようにさしてます

んや。アタシは乙ない散らかつてても別に気にもならしまへんし，それ

でええと思うてます。妹が団地IC住んでてときどきいきますんやけどあ

んな狭いと乙かないまへんわ。それにコンクリのカベがいやや。近所づ

きあいもあんまりないようやしアパー卜はいやどすな。

〔乙乙のおばあさん ，76才〕乙のウチは昔，旅館どした。そやさかい階

段がオモテとウラと 2 つありますやろ。ちょっと変わったっくりどすや

ろ。そやさかい 2 世帯住めますんや( 息子 2 人の 2 世帯) 。みんなと一緒

にするお茶のときは楽しいけど、御飯をベつべつにするのがねえ。アタシ

の楽しみはニワをキレイにするととどす。たいした木や石がある訳やお

へんけど，毎日植木に水をやったり小鳥の世話をしたりしますのんや。

〔主婦，35才，サラリ ー7 ン世帯， 8 キュープ構成タイプ居住〕ワタシ

は採光はあんまり気になりませんが，非常時の避難の乙とが気になりま

す。それに近くに子供の安全な遊び場が欲しい思います。ウチは広うて

掃除の手聞がかかってかないませんし ，台所がもっ と近代的な もんにし

たいと思います。それにワタシは嫁入り前 ;立田舎でしたので，ひろびろ

したl品訴がほしい 。それに乙乙の習慣に合わせるようにしてますが京都

人にはなりきれません。子供( 小学生〉はオモテか御所か公園へ行って

遊んでいます。主人の趣味を満足さすような書斎もほしいと思います。

生活圏とパターン
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〔主人， 58才，自由業世帯，4 キューブ構成タイプ居住〕乙のウチはお

じいさん( 主人の父) が借りたもんです。一軒ロ ーヂで奥まってて静かて-

仕事によいんですが近いうちに新築してそ乙へ移ります。乙 のウチは息

子夫婦が住みます。社宅に比べたら広いし 4 人家族ですか ら充分の広さ

だと思います。35年住んでいるなつかしさはありますが，売ってしまうの

でないので( 最近家主から貝取) また来て泊ったりしようと恩ってます。

〔乙乙の主婦 ，55才〕乙んどのウチ( 新築のイエ〉はダイドコもモダン

なものにしとおすな 。そ れにニワにいろんなもん植えてもっと陽当りの

良い場所でやってみとおすな 。乙 の町内でもだんだん郊外へし、かはりま

す。 ζ ないだも 30年からー絡にいた人がヤドガエしはるので，集って送

別会しましたんとす。また会いまひょうなあいうて。ときどき帰ってく

るのやさかい行ったり来たりしようとおもてます。

〔主人， 48才，サラリー 7 ン， 4 キューブ構成タイプ居住〕狭いいうた

ら狭いけど，ま あなんとかやってます。最近乙乙を買いとったもんやさ

かい ，一生すんで もええと思てます。子供いうても上の( 長女) は嫁入

りするし，次の( 次女) も 5 ・6 年のもんやし ，いまはせもうてもじき

広うなりますわ。

乙のようにウチは居住者にとっていろいろな意味をもっている。その

意味を要約すると ①財産的価値，②職業的価値，③居住性である。①

は家屋の財産価値であり，乙れを土台として新しい住居を求めるウチに

よる生活の支えは大きな因子である 。サラリ ーマンのように， 居住地が

職業から制約されないものはモダンリビングへ移行する場合が多い 。②

の職業的価値とは ，主 lζ 乙の地域の都市中心部という立地条件による位

置的価値である 。③の居住性については ，たとえば「暗い」というとと

とアパートが「明るすぎる」とい う乙ととをどのように解釈すべきか。

前者の 7 チヤ否定モダンリビング志向と ，後者のアパート否定マチヤ志

向とは世代的な差異もありいずれを是とするかは問題であるが ，ただア

ノマート志向のない乙とは注目すべきであろう 。そこでマチヤ， M L  (モ

ダンリビング) ，アパー卜の 3 つの価値から言えば，" ' <チヤと M L は同

等に評価されるか世代的職業的要因によって 7 チヤにウエイ卜がおかれ

る。そして特徴的な乙とは ，マチヤの全体的な居住性につ いては余り批

判的な怠見がきかれなかった乙とである。それは居住年限の永さがイエ

への愛着を住人"IL植えつけ，移転後のウチの存在を強調しているケース

もあり ，ウチ意識の複雑な容相を示している。①財産的価値，②職業的

価値の 2 つの要因はウチ意識を支える基本的なものであり ，その上に立

って③居住性に要約される空間的条件がある。①②はまとめて経済的価

値であり ，生活の第一条件 として空間的条件の判断に復維な曲折を与え

ているだろうととは推測される 。 したがって住人の声を単に数量的に統

計する マチヤ空間の価値判断をわれわれはしなし、。それでは 7 チヤ空間

の価値はどのようにして判断されるのか。それがデザインサーベイなの

である。

住人の芦には生活のオリがたまっている 。主婦の子供や炊事に ついて

の切実な願い，主人の生活責任者としての考え ，老人のい乙いや趣味，

また隣人や居住地への愛着，乙れらの総体がウチ意識である。そ乙 κ は

「ふるさと J I第 2 ・第 3のふるさと J Iわが城」が混在し ，混じり 合

っている。乙れらの物的対象化がマチヤ ・イエ空間であり，" ' < チヤ ・イ

エ空間は生活そのものと乙の上なく密接に合体していてウチである 。と

の乙とを顕著にあ らわすのは 7 チヤにはエレベーショ ンが存在 しない乙

とである。 ζ れは極端な表現であるかもしれな い。 しかしおよ そ l 戸の

7 チヤの立面図はせいぜいファサードのみである 。せめ て 1 町内の迷続

的な家並によって立面の怠味をもっ。ましてロージ型の住宅では立面図

はかけないし ，いわんやエクステリヤのパースなど意味をもたない 。住

宅とは見 るものではなく住む ものである。そしてさらに生活するもので

あるという乙とを乙れほど端的にあらわしているものはない 。マチヤは

やはり平面図か断面図でしか諮る乙とができなし、 。内容 そのものが意味

をもっているのであり，それはイエについて諮るよりはウチについて語

る乙とであろう 。 マチヤ ・ イエ空間はその建築的 ・ 空間 ＨｊＧｾ条件において

すでにイ エよりはウチとしての機造をもっているのである。( つづく)
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1. 組 織 活 動 と 建 築 運 動

1 - 1  N AU 本部の成立

1945年 8 月 15日，日本は ポツダム宣言を受諾し ，長い戦争は，日本帝国

主誌の完全な敗北を もって終った。原爆投下をはじめ，国土の多 くが荒

廃していた。食糧は欠之していたし ，住む家は絶対的に不足していた。

1. α氾万人の失業者が街頭にあふれ，人民は平和を楽 しむど乙ろではな

かっ 7こ。

しかし ，一方で新しい胎動が始まっていた。長い戦時下の抑圧か ら解

放されて ， アメリカ占領軍が日; 本の天皇絶対主義の復活を恐れるあま

り. i民主化」 政策を進めていった乙ともあって，民主化の気遂は各分

野にみちあふれでいった。労働運動をはじめと して，つぎつぎと戦後の

民主運動の端緒がきりひらかれていったのである。

たとえば，科学の分野では ，戦時中 ，抵抗を示した唯物論ないしは自

由主義的な立場に立っていた科学者が中心になって. 46年 l 月， 民主々

義科学者協会(民科) が生まれた。封建的，軍国主義的な科学IC反対し ，

民主主義革命の必要をとき ，民主々義的科学の確立を訴えた。乙の遂動

が，戦後の科学運動に果した役割は大きかった。

一方，建築の分野ではどうであったろうか。戦争が終 ったとき，建設

がすぐさま始められる状態ではなかった。資材は極度に不足していた

し，建設よりまず食糧を確保することが緊要であった。建築家，技術者

にとって実質的な仕事はほとんどゼロに等しかったといえる。

しかし ，さきに述べたように，民主化の気速は，建築家，技術者のま

わりにも，みなぎっていた。多くの建築家，技術者は ，支配者階級から

人民のほうへ顔を向けつつあった。もちろん，当時. i人民」や「民主

々義」の受けとりかたは，人! とよってかなりのニュア ンスのちがいがあ

り，また . i 人民の建築」がすぐさま実現するかのような幻想をもっ一

部の人たちの性急さがあったとはいえ ，ほとんどの建築家が戦争目的に

動員されていた戦前，戦時中にくらべると ，大きな転換のl時期であった

といえる。のちに述べる N A Uの趣怠沓の冒頭. i建築が支配者階級の

ために考えられ，つくられる時代はすき. さった」というよびかけは，当

時の多くの建築家，技術者の気分をあらわしていたのである。

一方戦時中の遅れをとりもどそうとする技術者たちの技術に対する潟

望は大きかった。すでに戦時下，軍関係工事以外に建築らしい建築はな

かったと乙ろへ，戦後，その軍関係工事もなくなった。建築学会や建築

協会その他の団体も戦争中ほとんど実質的な活動ができなかったが，戦

後もその活動をとりもどすには ，かなりのl時間が必要であった。学会は

46年にやっと大会をもち，その機関誌である「建築雑誌」も47年に 7 冊

という間引き発行を余儀なくされるありさまであった。協会の機関誌

「建築と社会」も47年1 ( 4 号. 48年に 3 号でただけであった。ともかく，

戦時下の抑圧から解放された建築技術者の要求に ，にわかに答えうるも

のはなかったのでミある。

乙うした情況のなかで，建築家，技術者たちは ，当時の民主的な気還

のなかで，新しい人民のための建設，新しい建築の創造をめざすととも

に，技術の獲得の場を自分たちでつくりだしていく必要があった。乙れ

が，戦後の建築運動の母胎である小サ ークJ レがつぎつぎとできていく基

盤であったといえよう。 45年容には，関西で関西建築文化速盟( F A K)  

がつくられ. 46年になると . 6 月には日本建築文化連盟および住文化協

会が. 7 月 lζ は日本民主建築会が結成された。

関西建築文化連盟 ( F A K)  (資料 T ー1重量照) は，西山タf J 三，徳永正三，

池田総一郎，山内省二などによって，京都を中心につくられた。西山は，

1932年デザムの運動をお乙 し， その後33年の青年建築家クラブに参加す

るなど，戦前から民主的建築運動を推進してきていた。京都は戦災を受

けていなかったので，普段のペ ースをとりもどすのが比較的早く ，まず，

乙の地に戦後最初の動きがでてきたのも偶然ではなかろう。 46年11月，

雑誌「新建築」の復刊第 7 号は，ほとんど乙の F A Kのメンバーが執筆

する乙とになった。乙れは，東京では，まだ官庁以外lこは体l I i l J が整って

いなか った ζ とを如実にものがたっている。

F AK は，メンバー10名たらずの小さなグループで . 46年夏，京都およ

び神戸の大丸で，戦災都市復興策の展覧会( 復興都市美展) を行ない ，

また. 47.  48年にも展覧会活動を行なっている。 F A Kは，乙れ2は 大

衆的な運動にはならなかったが，戦後，建築運動の先べんをつけた意味

は大きく ，やがてN A Uの一角を構成する NA U京都支部へ合流してい

くのである 。

日本建築文化連盟 〈資料1 - 2怠照) は，戦前の建築運動のうち ，分緩派

建築会 ( 1920年) . 日本インターナショナル建築会( 1927年) . 日本工作文

化連盟 ( 1936年) といった，いわばデザイン運動的な流れをくみ，近代建築

の旗頭，ある いは ζ れから旗頭にな ろう とする人たちが中心であった。

日本工作文化連盟のメンパーであった堀口捨己，市浦健，坂倉準三や，

かれらより一世代新しい丹下健三，浜口隆一，本城和彦，吉阪隆正などが

中心的なメ ンパーで、あった。かれらは，いわゆるアーキテク トであり ，

それも ，エ リー トのア ーキ テク トであった。したがって，建築の民主化

といって も，そのうけとりかたは ，民主建築会などのメンバーとはかな

り異質なものを含んでいた。つまり，新しい時代をむかえて，乙れまで

の不自由な創作や軍国主義的なデザインから脱皮して，新しい課題 iζ マ

ッチした近代建築を追求しようというと乙ろに力点かおかれていた。そ

して，その新しい課題が，なかんずく . i 人民」であり「民主々義」で

あったのである 。

日本民主建築会 (資料 I - 3 重喜劇は， 建築文化巡盟がいわば選ばれた建

築家タイプであったのに対 し，むし ろ技術者といったタイプの人たちが

中心で、あり ，戦前の建築運動の うち ，倉l字社( 1923年) . 新興建築家連盟

(1930年) . 青年建築家連盟 ( TAF. のちに建築科学研究会 と改組) ( 1932

年) . 青年建築家クラブ ( 1933年) といった ，より社会的な建築運動の流

れをくむものであった。戦前の民主的な建築運動は . 1933年，管年建築

家クラブが，はげしい弾圧のなかで控折してのち ，久しく洗黙を余儀な

くされていた。したがって，戦後，一定の自由が保証され，民主的な気運

がたかまったとき，かれらが新しい時代を他の人たちにくらべ，より敏

感1( 受けとめたのは当然であった。だから ，人民や民主々義のとらえか

たにして も，建築文化述盟とは呉なり ，建築をより社会的な蕊盤のうえ

でと らえ，もっと職場や日常の仕事1 ( 基礎をおいた民主化の方向をめざ

すものであった。創字社以来建科にかけて活動した山口文象，平松義彦，

今泉善一， 竹村新太郎，高井末吉，梅田穣，井上正朔などが参加した。

住文化協会 (資料 1 - 4怠照) は，図師嘉彦などによって行なわれ. i住

文化」という雑誌をだしていた。そのほか lζ も，都市計画惣話会， ある

いは，観光妓術家協会 といったグループもあった。

46年 8 月，以上の各団体の代表が集い，第 l 回建築民主化懇談会が聞

かれ. 9月には全日本建築民主協議会 (資料 I - 5怠照) がつくられた。そ

して， ついに47年 6月28日，新日本建築家集団 (NA U) が結成され，

その主力となった日本民主建築会と日本建築文化連盟は解散し. N A U  

に結集する乙と になった。両団体は，性格や燐成メンパーに相違があっ

たが，建築の民主化という大きな目的の一致によって，団結する乙とに

なったのである。

NA Uの誕生は ，建築迩動史のうえにおいて大きな意味を有するもの

であった。それは，一言にしていえば，組織的な民主的建築迩動を初め
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NAU編集の「建築新聞」第 1号 ( 1947年 9 月10日発 行) NAU最後の二 ユース31号 ( 1951年 7 月) NAU機関鈷胤 1 ( 1949年 6 月5 日発行〕

て定着させた乙とであろう。趣意書 (資料 1- 6怠照〉に i ...... われわれは乙

乙に小さなグノレーフ。のからをすて，全国の同志と共に莫 IC民主的建築技

術者の団体として新日本建築家集団を結成し ，他の民主諸国体や世界の

進歩的建築団体と連繋して新しい日本の建築を真 IC働く大衆の建築とし

て発展させるためにわれわれ全部のカを乙乙に結集する J とのべられて

いるように ，乙れまでのサークル運動のわくを乙えた真の運動体として

出発しようとする意気どみが感じられる。

N A Uの目的として，i建築活動の民主化を図り正しい建築文化を建設

し普及する」というように ，大きくふたつの目標が掲げられていた。そし

て一年後の大会で、は綱領(資料 1 - 7 重喜劇が定められた。 規約(資料 1 - 8 多照)

は数回にわたって改正されているが，毎年開かれる大会どとに行動綱領

やスローガン (資料 1 - 9 "照) が採択されていった。乙うした方針のもと

に，N A Uの活動は ，部会活動や班活動，例会活動などを通じてしだい

に充実していった。

部会活動と しては，すでに一年目に，住宅，都市計画，歴史，デザイン

などの部会がおかれたが，49年 6 月第 3 回大会をむかえる乙ろには，建

築生産，建築歴史，建築理論，デザイン，住宅，農村建築，建築行政，

工芸，児童，ソヒ、エト建築，構造といったように数多くの研究部会が設

けられ，N A U活動の大きな柱となっていった。部会での成果は ，毎週

もたれる N A U例会に順次発表され全体的に検討された。

班組織は，職場や学校におかれ，集団の結合をかためながら，職場な

どの日常の問題をとりあけ ，N A U活動を職場l L 定着させるための重要

な組織であった。建設省などを中心とした霞ヶ関班，都守班，日大班，

東大班，芸大班，早大班，あるいは学生班があった。

また， 49年 2 月法隆寺焼失にともなって組織された法隆寺問題委員会

や労組，民主団体なとの建物の設計に応じるための設計計画委員会など

の専門委員会 も設けられた。

支部 も，のちにくわしく述べる大阪，京都をはじめ，岡山 ，新居浜，

NAU組織図ー ( 第 3 回大会当時49. 6 . 5 ) ー
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広島，岐阜なと. の各地につくられていった。

乙のように， N A U  はその活動を多方面におよぼし発展させていった

が，それにつれて会員数も しだいに増加し ，発足当初は約 250 名であっ

たが，一年後には約5∞名，49年第 3 回大会を終えたとろには8∞名を突

破した。第 4 回大会の報告では会員数東京近郊 530 名，支部と地方会員

221名プラス新入会員71名であ った。1949年度スロ ーガンのひとつである

「本年中 K 会員 2，α刀名達成」はついにならなかったものの，当時の建

築界の中心メンバーあるいは将来の担い手たちの多くが参加した N AU

の力は，けっして小さなものではなかった。

47年 9 月「建築新聞」第 l 号が発行され， i NA U .  N E WS J も51

年活動停止するまで( 第31号最終干1]) ， N A Uの機関紙として大きな役

割を果たした。また N A U の機関誌として i N A U M (社会と建築と

建築家) J が，49年 6 月と 11月の 2 固にわたって発行された。

乙のようにN A Uの活動は ，49年 6 月第 3 回大会の前後にかけて，ひ

とつの頂点を示した。しかし， ζ のころをさかいとして， N A Uの内外

lζ いくつかの困難が生 じてくる 。そしてついに51年のN A U崩壊にまで

つながっていくのである。乙の点については後節でふれたい。

I - 2  N A U大阪支部 ，N A U京都支部の成立

乙のように ，戦後，自主的なサークJ レがつぎつぎと生まれ，全国的な

建築運動体N A Uが組織された乙の時期の情勢は，関西においても同様

であった。大阪と京都でそれぞれ独自に活動が始まり ，やがて， N A U  

大阪支部，N A U京都支部として活動を続けていく ζ とになるのであ

る。以下，大阪と京都lζ 分けて，創始期を中心に ，それぞれそのいきさ

つをふりかえってみよう。

・ 大阪のうごき

大阪は第二次大戦によって大きな打撃をうけた都市であった。それだ

けに戦争直後はあらゆるものに欠乏していたといえる。建築家，技術者

もよるべきものは少なく ，わずかに民主々義科学者協会( 民科) に入っ

て勉強している という状態であった。乙のように，建築技術者たちが自l

主的なサークノレをつくって技術をたかめてい乙うとする気運もみなぎっ、

ていたといえる。そして，47年秋，乙のときすでに結成されていたN A

U の常任委員長小泉嘉四郎か らすすめをうけた増田幸次郎 ( 当時大阪市

役所) や渡辺禎己らが中心となって，大阪でも N A Uの活動をしようと

いうよびかけが行なわれた。 ζ うして ，47年 11 月 新日本建築家集団大

阪支部 (資料 I ー10怠照) (N A UO) が結成された。 (NA U OS AKA を

NA UOと略す)

最初は，大阪市役所の若い建築技術者を中心 IC，見学会や講師の話を

きいたりしながら勉強 してい 乙うという活動が中心であった。しかし ，

しだいに組織は設計事務所，建設会社とひろがっていき ，会員はまたた

くまに 30名ちかくなった。なにしろ ， 当時は戦災 をうけたと乙 ろが多

く，集会する場所もなく ，仕方なしに幼稚園の教室をかりたりして，暖

.>  
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N A U Kの感謝繕反対運動が京都 日々新聞 ( 1949年 10月15日〉にとりあげられ，その反響で市民よ

り京大班長西山助教授あて寄せられたげきれいと感謝の手紙。

てつくられた。 NA U O以外から中村勝郎などが参加している。

また ，乙の年の 7 月には，建設と平和講演と展覧会がひらかれ. 51年

になると. 7 月には， 建築講演会をもち. 10月には近代建築史講座をも

った。

以上の活動の詳細については次章でふれるが，とのようにN A U Oの

活動はしだいに充実 ・発展してきている。しかし . 51年の後半. N A U  

本部は， 事実上活動停止してしまった。けれども N A U Oは，本部なき

あとも ，独自の活動をつづけていったのである。

. 京 都 の う ご き

京都は ，大阪や東京と異なり ，ほとんと戦災を うけておらず，したが

って平常の生活のペースをとりもとすのは ，比較的早かった。 45年暮結

成された関西建築文化連盟が活動したのも乙の京都であった乙とは，す

47年 6月NA Uが結成されたとき，すぐさま関西建築文化連盟が主体

となって N A Uの支部をつくっていく動きはなかっ た。あくる 48年にな

ると ，京都大学の建築科の学生を中心に ，人民の建築について討論が行

なわれるなど. NAUに対する関心がたかまってきた。そして，翌49年 2

月，西山知三，扇田信 ，向井正也，石原正雄や京大の学生を中心に ，新

日本建築家集団京都支部 (N AU K)  が結成された。 (NAUKY OT O

をNAUKと略す)

49年中の NA U Kの活動として，京鶴市の一乗寺住宅実態調査や神戸

市の五位池戦災復興地調査なと. の調査活動があげられる。しかし ，乙 れ

らはまだ. N A U Kの活動というより . N A U K会員の個人的研究とい

う面の方が強かった。 N A U K の大衆的な共同調査の成果が実るのに

は， まだ少し i侍をまたねばならなかった。

乙の年の特筆すべき活動として， 非戦災感謝記念搭反対運動をあげな

ければならない。乙れは，当時の和辻京都市長および一部有力者が企画

したもので. i京都をして爆撃より免れしめたアメリカ合衆国の軍官民

の御高，恩に対する市民の感謝の怠を永久に記念すべく ，京都駅頭の大広

場を劃 して一大記念塔を建設しよう」というもので，そのため 1， 500 万

円の金を集めようと，ちまたに募金の立て看板をたてはじめたものであ

る。そして，さらにその設計計画案を広く募集する乙とになった。心あ

る人たちは乙うした運動に反対し ，乙の是非をめぐって論議がわいた。

NA U Kも乙の問題につき討議をし ，ζ のような卑屈なものは建てるべ

きではないと ，各方面』ζ 働きかけ . 10月には反対声明( 資料 1 - 11怠照) を

だすなど反対運動をお乙していった。乙うした運動の結果，非戦災感謝

記念塔建設はついに中止になったのである。

乙れまでの活動には ，まだあまり学生は参加していなかったが. 50年

になると ，絹谷祐規，牛見章，橋本喬行らをはじめ，学生が非常に活発

にうどきだした。 50年といえば，朝鮮戦争が始まった年であり ，すでに

アメリカ占領軍はその正体をあますところなくあらわし ，ふたたび戦争

の危機がせまっていた。乙うした情況のなかでN A U Kは京大の文化祭

に「建築と平和展」を出品した。

79 

N A U大阪支部発行の N A U O二 ユースと京都支部発行の N A U K二 ユース ( 1950年)

房のない寒いと乙ろで，やきいもをかじりながら集会したという エピソ

ード も残っている。

乙うして出発したN A U Oの一年目の活動をふりかえってみると，い

わゆる勉強会的な色彩が強く，そのテ ーマもじつに多方面にわたって

いる 。 i 給排水衛生工事J i大阪市の換地方針J i 国立劇場J i住宅」

「分離派J i 消防法J といったテ ー7 の例会のあいだに， 二条城や竜安

寺の見学会を行なうといったものであった。乙のように一年目の活動は

組織的な建築運動以前のものというべきかも知れないが，当時なんらか

の組織をもとめる建築技術者の要求は大きなものがあり約一年後には会

員80名という組織に育っていったのである。なお48年 3 月 i NA U Oニ

ュース」第 l 号が発行されている。

49年 2 月，第 2回目の総会をむかえた N A U Oは，乙れ以後，飯田精

次郎，宇都宮隆夫，中村綱，団代正尚，林野全孝，松井昭光らが参加し，

多様で充実した活動を発展させていく乙とになる。すでに乙れまで行

なっていた例会や見学会をつづけていくと同時に ，乙の年 3 月 fr . は住宅

研究部会が. 4 月にはデザイン研究部会が，さらに 11月には都市計画部

会がおかれ，よりつつ ζ んだ研究をしようとする動きがでてきた。

さらにこの年の l 月法隆寺の金掌が焼失し ，それに伴って民族遺産lこ

潤する論争がお乙ったが. N A U本部では法隆寺問題委員会をつくって

ζ の問題にあたった。 NA U Oでも . 2月 lζ 第 1i欠法隆寺金堂災害調査

屈を . 8 月fr . . 第 2 次法隆寺現状調査団を，日本文化を守る会，民主々

義科学者協会と協同して行なわれた。そして望月信成，浅野清，滝沢真

弓らを講師と して. 2 固にわたって， 法隆寺講演会活動を行なった。

また ， 乙の年自主的な設計活動もはじめられた。乙れは，労働組合や

民 主 f渚団体の建築を，自主的組織で，民主的な共同討議のもとに設計し

ようというもので. N A U本部ではすでに ，新日本文学会館や全造船会

館などの設計活動の経験があった。 NA U Oでも乙うした趣旨のもとに

大阪労働会館の設計が行なわれたのが乙の年であった。

班組織も， 都島工専売L 尼崎市役所班，大阪市役所班などのほかに設

計事務所にそれぞれ班がつくられた。

乙のように N A U Oも勉強会的なものから しだいに運動団体としての

色 彩をもってくるのである。 50年 2 月には，歴史部会，そして，都市お

よび地方計画研究会が. 11月! こは，デザイナ ーの会がはじめられた。あ

との二者は ，いずれも. NA U Oの組織ではないが，実質的にはN A U

O が中心となってすすめ られたものである。

都市および地方計画研究会は，小沢久太郎，中沢誠一郎，西山タIJ 三，

飯田精次郎などが中心となってつくられたもので，都市や国土の問題を

幅広くとらえるためには . N A U Oの活動のみでは不十分であるとし

て，広く土木その他の技術者も含めて組織さ れたものであった。官公庁

のメンノてーを中心に多いときは90人ぐらいになった。

デザイナーの会は，飯田 ，宇都宮，武田健三らが中心となってN A U

O のデザイン部会だけでは範囲が限られるので，わくをひろげようとし

側民



また乙の乙ろになると，近代建築史講座，デザイン会，構造部会，住

宅部会などの小集会が数多くもたれるようになった。なお . 6 月lとは，

i N A U Kニュース」第 1 号が発行されている。

また，乙の年は ，民科の組織を動員して，経済，保健，住宅などの部

門を網羅した西陣地区総合調査が組織された。乙の住宅部門を N A U K

が担当し，このとき多くの学生が他の専門の人たちとともに参加した。

また . N A U Kは，乙の調査と関連して，京都の主要地元産業である清

水焼，中京，下京の扇子業者，菓子製造業者の家内工業住宅の調査も行

なっている。

乙のように . N A U Kの活動もしだいに幅と厚みを増していったが，

51年になると，西山，向井，石原，扇83 . 相川浩，岡田光正らによ って

近代建築史を再検討し ，本にまとめるため， 建築論懇談会がもたれる よ

うになった。乙れは ，正式には N A Uの部会ではなかったが，実質的に

はN A U活動とみてよい。ついに本にはならなかったが，各自がレポ ー

ターとなって建築論をたたかわせている。

また，乙の年は前年の「建築と平和展J ! c つづくものとして，京大同

学会主催の「原爆と建築展」の開催 f C NA UKを中心とした建築科学生

が大いに活躍した。翌52年には「住宅難展」が関かれた。

51年の調査活動としては ，京都市の不良住宅調査と南白浜開拓団の住

宅調査があった。前者は，京都の不良住宅地区改良事業に関連する不良

住宅地区調査で，研究者とともに . N A U K の学生が積極的に参加し

ていった。後者は，農村建築研究会( 良建〉を通じて，その関西クツレー

プに委託され. N A U Kが主認になって行なったものであり ，乙れが，

以後一連の段村調査の第 l 号というべきものであった。

一方，すでに乙のとき ，第 5 回大会を終えた N A U本部は，その機能

を停止してしまっていた。しかし . N A U Kは，段村調査を中心K . さ

らにそのあゆみを発展させようとしていたのであった。

I - 3  N A U本部の消滅

さきに述べたどとく . 49年は N A U活動のひとつの頂点であった。 会

員も 8∞ 名となり，その年の秋から答にかけては. i近代日本建築運動

史講座」を開催するなど落ちつきさえ示していた。 しかし，一方では，

N A Uの内外で諸種の困難がめばえつつあったのである。 47年の 2. 1 ス

ト中止指令で，アメリカ占領軍は，その本性の一端をあらわしはじめてい

た。 48年のベルリン封鎖. 49年の中華人民共和国の成立などを契機f C.

アメリカは ，冷戦 ・戦争政策を深め，日本をアジヤの前進基地IC仕立て

ようとしてその侵略，反動性をあますと乙ろなくあらわしはじめた。 49

年には，下山 ，三騰，総川などの謀略事件ーがあいついでおとり . 50年IC

はレッドパージにつづいて. 6月， アメリカ帝国主義は朝鮮に侵略開

始した。乙れまで，少なくとも表面上とられてきた民主化コ ースも ，つ

ぎつぎと押しつぶされていった。

一方，朝鮮滋争の特需景気を背景 IC. 乙れまでほとんど建築らしい建

築がみられなかったのが，し だいに建設置もふえはじめ. 51年をピー ク

とするいわゆる ピルブームを現出した。

近代建築を標ぼうし，その単なるモ ーメントとして人民や民主々義を

理解してN A Uに参加したデザイナ ーを中心とした建築家の一部は，乙

うした情勢のなかでN A Uから離れはじめ，つぎつぎとだされてくる仕

事に忙殺されるとととなった。すでに， アメリカ本国では ， 近代建築

は，独占資本の様式として，確立されていたから ，かつては圧迫された

近代建築もいまや時代のちょう児であり ，もはや運動をして勝ちとる対

象ではなかったのである。

一方，職場lζ 根をおろして，民主化をはかろうとする活動家たちには

レッ ドパージがおそい ，乙れも N A Uの運動を弱める一因となってい っ

Tこ。

もちろん . 50年は，八幡労働会館の設計が行なわれ，あるいは N A U

崩壊後も地道に活動を続けていく乙とになるサークルの母体，農村建築

研究会. LV. 建築世代，建築事務所員惣談会などがつくられるなど積

極的な活動もつづけられていた。
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ともかく会員たちは，それぞれの当面する問題に忙殺されざるをえな

かったので・ある。乙う したなかで個々の研究会や設計活動などがN A U

全体の活動として総括されえない情況もしだいに強まってきた。なかん

ずく ，デザイナ ーと職場の闘士とのギャップは深まり. 51年の第 5 回大

会では，全面講和. 5 大国平和協定なと1ζ ついて大激論が行なわれ，結

論がでないまま ，取り扱いは幹事会 IC一任された。しかし結局，乙れが

N A U最後の大会となったのでt ある。

乙うして . N A U本部は，事実上消滅してしま ったが，乙 れ以後わが

国における建築家の民主的運動は途絶えたとする人々も多い。しかし ，

関西における一連の動きや建研速などをつうじて . N A Uの伝統は，今

日の新しい建築運動へと脈々とうけつがれているのである。しかしなが

ら. N A  Ul C 対する評価は，人によってさまざまであり，決定的な もの

はない。しかし . N A Uは，今後の建築運動を進めるうえで，ζ れを経

験していない若い世代にあっても必ず立ちかえらなければならない存在

である。乙乙でN A Uの活動を総括し ，評価するには，資料 もとぼしい

し，関西中心に記している本論では，十分果たし うる場でない。やがて

新しい建築運動が発展するにしたがって，必ず実践的な N A Uの総括が

なされるであろう。乙乙では，と りあえず，下記の点にのみふれてお ζ

つ。

まずN A Uの成立によって，はじめて組織的な民主的建築運動が定着

したととを指摘する必要があろう。円却年の分離派建築会や1923年の創

字社などがわが国における建築運動の始まりといわれているが，乙 れら

はまだサーク J レ的な色彩が強かった。もちろん戦前においても，新興建

築家連盟，建築科学研究会，青年建築家クラブなどのようにサークル速

勤のわくをやぶろうとする動きはあったが，いずれも国家権力によって

押しつぶされ，結実するまでにいたらなかった。戦後N A Uの成立によ

って，はじめて乙うした動きがより発展的 IC定着したのである。たとえ

ばデザイン運動のように限定された課題の追求ではな し また，同人道

動のようなわくもない建築家，技術者が自ら団結する乙とによって，技

術をたかめ，かっ，人民のための建設をすすめようとする ，社会の発展

法則にかなった運動として，その端緒をきりひらいた成果は十分強調す

るに値しよう。建築学会などの既成大団体は，戦後すぐは十分な活動を

するととができなかった。こうしたとき学会のたちなおりに果した N A

U のカは評価すべきものであろう 。また，乙れらの活動をつうじて，学

会や建築協会の組織 ，運営; の民主化をすすめるうえで大きな推進力とな

った乙とも乙乙 IC記しておく必要があろう。

もちろん . N A Uは歴史的な限界や問題点も多くもっていた。

A U  について，もともと考えかたも性格も異なる民主建築会と建築

文化連盟が統ーした，いわゆる " 大同団結主義" に問題がめっ たという

議論がいろいろな立場からなされてきた。しかし ，建築運動が単なるサ

ークル運動でない以上，思想，信条lζ とらわれず，技術を身K つけ，建

築を民主的に正しく発展させたいという要求にもとづいて，できるだけ

幅広く結集を求めるのは当然であろう。こうした点からいえば，単純に

大同団結主義を非難するだけで事足れりとする乙と はできない。とはい

え. N A Uが統一する過程で残したあいまいさは ，その崩壊の一因とな

った乙とはたしかであろう 。乙れ らは，当時の日本の民主々義の限界を

ものがたっているといえるかも しれない。

N A Uは，一時 8∞名の会員を もつにいたった とはいえ， その目的か

らすればまだまだ不十分なものであった。しかも ，日々 ，研究とか議論

といったものからはほど速い日常の仕事 IC追われている ，いわば下積み

の技術者の組織化について十分とはいえなかった。たしか IC. 建築技術

者の要求を とらえながら ，いくつかの活動を定着させてはいった。しか

し，乙うした要求を，具体的にどう実現していくかという方策をみつけ

るのには ，なお時期が熟していなかったのかも知れない。建築運動と ，

労働運動あるいは社会をかえていとうとする運動とどうむすびつけてい

くか技術運動と技術者運動の関連はどうか，乙れらを実践的Iζ 深めてい

くのは，むしろ ，今日あるいは将来の大きな課題であろう。
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関西建築文化連盟

設 立 趣 意 書

玖まれる戦争の結果敗戦国となった我国の現状はまととに惨

なるものであります。併し旧き日本の ζ の亡骸の上 I( 今や新

しい日本が建段されやうとしています。都市の荒廃，産業の破

担割 . 食tl 雛 ，インフレ， 失業問題等のおりかさなった我々を取

巻く現在の情勢は必ずしも楽観を許さぬものがあります。併 し

我々はあの旧い草悶主義的な圧倒のおもし が取除かれただけで

も，枝々 のJ l 1J途 I( 洋々とした希望を見出し，それとともに新日

本建股が我々自身の双同 I( 懸っているものである E とI( 限りな

いカの湧きたつのを覚えます。

目下の最大問題は何といっても E の新日本を建設して行く進

歩的な政治勢力の櫨立であ ります。 ζ れに積極的 IC努力する乙

とは我国民全体がまづ第一 I( 果すべき任君事です. 併しそれと 同

時 I( 建築人として. 1: の新 日本建般に対し我々の担ふべき仕事

は非常 I( 多く且つ重要なものがあります. 新らし い文化国日本

の新らしい生活文化，生活様式の創造 I( 建築家の果すべき役割

1; 1 極めて大きいのであります。又見終すと E ろ我国の主要都市

は何れも戦災を被 って廃嘘と化しています。 E の戦災地復興の

具体的内容たる建股が正しく行はれるか否かは我々の努力いか

んに魅っている所が多いでせう。 E れを正 しく導くた めに我々

は並々ならぬ努力を致さねばなりません。無輸n般の現史的進

展は政治の安定経済の復興の後 I( 来るものです。それまでには

なほ若干の時日を要するでせう。併 しとの大事業を担ふべき我

々にとっては E の期間はプラン タであるべきではなくて，ま E

とに一刻一刻の充実した噂備期間であるべきです. 技術的専門

的な深刻な研究による建築の具体擦の噂備はもとより，国民大

衆の中 l <: i U量I( 対する正しい科学的理解と積極的な意欲とを格

ふために我々は一刻を惜んで活澄な活動を開始すべきです。

それと同時 I( 長い聞の精神的な虚脱状態と技術的能力の荒廃

とから逃れ出るべく主主々自身も亦人間として一一それは余りに

も従来事Z々にかけていた一一そしてまた建築家としお互の水準

を高める ζ とI( 最大限の努力を注がね ばなりません。

守主々 は1 : I: I( 一党一派 I( 偏せず，また単 I( 専門的技術家の狭

い分野 I( 限る E となく . 広〈新日本の建築 I( 関心を持つ進歩的

な人々の自由な連合を我々 建築家を中心として組織し，混沌の

うちにお互のカを一つの積極的な動きの中へ結集して行く地慢

を作り 度 いと思ひます。 ζ 1: I( 取敢ず京阪神を中心と して関西

I( 在住する同志を以て「関西建築文化連腿」を結成する次第で

す。若々しい創造心を餓やしつつある建築家，その他の文化人

よ，我々の迎盟1(; ; ; 加せよ ，そして周を組んで新日本建設の道

を進まうではないか。 ( 1946. 1. 27)

創立総会に於ける声明書

関西建築文化連盟は，その社会啓破事業として ，昭和21年 6

月 ＱＷ 日から京都大丸 ｉＨｾ て復 興都 市災農を開催し ， 諸外国の都

市の写真， 将来の我園都市のあるべき姿 ， 京阪神三鶴市の改

造，復興案 および将来の都市住宅の段針図並 I( 模型の展示を行

ったが，その最終日 I( 当る 6 月22日，創立総会を行ひ，別項の

どとき声明書を決織 して全日本の建築関係符団体によびかける

ι ととした。

声 ・ 明 書

関西建築文化連明

⑨創立 I ( 際し速照会員一同より広くよびかける

新日本の nl l t l i 前途 I( 光明をみつつもなお普艇の遭を辿 りつ

つある。我々建築人も亦我々の関係する ζ の建築の領域で . 1:

の苦1 1 " を克服して未来を築かねばならぬ。それには E の際. 過

去の建築界がもっていた欠陥を清算するととが要求される。

多くの欠陥のうちでその般も大きく且つ強力であ勺たものは

建築界の金分野を穫っている封建的諸制度! と封建的意峨とであ

る。枝々は新日本態築文化創造の第一歩をふみ幽す I( 当って，

E の古き封建的なるものに対するたたかひを宣したいと息ふ。

そして之がために次の二つの要求をひろく建築関係儲団体 IC提

唱したい。

(1) 建築学会，日本建築協会などの古き伝統をもっ大団体に対

して

貧会等は過去の日本 IC於て多くのかがやかしい帯与をなして

来た。併し今や「日本 J 1ま線底からっくりかへゃうとされてい

る。賞会等が新日本 1<: 於て再び過去のどとき寄与をなす生命力

あるものとして生きんとするならば乙の際徹底的な脱皮を行っ

てほし L、。それは先づ第ーに一切の旧い指滞者役員の総退陣と

E れにかはる新しい時代の建設に積極的意欲をもっ若い人々の

畳周とによって着手される。 ζ の意味で貴会などの徹底的な人

医の刷新を要求する。

(2) 新しい時代を築かんとして生れ. 成長しつつある，民主連

築 会 ，建築文化連盟，住文化協会モの他多 くの新it 築家図

体i < : 対して

授らは建築界の民主主盤的革命を ζ の際徹底的に進行しなけ

ればならぬ@ 我々時間俸は今各々自己の主弧と方法とをもって

新しい処築の時代を築かうと図りつつあるが . 1 : の点について

は絞々 の意見は全く一致するものと恩ふ，従勺 てこの点につい

て我々は相共 ICカをあわせて建築界の旧き封建主畿 と派閣主義

足昧と非合理性を打破したい 。

Eζ 1<: 賞会などとともに L民主建築革新連盟1 を結成すると

とを提唱する

( 1946.  6. 23)  

- 資料 1 - 2川 川

日本建築文化連盟

綱 領

1. 本連盟は ，建築文化を通じて，人類社会の発展 I( 貢献する

E とを期す。

2. 本連却は ，友愛 IC結ぼれた相互教育的原理 IC立ち同志的結

合と ，建築技術の共用 ICよって反動性を打破 し， 建築文化

の革新的向上 1<: 尽す.

3  本連盟は ，その建築文化活動 ICよって. 1 : れから の日本の

社会一般が次のやうに発展する E と1<: 努力する .

1. 独裁主義を排して民主主畿へ

2. 暴力主義をやめて平和主義へ

3. 封建的経拾を脱して人間性の尊重へ

4. 神秘主義をすてて合理的精神の積立へ

5  資本主義制度を 倒して ，社会主義制度の建段へ

6. 国家至上主穫をすてて世界的人類主餐へ

4. 本連盟はその目的を達成するために次の事業を行ふ。

1  建築文化の研究と発aのため機関誌其他を発行し ，また

研究会 ・対輸会 ・展示会などを聞く

2. ｾ践 機関 として建築文化花関する計画共同体を持ち，そ

の実際活動のあるべき獲を形成してゆく

3. 建築文化活動を社会政策化するために，ジャーナリズム ，

ラジオなどを通じて社会 1<: 呼びかけ，又公朗展示会 . t  

習会などを聞く

4. 本連盟と社会的理惣を同じくする他の文化団体と提携し

て，協同の活動をする

5. 建築文化 IC関係する社会政策一般に深い関心を払ひ，必

要 IC応じて見解の表明，政治団俸との連絡其他によ り対

策の実現を期す

6  世界的建築文化への発展を期するため外国の建築文化団

体と連絡し憶力する

規 約

1. 名 称 本連盟は日本建築文化連盟と呼ぷ

2. 組 織 本連盟はそ の綱領の主旨に従って加盟する者

を以って組織する。新たに加盟したい者は ，

住所，氏名 ，験業を書いて本連盟 1<: 申込l : J . .

その承認を得て会員とな る。

会員で静退したい者はその旨連盟K 申出る乙

とによって辞退出来る。

3.  事 務 所 本連盟の事務所は本部を東京都本郷区元町 1

丁目 15番地乾元社内 IC置く，また地方 1<: は支

部を置く E とが出来る。

4. 経 費 本連盟の経費はその目的 1<: 質問する者から受

入れた帯付金および本連盟の事業収益金で ζ

れに充てる。

5. 委 員 1 本連盟に次の安且を自置く

常 任 寮 員 若 干 名 幹 事 若 干 名

Ili' 蛾 員 務 干 名

委員の任期は 1 カ年としl I l : 任を妨 げな

b、.

2  常任安員は常任妥且会を組織して本連盟

の綱領および規約により，また会員総会

の合議 IC従って本連盟を速営し外部 1<: 対

し己れを代 . &L . また一般的な事碕をつ

かさどる。常任妥員は会員総会の合議に

よって，会員の中から選任できる他 ，常

任' J i ) 員会の合般によ って，会員中から追

加選任する乙とが出来る。

3  幹事は常任安員会の下 IC本連盟の庶務 ，

会計 ｪｾ 他 ｉｃ 関する事務をつかさどる。幹

は常任寮員の亙遣によってきめる。

4.  ，平蟻且は会員総会および常任委員会 IC臨

時出席して意見を述べる。

5.  I平蟻員は常任妥員会の合訟によって，会

の中から遺伝される。

6.  会 員 総 会 会員総会は毎年 1 回開く但し常任寮員会が特

1<: 必裂と飽めたときまたは会員過半数の要求

かあるときは臨時 IC聞く乙とができる。その

事は出席者の過半数を以って乙れを決める

7.  常任委員会 常任餐員会は毎月 l 回以上 IC定期的 IC. また

必要に応じて臨時 IC聞く. 常任委員会は会員

の 3 分の l 以上の出席がなければ開くことは

出来ない 。またその議事は出席者の過半数を

以って乙れを決める。

8  事業委員会 本連盟の綱領 IC示された事業を行ふために各

事業別 IC' J i ) 員会を役ける。本' J i ) 員会は常任餐

員の互還によって決め，各種の委員を兼ねる

とと が出来る 。また必要 IC応じて一般会員 IC

臨時察員を餐嘱するととが出来る。

9.  規 約 の 変 更 本連盟の混約は会民総会の合践によって変更

する ζ とが出本る。

- 資料 1- 3川 川 川1川

日本民主建築会

結成のよびかけ

眠りから 目覚めよ 建築家 f

「々へるとと 」を得なか った( 考へ得るカ IC溢れながら〉 建

築家.r. 君 !

今われわれは考へる事ができる 。

国民の飢餓とともに興ふ住居の苦しみについて，国土. t B市

村への建築家の考へ方 I( ついて ，封建的な生産機憎の正しい

発展への革命 IC対して ，忘れられた正しい技術の教育について

企業及資財のまともな運営，建築行政の方向について，真の民

主題策の企画とデザインと建設の行はれ方について ，民衆への

築文化の啓京のされ方について。

いま ，われわれは考へ得るようになった.

民主連築会猶備会はこれらの ι とがどうしたならば正しい方

向IC向き実際 IC行はれ得るか，多くの仲間との半肢を超える 倹

討によって . いよいよ行動 I( うっし得る時慨に至ったと自覚す

る.

民主建築会は何所までも民主的な建築家の集団であるから端

備会で揃へた膳をならべて其処へ坐って下さいと君ふのではな

い。用意はあるが其処へ集った諸兄の針I l ICよ勺て成立し得る

ものである。

民主建築会は反動的でないす べての建築団体 ・文化団体と対

立しない。それらと出米得る限り協働する。

また今日まで兎角孤立で独甚だとされた友達の出米ない芸術

家はだのデザイナーも民芸を跨る建築生産の偲当者，現場の技

術者も，高踏的 I( 見られた都市計画の専攻家も ，技術t世界 lとく

らいとされる官庁勤務の青年建築家でも ，みんなが入るととが

出来，その人速によって構成されるべき会である . 乙 れらの人

たちは建築家としての何んな乙とについても考へるととができ

るのである。

鶴市の住居の問題も. 資材の適用上の混乱も ，企業上のなや

みも，真の民主的連築がどのやうなものであり ，どう建てられ

る"1きか ，国民 IC建築を理解 させる E とがいかに必要か ，それ

はどうやって行はれ得るか。

すべて考へる E とが出来る。

正しく考へ得られた E とは楽団の力 ICよってのみ実行 IC移さ

れ得る 。

言ふまでもなく ，それは御念仏のように繊返し送られる慢関

誌と ，鎖も知らない幹部の企扇と，仲良しの小グループのカで

は行ひ得ない乙とである。

われらはそのようなものでない組織を考へている。

民主的建築家の結集された力を生みだすものは儲君自身であ

る。諸君の技術者>l 径感と良心と符である( 1946年 7 Jl 8 日)

規 約 ( 案 〉

( 日本民主建築会準備会 . 1946. 7. 13 r民主1J 臨時号より〉

名 称 日 本 民 主 建 築 会

目 的 建築界の民主化! ( より勤労大衆の袈求する建設の実

現

会 員 目的 IC同意し綱領 IC賛成し会貨を納入する者は会

となる。会員は目 的推進のため金活動に怠加するまE

Z告と権利がある 。活動は餐員会を通じて行はれる。

事 業 1 . 行動禍領実現のための持活動

2  誇t国査 ・研究会 ・講演会 .m座 ・展覧会など

3. 険関紙其他出版物の発行

働 関 大会 ・幹事会 ・委員会

1. 大 会 会 の 燈 高 議 決 機 関

A  定期大会 ( 1月. 7月) 会員の 2 分 1 以上の

出席 I( より成立し議決は過半数を以って決定さ

れる。

1. 会の経過報告

2  事業計図

3  予算決算

4  会長 ・副会長の選挙

5.  幹事を各蚕員会単位 IC遺伝

6. 規約の改正

B  臨時大会

1. 蚕員会の議決 IC依り ，会長 E れを会員 2 分

の l 以上の賛成を得て錨集される。

2  幹事会の議決を得て招集される 。

2. 幹 事 会

大会 IC次ぐ: : l 決機関で l カ月 l 回開催される。

品委員会より I 名以上の幹事の出席により成立

し出席者の過半激をもって決定される。

1  大会より委任された事項

2  大会 1<: て決定された方針の具体化

3. 大会の招集及t草案

3. 餐 員 会

会活動の推進体で全会員を以勺て特定事項の逗

営をなす 。

- 中失部

品委員会より l 名以上の幹事を以 って鴇成され

る，対外交渉に於ては本会を代表す。

1.  事着局を指草する。

2.  蚕員会の諸活動を推進し日常会活動の這営
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を図る。

・事 務 局 IC は

総理事館 ・翻1i. 研究部 ・組織宣伝部 ・'li; 色部を置

- 田 長

大 会 ・幹事会 ・中央部会は会長が当る e 会長事

故あるときは副' 会長がやる。

. 役員

会 長 1 名

Iol rJ 会長 2  名

幹 事 若干名

役員の任期は 6 カ月とする。

. 会 計

会の賞用は会員の負担とす。年制36円として 2

期 11 : . 分納出来る。

寄付は幹事会の i %t' を得てそける。

宣 言 ( 草 案}

( 1946.7. 13 r民辿」臨時号より〉

全日本の建築技術者 ・科学者 ・学生諸君 1

廷に吾々は結151ζ 対し心からの歓ぴと友情をこめた校oを送

る。再々の手 11 : . 依る吾々の組織「日本民主建築会」が述に結成

された。廷に建築界の新しい力としての行動を開始する。

現下の徴動する社会情勢のもとに絵ゆる反動勢力に佑抗して

新日本再建のために民主的勢力の強大なる結集乙そ由民的諜凶

であり同時に醤々建築人としての任窃である。

苔々の同胞は今，食と住との飢鰍のためにその金生活体を骸

1現されつつある。住宅建設が遅々として進まない都市再也 ・農

村計画 ・国土計画の一切が混迷のうちにある。 E の原因を取除

き勤労大衆のための述鮫を鎚裂し実現する E とが絶対に必要で

ある。

吾々は建築の傾域内 iζ 於て今己そ吾々 の伎術的科学的努力をこ

の一点に集中t _ ， ζ れが具体的運動として音々の行動綱銅を強

力 Iζ 展開せねばならない。

然し問題は単に技術のみを以て解決する ζ とは出来ない。そ

れは経済と政治に直結されているカ らである。凡ゆる分野に於

ける民主的団体との協力を必要とする.

自民発しつつある民主戦線の一環として吾が H 本民主建築会は

其の目的を達成せんとするものである 。

新日本の民主的建l I t 連成のために !

勤労大衆の要求する建設を実製するため 1

1946年 7 月 13日

日本民主雄築会

行動綱領 ( 案 ) ( 向上)

( 組 織) 建築技術界相互の大衆的組織的 l:.l m

越築技術者の民主的団結

建築技術の強力なる総合推巡

( 行 政) 技術者の創意 ｉｃｾ＼ 雄投へ の怠与

反動的技術陣の革新断行

官僚的統制峻構の改廃

住宅供給に対する緊急なる促進速動

建設計画κ 対する科学的具体策の縫巡

〈生 産 ) 封1主的生産体制の改革

企業資本家の生度サボ糾弾

資 材管理の徹底化による繊流し ・! 日の倹減

新 資 材 ・新構造の探究

新らしき処築生産方式の樹立

( 文 化 〉 民主建築文化の啓i話実践

民主 総 築理念の樹立とその主主ぷ実 ｉｾ

教育研究の封建 的割拠主獲の打政

労働者の技術水恨の向上と菅沼化

- 資料 1- 4川 川 川 川11111111111111柳 川 111111川 1・' " 川 川 川

「住文化」協会

趣 意 書

此度住文化協会設立セン トスルニ当リ，当協会ノ 起 旨 ヲ広ク

江湖ノ諸君ニ訴へ，積極的ナ御支援ヲ仰ガン トスルモノ デアリ

マス。

当協会ノ本質ハ単ナル建築関係技術者ノ集団ヂハ ナク各方面

ノ文化人ヲ糾合シテ一般勤労者ノ住文化啓iVJ ヲナ ν ，終局的ユ

ハ会大衆ノ住居問題ヲ解決セントス J レ社会連動デアリ マス。

抑々従来住居問題ニ対スノレ無数ノ研究論議ハ現下ノ実状 ニ即

セズ且 ，生産事情ト遊簸セル技術論ニ終始シ ，又群生シ ツツ ア

ル住宅金社ハ其ノ公益的意義ヲ会 7 没却シ無続出1ナノレ鐙，勤労

者十無縁ナ売家住居ノ乱立ヲ見" / ' ' / アル実状ユアリ マス。

国家的事業トシテ出発セル住宅営団ノ如キモ目的ノ 「バ ラツ

7 j 建設ニ追ハレテ住文化ノ実質的啓談ニハ- ! ) >モ 前進 セズ，

E 偲市復興ノ計画的意図ノ下ニモ活動シテ居日マセン。

i軒ノ如ク勤労者特ニ戦災者ニ取、ノテ緊急ナ問題ガ未解決ナ健

ニ放置サレ何等革新的ナ方途スラ措ゼラレテ居ナイ 理由ハ，例

ヘ パ土地i / . 有カラ来 J レ障害ニ何等ノ検討ヲ加へズ，且ツ個 人 /

住宅私有欲ニ追随 γ テ無批判的ニ之ニ高賞ナ住居ヲ 提供シ ，以

テ大衆ノ求ムル廉価ニシテ共同的ナル貸家住居ノ 建設方途ヲ 投

却シテヰルカラデ 7 9 ..，.ス。

吏ニ技術的ニハ不経済ニシテ粗悪ナ素材ヲ以テスル伝統的構

造方式ヲ踏明シ ，建設後モ何等修理改善ヲ箆サズシテ主主置シ，

終ニハ将来ノ「スラム J ヲ再ピ形成セントスル状勢ヂアリ マ ス。

又資材連絡ノ面カラ見ルトキ，一例ヲ木材ニトルモ現下ノ山

林事情ハコレ以上ノ伐探ヲ許サズ，木造ニ代 J レ資材 ト可及的少

ノ道輸貴ヲ要求 γ ，之ガ対策ハ最早ヤ一日モ観過 スJ レ事ハ出

来ヌノデ 7 9 マス。

此処ニ{ 主生活ニ綬本的ナ検討ヲ加へ J レト共ニ，ソレ ユ対応ス

ベキ一般大衆ノ新タナル生活ノ容器容良トシテノ住居家具ヲ大

量ニ急速ニ而モ住文化ヲ理忽トシテ建設セネパナラ ヌノデアリ

マス。

断 γ テ問題ハ都心ニ於ケル集団住居ヤ ，郊外ニ於ケル「グ 一

ドルング J ガ再認識サルベタ ，又雌山漁村ノ既往住居 ヤ，帰農

者住居ニ早急ナ対策ヲ樹ツベキ焦眉ノ急ニ迫ラレテ居日 マス 。

以上ハ社会運動 f O/ テノ共同組合ヤ，労働組合十 密接ニ結ピ

付イテ解決サルベキ問題デハ 7 9 " < スガ，主主ニハ技術者文化人

ノ再思撒再教育ニ出発シ ，勤労大衆ノ住文化向上へノ啓紫 ヲ計

9  ，費者，地主ノ覚醒ヲ促シ，根本的ニハ国家政治へノ一矢ヲ

報イントスル文化運動デア日マス。

協会ハ此処ニ以上諸問題ノ具体的ナ解決ノタメ ニ左ノ事業ヲ

行ハウトシマス。

記

1. 雑誌「住文化J ノ発行其他寄宿， rラヂオ j ，新聞，映画

ニttvレ啓譲宣伝

2.住生活相談所ノ開設ニ依テ住生活ノ相談ユ応ク ，特ニ台所

設備ノ合理化ニ依ル主婦ノ台所ヨ Y ノ解放

3. 住宅展示会，展覧会ニ依テ住セノ科学的合理化 十ソ/ 共同

施設化ヲ促シ，住生活ノ立式ノ強化，家具ト住居 トノ一体

化 ， ソノ生活用具化，機能化ヲ具現スル

4. 工湯生産化ヲ促進シ，住宅集団化ヲ針日以テ住宅及家具ノ

続格化，廉価ニシテ急速ナル供給ヲ計ル

5 標単位居，アパ - f ，フラ γ ト，! I ! 団住宅へ ノ企画役計 ヲ

ナシ ，新興材料ノ活用ト之ユ伴 7 新ゾキ構造ノ 実範普及ヲ

ナス

6.勤労大衆 ト住居関係事業体 トノ直結ヲ 2十日 ，共同組合運動

等ヲ助長スル

7. 住居関係産業ユ於ケル封建性ノ打倣ト進歩的生産経営方式

ヲ箇ス J レ

8 技術工ノ養成並ニ 技術者ノ再教育ノ為メ進ンデ 掠師ノ派

，講演会ノ開催等ヲナス

9 戦災者住居ノ急速ナル建設ニツキ輿論ヲ喚起シ政府，政党

其他国体ヲ協力セシム

10. 現在ノ 資材 ，資金或ハ法規等ニ関スル各種ノ硲路打開運動

ヲ行 7 以 上

昭和21年 2 月

各 位 「住文化協会 l 創立蚕員一同

規 約

1. ' 本会ハ住文化協会トイフ

2. 本会ハ本部ヲ東京都ニオ ' り 地 方 ニ 支 郎 ヲ 設 ケ ル コ トガデ

( 労 働) 建築労働者及技術者の民主的動労体制の研究及惟 キル

進 3.  本会ハ住居 ヲ中心トスル文化路要素ヲ総合シ住文化ノ革新

ヲ期スルトトモ ニ，特ニ勤労者ノ住宅問題ノ解決 ナラピニ

活動方針 住文化ノ向上ニ資スルヲ目的トスル

委 員正会 L  建築勤労者職階対策委員会

2.  戦災都市復興対策妥員会

3. 建築文化啓蝶餐員会

4.  建 築 自由晴座1! /1備委民会

5. 建築生産改革蚕員会

事業計画 1. 建 築資討の運営

2. o韓関紙の発行

3.  建築の 自由清盛

4  民主的処築の設計 ・施工の組織運営

5. 調査 ， ｴ ，ｴ論会 Ｎ ｾ演会 ， 座絞会 ， 展覧会

82  

4. 3 ノ目的ヲ逮スルタメ ニ次ノ ljJ: 歩ヲスル

(イ 鶴市計画ノ誇要素ニ関シ佳文化ノ総合的見地 ヨリスル研

究〈人口 ，衛生，教養等)

lロ) 動労者 ノ住 居問題解決ニ関スル研究，立案 ，実施ノ従道

(11  緊急住居政策ノ推進

(21 犠単住居，アパート ，集団住居ノ総合的研究 ，企画

(31 育児，炊事，清掃等/ 設備ノ合理化ト新生活様式ノ動j

造

(<11  tl 山漁村ノ住唱改造ニ関スル研究ナラ ピニ ソノ推進

(51 諸外国ノ住居政策ノ調査ナラピニ研究

川 住宅関係産業ノ企業形態ニ関スル諸問題ノ合理的解決

〈右下段へ〉

- 資料 1 - 5川 川 川

全日本建築民主協議会

規 約

1. 目 的

第 l 条 ι の協援会は，日本に於ける建築界の徹底的民主化の

ため IC. 民主的強策諸国体の述紫を図る乙とを目的と

する 。

2. 構 成

第 2 条 ζ の協議会は，建築に関係ある民主的諸国体の怠加 11:.

よって情成され事泊所を東京邸 lζ おく。

3. 事 業

第 3 条 E の悔必会は次の事業を行ふ。

イ. 建築界の民主的組織化活動。

ロ. 悠築界の民主的結集勢力としての対外接 i!li。

ハ . 惣築文化活動の成果を反映させるための建築実窃

活動の促進。

ニ 建築活動の民主化 lζ 必要な調査研究及び立議。

ホ. そのほか建築界民主化のために必要な鶴活動。

4 組 織

第 4 条 乙の協議会 I C #加する団体は評議民各 3 名を出す。評

銭員は評E農民会を組織する。ただし決議梅は I 間体 Iζ

っき i 甥とする。

第 5条 秤E轟貝会は ζ の協議会の厳高決議機関である。評議員

会は毎月 l 回以上例会を開催する。

第 6 条 評議員会は若干名の常務蚕員を選出する。常務安員会

はこの協議会の執行機関である。

S. 経 費

第 7 条 乙の評議会の経質は次の収入によってまかなはれる。

イ. 各容加団体の分担金

ロ 事業収入

ハ 寄 附 金

ニ . そ の 他

怠加団体 1946年 9 月現在

以 上

(1946.9. 13成立)

日本処築文化述1 W， 日本民主総築会，伎文化協会，

関西池築文化連盟，割l市計爾懇談会( 連絡中) .  

都市文化悩会( 照会中) . 日本インターナ戸ヨナル

建築会再建単備会〈照会中)

- 資料 1- 6 '・' " 川

新日本建築家集団 ( N A U) 趣意書 (1947年 6 月)

建策が支配階級のために考へられ，つくられる時代は過ぎ去

った。

われわれは今日の建築生産を見るとき再処 日本の池設がいま

だ大衆のものとして行われず，むしろ大衆の生活から続れてい

るため ζ れが国土の 復興をおくらせているのを認めないわけに

はゆかない。そして迎 股を担う技術者として ζ の矛盾に償 りと

任とを感ずる。

われわれは乙のような現状を打破勺て，建築を. k . ! K のものと

するために ，乙れまでに職場や地壊においてグループを組織し

ていろいろ努力してきた。 しかし E のグループがサ ロン的なも

のであったために大きな成果をあげる乙とができなかった。そ

の悶 IC雄投の方向は少しも赴正されず，他の政治的経済的符条

件とともに ，大衆の生活の崩唆，国土全体の危慨をもたらそう

としている。

正しい I.l! 段は一日も早く始められなければならぬ。われわれ

は直ちにその災現に努力しなければならない。われわれの必要

とするのはわれわれの愈見を正 しく政治に反映させるための強

いカであり ，それを生み 出すのは大きな団結だけである。

われわれはC . C. IC小さなグループのからをすて，全国の同志

とともに真 lζ 民主的建築技術者の団体として新日本建築家集団

を結成し，他の民主諸国体や倣界の進歩的建築団体と連察 して

新 しい日本の建築を真 lζ 働 く大衆の建築として発展させるため

にわれわれ全郎のカをととに結集する。

〈左下段より〉

(11 住宅関係産業ユ於ケル封態制ノ打舷ト進捗的企業方式

/ 樹立

(21 砧築資材/ 官僚的統制 機構ノ打破ト関係法規ノ術祭化

等

(斗 機関I H佳文化 j / 発行，ソノ他住居オヨピ住生活/ 革

新ノタメ ノ 啓 ｾｩ￭ 伝

側 ソノ {也目的達成ノタメノ事業

5.  本 会 / 趣 旨ニ賛同シ，所定ノ会費 ヲ納入スル倒人オヨピ図

体ヲ モツテ会員十スル

本会員ハ本 会ノ事業ニ多国シ， 縄開誌ノ配布ヲウケル



- 資料 I - 7"川

新日本建築家集団綱領

われわれの建築運動は過去の運動の遺産をうけつぎ，さらに

それを現在の情勢の中で発展させ「日 本人民による民主日本の

lJ!I!l' J I C U築技術者とし て怠加しよう とす るものである。

綱領 1 建築を人民のために建股し人民の建築文化を創造する

住宅や学校をはじめと して人民の生活を向上し帯摘にするた

めの一切の建築は政治，経済，技術上の多 くの原因によってそ

の建設を阻まれている。われわ れはE れ等の原 因を打 ち破りそ

の実現を期する。人民のための建築はまた鍋人の解放を達成す

るものでなければならない。乙 れ らの実践を通じて高い人民の

築文化を具体的 IC創造する乙と ，乙れがわれわれの速動目標

である.

綱領 2 建築についての総べての問題在大家の中で解決し実践

する

雄築についてのいろいろな問題を建築技術者だけで解決しよ

うとするのは誤りであり，また不可能である。住宅問題から往

策生産問題までの総べての実情はそれを明らかにしている。わ

れわれは啓蝶活動，実践活動を通じて建築の問題を大衆化し ，

大衆から学び，大衆とともにその解決を求める。労働組合 ，

民組合 ，市民団体等との連繋は E の場合特 11:軍事Eである

綱領 3 建築界全般を掩う封建性と反動性を打破する

建築の生産方式がおくれているために建築界全般に特 IC強い

封建的な性格が残っている。そして手工業的な生産技術と不合

理な何段階もの中間搾取の形態は逆 11 : 建築の生直カを停滞させ

その発展を阻む。己れ 11 : 照応して伝統主義 ，芸術主. . 事大主

義その他一切の反動建築理論が績行する。しかも一方に建築の

生産及び文化の全面にわたって特権的な独替の官僚統制が進み

教育や研究は現実と遊離した形式主設のア カデミズムと化しつ

つある。われわれは次の各項を実践に移 して急迫j l C 1 : の現状を

改革しなければならない。

1  ｬｊＡｾ誕生産組織 ， 経営組織の近代化

2  建築生産技術の機域工業化

3  伝統の正しい批判および燃取を基礎とする科学的建築理踊

の確立

4  建築生産の民主化と人民のための建築を保障する建築立

法 . l J ! 築行政の実現

5  建築技術の教育および研究機関の民主的実践的改革

綱領 4 建築技術者の解放と擁磁のために闘う

封建性の強く支配している建築界で処築技術者はその網の自

に縛りつけられている。施工l J ! 築技術者は血縁的観分子分的な

精白組織 11: . 股制 建築技術者は徒弟的芸術主畿的事務所形態 11: .

l J ! 策行政技術者は腐敗した官僚の支配下 11: . 建築教育科学者技

術者は絶対主益的師弟関係 11:. 1 : の現実は建築技術者にその操

すべき社会的任務を忘れさせ，さらにその生活は破綻 11: 導かれ

て行く。われわれは職渇の労働組合その他の斗争と協力しその

束縛を解決し自己の技術を自由 11 : 発展させるためにその生活備

を擁鈍する。

綱領 5 全国にわたる建築鏡術者の組織的結集を実現し，さら

に海外の建築技術者の進歩的運動と樋悔する

われわれの運動を照られた地場聡場だけで推進する E とは不

可能である。全国の広汎な建築技術者の結集，支部組織の確立，

企図的規模の速動の展開は目的遂行の必須の条件である 。また

海外で行われている 辿築技術者のいろいろの迩動との鑓携は早

急 l1: j I . ! 現すべきであり . 1 : の実現はわれわれの連動の大きなカ

をもたらすであろう。

綱領 d 人民文化建般のために闘うすべての運動と憶力ずる

日本全土すべての分野にわたって民主日 本の稽立をめざす速

動が展開されている。 ζ れらの運動が建築技術者の協力を必要

とし ，またわれわれの運動がそれらの運動と速察する乙となし

に推進する乙とが不可能である ζ とはあきらかである。われわ

れは日本民主主義文化連盟の加盟国体として文化運動の一翼を

になうとともに ，その他の其の民主的運動と積極的 11: 健携し，

民主 日本の文化建設に向って努力するものである。( 以上〉

(1948年 7 月10日〉

編集者注. . 本号 11: 収録の資料の文章は原文のままですが，一部

新字体 11: 直 したと乙ろがあります。たとえば. r此の」 →「己

のJ . r困 鰻」→ [ 団体 J . r聯盟」 → 「連盟J . r総書」→

「総会」とい ったぐあいです。

一一一一一一一一一一目

新日本建築家集団 ( N A U) 規約 0967. 6. 28)

1. 名称所在

第 l 条 ζ の団体は新日本建築家集団 N E W A R C H I T E  

CT ' S  U N I ON  O F  ] A P A N  ( 略称新建N ・A '

U ) という。

事務所は東京都におく。

2. 目 的

第 2 条 集団は建築活動の民主化を図り正しい建築文化を建投

し普及する E とを目的とする。

3 事 業

第 3 条集団は上の目的を連成するため次の事業を行う。

(11 建築界の民主的組織

(21 建築民主化のために必要な調査，研究，立案

(31 会員の調査研究の交流と援助並びにその普及

(41 研究発表会 ，座談会，封筒会，講習会，見学会，展覧会

などの関係

(51 民主的遇策立法実現のための活動

(61 圏内の民主主義文化団体ならびに海外の建築文化団体と

の提携協力

(71 会社工樋学校雌村などにおける団体の文化活動援助

(81 機関経その他の出版物の刊行ならびに友好的事業 IC対す

る積極的協力

(91 その他集団の目的を速成するために必要な事業

4.  組織，機関，運営

第 4 条集団はその綱領線約に賛成する建築関係技術者 11: ょっ

て構成される。

第 5 条集聞は専門部会( 都市計画部会，住宅部会，建築理論

部会，建築生産部会，建築行政立法部会，建築史部会等) 及び

連絡涯をおく。専門部会は集団の綱領実践の基本組織であり

総べての会員は原則としてその一以上 Ｑ ＱＺｾ加しなければなら

ない。専門部会は会員の要求があり，常任委員会の車留を得

たlJ !合 11: 設ける ζ とが出来る。辿絡班は同一地区又は経営研

究所学校等会員三名以上あるとき設ける

第 6 条集団の股高機関は総会である。総会は毎年一回以上関

き集団の活動方針事業計画その他の必要事項を協議決定す

る。但し規約の変更その他の重要事項の決定には出席会員の

3 分の 2 以上の同意を必要とする。

第 7条集団は総会において会員中より常任委員長，事着局長

各 l 名，常任r ; l r) 安員長 2 名，常任雲員若干名を選出する。事

務局長は常任安員とする。役員の任期は 1 年とする。常任妥

員長常任妥員は常任ｾ員会を組織し原則として Ｒ 週間ＱＱＺ Ｑ 回

定期的な会織を聞く。事務局各部長は常任委員会 11 : 出席する

ｅ と が出来る。常任ｾ員長は内外 Ｑ ＱＺ対して集団を代表する。

ｭＸ 条 常任ｾ白会は総会の決議 Ｑ ＱＺ必き会務を執行しまたは緊

急事項をその貸任において行う E とが出来る。但し総会の追

認を必要とする.

第 9 条 常任蚕員会は日常の11 ' 書留を処理するため ，そのもとに

事務局をおさ事省局長乙れを統括する。事務局の組織は総務

部，調査研究館，組織宣伝部，車業部，編集出斑部. 財政部

などとし ，それぞれの貨任者には常任望書員または常任妥員の

推薦によ。て常任寮員会が承認する会員が ｅ れに当る。事ｾ

局員は常任寮員会の織決により有給とすることができる。

第10条 会員数名が共同で行う調査研究立案実施その他の計画

について常任餐員会が認めた専門安員会または常任萎員会が

必袈 と認めた 事 事 ｩ につき会員 Ｑ ＱＺｾ倒して構成する専門委員会

は集団の公認とする。

5.  加入，脱退，除名，加入賞，会費

第11条集団への加入及び脱退は常任餐員会または地方支部常

任餐員会のゑ毘を必要とする。会員が集団の綱領規約 11: 反す

る行動をしたり会員としての裳獲を行わない場合i ( は ，総会

の議決によって除名することができる。加入賞は拾円 ，会貨

は l ケ且 怠拾円とする。但し学生貨は弐拾円とする。

6.  地方組織

第12条集団は各都道府県または軍要郡市 11 : 地方支部をおく E

とができる。支部 11 : 関する締約は集団の綱領に基き支舘総会

で定め集団常任餐員会の本符を得て成立する。地方支都は会

費中 の拾八円を . 1f I . 1 . . 学生は拾弐円を本部貨 とする。

7. 経 質

第13条 集団の経費は加入賞， 会費， 事業費，寄附金 ，モの{ 山

をもって当てる 。

8. 附 則

第14条 日本民主雄策会ならびに日本建築文化連盟は集団の成

立と 同時11 : 解散しその会員は集団の会員となる。

事15条 本 規 約 は 昭 和22年 6 月2沼日より実施す。

規 約

- 1949 ・6 ・5 改正一

I  名前 ・目的 ・仕事

第 1 ;条 名前 ζ の団体は新日本建築家集団 ( N ew A rchi -

tects'  Uni on  of  ] apan 略称 . .新ll! . NA U) という

本部は] l ! 京都におく。

第 2 条 目的 集団は日本の建築活動の民主化をすすめ正しい

III 祭文化をつくりだしそだてる E とを目的とする。

第 3 条 仕 事 集団はその目的をはたすため I( つぎの仕事をす

る。

1  建築界の民主的組織化とそれにゃくだっ悶査 ・研究 ・立

案 ・ ｾｾ

2  建築技術を高めひろめるための調査研究 ・立案 ・啓

3  民主的建築施訟をすすめるための活動

4  建築立法を民主化するための活動

5  j車属 ・職場 ・農村 ・学校などの文化活動への協力

6  園内と世界の民主的文化団体とくに建築文化団体との連

絡協力

7  会員の調査 ・研究 ・創造的活動の交疏m助とその普及

8  研究会 ' 111演会 ・講習会 ・討論会 ・盛絞会 ・展覧会 ・見

学会などの開催

9  険関紙 ・皆、そのほかの出版物の刊行

友好的刊行事業への協力

10 そのほか集団の目的をはたすために必要な仕事

H 会 員

第 4 条 入 会 集団はその綱領 ・規約 11 : 賛成するものを会艮と

する。会員 11 : なろうとするものは，きまりの申込書 11 : 入会金

10内をそえて申込み幹事会の承包をうける.

第 5 条 活 動 会員は部会 ・班そのほかの活動 11 : くわわり総会

で決後指をもちユユースそのほかの配布をうける。また集団

および友好的出版物の優先制引鵬入などができる。

第 d 条 会 費 会員はきまりの会貨をおさめる. 会費は月 30円

とする

第 7 条 退 会 除 名 退会したいときは事務局にとどけでる。

会費 6 カ月分以上滞納のときは中央餐員会 ICはかり退会とす

るE とができる。会員が集団の綱，J i . 規約 ICあわない行動を

したときは総会の決議で除名される

第 8 条 維推会員 集団はその綱領 . !.f!約 IC賛成し集団の財政

的援助をする個人または団体を中央餐員会の承偲によって維

持会員とする。維持会員はニュースそのほかの配布をうけ集

団の催し IC加わる E とができる。維持会員の金貨は年一口

20∞円とする。

E 役 員

第 守条 役 員 1  Ｉ集団 Ｑ ＱＺ役員として中央ｾ員長 ｬ 人 ， 中央副

安員長 4 人以内 ，幹事長 I 人，中央寮員若干，幹事若干，会

計監査 2 人以内をおく。 2 ) 役員はすべて総会において逮ば

れ ，その任期 1;1. 2 年とし毎年その半数を改選する。ただし再

任は妨げない。摘充役員の任期は前任者の残期間とする。役員

はすべて後任者の決定までその任趨をはたさねばならない。

第10条 中 央 委 員 長 中央副委員長 中央餐員長は集団を統轄

し総会 ， 中央委員会を招集する。中央日 ｲＩｾ 員長は中央委員長を

たすけ中央ｾ員長にさしっかえのあるときその代理をする。

第11条 幹 事長 幹事長は幹事会を代表し幹事会を招集し集団

の仕事の執行を統轄する。

第 12条 中 央 委 員 中央委員は中央ｾ員長，中央日 ｲｊｾ 員長をた

すけ旋回の仕事を処理する。

第13条 幹 事 幹事は幹事長をたすけ聾図の仕事の執行にあた

る。

第14条 会 計 監 査 会計監査は集団の会計事勝を随時調査し中

央妥員会および幹事会1 1 : 出席して意見をのベる己とができ

る。

JV 機 関

第15条 総 会 1 ) 総会は集団の最高決議機関である。総会は

中央餐員長が招集する。定期の総会は毎年 6 月 ICひらき会

のY a. 支郎 2. 中央委員のY a. または幹事会のいずれかが必

援 とb とめたときは臨時総会をひらく。総会はその期日をす

くなくも 1 週間まえに目的事項を示して会員1 1 : しらせ，会員

の% 以上の出席で成立する。欠席のときは寮任状によって議

決 IC加わる乙とができるが白紙蜜任状はみとめ られない。

2  ) 総会は集団の活動方針，事業計画 ，予算決算，役員の決

定そのほかの乙とを審議決定する。蟻決は出席会員の弘以上

の同意を必要とl . . . 規約の変更など軍要な ζ とをきめるとき

は% 以上の同意がいる。

第 16条 中 央 委 員 会 集団 11 : 中央餐員会をおく。中央委員会は

中央蚤貝長 ，中央副委員長，幹事長，中央餐員および幹事で構

成し，総会のあいだの集団を代表する決織機関である。中央

ｾ員会は毎月 ｬ 回以 上 安員長が ｦ 召集し中央蚕貝のＥの出席で

成立する。中央安員会の活動は総会 11: 報告しJ P- . Wをうける。

第 17条 幹 事 会 集団 11 : 幹事会をおし幹事会は幹事 長と幹事

で情成l . . . 総会中央委員会の決議にしたがい集団の仕事を執

行する。

第18条 事 務 局 幹事会のもとに事務局をおき日常の仕事を処

: e . l ! する。事務局長は幹事長が乙れを兼ねる。事基督局は総』車部

. 財政部 ・組織部 ・事業都 ・調査偲 ・研究郎 ・編集邸からな

り. それぞれの覧径者は幹事会で決定し中央安員会の承認を
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N A U Kの非戦災感謝記念塔設計反対声明

持 啓 時下興涼の候貴下益々御清栄の御事と存じま す。

さて，さきに京都市の一郎有力者により企図せられた非戦災

感J l I 記念塔なるものは「京総市をして爆躯より免れしめた ア

メリカ 合衆国の事官民の御高恩に対する市民の感謝の意を永久

に記念すべく京邸駅頭の大広場を劃して一大記念塔を建設しよ

う」との意図によるものでありまして，目下 i昔々とその下僧備

を完了したあげく， c . れが設計々画家を広〈募集する運びに迄

立歪りました。以下声明によっても明かなる如く ， その劣恵，

!I:I策， まさに一笑に附すべきものながら ，之が実現の晩には，

単 iζ 点畠幻li のみに止らず，広〈日本国民として ，侵略主義戦争

の恥の上! 虫をれいれい し < ，不滅のモニュメントとして，京都

市の玄関の空高くそびえしめる E とになり，ま ζ と IC絡余なら

ぬ事態として，既に各方面よりの強力な反対意見の渦をまきお

ζ しつつありますが，われわれ建築家としてはとくに設計応募

反対にその量採をおいて， ζ れが実現反対運動 IC遁進致したく，

以下の声明はすでに当事者 IC手交致しました。何とぞ貨下にお

かせられでもこれが御協力を切に 御願い 致 す次第であります。

非 戦災感 謝記 念f菩股 針反対声明

本郎史上まれに見る社会的愚挙として心あるものを l暗然たら

しめた非戦災感謝配念場の雄投計画は喧々雄々たる与論の償撤

反対の戸に耳をおおって既に地政祭を行ったあげく今回更にそ

のl ' i : 計計聞東を公募せんとしていると聞く。京都市をして非戦

災剖I t fi たらしめたものは，長い歴史を通して保存育成せられて

来た貨車な文化財の故に他ならぬのであって ， その非戦 災の線

元ともいうべき文化財の修理，保イFが現下の緊急事なるを顧み

ず ，之を旋施のままに打すてあ るいは吏に文化1 : 1 1 市を以て 自ら

任ずる京邸の鶴市It 隙能の復興発展 ，あるいは住 IC家なき人々

の為の住宅処設などをしり自にして一定念搭のために 15ω 万円

の巨貨 を投ずるという事がいかにおろかな行ぬであるかは全く

論ずる余地のない処であろう。これは全く本末傾倒せる手段で

あり ， 徒 ｉｃ 後世の笑ｾとしてその巨大な健体を永く白日下に曝

すにすぎぬものとなろう。かくも世界 IC鎖倒なき怨劣にして無

意味なるモニュメントを投剥せんよりはむしろわれわれ建築家

はいさぎよくその織をなげうっ E と に チ A ウチョせぬもので

ある。然るにその般百十2監は今やひろく全国 IC求められようとし

ている。 ι ζ I C於てわれわれ車両日本建築家集団 ( N A U) は 全

国の良治ある建築技術者 ，芸術家としての立場より当銭技設計

応募に対する絶対反対の意を表明するものである。
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務局員は中央養只会の決定て有給とする己とかで

規 約

第 l 条 本 支 部 ハ 当 地 方ニ在 住 γ 集団ノ目的( 集団ハ建築活動

ノ民主化ヲ 図 リ正シイ建築文化ヲ建設シ普及スルコ トヲ目的

トスル) ニ賛成 スル者ヲ以テ組織 スル

第 2 条 本 支 部 ハ 次 ノ 機 関 及 ピ 役 員 ヲ 盤タ

({) 機関 支部総会 ， 常任ｾ員会，分会，各研究部会，事務局

10， 役員 支部長 ，事務局長，常任安員 ，各郎会貨任者

第 3 条 文部総会ハ本集団ノ殿町決ぷ機関デ ]' ｾ＠ ，年一回之ヲ

開 :; 1 . 皇ゾ必要ニ応ジテ臨時総会ヲ槻'

第 4 条 支部長及常任餐員ハ総会ニ於テ選挙サレ常任蚕員会ヲ

権威 γ 総会ノ決議及日常事境ヲ執行 ν 事務局ヲ監督スル

第 5 条 本 文部ハ必要ニ応ジ研究部会ヲ設ケ常任蚕員会ニテソ

ノ責任者ヲ決定スル

第 6 条 本支邸ニ事』宙局ヲ位 7 事務局長ハ常任蚕員ノ互選ト

シ事務局ハ会計其他ノ日常事務ヲ 日くル

第 7 条 本 支 部 ニ 分会ヲ綬ケル事ガ出来 ル 分会ハ周一企業，

経営学校其ノ他国体内ニ会員三名以上アル場合ニ成立 iノ

!Il 8 条会費及入会費ハ常任委員会デ決定‘ ノ総会ノ追認 ヲ受ケ

) V。

第 9 条 本 文 節 ニ 加 入 セ ン ト ス ル モ ノ ハ 所 定 ノ 申 込 ヲ シ 支部常

任蚕員会ノ ょ Ｇｾｬｬｴ ヲ受ケ ル

第10条 本 支 郎 ノ 経 費 ハ 会 賞 ，

J レ

第11;量 常任委員会ハ左記ノ治合ユ会員ヲ除名スル コ トガ出来

J レ

1. 集団ノ目的 ニ反シタ者

2. 正当ノ理由ナクシテ会費ヲ納入シナイ者

3  集団ノ名誉ヲケガシタ者

第12条 本 線約ハ絡会/ 決議ユヨ リ変更スルコ トヲi事ル

附 則

本文部ノ入会金ハト円会賞ハ 月額二十円トスル

会賞ノ内ゾノ 25
0
o-' 、ド却費用トシテ送金スル

ミ収入 ，寄的金ヲ以テ支弁ス

新日本建築家集団京邸支部

町I略 さきにわれわれは ，京郎市の非戦災感謝記念塔銭技設計

応募反対の運動をおC . l " 貧会に対しても之が協力方を御依頼

したのでありましたが，その後右反対運動を更に鉱大して，広

〈述設反対の 署名運動を展開， 主 と し て 京 都 大 学 を 中 心 に し

て I JJt 邸 In民 IC働き かけた結梨，本計画は還に中止のやむなき

に至り，吾々の目的は一応完了致しました。

ζ 乙にその後 の経過を御被告申し上げると共 IC当支部 1ζ 対し

て，ょせ られました各方市よりの，こんせつなる御般助に対し

て謝意を友明する次第であります。なお当支邸 ICおきましては

単 IC消極的運 動でなく ，吏 IC積極的に建築文化活J } j IC. o! f 心致す

つもりであります。今後共御援助御協力を給はらん己とを御願

申し上げます。

昭和24年 12月 2 日

大阪支部スローガン追加 0951年 7 月14日)

(1951年 6 月日目的本部スローガン の他に次の水害対策スロ

ーガンを追加)

蹴 水 ・坊峻施設の水害対策の促進

うける.

きる .

第 19* 専門委員会 幹事会は専門的な仕事が必要なとき中央

安員会にはかつて専 門安員 会をおく ζ とができる 。ｾｾ門友

会はその活動を中央ｾ員会に報告してその事認をうける。

V 組 織

第20条 部 会 1  ) 集団に邸会をおく 部会は専門別 ・問題耳'1

に総会，中央安員会の 1<J1J によって設けられ，その郎会 IC登録

する会員によって構成 される。都会は随時研究会 ，資料の配

布などをおこない。会員由理ぬ，技術の水舶をひきあげ集団

の活動を 促進する。部会はその活動を総会 ，中 央委員会に根

告 l A，t躍をうける。 2 ) 却会 IC悠会武任. : ; . をおく。部会近任

者はその部会員の互選できめられ部会活動の中心となる。偲

会は中央安員会の承認によ勺て認会貨をとることができる.

第 21条 班 1 ) 集団に涯をおく. III は的蟻 . ft 場 ，研究所，

学校などに会員 Ｓ 人以上あるとき中崎益員会の ｾＮＺ￟ によって

nけられる。班は集団 の結合をかため地問 ・議会活動と会員

を結びつけるための組織であり. J l f 会.it . llEニ a ースの発行

などを適宜お E なう。 2 ) I1f Iζ 班点任者をおく。 J1H' HE古ーは

その斑会員の互選できめられ班活動の中心となる。班の経費

は班会員の1 1 e 1 C よって会貨の一部をあてることができる。 III

の 経費 と会貨との割合は総会でさだめる.

¥1 支 部

第 22条 成 立 集団は各部道府県または都市に支郎をおく己と

ができる。支部はその税約と会員名簿を本部に挺出し中ｾｾ

会の本思 lζ よって成立する.

第23条 仕 事 支部は本部とつねに連絡し. 各地方の事情に応

じて活動し集団の 目的をはたすことにつとめる。

第刻家級事量 文 節 IC役員をおく. 役員の名は幹事会 tζ 報告す

る. 支部 IC連絡責任者をおき活動状況の傾告 ，会 費納 入その

ほかの事務的連絡を定期的におこなう。

第25条 経 費 支部の経質は会貨の一部をあてる 。支邸J ! 1 と本

銘貨の割合は総会の決定による.

司 会 計

第26条 経 費 集団の経質 は 会h ・

の収入でまかなう 。

第27条 年 度 集団の会 JI 年 度11毎年 4 月にはじまり笠年 3 月

におわる。

第:28条 管 理 集団の肘鹿は幹事長か管理する。

第29条 特 別 会計 集団の仕事のうち会計上とくに必要とみと

められるものは中央寮員会の決定によって特別会計とする。

第30集 監 査 集団の会計はつねに会計監1i. の監査をうける。

業収入 ・寄附金そ のほか

新日本建築家集団京偲支認

N A U大阪支部決定綱領 0953年 10月13日〉

国民に唱仕する 建築家になろう

陸築文化の紘民地化 I C反対し，民族文化を創造しよう

建築界の民主化を図ろう

内外の友諸国体と手を結lまう

同 綱 領 (1956年 l 月8 日)

国民のための建築活動をしよう

建築界の民主化を進めよう

建築技術者の生活を守り，地位の向上; 二男めよう
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わたしたちの連動は人民の強 策文化をつくり出すために ，過

去の速動の遺産をうけついで，乙れを現在の愉勢のなかで発展

させる。わたしたちは ζ の速動を辺じて， r民主日本の悠 ::.t J

に鎗築技術者として怠加する。

i  わたしたちの技術を大衆の生活をまもる式提にしよう

2  いつも高く正しい技術をもつことに }f j J しよう

3  民族の伝統を正しく認ぷしよう

4  封建性を打ち破り反動化とたたかおう

5  ・専門や職場がちがってもお互いに生活をまもりあってi血も

う

セ クト主義をやめて大き く団結しよ う

世界の民主的文化運動と手をに吉ろう

領 (N A U)綱動f寸

1951年頃の N A U Oニュース
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N  A  U1949年度ス ローガン

1. 動物的住居から人間的住居へ !

2. 保育所や診療所などの共同施設をつくれ !

3  取締り的立法から 処 & 的立法へ !

4  公共事業貨を噌額せよ 1

5. 生活闘争とむすんだ悠築産業をお乙そう 1

6  失業から建築技術者と労働者をまもろう !

7. デザインの批判活動の活躍王化と大手提化 1

8. 文 化i量産を大殺の手で鍍世か占まもろう 1

9. 科 学 ・技 術の反動化反対 1

10. 民 主 的 文 化 団 体 と つ ね に 促 け い し 大 き 広 組

う 1

11. 正しい建築技術の国際的交流を尖現しよう '

12.  J; 年中 IC会員2，0ω 名 達 成 !

平和建綬に金} ] をつくそう

正しい建築技術のかくとく

研 究費の増額と民主的配分

住 宅審 議会へ新建代去をJ . 5 れ

学界の民主化

姉妹団体，民主団体と予を結ほう

日本の国宝は日本人とともに



1  9 4 5 年 ( 昭和20年) 年 表 数字は月を示 L. ( 例〕は例会を示す。東京の動告は主要なもののみ。

う

『

』 き 関 連 事 項関 西 の

望室笠Q_ 全主i

4 事事. 関西建築文化連盟 ( F A  K ) のうどきは じまる。

東 京 の う ご き

.8. ポツダム宣言受話

. 11 . 鞍災復興院般置

4  6 年 ( 昭和21年〉

う

『

」 き 関 連 事 項関 西 の

4 京都 ( F A K)  

東 京 の う ご き

"'6 復興都市美展( 京都大丸〉

"'6. F A K創立総会

.6.  日本建 築文化連盟結成

・6. 住文化協会結成

・7. 日本民主建築会結成

・8 建築民主化懇談会

.9 全日本建築民主協譜会

.1 民主主義科学者協会〈民科〉股立

・1 . r新建築」復刊

. 4.  r建築文化」復刊

.5.  食治メーデー

. 5.  第 l 次吉田内閣

. 11. 住宅よ己せ大会

4  7 年 ( 昭和22年〉

う

『

』 き 関 連 事 項関

阪 ( N A U O)

西 の

新日本建築家集団大阪支部 ( N A UO ) 結成

.  ( 例) 給排水衛生工事

〈例) 大阪市の換地方針について

. 6.  新日本鐙築家集団 ( NAU ) 結成

. 1 .  G .  H .  Q.  2. 1 スト中止命令

・5. 片山内閣

・6. 全日本建設技術也会結成

. 9.  r建築新聞J. 第 l 号 .9. 西山勿三 rc . れからのすま い」刊

4  8 年 ( 昭和23年〉

. 12. 浜口隆一 I ヒューマニズムの建築」刊

関 西

ｾ 笠企旦 Ｐ Ｉ

r N A U Oユユ ース J 第 1号

見学会 ・ 「二条減 J J ほか

見学会 ・ 「竜安寺 J ほか

〈例) r国立劇場 J ( 地問幸次郎〉

〈例) r独立住宅と集団住宅との床面積の比較J ( 宇都宮隆夫)

講演会 ・ 「分限派連動とその後の建築運動 J ( 滝沢真弓)

( 例) r建設省企画による鋼筋コン ク リート造住宅 J ( 渡辺禎己〕

.  ( 例) r消防法について J ( 竹口信夫〕

. 見学会 ・「桂続宮 J

. 大阪労働会館略股針開始

き
関 連 事 項

う

『

』の 東 京 の う ご き

.3.芦田内閣

・4.ベルリン封鎖はじまる

. 7 . NA U第 2 回総会

.7.建設省股置

・7.民主主義文化連箆関西地方協畿会結成大

会 ( NA U Oも多加〉

. 10 第 2 次吉田内閣

4  9 年 ( 昭和24年〉

東 京 の う ご き
関 連 事

う

剛、

」 き
項の

)
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酉

(
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総
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回

〈

一

2

阪

一

第

"' 2 新日本建築家集団京都支部 ( N A U K ) 結成

第一次法隆寺金堂災害調査( 日本文化を守る会その他と共同)

"'2.京都市一乗寺住宅実態調査

住宅研究部会はじまる

デザイン研究都会はじまる

法隆寺現状調査 〈日本文化を守る会その他と共同〉

法隆寺調査報告

第 1 回法障寺隊演会

「法隆寺壁画の近代性J ( 望月信成H 新資料による法隆寺再建非再建の問題J ( 浅野清〉

O 第 2 固法隆寺第演会

「ギリシャ建築と法隆寺J ( 滝沢真弓) r奈良時代の住宅 J ( 浅野清〉

「法峰寺の社会史的意義J ( 猪熊兼繁)

"' 10.非戦災感謝配念港建役反対声明

. 都市計画郁会はじまる

. 支部臨時総会

2. 旭ケ丘住宅調査

"' 12 五位ノ池( 神戸〉戦災復興地調査 ( N A U Oと共同)

. 1 . 法隆寺金堂火災

・2.$!J 3次吉田内閣

- ι N A U第 3 回総会

. 6.  r N A U MJ 第 1号発事j

. 7.下山事件，三鷹事件

・8.怒川事件

. 10- 12. 近代日 本建築還動史講座
. 10. 中国人民共和国成立

. 11.  r N A U MJ 第 2 号鎗刊

5  0 年 ( 昭和25年)

う

『

』 き 東 京 の う ご き 関 連 事 項
関 西 の

大 阪 ( N A U O) ... 京都 ( N A U K )

歴史部会はじまる

都市および地方針函研究会はじまる

"'4.建築と平和展( 京大文化祭)

"' 6.  r NA U Kニ a ース J 第 1 号

. 股と平和様演と展覧会 「住宅金融公庫 についてJ ( 元吉勇太郎〉

I最近の建築業界の動向 J ( 西山知三) r原子力と建設J ( 伏見康治)

支部総会

建築士単備会はじまる

"'7 西陣地区総合調査( 民科〉

1 . デザイナーの会はじまる

. 1. . 1! 量村建築研究会

. 4 . L V最初の集まり

. 5 . NA U第 4 回総会

. 7.建築世代同人名乗る

.3. 原爆禁止ス トックホルムア ピール

・5. 住宅金融公庫法公布

.5.建築士法公布

・6. 朝鮮載争ぼっ発

e 6 建築基準法

.8.特需景気のピーク

. 11 .  r建築世代」第 l 号

85 



日本建築協会代

月間の動き

口昭和 45 年 7 月分口

教 育 委 員 会 |

鉄骨構造設計講習会打合会

2 日 Ｓ 時 ｾＵ 時 於会 館集会室

出席者鷲尾委員長ほか 6 名

議事鉄骨構造設計講習会の全般計画について

住 宅 委 員 会

「よろず相談住宅展」業界新聞記者会見

3 日 Ｕ 時半 ｾＶ 時半於大阪ガスピル

出席者業界新聞社12名

協会側岡橋委員長ほか 4 名

第 7 回「よろず相談住宅展」の内容発表

住宅展実演打合会

4 日 Ｑ 時 ｾＳ 時於会館集会室

出 席 者 新 興 建 材，富士川建材，山田ダン

ポーノレ，東洋リノ，関ぺ，大阪ガ

ス，各社，坂井，湯浅両委員

編 集 委 員 会

委 員 会

13日 Ｔ 時 ｾ Ｗ 時於会 館集会室

出席者鳥問委員長ほか 7 名

議事(1)8 月号= 建築家の課題と責任特集報告

( 2) 9 月号= 工事計画特集報告

(3) 10月号= デイベロッパー特集報告

(4) 11月号= 第17回青年技術者特集の件

(5)]2月号および来年の特集の件

(6) シリ ーズもの報告

作品作風小委員会

16日 Ｖ 時 ｾ Ｘ 時於会館 Ｑ 階編集室

出席者近藤主査ほ か 4 名

議事 9 月号の作品について

法 規 委 員 会

委員会 ( 3 会合同)

16日 Ｒ 時半 ｾＵ 時於会館集会室

出席者福田委員長ほか16名

議 事1)建築基準法改正に伴う政令改正に対する

意見について

¥2)建築確認申請書の不適合部分の訂正処理

について

事 業 委 員 会

展示会小委員会

86 

16日 Ｖ 時 ｾＷ 時半於会館 Ｓ 階会議室

出席者窪田副委員長. 木原幹事ほか 4 名

議事(1)8月以降の展示写真について

(2)そのほか

| 建 築 デ ー タ シ ー ト 編 集 委 員 会 |

委 員 会

30日 Ｖ 時 ｾＸ 時半於会館集会室

出 席 者 中 原，松村正副委員長ほか11名

議事(1)合本の編集作業について

(2)未掲載項目シ ート について

(3) データシー ト完結について

(4) 完結後の計画について

見 学
. 6.  

=  

本山アーバンライフ新築工事見学会

Ｓ 日 Ｓ 時 ｾＵ 時

参加者 31名

設計 ・監 理 嗣 ア ーバンライフ建築事務所

施 工 附 竹 中 工 務 庖

読売新聞大阪本社別館新築工事見学会

ＲＹ 日 Ｓ 時 ｾ Ｕ 時

参加者 27名

設計 ・監 理 岡 田 建 設 計

施 工大成建設( 附

よ ろ ず 相 談 住 宅 展

会期 98- 14日

場 所 阪 神 百 貨 庖 8 階催場

入 場 者 約 50，( 別人相談件数約1 . 51∞件

6 団 体 会 長 午 さ ん 会

15日 正午 ｾＲ 時於大阪カ。スビ ｊ レ食堂

出席者東畑会長ほか17名

建 築 業 務 基 準 委 員 会

15日 1時半- 5 時

於日本建築学会会議室

本会より福田，山根両委員出席

第 2 回 日 本 建 築 祭

事業部会

大会事業協力担当者打合会

2 日 正午 ｾＲ 時於会館集会室

記録写真打合会

E 日 正午 ｾＲ 時於会館集会室

大会分科会

8 日 Ｖ 時 ｾＸ 時半於会館集会室

惣毅会打合会

7 日 6 時- 8 時 於 太 閤 菌

講演会打合会

8 日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

大会演出打合会

13日 2 時半- 7 時

於万惇会場お祭り広場

大会第 1受付部会

14日 6 時- 8 時半於会館集会室

大会準備部会

16日 正午- 2 時 於 会館集会室

大会第 2受付部会

16臼 6 時- 8 時 半 於 会 館 集 会 室

大会部会長打合会

17日 6 時- 8 時半於会館集会室

大会現地打合会

19日 ? 時半- 12時 半 於 お 祭 り 広 場

委員，組織委員合同委員会

大

22日 6 時- 8 時於大阪ガスピル食堂

A  

"'" 

23日 10特- 11 時 於 お 祭 り 広 場

参 加 者 約4，(別名

懇 親 会

23日 6 時- 8 時 於 太 閤 園

参加者 約7∞名

記念講演会

24日 l  時半- 6 時 於 朝 日 生 命 ホ ーノレ

聴 講 者 約5∞名

7月 の 入 会 者 ( 敬称略)

〔団体会員 3社〕

新日本空調附大阪支庖

高橋ビルディング附

ナニワ工機附

〔偲人会員 24名〕

安 藤 登 鈴 木 昇 西 川 明 彦

相 川 富 裕 関 口 靖 男 i 広 川 弘 司

秋 元 一 策 竹 中 誠 源 川 光 昭

新 子 末 一 月 野 木 輝 美 掘 江 常 夫

小 川 昌 弘 樹 谷 清 逸 堀 尾 芳 弘

小 倉 斌 戸 高 和 昭 前 島 幹 男

古 賀 近 : r u : 永 野 邦 弘 松 下 富 男

杉 尾 恵 史 ・ 西 尾 正 英 吉 閲 覧

( i 佳会員 10名) ( 氏名省略〉

第 2 回日本建築祭大会風景



建 材 の 頁

信用dち5技術ど伝統の

7X771LトZ喜 専 業 大J吉

誓言矢偏商由

大阪市北区真砂町 5 番 地 電 話 大 阪 364 代 表 o2  0  6  9  

内 装 資 材 専 門 庖

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸 rli' I'. 凶|メ二ItL毛狭通 4 ー 1 ( 英和ピル)

lf[ 泊" 正訓 J! ll戸 (33)  0881- 3  

支 庖 大阪 rli .It l>( 都i伎 町50( 堂ビル 5 附 502 号室)

rrnl!i '，l1，li
f
i  大阪( 364)  2031  - 4  

倉 庫 相11戸バi (r介 li Z 八幡;W1- 5  (' ，l1，i，fi  @  2923)  

陸屋根防水には 奥 山 式 特許 絶 縁 工 法 を

訓 ＮＢＱ Ｑ ヤ悶ｾ帯

レ フエク 卜な 冷 工 法 苧 ヲ q イ ト

奥山化工業株式舎枇
.!k J j C/m中 央 医 銀 時8 - 4 - 1 1 電 話 (571 ) 2703 - 4 ・2370 ・4064 ・0264

大 阪 出 娘 所 大 阪 市 偲 砧 区 儒 仏 中 i凪' ) 5  - 4  電 話 ( 921 )2497・( 922) 7280

名古齢出引を所名占賊市南区主主' ，' f . 町 33 電 話 ( 811 )3 6 6 0 ' 3 1  0 4  

| 特? 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー |

( 電 動 式 並 固 定 型 各 種 -

岩元式ベンチレーター A 型・ B 型・固定型

岩元式連塔換気装置( コンテニヤス・ベンチレーター)

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/ 特殊装置による風量増幅¥

新 型 換 気 塔 S Fスーパー l  l  

L換気扇の能力を倍増する/

最 新 型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュドアー・各種シャッター製作施工

其 の 他 曲 加 工 一 式

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区大今里2丁目 5番22号

電 話 ( 981 ) 0 6 1 5 - 0 6 1 8  
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冷 暖 房 Y  名 柿 サ ッ シ

給排水、衛生本道 s .  滋 境 衛 生 施 設

電 気 1 =、荷 役 運 搬 機 械

厨 房 7 一 一 ー す 化 学 鉱 山 機 械

= 幽 T 盤 株 式 → - Il 巨-: : 1; - rl:'  

- ー何層- ' - 現号 会 社 ノ 、 問 J l ' >ι J 口

取 締 役 社 長 大 前 玉 男J

取締役支庖長 ti A口 H券 栄

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番地 電 話 大 阪 (202) 代表3071

本 l高 東京・日比谷・三倍ピル

支 底名古屋、福岡、礼申見、広島、仙台、郡山

出 張 所 楠 浜 、 金 沢 、 静 岡 、 高 松

空 調 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 冷 暖 房 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 ・施 工

郡 朝 日 三 業 社

東京都港区芝浜松町 2 - 7 電話 ( 434) 6171 ( 大代)

大阪市東淀川区加島町 375 電話 (302) 2 2 7 1 ( 代)

北 海 道 ・ 仙 台 ・ 名 古 屋 ・広 島 ・ 福 岡

釧 路 ・函 館 ・ 盛 岡 ・ 償 浜 ・静 岡 ・ 京 都 ・ 神 戸

本 社

大阪支社

支 庖

営 業 所

ー

空 気 調 和 設 備

設 計 施 工

衛 生 設 備

φ  
三建設備工業株ま富社

大 阪 市 都 島 区 都 島 本 通 4 - 10 - 3 0  電 話 ( 922) 625 1 ( 代 )

東 京 都 中 央 区 日本 橋 嬬 殻町 2 - 2 2  電 話 ( 667) 3431( 大代 )

名 古 屋 ・仙 台・ 札 幌 ・広 島 ・福 岡・ 金 沢 ・ 新 潟 ・ 横 浜

大 阪 支 底

本 社

支 社

電 気 ・空 調 ・給 排 水 ・衛 生 設 備 ・設 計 施 工

大阪電気暖房株式会社

取 締 役 社 長 菅 谷 知 巳

本 広 大 阪 市 西 区 江 戸 期 1 - 6 0  i電話 ( 441) 8231大代

支 庖 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡

営 業 所 札 眺 ・ 仙 台 ・ 金 沢 ・神 戸 ・ 広 島

出 帳 所 京 都 ・ 岡 山 ・高 松 ・熊 本 ・ 横 浜

新 潟 ・ 富 山 ・ 福 井 ・笠 田

e参

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

。
晃

大 阪 市 北 区 富 田 町 16 番 地 電 話( 363) 大代表1371

東京都千代田区神田小川 町2丁目l 番地 電話 ( 292) 代表7751

広 島 市 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22号 電 話 ( 47) 代表4535

福 岡 市 大 名 1 丁 目 8 番 12号 電 話 ( 76) 代表3795

名 占 屋 . r ， r 山 ・ 福 井 ・ 京 都 ー神 戸 ー松 江

設 計施 工

生

気

水・ 街

房・ 換

排

冷

総

暖

株 式

会 社
.，6... 

:zx 商株 式 会 社

社

庖

本

支

所

取 締 役社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・電 話 大 阪372局 7151( 代)

京 都 市 東山 区 大和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都561局4945( 代 )

神 戸 市 生 田 区下 山手通六ノー・電話神戸34局 5 8  9  2  

弓 h

プ1. .
阪 城 口 研大

r
w
H
1
 

-

R

F

F

 

R

M

A

 

出

社

A 、

去業 株 式工賀須

空 気 調 和

Ｑ［｜ｾｈＨｮ ・空気鯛和 設 備・給排水衛生設備・塗装 設 備

・ 蒸 気 噴 射 式 冷 凍 機/ 設 計 ・製 作 ・施 工

建材社

株式

会社

.. ・E 室霊正調車目の

ＮＮｾヨ雪白Ｇ
衛 生 設 備

電 話 441- 5171大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁目 1 4  
本社 ・東京支庖= 東京都中央区銀座 6 - 6 - 7 ⑧ ( 572) 7411 代

大 阪 支 庖 = 大 阪 市 北 区 中 之 島 2 - 2 2 ⑧ ( 203) 3721 代

名古屋支庖= 名古屋市中区錦 2 - 2  - 13 ⑨ (211)  1535 代

出務所= 札 幌・仙 台・盟 国・金 沢・神 戸

広 ぬ 絵 山・稲 岡 ・ パ ン コ y ク

⑧

W

 

庸 一 東 京 ・大 阪 ・名 古 屋 ・ 京 都 ・神 戸 ・福 岡

出 張 所 北 九州

支

営業所 広 島

水道・衛生・日是冷房 ・其 他 管 LtJ J

設 計 並 施 工

( 旧斎雌久孝事筋所)

斎 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 常 安 田T 1  1 番 地

包 括 大 阪 ( 443) 5  0  4  1  - 5 番

東 京 本 社 東 京 郎 千 代 111 区大手間T 2 の 8 番地( 日本ピル)

屯，fli 東 京 ( 270) 7  4  1  1 昏 ( 代 表 )

本ω姐市南大 j[U函4 Ｑ ・ ｲ｣ｬ ｬ ｾωｉ ｊｲｴｪｬＱ鋭ピル .世，18 礼申l)rl ｾＡＩＷＡＩＶ＠
金 沢 市 川 l品l 町 2 iII' f  6  ;;- .，IT，j占金沢匂2074

ｾＧ，｜＠ Ii' di /，卸' l < 2 の I 屯，!.ri ｾ川ｽｩＧＲ ψＲＴＺＱＶ
怯 ，ti 2  iII' r  9 世J古川松( I I ) ! i 1¥l 5

IM1 111 di 大 0¥ 3  8  0 の l ぽ，![; I昌l山 Zj) f>486

冷 凍 冷 蔵

精 fR; 号 機 論 議 室 枕

地 盤 凍 結空 気 調 和

⑧ 
社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 番 丁 6 8 番 地

( オートセンタービル 2 階) 郵便番号 542

電 話 大 阪 (06) 761 (代 ) 1141 - 8 番( 直通)

東 京 営 業 所 東 京 都 千 代 回 区 九 段 南 2 丁目 2 番 5 号

( 九段ビ J レ8 階) 郵 便 番 号 102

電 話 東 京( 03) 262 - 3  2  4  1  - 4 番

本

針1tj 護:Z
ｉｩｾｽ ド ｲ･Ｎ［ 長所
ｉＺＧ ，ｾｾ￭Ａ出帰所
|品l山出悦lo!i"

温 湿 度 調 整 装 置 、 暖 房

冷 房 、 水 道 、 搬 送 機 設 備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 富 田 町 3 0  電 話 1 Ｉｾｾｾ＼＠ ｾ＠ ｾ＠ ｾ＠ ｾ＠ ) 代)
J  唱 白 1 ( 364)  0  9  7  7  ( 代)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 3 - 2  ( 新東京ピル)

電 話 ( 211) 8  5  1  1  .  8  5  6  1  ( 代)

仙 台 市 新 f云 崎 町 6 0  

包 括 ( 21) 4  4  9  1  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6  

2註 1舌 ( 971) 3  6  2  1  

創 業 吸 冷 房 ・ 換 気 ・温 湿 度 空 気 調 和 設 計

大 正 二 年 病 院 諸 設 備 ・給 排 水 衛 生 ・ 水 族 館 設 備 施 工

22 斎 藤 省 三 商 庖

東 京 庖 東 京 総 千 代 田 区 丸 の 内 2 の 2 -I L ピル 6 7  6 号

電話 Ｒ Ｑ ＲＨ 代 ＩＳＷｾ Ｑ

大 同 ピ ル 6 1  6 号

電話 443代 3361  

ヰL 鰻 庖 札映市北十条西 1 8 丁目 3 6 番地 電話 61(代) 4371

名 古 贋 唐 名古屋市中区栄 3 の5 番 2 9 号 千 代 田 ピル5 1  4 号

電話 261(代 ; 0641

京都市南区西九条春日町 4 8 番 地 電 話 68l (代) 1781

， 

、

大 阪 庖 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 の l

仙 台 支 底

名 古 屋 支1苫

京 都 庖
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空 調 設 備 の 頁

平' " 互業株式会社@  

設 計 ・施工

ヰ土本

大阪 ､￯ 丙広江戸崎ｾ j凶2 の 2T E L  ( 441)附 1994. は4 3 ) (f 1j() 331 

空気調和・恒組恒湿・冷凍・冷蔵

給排水衛生設備 設 計 施 工

日差・冷房・空気品湿度調整装置

設 計 施 工

@不ニ熱挙工業1絃 飢

品主4

-+-
釜拘

6!!= 高回

大 阪 市 南 区 }llii 鹿 町 2 - 5  0  " 立話 261- 2436((り

東京都大田区内馬込 1 - 2 ー 1 ，丘話 773- 1231間

銀 座 浜 松 ・ 京 nll . 神 戸 ・ 悩 岡

本 庖

東京支庖

営 業 所

大 阪 市 北 区 侮 図 8 番地( 新阪急ビル 8 階)

電 話 大 阪 ( 312) 4  5  2  1  ( 代表)

東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁 目 2 番 地

大 阪 支 庖

社本

道

設

水

施

ト

生

工

誠

衛

革

協

境

1

芯

環

計

房

生

設

暖冷

衛

c'''lm. 空気調和設置 各種冷凍機

設 計 ・ 製 作 ・施 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖
社

大阪市西区京町糊 1 丁目 6 2  111，1，市 (443) 代 表8161- 9  

名古屋市中村区水主町 l の 1 2  111，，8( 541) 0966( 551) 1665 

J I ! 京師港区赤坂 2 丁目 3 - 1  2  

赤 坂 ピ ー ク ピ ル 5 階 包 括 (583) 1  4  6  7  

神 戸 市 生 国 区 北 長 狭 通 7丁目 l の 1 電必 (34) 1778 ・ 4386

A

Q

一

A
式キ来業エ回山

本 社

長 距i

出様所

大 阪 市 北 区 堂 品 浜 J温 1 - 2  5  ( 新大ピル)

? 江，f5 大 阪 (344) 1  5  1  2  ( 大代)

東京初中央区日本締本石田T4  - 2  (三11' W，二月IJ館)

東 京 ・ 名 古 屋 出 張 所 九 州

地 玉 県 北 足 立 郡 ・ 東 京 l i I l 足 、 工 区

社

庖

場

本

支

℃

空 気 調 和 装 置 ・ 冷 暖 房 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン - ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

スチール・アルミ- サッシ- ドア- シャッター

設 計 ・ 製 作 ・ 施 工

銅 機 株 式 会 社

大 阪 市 東 区 必 既 橋 5 - 4 5  ( 興銀ピ Jレ別館)

電 大 阪 代 ( 202) 7  7  4  5 番

東 京 都 北 区 神 谷 3 の 1 0 の 8

. ' l t 東京代 ( 901) 3  1  9  1 悉

東京行11泌 氏 IJtj J，f"，，{Ji 4  ＭＱＵＭＲＳＨ 第 Ｕ ＱＮｍｾ手口ビルＩ
電 * 京 { I ( ( 409)  0  1  5  1 番

屋 . 仙 台

空 気 調 和 設 f

一望計施工

換気・除塵設備関

c: : : : : . m哩胆コ

理 研

大 阪 支 庖

本 社 ・ 工 場

空 調 事 業 部

東洋委事‘ 工業機式会祉大阪安倍

T  E  L  ( 443)  8  0  7  1  

T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 堀 4 丁 目

本 社 東京都中央区京橋 2 丁目 9

支 J吉 名 古 屋 ・ 福 岡
古

2舎町産局毎leJ

名庖支

(i'IIM-
ーーーーーーーーーー・ ｆ 司Ｚｾ・ ｊｉ Ｚｴ :  .. 

ー・F"・._..，.，
，園、‘ 東洋キャリア工業( 株) 娘品販売開・特約工恨 l苫

!∞l 日本冷熱工産株式会社

、ｾ 本社及大飯営業所語頭市宮常1f11巳Til l ピル)

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式

代 表 取 締 役 市 川 繁 雄

京 都 市 南 区 西 九 条 笠 間 町 2 0  { 存地 の 1

11I箭 (681 ) 5  1  0  1  - 5  夜間 ｲｾＱ 早川 ＨＶＹ Ｑ Ｉ 1045 

大 阪 市 北 区 天 満 締 筋 1 - 37 (::Ri，:出締北結)

包括 ( 352)  3  5  0  I  - 3  

四 日 市 市 浜 田 西 末 広 町 包 括 ⑬7431- 3  

大 山 市 打 出 浜 13 - 15 包括 0775 ⑫ 9 7  3  8  

i lt 市 栄 町 2 - 1  1  1  電話③ 3 6  1  0  

会 社
⑨ 

社

大 阪 営 機 所

冷房・暖房・温温度調整装置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 北 同 心 町 1 丁 目 5 7  

電 話 ( 351) ( 代表) 2  8  0  8  

東 京 都 文 京 区 本 郷 1 丁 目 1 2  - 5  

電 話 ( 814) ( 代表) 5  1  5  1  

支 庖 出 張 所 名 古 屋 ・ 福 岡 ・ 札 幌 三 仙 台 ・高 松 ・ 広 島

本

園田市営業所

大 津 出 張 所

津 営 集 所

エ レ ベ ー タ ・ リ フ ト ・ カ ー リ フ ト

計 ・ 製 作給- 排水・衛生・消火- 暖冷房設備

お 22 西原衛生工業所大阪庖

可f

長 尾 正 大

本 社 大阪市大淀区天神橋筋六( 天六阪急ピル) ( 351) 4927代

4540 

大 阪 営 業 所 ( 351) 4927代 サ ー ビ ス 事 業 所 ( 328)  0364代

東 京 営 業 所 ( 822) 0995代 工 場 ( 328) 0363代

電 話 大 阪 ( 458) 3531 番

都 ・ 福 岡

大阪市大淀反' 1 ' iIそ1t.i.i!fl 4丁目 11

出 張 所 = 京
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電 気 設 備 の 頁

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

浅 海 電 気 株 式 会 社

取締役社民 浅 海 正 雄

本 社 大 阪 市 北 区 主 総 田f / J [d 2 2

711 ｉｾ 吊大阪 ＨＳＶＲＩ 8  7  0  1  

東京支社 点 京 占JS 港 区 赤 板 1 r 臼 5 1ft 7  

'，li: ，!1i (481)  8  6  2  1  Ii: Jk 

k  f
r
t;- 名 古 J'fl ・ 4し 帆 桁 ! 河

川 業 所 池 川 ・繍 浜 ・ 浜 怯 ・ 姫 路 ・ 山 総

電 気 工 事 設 計 施 工

太 陽 工 藤 工 事 株 式 会 社

取 締 役 会 長 西 村 庄 市

取 締 役 社 長 小 林 四 郎

本 社 大 阪 市 此 花 区 恩 l't 南 之 町 7 3  

ｾＱｬＺＱｊ工事本膏 Ｑ Ｑ T  E  L  ( 06)  462  - 1  3  0  1  ( 代)

施 設 大 阪 市 北 区 野 崎 町T 6  9  

工 事 本 音11 T  E  L  ( 06)  313- 3  4  5  1  ( 代)

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

食 栗 原 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 莱 原 信 英

大 阪 市 北 区 高 I豆 町 1 6 番 地 ( 東 阪 急 ビ ル )

電 話 大 阪 ( 313) 1  1  ｾ＠ 1  ( 大代)

支 庖 東 京 ・名 古 屋 ・舞 鶴 ・大阪商¥・戸 ・広 烏 ・九州l

電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 掴i
社

I Ui { 収締役 林 敏 夫

本 ヰ土 大 阪 市 北 区 紛i 笠岡T 5  0  ( 堂ピ ル 7 階)

，立 ぷ 連lJ 3  6  7  ( ( U 

支 底 東京 ｾＱＵ 中央区 ｈ 本 ｕｾ 筒崎町 Ｓ 丁目 Ｒ 111=地

t日 ぷ @ 1  4  7  8  ( 代)

出 張 所 JJI 由 奇 ・ 相 模 原 ，ey . 悩
LIJ 

電 気 ・暖 冷 房 ・ 空 間 工 事 設置十施工

ぷ〉
一 宝 電 機 株 式 会 社
一

一
取締役社長 嘉 納 伝 一

本 社 大 阪 電 市 北 区 絹 笠 町 五 O ( 堂 ピ ル )三階)

3苫 (364) 1  4  7  1  (代

支 社 東京邸中央区日月F町 6 ー 2 3  ( 辻孝ピル)

電 話 (542) 5  6  4  1  

営業所 名 古 屋 市 北 区 城 見 通 二 丁 目 二 O 番 地

電 話 (991) 5  1  3  1  - 3  

出張 所 神 戸 市 ・堺 市 ・ 高 槻 市 ・ 姫 路 市

電 気工 事 ・言十 装 工事 ・設 計施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役会長 今 村 勝

取締役社長 立 石 行 男

本 社 大 阪 市 北 区 侮 ケ 校 町 5 6 番 地

電 話 大 阪 大代表 (312) 8  8  8  1  

支 庖 東 京 ・名 古 屋 ・ 四 日 市 ・ 神 戸 ・ 和 歌 山

営業所 松 山 ・京 lill ・草 津 ・ 的 | 湖 水 品 ・ 福 岡
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電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

代表取締役 山 本 博 一

本 社 大 阪 市 北 区 中 之 島 3 の3 朝日ビルディング

T E L 代 表 (448) 1  3  6  1  

営 業 所 大 阪 市 西 区 上 { 主 婦 通 り 4 の 8

T E L 代 表 (448) 1  3  6  1  

営 業 所 京 都 市 右 京 区 西 京 飯 郡 弓 反 田 町 1 1 の 5

T E L  代 表 (31 1) 1  1  8  5  

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

大 阪 支 社

支 社 長 姉 川 正 男

大阪市* 区内腿続五丁円 て八 ls: j也 ';II ，語大阪 ( 202) 0325- 9 需

本 社 束 中 ( r，J S 千代川[ 更 i11 i 神悶 1 丁日 4 需 J也 5 号

支 社中し申見・ 1111 fi ・}L / 内 ，f， 占 凶 ・ 福 岡

出 版 lifr ｉｩＡＡ川・ ＱＱ 河Ｎｗｴ浜・ ｉｾ￞ 問 ￭［ｾ 山

電 気 工 事 司 ' 設 計 施 工

中 本

A

Q

玄
社気 株 式

号居

宅，

取締役社長 中 本 正 明

本 社 大 阪 rli h!i. *  1><: ｾｲＭ i  1: * 之 町 三 r R  - IL 

Ht I!li 大 阪 ( 9:11 ) 代 長 7 3 4 1 - [ )

0 3 8 8 ' 2 1 9 : l  

資材倉庫 大阪市城京1><] f; [ 点之田r-: rfl ・ Ｇ， ｬｬ ， ［｛ｩ 太田ｾ ＨｾＺ｜ＱＩ ＷＨ ｘ ｉＴ＠

奈良営業所 公良県伽11青rl ifJ nlfi]j 盛り: ¥6  () Ｇ， ｬ￭Ｂ ，ｲ ｩ￭ｾｪｬ ｬ［ ，庁 Ｒ 2607 ， ｾＲＡｩ Ａｬ＠

各種電気工事設計施工・制御盤製作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 池 内 文 夫

本 社 大 阪 市 西 淀 川 区 柏 里 町 1 丁目 1 1  0 番 地

1 1 t 阪大阪 ( 472) 代 表 1 1 0 1 ー 7

支 庖 東 京 都 品川区西五反問 6丁目 25番 11号( 福島ピル)

電 話 東 京 ( 491) 1746 ( 492) 0182 ・0350

営 業 所 北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 国T 2  3 番 地

電 話 小 倉 ( 56) 5  6  6  5 ・5 8  1  8  

出 張 所 群 馬 ・ 千 葉 ・ 和 歌 山 ・ 名 古 屋

電 気 工 事 設 計 施 工

令 富 士 電 業 株 式 会 社

取 締 役 社 以 川 '1' X  

本 社 大 阪 市 州 | え - ! t JJ:ll 江 1'，)凶 1 r  11 6  S  

電 話 大 阪 (541 ) 0564- 7 ・7148- 9  

営 業 所 東 京 ・名 占 J-ti・ 1ぶ 山 . ｾＧｉ｜＠ li 司

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商 会

取締役社長 山 本 永 造

本 社 大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

1li JI i 大阪 (364) 代 3 0 5 6  

東 京 支 ! 山 東 京tm港区新橋 5 - 3 4 - 6  相馬ピル 5 階

i'U ，1Ii 東京 (434) 3848 ・(431) 8435 

出 張 所 大 阪 市 ・ 札 脱 . f ，，'il -tt ・IILJ 11 di 松 山 徳 山



そ の 他 の頁

奉 仕 感 謝 の 庖 |  の 庖
ト77・ヒューム宅

ヘミン手しーチ・ミ〉志ーjレ

⑬ 

- ・

タ イ ル 工 事 施 工

特 許 申 請 中 ・ 完 全 滑 止 タ イ ル

椋 式 会 社

主 宰 商 曾

大阪市北区与力町一ノー0

電 話 大 阪 ( 358) 4  0  3  1  

タイル新発売

サ ン エ ス

5 5 5  
園

ー圃3 ナア=目

( カタログ進呈)

⑪ま主J1P界8 業級車磨

Board&Sl ate 
司

必 l  焼ｾ ，Ｑ 司ぷ有一

即効ザ 己与豆J r. ・，'，'

Standard 

ボ
I'y 

セ卜モノのデパー卜

j州吉区:!17日伐 需大|梼 6 1 -

酸耐

網器、

. 内司民家内ゴーレックス防水

・ 化 粧 壁 材 ソ リ ジ ッ ト ス タ イ ン 吹 付

・ 樹 指 砂 壁 工 パ ー サ ン ド 吹 付

・ 樹 指 蛭 石 工 パ テ ッ ク ス 吹 付

本社営業所・ 大阪市東住吉区駒川町 3 - 5 4  "電話(702)代7814- 6  

特約代理窟・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 金 沢 ・ 広 島 ・ 今 治 ・ 福 岡

( 創業大正 7 年)

F UT ABAY A DE CORAT ORS .  LTD.  

建 築 物 ・ 船 舶 等 の 遺 作 工 事 及 び

室内装飾工Ｇｾ￯Ｚの設計地工

建 具 、 パ ネ ル 、 家 具 、 各 栂 木 工 品 の 製 作

内外装飾織物、窓、掛、敷物、 Aす 紙 類 一 式

⑨ 二 葉 屋 装 備 工 業 株式会社

株 式

会 社
J1f 商石理大布告矢

取締役社長 著 林 繁 吉

大阪市大淀区本庄川崎町 2 の 6

電 話 大 阪 ( 371) 3321- 3・3630

大 阪 支 l吉

大 阪 市 東 区 高 臨 析 二 丁 目 九 野 村 ビ ル J 'i . 階

7E 話 大 阪 ( 2 0 2 ) 4 Cl 0 5  

大阪府知事担設登録

る} 第 I 6  2  I  6 号

本 社 大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 1 6  T EL ( 361 )9055 (代J < )

本 町'p; l'>所 大 阪 市 点 区 本 町 ←27御 世 ピ ル T E L (252)  3  9  0 6  

繊 細 約 業 所 大 阪 市 点 以 術 劇 2 3  6  

社寺数若手屋用瓦… … 大 仏 瓦

内外袋f l . J索変美術タイル…・・ 大 仏 タ イ ル

各 種 尻言i ¥

ガラス製品卸問屋 ι W)

; 原八橋セトモノ百貨庖をご利用下さい 、J

顎 吉 田 芳 雄 高 庄 日

点目ill i'l ulJI > Z 今熊野K 仏叫聞町 9 の 9

守口 市佐J . l I ! : 町 11 日231 ' マダピル

名 占fi ldi 守 山 医 大 字 小 崎 山 脇27

点 京 郎 渋 谷l文J-: fJ京 1 丁 目 29の 4

，;，r. s  i舟 水 ー 山 被 ・ 瀬 戸

本 社

大 阪 営 換 所

名 古 屋 営 難 所

東 京 営 蝶 所

工 場

ナニワ緩匂 ｾＲｩｩ

書f 水 渇 入 剥 落 防 止

耐震耐! 乱

選弓 削 安 定 経 曇

E 瓦

i 抹

霊玄

室;:
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建 材 の 頁

発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有 防 煙 火 防 災 防 盗

-・・-

鈴 木 式 防 煙 火 シ ャ ッ タ ー ・ リ ン グ グ リ ル ⑮ シ ャ ッ タ ー ・

ス テ ン レ ス シ ャ ッ タ ー ・ ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ャ ッ タ ー ・

40 ・ピ ー ア ッ フ 。 ⑮ シ ャ ッ タ ー ・汎 用 シ ャ ッ タ ー

そ の 他 特 殊 シ ャ ッ タ ー の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 壁

ス チ ー ル
サ

、y
ユノ • ド ア ー

カ ー テ ン ウ オ ー ル

シ ヤ
、y

タ ー

• ド ア ー ハ ン ガ ー

曲目i ZUT K 乏

套22 三 高 製 作 所

近代建築の要求する

92 

言ｾ 言十

製

※  特i 言午 11¥ 1異 武

ステンレス・アルミニウム

防 火 シ ャ' y q -

イ乍

施 ヨこ

11¥俣シャーγ9- 工業4朱式会社大阪支庖

石 綿 セ メ ン 卜 の 最 高 水 準 を 行 く . グ
建 物 内 外 壁 、 間 仕 切 、 天 井 扉 、 電 気 室 、 発 電

所 、 配 電 室 、 製 鋼 、 ガ ラ ス 工 場 の 壁 、 製 糖 、

アスベスト ｊｾ ｬｊ ヤ
製 油 製 薬 工 場 の 床 、 ス カ ー 卜 壁 な ど に 最 適。

Asbest o Bar r i ev (硬 質 石 綿 板)

泉 石 綿 工 業 株 式 会 社

@  
( 呈 カタロ グ)
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建 材の 頁

腐らない そして 燃えない

法定不燃材 829号

ケミカラーーオーシマメタル

屋根材、壁材・谷樋棟包水切に

新 しい型の

ひふ くて っぱん

スタンダードメタルの大島応用化学 東大阪市新庄 ( 782) 4171代

ｾｮ ＧｴＺｬ ￸ ｉｮ ｑ＠

送 風 機

株 式 会 社 主宰叫i 主義ヨ二月T

営 業品 目

• L  A  F  ｊｦ ｾ＠ リ ミッ トロ ー ド 送 風 機

・V A  F  ｊｦ ｾ＠ ，，]" 変 式 軸 流 送 風 機

・S A  FJ Iヲ ス トリ ー ム ラ イ ン 送風 機

・C A F 形 述 心 式 15予 音 'I illl 流 送 風 機

( 特 ， i午)

本 社 工 場 / 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 二T 回 一 番 地

話 大 阪 (93 1) 代 7 8 0 3 - 9

東 京出 張 所/ 東 京 都 文 京 区 湯 島 四 丁 目 六 番 十 七 号

東 京 ( 8 14 ) 6  6  5  1  - 3  

豊かな経験と

最新の技術・. .

東洋シャッタ ー株式会社

本 社 大阪市東区谷町 5 - 30 新野村ピノレ T E  L  (762)5861代

本 社 東京 (543) 2281・4町内屋 (331) 6171 ・大阪 (352) 4571 

営 業 所 検 浜 ・滋 賀 ・京 都 神 戸 ・福 岡 ・ 他 全 国 主 要 都 市

93 



建 材 の 頁

卜 の 決 定 版

＿ Ｒ ・ ｂ ｓ 民己 三聖 書ｾ

ド ル パ ン チ カ ー ベ ッ

P. P の 特 性 と ナ イ ロ ン の 特 徴 を 最 大 限 に 生 か し 、 独 特 の 新 方 法 を 加 え 、

ニ- F ル の 欠 点 を 全 く 解 決 し た 驚 異 的 な … ・ … … ・7… 1，::';:1，ス

表 に 特 殊 加 工 ( 特 許 申 請 中 )

裏 に 合 成 ゴ ム ( 特 許 )

ピ リ ン グ を 防 止 し 、 伸 縮 が な く 、 耐 摩 耗 性 に す ぐ れ 、 耐 久 力 は 抜 群 ・ ・ ・ ・

土足のところに絶対強く、フレヤーの起らない……………… Ｑ ・ ｂＲａＲ デョｾ

本 州 ・ 四 国 ・ 九 州 地 区 発 売 元 装 栄 株 式 会 社 北 海 道 地 区 発 売 元 株 式 会 社 三 晃

盟ｾ盟磁

3 0 % ナ イ ロ ン7 0 % オミリコf ロ

• 

電 植 、 ナ イ ロ ン 1 0 0 % ・・ a・・..⑮. . . . ‘ 。.量.... -ｾ軍・・Ｇ、』置竃量量圃量
］弓ｾＢ｀ＮＴＧ ￘ｩ｟ 晶轟 ､ 田 ，ＱＮＱ Ｑ 、ｾＮﾭ

デ ラ ッ ク ス ・・・・・ スベ リ止 め加 工 重 量 感 のあ る豪 華 さ。

スタンダード・・ ・・・・誕 は板 ゴムで特 に 工 事向 の価 格。

大 阪 市 京 区 安 士 町 1 丁 目 23( 新 船 場 ピ J レ)

京 都 市 南 区 吉 祥 院 西 ノ 庄 向 田 町 8
4ふ 大 誠 化 工 株 式 会 社 22

電 話 ( 06 ) 261- 5716({1: 表 )

間 ( 075 ) 3l 3- 8834(代 表 )

漆

差

支

な

し

ド

ロ

マ

イ

ド

プ

ラ

ス

タ

ー

セ

メ

ン

ト

モ

ル

タ

ル

下

地

+

洛

+

り

れ

れ

ゆ

い

塗

り

良

〈

塗

面

が

強

〈

水

に

強

〈

〈

特

長

〉

全固有名建材腐文は当社へ

⑧ 

警 新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

号予 大 阪 市 住 吉 区 粉 浜 本 町 4 丁目 2 6 番 地 T E L 大 阪

元 ( 株 ) 九 州 新 興 建 材 工 業 所

a  

-

+

9

畠

e

・

・

す

ぶ

か

・

・

新

い

す

ジ

・

・

四

香

・

・

七

{

玉

・

・

舗

蹄

紡

帆

・

・

王

座

・

革 新 塗 料

毒見，る

繊 維 塗 料 の

レレ3

ソ:;__'Jι

q ィs，z，

コート
( 特長)

塗吹f呆防

-

耐

ア

ル

カ

リ

而す而サ

• 
イ寸イ寸音 i星

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

大阪市西区南場江通 6 丁目 39番 地 T E L 大阪 ( 538) 2951 - 5・( 541 ) 5757- 9  

営 業所 東京・高槻 ・明石・姫路・四国・中国

水: k 

94 
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建 材 の 頁

ウヅラ印

柏 原 涯 青 株 式 会 社

本 社 工 場 大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 東 2 ノ 5 電 話 大 阪( 471) 1493- 4 ・8267

第 二 工 場 大 阪 市 西 淀川 区 御 幣 島 西 3 ノ 99 電 話 大 阪 ( 471) 0  4  2  6  

タ 然 え な い

オフ才L るご、、

禽 ら な い

カ タ ロ グ 御 請 求 下 さ い 。

長 尺 物 ・ 色 彩 自 由 ・ 責 任 施 工

オリエンタルメタル ( O. P. M)

品 種 オリエンタルスーパーメタル ( S . P. M)

オリエンタルカラードメタル ( C. P. M)

カラースーパーオリエンタルメタル ( C. S . P. M)

t皮キ反主見柊E S 小 波 S 大 波 V i皮 ボ ッ ク ス 波 W ジ ャ ン ポ 波

用 途 平板・波板・棟包・雨押類・苔樋・竪樋・軒樋

通 風 器 ・ 排 気 ダ ク ト ・ モ ニ タ ー

オリ工Uヲルメヲル製造株式会批

本 社 兵I ' l Z県 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26松 本 ピ ル 電 話 大 阪 ( 412) 5131代 表

東 京 支 社 及 工 場 崎 玉 県 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号 電 話 厳 ( 42)  3 1 1 5 - 8  

大 阪 支 社 及 工 場 兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 回 4 4  電 話 大 阪 ( 488) 1081代 表

九 州 支 1吉 及 工 場 福 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町 頃 末 電 話 八 幡 ( 69) 2 8 3 1 - 4  

名 古 屋 支J吉 及 工 場 名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 町1の 24m 2中 経 ピ ル 電 話 名 古 屋 ( 581) 2781 - 4
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建 材 の 頁

プ

T A  3去ヨニP  

イタ

はハンマー不要です

く完全無音無振動既製杭工法〉

従 来 の 既 製 杭 を 利 用 し て 杭 打 施 工 時 の

振 動 ・ 騒 音 を 完 全 に 追 放 し ま し た . グ

圃 主 な 特 長

1. ネジ込 ) J を 杭.W込 ) J に 変 え る の で 完 全 無 振 動 無 騒 i ' r で す。

2. 恨 入 民 さ が 長 〈 安 定 し た 主 持 杭 が 地 工 出 来 ま す。

3. スライムの' i : t 桁はありません

4. 完 全 に 支 持 層 に 岩 お さ せ る の で 大 き な 支 持 力 が 期 待 tl¥米 ま す。

5. 何 米 で も ヤ ト イ 杭 で 納 め ら れ 地 下 毛 の あ る ， 建 築 に 枇 迎 で す。

ｾ株式害事主孟交霊呈 ｉ 矛ｾｊｩｊｩ
. 本 社 大i坂 dd<:! .>( ，¥'I，!1官悦 2 の 20( 刈! 1i U斤 ピ ル ) T  E L 大 阪 ( 202) 3233( 11:) 

. 名 古 屋 支 l苫 : }"I ' i J -t{ r!i ' IQベ針: 1 - 3 - 2 ( 制 施 ピ ル )

. 福 岡 支 l苫 n' ，¥!崎市 ，JsU.反 1 15 33( 第 二 州 場 ビ ル )

. 営 難 所 点 J j ( . ，I(t- 1凋 ・i:¥山 ' 1.ぶ 刈 熊 本 ， 1血 児 J::; ・ 工場 大 l坂' f ' III ..J' W ・1血 児 1: ゐ

剤

剤

散

水

分

減

ト

トン
一
コ

d

h

E

ノ

t

引
J

、ク

許

ン

1

特

コ

I

e

ノ• 
- 耐 火 ・ 防 水 外 見 板

S P ボード代; 王里l吉

建 設 大 臣 認 定

・ 三 段 ブ ロ ッ ク

- 日 本 鋼 管

N K プ レ ハ ブ 代 理J吉

其 の 他 コ ン ク リ ー ト 二 次 製 品

- 宅 地 造 成 ・ 分 譲
..， 

神 戸 大 学 土 木 工 学 部 長

田 中 茂 教 授

指 導

-ー

エスシール #31- 高 弾 性 目 地 材

設 計 日 建 設 計 工 務 株 式 会 社

現 在 二 団 地 設 計 中

工 ス シ ー ル #21 

神 戸 市 雄 合 反 自 民 内 町 2 丁 目 8 8 番 地

屯，1，(; 0 7  811:必 ( 2 3 ) 1 4 2 1 ' 6 9 5 6

東京営業所屯. ! i; 0 3 ( 2 9 4 )  6  1  6 7 ・ 6 1  7  7  

福 山 出 張 所 屯 ，1，1; 0 8 4 9 ( 2 3 ) 2 6  7  9  

- 防 水 材

ヰ土本

⑩神戸五泊株式計主

祖国国岡田園圃薗園田園田園田園田園凪田園田田園田園蝿田園田園田園田園
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石

の

上

に

も

初

年

一 口 に 30年 と い っ て も 、 サ ン ド イ ツ チ パ ネ ル に つ い て 色 々 の 変 遷 が

あ り ま し た 。 ど ん な に 時 代 が 変 っ て も 私 た ち は 常 に 最 良 の 品 質 を お

届 け す る こ と を 心 が け て い ま す 。

一 年 一 年 の 実 繍 は 石 に き ざ ま れ た 年 輸 の 如 く 着 実 に 伸 長 を 示 し て お

り 、 各 方 面 か ら 「 旭 化 工 板 の サ ン ド イ ツ チ パ ネ ル 」 と ご 指 定 い た ピ

い て お η ます 。

ｺ ニｾ［ＮＮＪＭｾＭ耐火断熱板

"'-'1-;" 

F 2 = E t E， … 音 大 型 板

軽置断熱綴

色 彩 耐 火 板

六 面 プ レ ス 高 級

木 毛 セ メ ン ト 板

K C I返事，，，

ペ ニ 克 み

鹿ーヲイト

内ホヲイト，Ｎホ，ｾＭ軽置断鰍

化粧断熱板

万 博 三 菱 未 来 館

( ユ ニ オ ン ボ ー ド S 型 使 用 )

場 尼 崎 市 下 坂 部 久 々 知 前 2 3 5

T E L  大 阪 (06) 4  9  1  - 6  7  8  1  ( 代)

東 京 営 操 所 東 京 都 台 東 区 駒 形 2 - 3 - 5 ( 駒 形 武 蔵 野 ピ ル )

倉 庫 T E  L 東 京 (03) 8  4  2  - 9  2  5  1  ( 代)

名 古 屋 出 張 所 名 古 屋 市 中 区 九 ノ 内 3 - 18 ー 12 ( 大輿ピル)

T  E  L  名 古 屋 (0 5  2) 9  6  1  - 5  9  4  0  

福 山 出 張 所 信 山 市 松 浜 田T 1 ー 1 - 4  ( 福山不動産ビル)

T  E  L 福 山 ( 0849) 2  3  - 1  4  9  1  

場 鈴 鹿 市 三 日 市 町 1  8  5  9  

T  E  L 鈴 鹿 (0 5  9  38)  8  - 1  1  6  5  _  6  

社・エ本

⑥ 

阻化工極製造株話会祉

エ
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モルタル・コンクリート用

ご一報次第

カタ ログ進呈し ます

本マ ノ ー ル 防 水 剤 は セ メ ン ト の 加 水 分 解 生 成 物 で あ る 水 酸 化 石 灰 と 化 学 的 に 結

合 し 、 硬 化 機 構 を 妨 げ る こ と な く セ メ ン ト 粒 子 に 擁 水 性 を 与 え て 毛細 管 の 表

面 張 力 を 低 下 さ せ 、 吸 水 性 を 減 少 さ せ ま す 。

寧 A E 効 果 に よ り 適 量 の 空 気 を 巡 行 し 、 気 孔 を 閉 塞 す る こ と な 〈 セ メ ン ト ・プ

ラ ス タ ー 及 び 砂 の 粒 子 に 対 し 分 散 性 を 与 え ワ ー カ ビ リ テ ィ ー を 向 上 さ せ ま す 。

ま た 特 有 な 粘 渚 性 に よ っ て 材 料 分 離、 レ イ タ ン ス の 発 生 を 防 止 し ま す 。

牢セ メ ン ト と 結 合 し た 生 成 物 は 永 久 不 変 質 の 物 質 で 、 水 や 空 気 中 の 塩 類 、 酸 類

も 作 用 せ ず 、 セ メ ン ト の 中 性 化 を 防 言 、 鋼 材 、 木 村 等 の 1礎 自 虫 ・ 腐 朽 を 防 止 し

て 構 造 物 の 耐 久 性 を 高 め 、 そ の 防 水 ・防 温 効 力 は 恒 久 的 で す 。

その他マノール製品

急 結 剤 ・ 接 着 剤 ・ 剥 離 剤 ・ 早 強 剤 ・ 防 凍 剤

:11:2 2 - . . . ( セメント起泡剤) ・ % . .  : : ' -1. .  ( 怒泊抗エ)

セ メ ン ト 混 和 剤 ・ 助 材 綜 合 メ ー カ -

223由 脂41 : 工事主
東 京 都 品 川 区 大 井 1 ー 1Sー 1 ( 774)  4111代 表京

浦

島

岡

阪

古
来

土

福

盛

大

倉

倉

晶

画

官

官

( 2 1) 5 1 8 9  

(  34 )  7  1  1  1  

(  24 )  0  2  1  3  

(971)  4  7  6  5  

関 東 営 業 所

東 北 営 業 所

盛 岡 営 業 所

大 阪 営 業 所

茨 城 県 上 浦 市 大 田r 1  2 1 3  

福 島 県 福 島 市 下 野 寺 字 途 原

岩 手 県 盛 岡 市 南 大 通 3 - 12- 50 

大 阪 市 東 成 区 西 今 里 町 2 - 48

2222ィ;fTZエrrω25 日本セメント防水剤製造所

川添商庖 T E L 鹿児島 (51) 0001 

大三工業 T E L高 松 (51 ) 6811 

伊 東 工 業 T E L徳 島 ( 52) 6880 

豊永建材 T E L広 島 (61 ) 6371 

東邦防水 T E L札 幌 (82) 3133 

日本建築協会優良証明

J I S合格品

御一報次第型録並仕様書進呈

セメン卜硬化促進増強防水剤

ヲ'-It - qイトB雪

合成樹指系防水剤 スーパーウオータイト

合成ゴム系防水剤 ウオータイト K

合成コ、ム系防水剤 ウオータイト U

( ポリ ウ レタ ン系)

大 阪 事 務 所 T E L大 阪 ( 941) 2 6 2 6 ・2 6 2 8  

宝 塚 市 高 台 T E L 宝 塚 ( 86) 2  1  5  3  

名 古 屋 出 張 所 T E L 名 古 屋 ( 331) 1  5  3  1  

仙 台 出 張 所 T E  L f 山 台 ( 23) 0  7  2  1  

東 京 出 張 所 T E L 東 京 ( 431) 8  6  4  8  
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全く新しい床タイルです

一星 ピ サ ロ ン は 、 従 来 の ビ ニ ー ル タ イ 々 と は 製 法

原 料 配 合 が 全 く 違 い ま す。塩ピの他に最近開発さ

れた新しい共重合体の特殊樹脂を用いた! 創期的な

新 製 品 で す。軟 質 プ レ ス タ イ プ の 床 タ イ ル に 比 べ

仕 上 り 安 定 性 が よ く 、 カ レ ン ダ 一 方 式 の 流 れ 模 様

とは対照的な静止した現代模緒。 ピサロンの持つ

エラスチックで高級な質感、すぐれた歩行感は、

床 タ イ ル の 新 し い 世 界 を 聞 き ま し た 。

協同組合員が責任をもって施工いたします

三 星 ピサロンは、材料だけの販売 はいたしません。

責 任施 工 の 出 来 る 協 組員が入念な仕上げを します。

これからはピサロンの時代です

ニ 星ピサロンの新しい色調、パターンは、現代の

インテリアデザインに要求される個性的な床造り

には欠かせません。東京浜松町の超高層世界貿易

センタービルの 4 F以上の各階エレベーターホール

にも、使用されております。 と三星ピサロンミはその

模様がフランスの画家ピサロのタッチに似ている

ことから、名付・けられたものです。

東 日 本 床 工 事 事 業 協 同 組 合

西 日 本 床 工 事 事 業 協 同 組 合

〈専用品〉 ピ! to::t

宮崎支II 格 = 333. 3 X333. 3 X  2 引 9 枚 / m'  

333. 3 X 333. 3 X  3 弘 9 枚 / m'  

* 色 数 = 18色

安 価格 = 2 m/mJ 写，'，.'， 1 ，2001斗 / m'  (300m' 以上)

3 明 l平M 1，800円 / m'  (300m' 以上)

小部屋古IJ .I¥") . 階段4 0 %尚
製 造 元= 田 島 応 用 化 エ 株 式 会 社
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高分子物質・おゐ石室遺産競諸

業務用焼却炉のトップメーカー

特 長

π 全 燃 焼

G- 25型

型式・種類( 2種) G- 50， G- 70 
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ザイ，3シ〆' ! / r- I嘉第雪株式会社 z2詰諒高詰E諒器Z誤tアれ所~栃品4白詰儒z誌器2註罫2z許l??f特5臨; お詔! 氾己以:込よ訊た悶問r出出; ぷ辺; ;辺; 迄z;認rzrア4“66

. ご入会のお申込は 社 団 法 人 日本建築協会 干 541 大阪市東区北浜3 - 37 電 話 大 阪( 06) 231 ・9648 ・9649 ・9640 振 替 口 座 大 阪39975番 定価 300円 ( 送料共)


